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ア

メ

リ

カ
合

衆

国

に

お

け

る
情

実

人
事

制

(
b
餌
け
口
O
口
鋤
Φq
Φ

ω
団
ω
叶Φ
b
ρ
)

と

党

派

政
治

(
b
曽
ω
蔚

p。
コ

O
o
謹

o
ω
)

と

の
連

環

の
当

否

を

め

ぐ

る
論

争

は

、

こ

の
国

に

お

け

る
政

治

史

全

体

の
地

下

の
鉱

脈

の
な

か

に
煙

く

引

火
線

の
鉱

石

の
ご

と
き

存

在

を

示

し

て

い
る
。

こ

の
状

況

は

、

い
ま

も

な

お
、

変

わ

っ
て

い
な

い
。

し

か

し

、
最

近

、
当

該

論

争

の
二
位

相

が

、

輝

か

し

い
背

光

を

浴

び

て
、

浮

上

す

る

に

い
た

(
1

)

っ
て
い
る
。

そ

の

一
つ
は
、
後
述
す

る
情
実
人
事

に
関
す

る
裁
判
所

の
判
決
を

め
ぐ

る
論
争

で
あ

る
。

こ
こ

で
い
う

判
決
と
は
、
連
邦

・
州

・
地
方

に
お
け
る
各
種

の
裁
判
所

が
、
党
派
性

の
み
に
基
づ
き
採
用

さ
れ
た
資

格
任

用
制

(8
Φ
葺

薯
曾
Ω
旦

適

用
対
象
外

に
あ
る
職
員

に
対
す
る

(
2

)

(
3

)

不
利
な
行

為
、
も

し
く
は
、
解
任
は
、
憲
法
修
正
第

一
条

お
よ
び
十

四
条

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ

る
憲
法
上

の
権
利

の
侵
害

と
し

て
解
釈

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
明
示
し
た
、
す
く
な
か
ら
ぬ
判
決
を
指
す
。
こ
れ
か
ら
の
判
決

に
か
か
わ
る
最
近

の
事
件
と
し
て
、
肉
竃
§

文
肉
8

竃
霞

o
き

憲

㌧
信

§

蔑
ρ
お

刈
9
ψ

①
b。

(
}り
り
O
)
噛O
、爵

奉

寄

竃

叶
⑦
亀

ミ
o
O

冒

6
招
Ω
骨

9

ζ

登

馨

9

切
一〇。
9

ψ

謡

N

(一
Φ
㊤
9

な

ど

が
あ

げ

ら
れ

よ
・つ
。

も
と

よ
り
、

こ
れ
ら

の
判
決

は
、
政
党
員
ま
た

は
政
党
支
持
が
職
務

の
実
効
性

の
あ

る
遂
行

の
た
め

の
妥
当

な
要
件

と
さ
れ
る
上
級

の

政
策
形
成

職
務

に
は
適
用
さ

れ
な

い
。
し
か
し
当
該
職
務
と
他

の
職
務
と
は

、
図
式
的
対
比
と

し

て
描

か
れ
る

の
で
は
な
く
、

一
方

が
他

方

に
浸
透

し
合
う
形

で
隣
接

し
、
ほ
ぼ
双
方

間

の
境

界
は
、
溶

解
し
、
混
交
を
生

じ
て

い
る
と

い
っ
て
よ

い
。
両
者

は
、
相

互
に
浸
透

し

逆
転

し
合
う

よ
う

な
領

域

に
と
ど
ま
り

、
こ
う

し
た
脈
絡
か
ら
独
立

し
て
い
な

い
。
裁
判
所

の
判
決
は
、
未

だ
双
方

の
境

界

に
鮮
明
な
形
象

性
を
与
え

て
い
な

い
。

こ
れ
ま

で
、
裁
判
所

は
、
情
実
人
事

の
可
否

に

つ
い
て
、
幾
度
と

な
く

判
示
し

て
き

た
。

し
か
し
、
情
実
人
事

の
慣
行
的
事
実

は
、

ア
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3

メ

リ

カ
政

治

体

系

の
基

調

を

な

す

価

値

あ

る
底

流
と

し

て
強

固

に
確

立

を

さ

れ

て

い
る

限

り

、

そ

の
潰

滅

は

、

虚
妄

に
終

る
と

み

て
よ

か

ろ
う

。

他

の
論

争

は
公

務

員

が

単

に
公

務

員

で
あ

る

こ
と

を

理
由

と

し

て
、

党

派

的

中

立

性

の
維

持

を

何

ゆ
え

要
求

さ

れ

ね
ば

な

ら

な

い
か

と

い
う

こ
と

で
あ

る

。

こ

の
党

派

的

中

立

性

の
維

持

が

、
十

九

世
紀

に

お

け

る
公

務

員

制

改

革

運

動

の
主

要

目
的

で
あ

り

、

そ

の
先

端

の
疑

集

点

が

、

本

稿

の
主

題

で
あ

る

一
九

三

九

年

制

定

の
政
治

活

動

法

(
勺
o
ま

o
巴

>
a

<
ぼ
Φ
ω
>
9
11
>
昌

>
o
け
8

勺
お
<
Φ
三

勺
奪

巳
q
8

ω

勺
o
犀
ざ
巴

>
o
自
<
一凱
Φ
ω
B

ωロ
巴

団
o
巴

巴

瓢
β。
叶9

>
o
廿
p。
津
Φ
二

房

。。b
8

ωo
員
∪
①
臼
o
o
轟
什甘

ω
Φ
塁

8
H
O
p。
誌

〉

・
団
p。
叶9

0
{
乞
Φ
≦

竃
①
箆
0
9

に

ほ

か

な

ら

な

い
。

一
九

四

〇
年

・

一
九

六

六
年

改

正

の

い
わ

ゆ

る

ハ
ッ
チ
法

は

、

連

邦

政

府

職

員

、

連

邦

政

府

の
交

付

金

に
よ

る
施

策

(
4

)

の
形
成
と
実
施

の
衝

に
当
た

る
州

お
よ
び
地
方

の
政
府

職
員
、
そ
し

て
E
O
A

(国
。
8

0
鼠

。
O
b
8

耳
§

ξ

〉
。
什
)

(経
済
機
会
法
)
に
よ

っ
て
資

金
を
給

付
さ

れ
た
地
域
社
会
活
動

施
策

(
O
O
目
P
b
P信
　ロ
一什団
ー餌
O
け一〇
昌
b
同
O

oq
同
9Ω
H口
ω
)

の
運
用

に
関
す

る
私
的
組
織

の
職
員
、
以

上
が
、

政
治
活

動

に
積
極

的

に
参

加
す
る

こ
と
を
禁
止
す

る
。
し
か
し
、
政
府
職
員

の
政
治
上

の
諸
権
利

が
、

一
九
六

〇
年
代
お
よ
び

一
九
七

〇

年
代

初
頭

に
、
世

人

の
関
心
を
惹
く
と
と
も

に
、
当
該
法

の
改
廃

の
た
め

の
努

力
が
、
展
開
さ
れ

る
に

い
た

っ
た
。

こ
の
努
力

の
背
後

に

控
え

る
強
靱
な
論

理
は
、
政
府

職
員

の
政
治
的
介
入
を
禁
止
す

る
当
該
法

の
条

項
は
、
政
府
職
員
以
外

の
他
者

で
あ
れ
ば
当
然

に
認
め
ら

れ
行
使

し
う

る
は
ず

の
諸
権

利
を
政
府

職
員

に
限

っ
て
認
め
ず

侵
害
し
、
し
た
が

っ
て
、
政
府
職
員
を
結
果

に
お

い
て

《
二
流
市
民
》

に

既

め
る
も

の
と

い
う

こ
と

に
あ

る
。
こ

の
論
理

に
よ
れ
ば
、
政
治
的
権
利
を
投

票
権
と
等

価

で
結
合
す

る
と

い
う
こ
と
は
、
政
府
職
員

に

余
り

に
も

苛
酷

で
あ

る
。

政
府

職
員
に
も
、
政
治

の
全
位

相

に
参

加
す
る
諸
権

利
を
、
与
え

ら
れ

る
べ
き

で
あ

る
。

一
九

三
九
年

に
お
け
る

ハ
ッ
チ
法

の
議
会

に
よ
る
制
定

の
背

景
に
は
、

一
九

三
三
年

か
ら

一
九

四
五
年

に

い
た
る
ま

で
の
、
十

二
年

間

に
お

よ
ぶ
行
政
権
力

の
肥
大
化

現
象
と

互

い
に
通
底

し
合

い
、
有
機

的
な
結
び

つ
き
を
創

出
し
た
、
時
代
的
状

況
が
存
在
す

る
。
こ

の
状

(
5

)

況

は

、

行

政

権

肥

大

化

現

象

の
周

囲

に
緊

密

に

結

晶

さ

れ

た

も

の
と

い

っ
て

よ

い
。

す

な

わ

ち

、

ニ

ュ
ー

デ

ィ

ー

ル
期

(
↓
げ
Φ

乞
Φ
毛
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∪
Φ
磐

と

こ
れ
に
引
き
続

く
第

二
次
世
界
大
戦
と
は
、
合
衆
国

に
お
け
る
政
治
状
況
と
全
国
政
府

の
構
造
と
を
、
根
本
的

に
変
革
す

る
に

い
た

っ
た
。
建

国
初
期

か
ら

一
九
二

〇
年
代

に

い
た
る
ま

で
、
十
九
世
紀

の
辺
境

の
存
在
と
そ

の
後

の
資
本
主
義

の
勃
興
期
と
を
現
実
的

基
礎
条
件
と

し
て
成
立

し
、
個
人
や
諸
種

の
集

団
が
迷
う

こ
と
な
く
自
己
利
益

の
追
求

に
専
念
し
自
由
放
任
政
策
を
享
受

し
え
た
、
社
会

の
基
本

的
安

定
性

の
支

配
と

い
う

、
恵
ま

れ
た
政
治

環
境
は
、

こ

の
時
期

、
既

に
失

わ
れ

て
い
る
。

こ
れ

に
代
わ

っ
て
出
現

し
た

の
が
、

内
政

・
外
交

・
軍
事

の
危
機

的
状
況

の
な

か
に
あ

っ
て
諸
利
益

の
共
同
体
的
調
節
を
不

可
避
と
す

る
緊
迫
し
た
政
治
環
境

で
あ

る
。

そ

の
結
果
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
期
と
第

二
次
世
界
大
戦
と

い
う
特
異
な
事
件

は
、
想
像
し
う

る
限
度
を
越
え

て
、
連
邦
政
府

の
規
模
と

権
能
と
を
拡
大

し

つ
づ
け

る
に

い
た

っ
た
。

こ
れ
故
、
連
邦
政
府
と
国
民
と

の
接
触
面
積
は
、
無
限

に
増
大
し

て
ゆ
く
観
を
呈

し
て

い
た

と

い

っ
て
よ

い
。

「
大

統

領

権

力

に

お

け

る

最

大

の
伸

張

は

、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

(国
鑓

蒔

∪
●
国
o
o
ω
Φ
<
Φ
ε

政
権

の
時

代

に
生

じ

た
。

こ

の

と

き

に

、
内

政

政

策

の
飛

躍
的

発

展

と

戦

時

責

任

と

の
結

合

が

、
行

政

部

中

心

の
政

府

(
Φ
図
Φ
o
鼠

く
Φ
-8

コ
什臼
Φ
α

oq
o
<
Φ
ヨ

ヨ
Φ
ヨ

)

の
成

(
6

V

立

に

、
す

く

な

か

ら
ず

貢

献

を

し

た
」
。

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

大
統

領

は

、
時

に

は
行

政

部

に

つ

い
て
不

満

を

吐

露

し

た

こ
と

が
あ

っ
た

に

せ

よ
、

総

じ

て
、
行

政

部

に

(
7

)

信
頼
を
寄

せ

て

い
た
。
合
衆
国
史
上
、
未
曾
有

の
経
済

不
況

に
見
舞

わ
れ
た
大
統
領
は
、
私
的
利
益
を
個

人
や
集

団
が
悼

る
こ
と

な
く
追

求

し
え
た
社
会

の
基
本
的
安

定
性

の
下
に
お
け
る
自
由
放
任
政
策

の
享
受
と

い
う
前
世
紀

の
余
響
を
断
ち
切

る
意
図

に
た

っ
て
、
連
邦
政

府

に
よ
る
公
共
事
業

の
施
行

を
通
し

て
職
を
創
出

し
、
生
産

・
物
価

・
勤
労
条
件

に
対
す

る
規
制

の
強
化

に
よ

っ
て
景
気

の
回
復
を
図

ろ

(
8

)

う

と
し
た
。

大
統
領

は
、
景
気
回
復

の
事
業

の
執
行
を
、
既
設

の
行
政
諸
機
関
を
通
す
よ
り
も

、
む

し
ろ
、
新

設

の
行
政
諸
機

関
に
そ

の

執
行
権
限
を
授
与
す

る
方
途

を
す
く

な
か
ら
ず

選
ん
で

い
る
。

こ
れ
は
、
未
曾
有

の
時
代
状
況

の
先
端

に
立

っ
て
、
未
耕

の
原
野
を
切
り

拓

い
て
ゆ
く
先
駆
者

の
論

理
と
実
践
を
表
象
す

る
も

の
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う

。

'
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5

か

つ
て

一
九
三

三
年

か
ら

一
九

四

五
年

ま

で
、
労

働
長
官

(
ω
Φ
臼
Φ
蜜
q

o
h
8

げ
o
『
)

の
職

に
あ

っ
た

F

・
パ
ー
キ

ン
ズ

(
国
轟
ロ
8
ω

勺
Φ
『
江
p
ω
)
女
史

が
述

べ
て

い
る
よ
う

に

「我

々
は
、
新

た
な

錯
雑
き
わ
ま
る
諸
問
題

に
遭
遇
し

て

い
る
。

…
何

ゆ
え

、
我

々
は
、
旧
来

の
諸
制
度

に
、
こ
う

し
た
問
題

の
解
決

の
責
任
を
負
わ

せ
る
よ
り
も
、
む
し

ろ
、

こ
の
責
務
を
引
き
受
け

る
新
た
な
統

一
的
な
行

政
機
関

(
曽
昌
Φ
毛

o
oq
魯

o
S

を
設
立
し
な

い
の
で
あ

ろ
う
か
。
…
仮

に
、
当
該
機

関
が
常
設

で
は
な

い
に
し

て
も
、
我

々
が
、
そ
れ
に
よ
り
悪

し
き

先

例

に
陥

る
こ
と
は
、
あ
り
え

な

い
」
。

こ

の
言
葉

の
示
唆
す

る
と

こ
ろ
は
、
非
能
率
性
、
非
実
効
性
、
不
経
済

、
浪
費

な
ど

の
弊
害
を
生
み
だ
す
い
自

b
暮
冨
昌
〉
畠
日
ぎ
一ω
茸
p。
汁δ
　

へ
の
決
別
と

み

て
よ

い
。

一
九

二
〇
年

か
ら

一
九
三

〇
年
代
末
葉

に
い
た

る
ま

で

の
時
期

に
、
行
政

の
分

野
に
お
け

る
組
織

の
乱
立
状
態
が
現
出

し
組
織

の
構
造

と
手

続
と
を
整

序
す

る
緊
要
性
が
痛
感
さ

れ
る
に

い
た

っ
た
と

い
う

特
殊
事

情
が
存

在
し

て

い
た
。

こ
の
当
時

に
お
け

る
人

々
は
、
主
権

者
と

し

て
、
ま

た
、
納
税
者

と
し

て
、
政
府

の
非
能
率
と
浪
費

に
、
重
大

な
関
心
を
寄
せ

て

い
た
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
当

時

の
行
政
諸
機

関
は
、

二
〇
世
紀

に
入

っ
て
顕
著
と
な

る
に

い
た

っ
た
政
府
職
能

の
量
的
拡

大
と
質

的
複
雑
化
と

に
対
応

し

て
、
各

機
関

の
管
掌
事

務

の

範

囲
も

不
分

明

の
ま

ま
、
ど
ち

ら
か
と

い
え
ば

、
急
遽

、
乱
造
さ
れ
た
も

の
で
あ

り
、
…機
関
相

互
間

に
お
け

る
機
能

の
重
複

と
競
合

が
、

す
く

な
か
ら
ず

露
呈
し

て

い
た
か
ら

で
あ

る
。
こ

の
よ
う

な
、

い
わ
ば

、
徴
視

的
観
点

に
立

つ
い
自

b
薮

き

>
O
慧

巳
ω
茸
Φ
ま

昌
の
状
勢

の

な

か

で
、
当
時

の
行

政
管

理

の
理
論
と
実
践

は
、
行
政

に
お
け

る

《
能
率

と
節
約
》

の
確
保
を
至
上
課
題

に
巨
視
的
角
度

か
ら
社
会
共
同

の
利
益

の
積
極
的
実

現
を
推

進
す
る

切
δ
げ
臼
⇔
。q
母

σq
冨
昌

〉
α
巨

巳
ω
叶鑓
口
8

の
具
体
化

を
期
し

て
あ
ら

ゆ
る
組
織

に
普

遍
的

に
妥

当
す

る

(
10

)

編
成

諸
原
理
を
発

見
し
提
起

す
る

に

い
た

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
う

し
た

政
治
哲

学

の
潮

流

の
単

純
直
線
的
な
進
行

の
結
果
、

一
九
三
四
年

末

に
い
た
る
ま

で
に
、
約
六

〇
の
行

政
諸

機
関
が
新

た

に

(
u
)

設

置

さ

れ

た

。

こ

の
な

か

で
、

長

期

に
わ

た

り
存

続

し
た

機

関

と

し

て
、
商

品

信

用

販
売

会

社

(O
o
日
日
o
α
ξ

9

Φ
鼻

O
o
壱

o
同
巴

8

)
、
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連
邦
法

に
基
づ
く
銀
行

・
連
邦
準
備
制
度

(周
巴

Φ
巨

肉
Φ
ω2
<
Φ
身

ω
8
8
)

に
加
盟
す

る
州
法

に
設
立
根

拠
を
置

く
銀
行

、
連
邦
預
金
保

険

対
象

の
州
銀
行

な
ど

の
預
金
を
法
定

限
度
ま

で
保

証
す

る
連
邦

預
金

保
険
公
社

(団
Φ
血
興
巴

∪
Φ
o
o
ω
犀

Hロ
ω
霞

鋤
コ
8

0
0
唇

o
轟
けδ
昌
)
、

そ
し

て
、
ラ
ジ
オ

.
テ
レ
ヴ

ィ
、
C

A
T
V
放

送
、
無
線
通
信

、
州
際

・
国
際
電
信
電
話

、
衛
星
通
信

の
許
認
可

・
規
制
を
主
要
業
務
と

す

る
連
邦

通
信
委

員
会

(
国
Φ
α
Φ
『
巴

O
o
臼
筥
三
〇
餌
ま

口

O
o
日
巨

ω
ω一8
)
、
証
券

・
金

融
市
場

の
監
督

を
主

た
る
業

務
と

し
、
投
資
家
を
保

護

し
証
券
市
場

の
公

正
を
維

持
す
る
た
め
に
可
能
な
限
り
完
全
な
情
報
公

開
を
要
求

し
う

る
準
司
法
機
能
を
所
持
す

る
証
券
取
引
委
員
会

(ω
Φ
o
霞
註
Φ
ω
き

α
国
図
o
げ
き

①q
Φ
O
o
ヨ
巨

ω
ω
δ
昌
)
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
他

の
主

要
な

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー

ル
期
創

設

の
機

関
に
は
、
失
業

保
険

.
社
会
医
療

・
老
齢
年
金

な
ど

の
制
度

の
運
営
を
業

務
と
す

る
社
会
保
障
局

(
ω
o
。
巨

ω
Φ
。
霞
ξ

〉
α
巨

巳
ωけ同
蟄

8
)
、
自

ら
裁
判

所

へ
の
提
訴

や
禁
止
命
令

を
出
し

て
労
働
組
合
結
成
権

の
保
護

や
不
当
労
働
行
為

の
排
除
な
ど

の
労
使
関
係

の
安
定
を
図

る
、
労
働
関
係

委

員
会

(乞
薮

8

9。
一
ピ
o
ぴ
霞

閑
Φ
一曽
菖
o
ロ
ω
切
o
母
e
、
そ
し
て
航
空
運
賃
改
定
、
航
空
路
線
開

設

・
変
更
、
航
空
会
社

の
合
併

の
認
可
、
国
際

線
業
務

の
監
督

な
ど
を
主
要
業
務
と
す

る
民
間
航
空
委
員
会

(〔
)凶く
口

〉
Φ
村
O
　P
9ρ
β
什一〇
ω
切
O
曽
同
山
)

(
一
九

八
五
年

一
月

一
日
ま

で
に
既

に
廃

止
)
な
ど
が
、
存

在
す

る
。

一
九

三
七
年

に

い
た

る
ま

で
に
、

こ
う
し

て
、
大
統
領

に
直
接

に
責
任
を
負
う

ほ
ぼ

一
〇
〇
の
独
立
行
政
機

(
12

)

関
も

し
く

は
独

立
行
政
単
位

が
、
設
置
さ

れ
た
。

も
と

よ
り
第

二
次
世
界
大

戦
も

、

こ
の
よ
う
な
脈
絡

か
ら
遊
離

し

て
い
た
わ
け

で
は

な

い
。
事

実
、
大
戦

下
に
お
け
る
国
防
、
資
源
動
員
、
経
済
運
営
な
ど

の
四
囲

の
環
境
が
、
政
府
と
、
機
関
新
設

の
方

へ
誘
う

動
力
と
し

て
働

ら

い
た
。

こ
う

し

て
新

設
さ
れ
た
諸
機
関

の
多

く
は
、
暫
定
性

の
機
関
と
看

倣
さ
れ

て

い
た
。

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
策

の
中
心
を
な
す
論
理

や
観
念

は
、
政
府

に
よ

る
人

々
の
直
接
雇
用

で
あ
る
。

こ
の
理
論

や
観
念
が
中
心

と
な

っ

て
流

れ

な
が

ら

、

ニ

ュ
ー

デ

ィ
ー

ル
政
策
体

系

の
形

成

と
実

施

が
、

展

開

さ
れ

て
ゆ
く

。

雇
用

促
進

事

業
局

(
≦
o
爵

ω
勺
容

Φ身
器
ω
ω

〉
α
巳

巳
ω
寝
㊤
口
8
)

の
主
要

目
的
は
、
社
会
福
祉

政
策
も

し
く

は
そ

の
他

の
貧
困
層
救
済
手
段

の
代
替
と

し

て
、
職
を

彼
ら

に
給

付
す

る

こ
と

に
あ

っ
た
。

し
か
し
、

正
規

の
行
政
諸
機
関

の
枠

内

に
お

い
て
も
、
雇
用
数

は
、
急
角
度

に
上
昇
し
た
。

一
九
三

一
年

に
は
、
連
邦
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7

政

府

に

お

け

る
文

官

数

は

、

お

よ

そ

六

一
万

で
あ

り

、

こ

の
数

値

は

、

一
九

二

一
年

に
較

べ
、

約

五

万

増
大

し

て

い
る
。

(
一
九

二

一
年

(
13

)

(
14

)

文
官

総
数
は

五
六
万
)
一
九

三
九
年

に

い
た

る
ま

で
に
、
連
邦
政
府

の
文
官
数

は
、
九

〇
万

に
著
増

し

て
い
る
。

こ
の
年

以
降
、
戦
争

の

脅
威

の
高
ま
り
と
と
も

に
、
連
邦

政
府

の
職
員
総
数

は
、
爆
発
的

に
増
加

し
た
。

一
九

四
〇
年

な
ら
び

に

一
九

四

一
年

の
二
年

間
を
通
し

て
、
職
員
総
数
は
上
向
曲
線
を
描
き

、
平
均
し

て

↓
ヶ
月
に
三
万
五
〇

〇
〇
名
以

上

の
増
員
を

み
る
に

い
た

っ
た
。
そ

の
結

果
、

一
九

四

(
15

)

一
年

の
十

二
月
ま

で
に
、
連
邦
政
府

は
、

ほ
ぼ

一
八

〇
万

の
職
員
総
数
を
擁

す

る
巨
大

な
政
府

へ
と
成
長
す

る

に

い
た

っ
て

い
る
。

行

政
部

に
お
け

る
文
官
数

は
、

一
九

四
五
年
七
月

に
頂
点

に
達
し
、
そ

の
数

値
は
、
三
八

〇
万
を
優

に
越
え

る
。
も

と
よ
り
、

こ
の
数
値

に

(
16

)

は
、

《
無

給
》

(書

厳
o
暮

o
o
日
b
8

ω
鋤
ま

コ
)
職
員

と

《
年
俸

一
ド

ル
》

(
匹
o
ぎ

雫
曽
之
窪
昌

職
員

の
三
三
万
は
、
含
ま

れ

て

い
な

い
。

一
九

四
五
年

七
月

の
時
点

に
お
け
る
連
邦
政
府

の
文
官
数

の
総
計
は
、
憲
法
制
定

者
が
憲
法
草
案

を
作

成
し
た

一
七
八
七
年

に
お
け
る
合

衆

国

の
人

口
に
等
し

い
。

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
期

と
第

二
次

世
界
大
戦
と
は
、
彪
大
な
額

の
財
政
赤
字
を

産
み
だ

し
た
。

一
九

二
〇
年

代
全
体
を
通
じ

て
、
連
邦
政

(
17

)

府
は
、
黒
字

財
政
を
維
持

し

て
き

た
。

こ
れ
を
示
せ
ば
、
次

の
よ
う

に
な

る
。

一
九

二

一
～

一
九

二
五
会

計
年
度

歳

入

二
〇
九
億

六
二
〇
〇
万

ド

ル

・
歳
出

一
七
三
億

;

二
〇
〇
万
ド

ル

・
黒
字
三
六
億

三
九

〇
〇

万
ド

ル
一
九

二
六
会
計
年

度

歳
入
三
七
億
九

〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出

二
九
億
三

〇
〇
〇
万
ド

ル

・
黒
字

八
億
六

五
〇
〇
万
ド

ル

一
九

二
七
会
計
年

度

・
歳
入

四
〇
億

一
三

〇
〇
万

ド
ル

・
歳
出

二
八
億

五
七

〇
〇
万

ド
ル

・
黒
字

=

億

五
五
〇
〇
万
ド

ル

一
九

二
八
会
計
年

度

・
歳
入

三
九
億

ド

ル

・
歳
出

二
九
億
六

一
〇
〇
万
ド

ル

・
黒
字
九
億

三
九

〇
〇
万
ド

ル

一
九

二
九
会
計
年

度

・
歳
入

三
六
億

六
二

〇
〇
万

ド
ル

・
歳
出
三

一
億

二
七

〇
〇
万

ド

ル

・
黒
字
七
億

三
四
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三

〇
会
計
年

度

・
歳
入

四
〇
億

五
八

〇
〇
万

ド
ル

・
歳
出
三
三
億

二
〇
〇
〇
万

ド

ル

・
黒
字
七
億

三
八
〇
〇
万

ド
ル
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世
界
恐
慌

が
進
行

し
人

々

の
閉
塞
感

が
深
刻
化
す

る
と
と
も

に
、
こ
う

し
た
窒
息
感

や
徒
労
感

に
、
希
望

の

一
条

の
光
と
解
放
感
と
を

与
え

て
く
れ

る
力
と

し

て
、
政
府

の
政
策

や
行
為

が
社
会
経
済

に
広
範

に
、
し
か
も
、
奥
深
く
浸
透
す

る
に

い
た

っ
た

た
め
、

一
九

一三

(
18

)

年

か
ら

一
九

四

一
年
ま

で
の
期
間
、
財
政
赤
字
が
、
累
積
す

る
こ
と
と
な

っ
た

。

一
九

三

一
会
計
年
度

.
歳

入
三

一
億

一
六
〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出

三
五
億
七
七

〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

四
億
六

二
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三

二
会
計

年
度

.
歳

入

一
九
億

二
四
〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出

四
六
億

五
九

〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

二
七
億

三
五
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三
三
会
計

年
度

・
歳

入

一
九
億
九
七

〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出
四
五
億
九

八
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

二
六
億

二
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三
四
会
計

年
度

・
歳

入
三
〇
億

一
五
〇
〇
万
ド

ル

・
歳

出
六
六
億

四
五
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

三
六
億
三

〇
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三
五
会
計
年

度

・
歳
入

三
七
億
六

〇
〇
万
ド

ル

・
歳

出
六
四
億
九
七

〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

四
四
億
二

五
〇
〇
万
ド

ル

一
九

三
六
会
計
年

度

・
歳
入
三
九

億
九

七

〇
〇
万
ド

ル

・
歳

出
八
四
億

二
二
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

四
四
億

二
五

〇
〇
万
ド

ル

一
九

三
七
会
計
年
度

・
歳
入

四
九

億
五
六
〇
〇
万
ド
ル

・
歳

出
七

七
億

三
三

〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

二
七
億

七
七

〇
〇
万
ド

ル

一
九
三

八
会
計
年
度

・
歳
入
五
五
億
八
八
〇
〇
万

ド
ル

・
歳

出
六
七
億

六
五

〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

=

億

七
七

〇
〇
万
ド

ル

一
九
三
九

会
計
年
度

.
歳
入
四
九
億
七
九

〇
〇
万

ド
ル

・
歳
出

八
八
億

四

一
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

三
八
億

六
二
〇
〇
万
ド

ル

一
九

四

〇
会
計
年
度

・
歳

入
六
五
億

四
八
〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出
九

四
億

六
八
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

二
九
億

二
〇
〇
〇
万
ド

ル

一
九

四

一
会
計
年
度

.
歳

入
八
七
億

一
二
〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出

=

一一六
億

五
三
〇
〇
万
ド

ル

・
赤
字

四
九
億

四

一
〇
〇
万
ド

ル

(
19

)

以
上

で
あ

っ
た
。

一
た
び
、
合
衆

国
が
戦
争

に
突
入
す
る
と
と
も

に
、

一
九
四
三
年

の
み
で
、
歳
入

二
四

〇
億

一
〇
〇
万
ド

ル

・
歳
出
七
八
五
億

五
五
〇

〇
万
ド

ル
で
あ
り
、
財

政
赤
字

は
、
五
四
五
億

ド

ル
を
越
え

た
。

こ

の
よ
う
な
赤
字
財
政

の
旅
程
は
、

一
九

四
七
年

に
終
止
符
を
打

っ
た
。

一
九
四
七
年
会
計
年
度

の
場
合
、
歳

入
三
八
五
億

一
四
〇

〇
万
ド

ル
、
歳
出

三
四
四
億
九

六
〇
〇
万
ド

ル
、
黒
字

四

〇
億

一
八

〇
〇
万
ド
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(
20

)

ル
、
と
な

っ
て

い
る

。

し
か

し
財

政
は
、

一
九

五

〇
年

以
降
、
再
び
赤
字

に
転
落
す

る
。

一
九

四
八
会

計
年

度

で
は

、
歳

入
が

四

一
五
億

六

〇
〇
〇
万
ド

ル
、

歳

出

二
九
七
億
六

四
〇

〇
万
ド

ル
、
黒
字

=

七
億
九
六

〇
〇
万
ド

ル
、

一
九

四
九
会
計
年

度
歳

入
三
九
四
億

↓
五
〇
〇
万
ド

ル
、
歳

出

三
八
八
億
三

五

〇
〇
万
ド

ル
、
黒
字

五
億

八
〇
〇
〇
万
ド

ル
、

一
九
五

〇
会
計
年

度
歳
入
三
九
四
億
四
三

〇
〇
万
ド

ル
、
歳
出

四
二
五
億

六

二
〇
〇
万
ド

ル
、
赤
字

三

一
億

一
九

〇
〇
万
ド

ル
、
と
な

る
。

以
後
、
財
政
赤
字

は
、
若

干

の
会
計
年
度
を
除
き

(例
え

ば

一
九
五

一
会
計
年
度
黒
字
六

一
億

二
〇
〇
万
ド

ル
、

五
六
会
計
年

度
黒
字

三
九
億

四
七

〇

〇
万
ド

ル
、

五
七
会
計
年
度
黒
字

三
四
億

一
二
〇
〇
万
ド

ル
、
六

〇
会
計
年

度
黒
字

二
億

四
七

〇
〇
万
ド

ル
、
六
九
会
計

(
21

)

年

度
黒
字

三
二
億

四
二

〇
〇
万

ド

ル
、
な

ど
)
、
継
続
す

る
。

行
政
機

関
数

、
政
府
職
員
数

、
歳

出
額
、
赤
字
財
政
規
模

に
お
け

る
諸
変
化

は
、
政
治
努
力

の
主
体
が
、

《
小

さ
な
政
府
》

へ
の
人

々

の
要
望
を
代
表

す

る
選
挙

さ
れ
た
公

職
者

や
裁
判
官
か

ら
、
行
政
機
関

や
選
挙
経
験

の
な

い
職
業
行
政
官

へ
と
、
質
的

に
移
行

し
た

こ
と

を
示
す
信
号

で
あ

っ
た
。

こ

の
移
行

の
な
か

に
、
現
代

ア
メ
リ
カ

の
行

政
国
家
化
と

い
う

一
つ
の
主
題

が
鋭
く
結
晶

さ
れ

て
い
る
。

こ
の

(
22

)

主
題

は
、
合

衆
国
憲
法

が
想
定

す
る
議
会
を
統
治
構
造

の
中
枢

に
設
定
す

る
立
法

国
家

の
本
質
喪
失
的
な
変
客
と

し

て
捉
、え
ら
れ
る

。

「
法
律
作

成
と
裁
定

の
二
機
能

を
行

政
諸

機
関
に
帰
属
さ
せ

る
こ
と

が
、
常

に
元
進

し

つ
つ
あ

る
政
府
職
能

の
範

囲

の
錯
雑
度

に
対
す

る
国
家

の
解
決
法

で
あ

っ
た
。
政
府
職
能
が
拡
大
集
中
を
遂
げ

れ
ば
遂
げ

る
ほ
ど
、
そ
れ
は
、
行

政
部

に
よ

っ
て
実
行

さ
れ
る
。

行

政
国
家

の
主
要
な
特
徴

は
、
行
政
諸
機
関
が
、
立
法
、
司
法
、
そ
し
て
行
政

の
諸

機
能
を
遂
行

し
て

い
る
と

い
う
点

に
求
め
ら
れ
る
。

換

言
す

る
な
ら
ば

、
こ

の
こ
と
は
、

こ
う

し
た
三
機
能

を
別
個

の
部
門

に
設
定
し

て

い
る
憲
法

上

の
権
力

分
立

制
が
、
行

政
諸
機
関

の
な

か

に
崩
落

(o
亀

巷

ω①
)
し

て

い
る
と

い
う

状
況
を
意
味

す

る
。

こ
の
場
合
、
行

政
官

が
法
律
を
作
成

し
、
法
規

に
対
す

る
疑

わ
し

い
侵

(
23

)

害

に
裁
定
を
く
だ

し
、

そ
し

て
、
公
共
政
策
を
現
実

に
移
し
執
行
す
る

」
。
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こ

れ

故

、

宰

魁
o
這

㌧
ぎ

魁
Φ
9

臼
臼
討
絵
8

タ
需
口
ぴ
亀

亀
9

ω
軽
G。
q

Qっ
心
刈
O

(
一
㊤
α
bQ
)

に

お

い

て

R

・
ジ

ャ

ク

ソ

ン

(
幻
o
σ
①
洋

』
套。
o
屏
ω
8

)

最

高
裁
判
所
判
事

は
、
行

政
諸
機
関
は
、
ま
さ
し
く
、
政
府

の
第

四
部
門

(9
<
Φ
同
一叶O
げ
一Φ
跡
)口
同
叶げ
ぴ
『
騨
】PO
げ
)

に
変
性
す

る
に

い
た

っ
た
と
指

摘
し

て
い
る
。

「
こ
の
第

四
部
門
は
、
恰

も

四
次
元
概
念

が
我

々
の
三
次

元
思
考

を
惑
乱

さ
せ
る

の
と
同
じ
よ
う

に
、
我

が
国

の
三
部
門

に
か
か
わ

る
法
理
論

を
錯
乱
さ
せ
る
」
と
論
じ

て

い
る
。

一
九
三

〇
年
代

の
末

に

い
た
る
ま

で
、
議
会
は
、
行
政
部
を
自
己

に
対
す

る
威
嚇
的
態

度
を
露
わ

に
す

る
統
御
し
が
た

い
強
大
な
勢
力

と
看
倣

し

て

い
た
。
行

政
部
と
立
法
部
と
は
、
互

い
に

い
わ
ば
点
対
照
を
な
す
よ
う

な
、
公
益

実
現
を
目
指
す
意

味

に
お

い
て
よ
く
似

て

お
り
、

し
か
も

、
そ

の
内
実

に
お

い
て
前
者

が
国
民
的
利
益

に
収
敏
す

る
の
に
対
し

て
後
者

が
地
方

・
特
殊

諸
利
益

に
多
角

的
に
拡

散
す

る
と

い
う
点

に
お

い
て
、
断
呼
と
し

て
違
う

二

つ
の
向
き
合
う
存
在
と

い
う

こ
と
が

で
き

よ
う

。
双
方

の
問
に
は
公
共

政
策

の
形
成

と
実

施

を
め
ぐ

つ
て
、
相
手
方

の
言
動
に
対
す

る
絶
え
ざ

る
肯
定
と
否
定

の
折
り
畳

み
が
、
認

め
ら

れ
る
。

一
九

四
〇
年

に
、
議
会

が
、
自
己

の
行

政
部
に
対
す

る
積
極
的

な
挑
戦
と
叛
逆

の
精
神
と
を
、

そ

の
な
か

に
塗
り

こ
め
生
動
さ
せ
よ
う
と
す

る
観
点

に
立

っ
て
提
起
し

た

の

が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
行
政
手
続
法

(
〉
◎
巨

巳
ω
自
拶
牙

Φ
中

0
8
α
霞
Φ
>
8

(〉
℃
〉
)

の
前
身

で
あ

る
署
聾

Φ
同-U
o
。q
き

>
9
で
あ
る
。
当
該
法

案

は
、
も

と
よ
り
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

に
よ

っ
て
拒
否
権
を
発
動
さ

れ
葬
ら
れ
た
。

こ

の
こ
と

は
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領
自

身

に
よ

っ
て
、
立
法
部

に
対
す

る
行
政
部

の
相
対
的
優
越
性
が
、
改
め

て
宣
明
さ
れ
た
も

の
と

み
て
よ

い
。

こ
う
し

て
、
行
政
部

・
立
法

部

の
双
方

の
間

に
お
け

る
位
置

の
相
互
移

動
に
よ

っ
て
、
統

治
構
造

の
機
能
が
、
行

政
国
家

の
図
柄

に
よ

っ
て
染
め
あ
げ
ら
れ
、
新

た
な

律

動

が
、
生
ま

れ
る

に

い
た

っ
た
。

「
大
統
領
権
力

に
お
け

る
最
大

の
増
加

は
、
疑

い
も

な
く
、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
政
権

の
時

代

に
起

っ
て

い
る
。

こ
の
と
き
、
内

政
政
策

の
拡
大
と
充
実

、
そ
れ
に
戦
争
遂
行

の
過
大

な
責
任
と

は
、
両

々
相
ま

っ
て
、
行
政
部

中
心

の
政
府

(
Φ
図
Φ
含

奉

§

§

Φ
§

<
Φ
暮

Φ
8

の
成
立

に
・
貢
献
し
た

の
で
あ
翻

)」
・

こ

の
よ
う

な
顕
著
な

行
政
国
家
化
現
象

に
対

し
て
、
議
会

側
は
、
も
と

よ
り
、
反
旗
を

ひ
る
が
え

し
、
行

政
部

11
政
権
を
正
面

に
据
え
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て
論

争

を

挑

み
、

論

を

構

え

る

。

た

と

え

ば

、

ミ

シ
ガ

ン
州

選

出

の
共

和

党

下
院

議

員

E

・
ミ

ッ
チ

ェ
ナ
ー

(
国
鋤
二

ζ
ド
げ
Φ
ロ
9

は

「官

僚

は
権

力

を

握

っ
た

ま

ま

気

が

ふ

れ
た

(oq
o
口
Φ
ヨ
巴

鼠

夢

b
o
芝
9

」

と

官

僚

を
鋭

く

批

判

し

、
彼

ら

は

「議

会

に
帰

属

す

る
権

力

を

纂

奪

し
」
、
さ

ら

に

「行

政
部

へ

の
統

治

権

力

の
危

険

き

わ

ま

る
集

権

化

」

(
薗

量

ロ
oq
Φ
8

ロ
の

8

昌
嘗
培

N
9。
ま

⇔

o
h
。q
o
<
興

⇔
臼
①
暮

巴

b
o
芝
2

貯

芸

Φ

巴

自

巳
ω
自
四
江
く
Φ

訂

碧

o
ε

を

積

極

的

に
推

進

し

た
と

述

べ
、

行

政

的

現

実

の
暗

点

に
光

り

を
当

て
、

官

僚
機

構

に
対

す

る
屈

折

し

た
呪

誼

を

表

現

し

て

い

(
25

)

(
26

)

る

。

ミ

ッ
チ

ェ
ナ
ー
議

員
は
、

つ
づ
け

て
次

の
よ
う

に

い
う

「
我

々
が

、
法
律
と

同
等

の
効

力
を
有

す
る
規
則

の
作
成
を
官
僚
機
構

に
許

容
し
、
次

い
で
、
彼

ら
か
ら

の
上
訴
を

い

っ
さ

い
認
め
な

い
と
し
た
ら
、
我

々
は
、
急
速

に
、
全
体
主
義
国
家

に
近
づ

い
て
ゆ
く
」
。

(
27

)

同
じ
く

ジ

ョ
オ
ジ

ア
州
選

の
民
主
党

下
院

議
員

E

・
E

コ
ッ
ク
ス

(
国
.国
b
o
固
)
も

こ
れ
と

ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
述

べ
て
い
る

。

「
政
府

の
第

四
部

門
を
構
成
す

る

こ
れ
ら

の
行
政

諸
機
関

の
側

で
実

践
さ
れ

て

い
る
立
法

、
司
法
、

そ
し

て
行
政

の
三
機
能

の
混
合
態

は
、
も

し
行
政
諸
機

関

の
行
動

が
議
会

に
よ

っ
て
抑

圧
さ
れ
な

い
と
し
た
ら
、
明
ら
か

に
、
我
が
国
を
、
早
晩
、
破
滅

に
陥
れ
る

こ
と

に

な

る
で
あ

ろ
う

」
。

(
28

)

同
様

に
、

一
九

四
六
年

に
お
け
る

A
P
A

関
す

る
討
論
と
審
議

の
渦
中

に
あ
た

っ
た

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ァ
州
選
出

の
民
主
党
下
院
議
員

(
29

)

F

・
E

・
ウ

ォ
ル
タ
ー

(周
轟
昌
臼
ω
彰

芝

聾

9

は
、
次

の
よ
う

に
説
明

し

て

い
る

。

コ

時
代
も

の
問
、

ア
メ
リ
カ
人
は
、
統
治

の
新

形
式
も

し
く

は
新
方
法

と
対
面

し

て
き

た
。

こ
れ

が
、
我

々
の
呼
称
す

る
に

い
た

っ

た
行

政
法

(
9
0
昌P
一昌
一ω
什村
鋤
什一く
①
一餌
♂<
)

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ

れ
が
行
政
法
と

い
わ
れ

る
の
は
、
ま

さ
に
、
当
該
法

が
、
立
法
者

で
も

な

け
れ
ば
裁

判
官

で
も

な

い
行

政
官

に
よ
る
統
治

の
立
法
権

お
よ
び

司
法
権

の
行
使

に
か
か
わ

る
か
ら

で
あ

る
。
行

政
官

の
行
為

が
法
律

で

あ

る
と

い
う

こ
と

は
、
規
則

や
判
決

が
市
民

に
対

し

て
拘
束
力
を
有
す

る

の
と
全
く

同
様

に
、
行

政
官

の
行
為

が
市
民

の
言
動
を
拘
束
す

る
か
ら

で
あ

る
」
。
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ウ

ォ
ル
タ
ー
下
院
議
員

と
、
ケ

ン
タ

ッ
キ
ー
州
選
出

の
共
和
党

下
院
議
員

J

・
M

・
ロ
ブ

シ

ァ
ン

(
冒
げ
ロ

ζ
・
国
o
σ
ω
δ
戸
冒
)
と

は
、

前
者

の
関
心
事
項

に

つ
い
て
、
共
通

の
了
解

の
地
平

に
立

つ
。

ロ
ブ
シ

ァ
ン
議
員

は
、

A
P
A
の
強
力
な
支
持
者

で
あ
り

、
行
政
権
力

の

現
況

に
対
す

る
手
厳

し

い
批

判
者

で
あ

っ
た
。
彼

は
、

「行

政
諸
機

関
は
、
法
律

作
成

の
権

限
を
も

、
掌
握
す

る
に

い
た

っ
た
」

と
述

べ
、

(
30

)

行
政
部

が
自
己

の
法
律
作
成
機
能
と

い
う
解
読
板

に
、
立
法
部

の
法
律
作
成
機
能
を
従
属
さ
せ

て

い
る
現
実

に
、
論
及
し

て
い
る

。

す
く
な
か
ら
ざ

る
下
院
議
員

は
、
自
己

の
視

野

の
垂
鉛
を
行
政
権
力

の
深
淵

に
ま

で
降

ろ
し
、
そ

の
本
質

に
属
す

る
自
由
裁
量
性
を
汲

み
あ
げ
、

こ
れ
に
対

し

て
痛

烈
な
反
対

の
集
中
砲
火
を
浴
び

せ
る
。

前
述

の
ロ
ブ
シ

ァ
ン
議
員

は
、
行
政
官

は
、
「
日
ご
と

に
、
し
か
も
、

ア
メ
リ
カ
国
民

に
対
す

る
何

の
予
告
も
な
し

に
、
行
動
規
範

(9
Φ

同
巳
Φ
ω
亀

夢
Φ
oq
p。
日
Φ)
を
変
え

て
ゆ
く
」
と
述

べ
、
そ

の
日
そ

の
日
で
行

動
規
範
を
魔
術
的

に
変

容
さ
せ

て
ゆ
く
行
政
部

の
無
定

見

に
強

い

(
31

)

不

満

を

吐

露

し

て

い
る

。

と

り

わ

け

、

テ
ネ

シ

ー

州

選

出

の
共

和

党

下
院

議

員

J

・
ジ

ェ

ニ
ン
グ

ス

(一
8

Φ
」
Φ
〇
三
目
oq
ω)

は

、
行

政

権

力

の
異

常

肥
大

に
対

す

(
32

)

る
議
員

の
心
象
風
景
を
次

よ
う

に
描
写
す

る

。

「
連
邦
政
府

の
政
策

と
行
為

は
、
今

日
、
合
衆
国
国

民
を
構
成
す

る
多
数

の
人

々
の
生
活
領
域

に
起

る
ほ
と

ん
ど
す

べ
て
の
活

動

の
局

面

に
参

入
す

る
。
連
邦
政
府

に
お
け

る
官
僚

の
主

要
な
屋
内
競
技

(冒
傷
。
自

ω
b
o
巳

は
、
恰

も

ク
モ
が
巣
を

か
け

る
よ
う

に
、
彼
自

身

の
内

面

の
意

識
か
ら
、
人

々
を
混
乱

に
陥

れ
る
無
数

の
規
則

・
規
制
を

、
徐

々
に
発
展
さ
せ
る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
ら

の
規
則

・
規
制
は
、

人

々
か
ら
、
財
産
と
自
由
を
奪

い
去
り
、

し
か
も
、
人

々

の
生
活

そ

の
も

の
を
窮
地

に
陥
し

い
れ

て

い
る
」
。

こ

の
言
葉

に
は
、
議
員

の
意

識
の
基
部
深
く
流
れ

る
行
政
権
力

の
拡
張

へ
の
底
知
れ
ぬ
恐
怖
と
猜
疑

の
感
情
を
、
普
遍
性

の
高
み
か
ら

傭
鰍
す

る
鳥

の
視
線

が
、
認

め
ら
れ

る
。
議
員

の
行

政
部

に
対
す

る
敵
意
と
糾

弾
は
、

《
協
同

的
対
立

》

(
o
o
8

Φ
轟
菖
く
①

0
8

臣
9
)

の
緊
張
状
態

が
支
配
す

る
峻
厳

な
権

力
分
立
制

の
統
治
構

造

の
下
に
あ

っ
て
は
、
議
員

の
生

の
奥
底

に
ひ

そ
む

原
初
的
な
力

で
あ

ろ
う

。
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そ
れ
は
、
常

に
遠

心
的
な
拡
大
器

に
か
け

ら
れ

つ
づ
け
、
時
空
を
越
え

て
、
権
力
分
立
制

の
下
で
、
再
生

し
環
流

し
循
環

し

て
、

い

つ
ま

で
も
生
成
流
動
を

つ
づ
け
る
議
員

の
政
治
生
命

の
根
源
と

み
て
よ
か

ろ
う

。

も
と

よ
り

、
議
員

は
、
行

政
権
力

の
肥
大

が
、
主
と

し
て
、
委

任
立
法

の
所
産

で
あ

る
と

い
う
事
実
を
熟
知

し
て

い
る
。
委
任
立
法

の

連
続
と

い
う
卑
小

な
平
面

の
背
後

に
、
行

政
権
力

の
異
常
肥
大
と

い
う
奥

深

い
立
体
を
聾
立
さ
せ

る
に

い
た

っ
た
と

い
う

の
が
、

こ
れ
で

あ
る
。
し
か
し
、

一
九

四
六
年

の
時
点

に

い
た
る
ま

で
に
、
実
質
的
な
立
法
権
限
を
、
行

政
諸
機

関
に
帰
属

さ
せ

る
と

い
う
方
策
以
外

に
、

時

の
公
共
問

題

の
解

決
策

は
、
不
在

で
あ

っ
た
と

み
て
よ

い
。

例
え
ば

、

ロ
ブ

シ

ァ
ン
議
員

は
、
行

政
国
家
化

の
現
象

に
不
快
感
を

示
し
な
が
ら
も
、

「
議
会
が

、
多
様

な
行
政
諸
機

関
に
、
立
法

の

(
33

)

施

行

を

委

任

す

る

立
法

を

通

過

さ

せ

る
と

い
う

状

況

は

、

い
ま

や
不

可

避

で
あ

る
」

と

述

べ

て

い
る

。

さ

ら

に
、
当

時

に
お

け

る

テ
ネ

シ
ー

州

選

出

の
民
主

党

下
院

議

員

E

・
キ

ー

フ
ォ
ー

ヴ

ァ
ー

(国
ω
けΦ
ω
円
Φ
壁
ロ
<
Φ
こ

の
見

解

に

よ
れ
ば

、

行

政

諸

機

関

に
お

け

る

権

限

の
増
大

は

、

避

け

難

い
。

な

ぜ

な

ら

、

「
議

会

は

、

公

共

問

題

の
複

雑

性

と

い
う

、

ま

さ

し

く

、

そ

の
実

態

(
34

)

の
故

に
詳
密

な
規
則

・
規
制

の
す

べ
て
を
形
成
す

る
こ
と
が
、
不
可
能

で
あ

る
か
ら

で
あ
る

」
。

こ

の
よ
う

に
、
立
法

部
自

身

に
よ

る
直
接
的
な
公
共
問
題

の
解
決
と
は
、

二
〇
世
紀
以
降

の
公
共
問
題

に
特
有

の
複
雑
高
度

の
専

門
性

の
属
性
と

の
根

の
絶
た
れ
た
と

こ
ろ
に
生
ま

れ
で
る
幻
影

の
問
題
解
決
策

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
立
法

部

に
よ

る
伝
統
的
な
公
共
問
題

の
実

質
的
解
決
と

い
う
歴
史

に
承
認

さ
れ
た
採

集
法

で
は
、
そ

の
解
決
を
以

っ
て
し

て
も
、
と
う

て
い
、
捉
え
き

れ
な

い
彪
大
な
公
共
問
題
が
、

未

解
決

の
ま
ま
取

り
残

さ
れ
る

こ
と

に
な

る
。

同
じ
く
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
州

選
出

の
R

・
M

・
ラ
フ
ォ
レ

ッ
ト

(菊
O
σ
Φ
同
什
]〈
[
　[
四
岡
O
一一Φ
けけΦ
)
進
歩
党

(零

o
σq
お
ω
ωぞ
Φ
勺
母
q

)
上
院
議

(
35

)

員
も

、
次

の
よ
う

に
論

じ

て

い
る
。

「
新

た
な
立
法

草
案

の
作
成

に
際
し

て
、
行
政
部

に
指
導
を
仰
こ
う
と

す

る
、
増
大

の

一
途

を
辿

る
議
会

の
性
向

は
、

そ

の
作
成
責
任
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を
回
避

し
た

い
と
す

る
議
会

の
怠
惰
か
ら

で
は
な
く
、
実
効
性

の
あ

る
優
れ
た
立
法
を
構
…成

し
よ
う
と
す

る
議
会

の
誠
実

な
努
力

に
基
因

す

る
」
。

当
時

の
議
会

に
は
、
ウ

ァ
ル
タ
ー
下
院
議
員

の

「
行
政
部
中
心

の
政
府
は
、
明
ら
か

に
、

こ
こ
合
衆

国
に
と
ど
ま
り

つ
づ
け

る
」
と

い

(
36

)

う

予
言

に
関
す

る
広
範
囲

な
同
意
が
、
禰
漫
し

て

い
た
と

い

っ
て
よ

い
。

行
政
機
関

の
増

設
、
政
府

職
員
数

の
増
加
、
財
政
赤
字

の
恒
常
化
、
そ
し

て
、
行
政
権
力

の
肥
大

は
、
議
会
権
力

の
微
分
化

・
拡
散
化

と

い
う

重
大
な
事
態
を
招

い
た
。
議
会
は
、
行
政
部

の
運
営
実
態

に
包
括
的

に
し

て
常
規
的
な
監
視
を
有
効

に
行
使
し
う

る
だ
け

の
能
力

を
欠
落
し

て

い
た
。
も

し
行

政
部

の
組
織
秩
序
が
破
壊
さ
れ

る
と
し
た
ら
、
ど

の
よ
う

な
状
況

の
下
に
お

い
て
も
、
議
会

の
行
政
部

に
対

す

る
挑
戦
は
、
実
体
的
な
効

果
を
発
揮
し

ょ
う

。
し
か
し
、
議
会

に
は
、
散
発

的
な
監
視
以
外
を
な
し
う

る
だ
け

の
包
括
的
戦
略
、
組
織

体

制
、
そ
し

て
、
十
分
な

ス
タ

ッ
フ
、

こ
れ
ら

の

い
ず
れ
も
不
在

で
あ

っ
た
。
議
員

は
、
多

数

の
常
任
委

員
会

に
同
時
に
多

元
的

に
分
属

し
職

務
を
遂
行
す

る
。

こ
れ

の
委
員
会
は
、
し
ば

し
ば
、
少
数

の
出
席
議
員

に
よ

っ
て
運
営

さ
れ
る
か
、
あ
る

い
は
、
そ

の
活
動

は
、
皆

無
も

同
然

で
あ

っ
た
。
常
任
委
員
会

相
互
間

に
お
け

る
管
轄

範
囲

の
重
複
は
、

通
常

で
あ

っ
た
。

「
政
策
専
管
領
域

の
そ
れ
ぞ
れ

の

一
区

(
37

)

画
」

(官
Φ
8
ω
o
言

o
浮
団
ε
ら

を
統
治
す
る
常
任
委

員
長
も
し
く
は
常
任

小
委
員
長

は
、
明
ら
か
に
、
特
権
を
享
受
し

て
い
た

。
し
か
し
、

常
任
委

員
会
制
全
体

に
は
、
首
肯
し
う

る
だ
け

の
合
理
的
な
存
在
根
拠
が
、
見
出
さ
れ
難

い
と

い

っ
て
よ

い
。

一
九

四
六
年

に
、
上

下
両
院

の
常
任
委

員
会

に
、
そ
れ
ぞ

れ

の
管

轄
領
域

の
下
に
お
け

る
行
政
部

に
よ

る
法
律

の
執
行
を

《
不
断

に
監

視

す
る
こ
と
》

(O
O
　口
汁一昌
⊆
O
口
ω
芝
㊤
けO
げ
甘
一　P
Φ
ω
ω
)
を
義

務
づ
け
た
立
法

部
再
組
織
法

(い
Φ
ぴq
巨
Ω。
駄
<
Φ
閑
Φ
霞
oq
9。
昆
ぴq
鋤
菖
8

巴

>
o
O

が
、
制
定

さ
れ

る
に

い
た

っ
た
。

こ

の
よ
う
な
立
法
部
組
織

の
秩
序

の
交
替
期

に
、
す
く
な
か
ら
ざ

る
議
員
は
、
立
法
部
は
絶
望
的
な
ほ
ど
時
代
遅

れ

で
は
な

い
か
と

い
う

疑

問
府
を
、
公
然
と
投
げ
か
け
は
じ
め
た
。

オ
ク
ラ
ホ

マ
州
選
出

の
民
主
党

下
院
議
員

A

・
S

・
M

・
モ
ン

ロ
ニ

ー

(
〉
.Q。
≧

貯
Φ

ζ
o
霞

8

亀

)
下
院
議
員

は
、
立
法
部

再
組
織

法

の
主
唱
者

と
し

て
、
議

会

の
構

造

・
機
能

の
徹
底
的

な
変
革
を
主

張
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(
38

)

し
、
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

「
今

日
、
ま

さ
し
く
議
会

の
機
能
状

況
は
絶
対
的

に
時
代

遅
れ

で
あ

り
廃
物

同
然

で
あ

る
た

め
、

現
在

の
議
会

の
装
備
と

組
織

の
下

に

お

い
て
、

下
院
議
員

四

二
五
名

の
聖
者
と

い
え
ど
も
、

お
そ
ら
く
そ

れ
に
よ

っ
て
何
も
し
え
な

い
無
効

の
手
段
を
用

い
、

三
五
〇
億
ド

ル

の
政
府

予
算

の
裏
付
け

の
あ

る
職
務
を
遂
行

し
ょ
う
と
す

る
課
題

に
、
我

々
は
直
面

し
、
ま
た

、
困
惑

し
て

い
る
。

我

々
は
、
今

日
、

こ

の
国

の
諸
状
勢
を
眼

の
あ

た
り

に
し
、
世
界
最
大

の
企
業

で
あ

る
こ

の
国

の
取
締
役
会
と

し
て
、
業
務
を
遂
行
し

て

い
る
。

こ
の
国
は
、
ゼ
ネ

ラ
ル
モ
ー
タ
ー
ズ
社

(
(}Φ
]P
Φ
『㊤
一
ζ
O
什O
『ω
)
、

フ
ォ
ー
ド
社

(句
o
『
α
ζ
0
8
『
O
o
)
、
A

・
T

・
&

T

、
ゼ
ネ

ラ
ル

エ
レ
ク
ト

リ

ッ
ク
社

(
0
8

興
巴

日
Φ
o
鼠

o
)
、

そ
し

て
ペ
ン
シ

ル
ヴ

ェ
ニ
ァ
鉄
道
会
社

(
℃
Φ
目

ω
冨
≦

巳
四
国
巴
貯
8
匹

ω
団
ω
けΦ
目
)
、

こ
れ
ら

の
す

べ
て
を
合
わ
せ

て

一
社

に
な

っ
た
規
模

よ
り
も

一
〇
〇
倍
も
大

で
あ

る
。
我

々
は
、
机
を
閉
じ

る
と
斜

に
な

る
垂

れ
板

の
つ

い
た
机

(ω
冨
三
み
8

傷
o
ω犀
)
を
前

に
、
南
北
戦
争

時
代

の
古

い
元
帳

(⇔
Ω
≦

芝

母

一Φ
α
ひq
興

)
と
羽

ペ
ン

(ρ
¢
筥

b
雪

)
を
携
え

て
、
旧

式

の
脚

の
高

い
止
ま
り
木

(
⊆
阜
貯
ω
匡
8

Φ
α
三
〇q
げ
げ
o
o
葵

Φ
8

亀

ω
ω
什0
9

に
腰
を

下
し
、
こ
の
巨
大

企
業

の
運
営

に
当

た
ろ
う
と

し
て
い

る
。
も

し
我

々
が
新
た
な
技
術

、
手
段

、
組
織
を
手

に
入
れ
な

い
限
り
、
我

々
は
、
明
ら
か

に
、
こ

の
国
が
我

々
に
実
行
を
期
待

し
て

い

る
職
務

の
重
責
を
果

た
す

こ
と

が
で
き

な

い
。

我

々
は
、
行
政
部
と

同
等

で
は
な

い
。
も

し
議
会

が
我

々
に
託

し
た
、
憲
法
制
定
者
が
意
図

し
た
行
政
部

の
言
動

に
対
す

る
監
視
と

い

う
重
大

な
基
本
的
課
業
を
果
た

し
う

る
だ

け

の
剛
健
性

や
強
力
性
、

そ
れ
に
、

こ
れ
を
果
た

し
う

る
だ
け

の
素
養
を
備
え

て

い
な

い
と
し

た
ら
、
我

々
は
、

こ

の
課
業
を
遂
行
す

る

こ
と

が
で
き

な

い
。

上

下
両
院
を

組
織
す

る
五
三

一
名

の
議
員

は
、
行

政
部

の
各

省
庁

に
散
在

し

て

い
る
三

〇
〇
万
を
越
え

る
行

政
官

の
職
務
を
統
制

し
、

監
督

し
、
査

察
す

る
と

い
う
、
す
く

な
か
ら
ぬ
過
酷
な
経
験
を
当
然
覚
悟
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
課
業
は
、
戦
艦
を
、
ジ

ー
プ
も

し
く

は

T
型

フ
ォ
ー
ド
車

に
よ

っ
て
、
動

か
そ
う
と
す

る
に
等

し

い
」
。
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(
39
)

ま

た

、
前

述

の

ミ

ッ
チ

ェ
ナ
ー

下
院

議
員

は

、
議

会

組

織

の
特
色

を
的

確

に
捉
え

、
次

の
よ
う

に
表

現

し

て

い
る
。

「
現
在

の
常

任

委

員

会

制

度

は
、

《
最

新

の
も

の
に
さ
れ

た
馬

車

時

代

の
昔

》

(ぎ

屋
Φ
き

O
σ
轟

ぴq
嘱
畠

団
ω
耳

o
¢
σq
ぽ

⊆
b
8

α
讐
Φ
)

の

紛

れ
も

な

い
事

例

で
あ

る
。

し

か

し

、

い
ま
も

な

お

、

《
一
頭

立

て

の
軽

装

馬

車

》

(
ロ
o
冨
Φ
き

α
ぴ
信
σq
αq
団
)

を

用

い

て

い
る
」
。

数

多

く

の
政

治

的

被

任

命

者

、
し

た

が

っ
て
、
政

治

的

行

政

官

も

ま

た

、
議

会

に
難

問

を

提

起

す

る

。
憲

法

の
下

に
お

い
て
、

議

会

は

、

(40

)

連

邦

人
事

制

度

に
対
す

る
重

要
な
権

限
を
保

持
す

る
。

合
衆

国
憲
法

は

、
第

一
条

第

八
節

十

八
項

に
、

議
会

は

「
上
記

の
権

限

(匪
Φ
8
器
。q
o
冒
ゆq
冒
o
≦
興
ω)
お
よ
び

こ

の
憲
法

に
よ
り
、
合
衆
国
政
府
ま
た
は
そ

の
官
庁
も

し
く

は
官
吏

に
対

し

て
与
え

ら
れ
た
他

の

一

切

の
権
限
を
執
行
す
る
た
め
に
、
必
要
に
し
て
適
当
な

(器

o
Φ
ω
ω
餌
曼

き

O
胃
8

母
)
す
べ
て
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
」
と
規
定
し
て
い
る
。

(
41

)

一
八
八
三
年

制
定

の
公
務
員
法

(
∩
)一く
Φ
一一
ω
Φ
H
<
一〇
Φ
>
O
叶
)

[通
称

ペ
ン
ド

ル
ト

ン
法

(
℃
Φ
口
臼
Φ
8
昌

>
9
)
」

は
、
様

々
な
種
類

の
革
新

主
義

(
零

o
oq
器
ωω
三

Φ
日

)

の
見
解

の
描
線
を
重
ね

て
、
内
容

的
に
纏
り
と
含
蓄
と
を

、
備
え

て

い
る
。
当
該
法

が
構
想

す
る
公
務
員
制

度

は
、
煩
預

で
あ
り
、
し
た
が

っ
て
、
国
民

の
信
託
を
得
た

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

の
政
治

の
基
本
方
針
を
承
け

て

ニ
ュ
ー

デ

ィ
ー

ル
の
政
策
体
系
を
形
成
し
実
施
し
う

る
だ
け

の
見
識
と
才
質
と
を
有
す

る
政
府
職
員
を
調
達
す

る
と

い
う

こ
と
は
、
決
し

て
容
易

な
こ
と

で
は
な
か

っ
た
。

こ
う
し
た

こ
と
か
ら

「
一
九
三

四
年

に
た

る
ま

で
に
、
議
会
は
、
ほ
ぼ
六

〇
の
新
設
行
政
機
関

の
職
員
を
、
公

職
数

に
し

て
ほ
ぼ

一
〇
万
を
、
資
格
任
用
制

の
規
制
範
域

外
と
す

る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
結
果
、
僅
か

五
機
関

の
み
が
、
人
事
委

員
会

(
43

)

(
0
一く
目

ω
Φ
居
ロ
一〇
①

O
O
目P
b
P
一ω
ω
一〇
口
)

の
管

轄

下

の
置

か

れ

た

に

す

ぎ

な

い

」
。

総

じ

て

F

.
D

.
ロ

ー
ズ

ヴ

ェ
ル

ト

大

統

領

の

一
期

の

問

(
翼

)

に
任
用
さ
れ
た
二
五
万
名
の
政
府
職
員
の
実
に
八
〇
%
が
、
公
務
員
制
の
圏
外
に
あ

っ
た
。

資
格
任
用
制
の
適
用
圏
内
に
あ
る
政
府
職

(
45

)

員

の
比
率

は
、

一
九
三

二
年

の
八

〇

・
一
%
か

ら

一
九

三
六
年

の
六

〇

・
五
%
ま

で
、
低
落

し

て

い
る
。

こ

の
よ
う

な
事

情
か
ら
、

ニ

ユ
ー

デ
ィ
ー
ル
期

の
政
策
体
系

の
展
開
状
況
は
、
資
格
任
用
制

の
適
用
外

の
職
員

に
よ
る
実
現

可
能

の
地
平
と

、
適
用
内

の
実
現

不
可
能

の
地
平
と
が
、
互

い
に
壁
を
な

し
て
見
合

い
、
互

い
に
斥
力
と
引
力
と
を
作
動

さ
せ
な
が
ら
進
行
す

る
形
式

で
捉
え
ら

れ
よ
う
。
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こ
の
よ
う

な
資

格
任
用
制

の
大
規
模
な
適
用
免
除
は
、
確
か

に
、
経
済
危
機

の
収
拾

の
た
め

に
必
要
な
、
あ

る

い
は
、
適
切
な
政
策
対

応

で
あ

っ
た
に
せ
よ
、
議
会

に
対

し

て
必

ら
ず
し
も
善

で
は
な
く
、
行
政
部
と
立
法
部

の
問

に
、
力
学
的
葛
藤
を
導
入
す

る
も

の
で
あ

ろ

う

。
広
範

囲

に
わ
た

る
情
実
任
命
は
、
伝

統
的
な
党
派
性
を
基
盤
と

し
て
な
さ
れ
た

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
す
く

な
か
ら
ざ

る
任
命

が
、

(
46

)

被

任
命
者
を
知
的
能

力

や

ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー

ル

政
策

に
対
す

る
支
持
と
忠
誠
と

い
う
換
算

表
を
通
過
さ
せ
、
こ
れ
を
任
命

の
可
否
を
選
別
す

る
新
た
な

セ

ン
サ
ー
と

し
て
登
場

さ
せ
、
機
能
さ

せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
実
行

さ
れ
た
。

こ
う
し
た
精
実
任
命

の
事

実
か
ら
解
読
さ
れ

る

F

・
D

・
ロ
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
政
権

の
文
法

は
、
被
任
命
者

が
行
政

・
執
行
権

(㊤
α
o
巳

巳
ω
嘗
註

<
Φ
き

O
o
図
Φ
。昇
貯
Φ
b
o
芝
Φ
ご

の
肥
大
化

に

く

み
し
て
お
り
、

こ

の
よ
う
な

政
治
的
任
命

の
彼
ら

に
議
会
か
ら

の
独
立
性

の
主
張
を
許
容
し
、
彼
ら

に
よ

る
公
共
政
策

の
形
成
を
正
当

化

し

て
ゆ
く

と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、
議
会

に
帰
属
す

る
立
法
権

の
価
値
と
尊
厳
が
、
と
も
す
れ
ば
、
無
意

味
な
破
片
と
化

す
と

い
う

こ
と
を
意

味
す

る
。

こ
れ

は
、
議
会
が
無
視

し
え

ぬ
問
題

で
あ

ろ
う

。
議
会

の
直
面
す

る
も
う

一
つ
の
問
題
は
、
次

の
点

に
求

め
ら
れ

る
。

こ

の
時
代

の
法
律

の
枠
内

に
お

い
て
、
資
格
任
用
制

の
適
用
外

の
政
府
職
員

は
、
本
質
的

に
、
自

ら
を
登
用
し

て
く
れ
た
讃

仰

の
的

で
あ

る
大
統

領

そ
れ

に
政
治
的

に
任
命
さ
れ
た
行
政
部
幹
部

の
意
思

の
赴

く
ま
ま

に
職
務

に
精
励
す
る
と

い
う

の
が
、

こ
れ
に
当

た
る
。
大
統
領
と
行

政
部
幹
部

の
意
思

が
、
彼
ら

の
職
務

の
遂
行
を
推
進
し

て
ゆ
く
駆
動
力

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
大
統
領

と
行

政
部
幹
部

の
意

思

こ
そ
、

こ

の
よ
う
な
政
府

職
員

の
存
在
を
統
轄
す

る
理
法

に
ほ
か
な

ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
理
法

は
、
時

に
は
、
彼
ら
を

、

党
派

目
的

の
遂
行

の
、
あ

る

い
は
、
派
閥

目
的

の
遂
行

の
、
業
務

に
引
き
入
れ

て
し
ま
う

強
烈
な
喚
起
力
を

具
備

し

て
い
る
。

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

の
こ
う

し
た
言
動
を
、
共
和
党

の
側

に
、
視
角
を
据
え

て
描

写

の
射

程

に
収

め
る
と
き

、
そ
れ
は
、
民
主
党

に
よ
る
描
写
と
鮮

や
か
な
対
照
を
示
す
。

こ

の
場
合
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

と
は
、
自
由

・
個
人
主
義

・
自
侍
心

の
破
壊
者
と

し

て

描

か
れ

る
。

一
九
三

六
年

の
大

統
領
選
挙

に
お
け

る
共
和
党
候
補

A

・
M

・
ラ
ン
ド

ン

(
〉
一h同
Φ
α
ζ
.
]「
曽
づ
α
O
昌
)
は
、

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を

、
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「
愚
劣

」

(8
　
S

と

一
蹴

し

、
当

該

政

策

を

「彪

大

な

数

の
新

た
な

公

職

の
造

出
」

(<
霧
叶
日
¢
露
2

α
Φ
o
h
⇔
Φ
乏

o
曲
8

ω)

と

「集

権

化

と

さ

れ

た
官

僚

制

の
完

成

」

(
8

昌
同
巴
冒
巴

げ
霞

①
p。
g

轟
o
団
)

の

二
者

に
基

づ

き

、

国

民

の
生

活

機

能

全

般

を

対

象

と

す

る

「検

閲

官

の
大

群

」

(ω
妻
9。
同白
ω
o
h
冒
ω
需

。
8
量

が
、

「
わ

が
国

民

を
困

苦

に
陥

い
れ

る
た

め

に
」

(8

冨

蚕

ωω
o
霞

b
Φ
o
覧
Φ
)
、
中

央

か
ら

地

方

に
舞

い
降

り

急

襲

す

る

も

の
と

論

難

し

た

。
。

ラ

ン
ド

ン

の
こ

の
よ
う

な

辛

辣

な

ロ

調

は

、

行

政

部

の
攻

勢

に

よ

る
議

会

の
切

迫

し

た
状

況

を

象

徴

す

る
も

の

で
あ

ろ
う

。

な

ぜ

な

ら

、

ラ

ン
ド

ン
は

、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

大

統

領

の

ニ

ュ
ー

デ

ィ

ー

ル

政
策

は

、

自

由

に

対

す

る

、

「
明
白

(
47

)

か

つ
現
在

の
危
険
」

(
餌
。
一Φ
母

p。巳

胃
⑦
ω
Φ
暮

α
き

⑳q
9

を
提
起
す

る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な
か

っ
た
か
ら

で
あ

る
。

ラ

ン
ド

ン
大
統
領
候
補

の
主
張

に
象
徴

さ
れ
る
共
和
党

の
政
策

的
立

場
は
、
同
党

の

一
九
三
六
年

の
政
策

網
領

に
凝

縮
さ
れ

て

い
る
。

(
48

)

一
九

三
六
年

の
共
和
党

の
政
網

は
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
策

に

つ
い
て
、
次

の
よ
う

に
記
し

て
い
る

。

「
ア
メ
リ
カ
は
、

い
ま

や
、
危
険

に
さ
ら

さ
れ
て

い
る
。

ア
メ
リ
カ
国
民

の
福

祉
と
青
少
年

層

の
将
来

は
、

と
も

に
、
存
亡

の
危
機

に

直
面

し

て
い
る
。
我

々
は
、
史

上
は
じ
め

て
政
府
自
身

に
よ

っ
て
そ

の
存
続
を
脅

か
さ
れ

て
い
る
政
治
的
自
由

・
個

人

の
機
会

・
自
由

な

市
民
と

し
て

の
特
質
、

以
上
三
者

の
擁
護

に
専
念

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

議
会
権
力

は
、
大
統
領

に
よ

っ
て
、
纂
奪

さ
れ
る
に

い
た

っ
て
い
る
。

最
高
裁
判
所

の
廉
潔

性
と
権
威
と

は
、
侮

辱
さ
れ

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
国
民

の
権

利
と
自
由
と

は
、
踏

み
に
じ
ら
れ

て
い
る
。

規
制

さ
れ
た
独
占

が
、
自
由

企
業
制

に
代
替

さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

ニ

ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
権

は
、
州
な
ら
び

に
国
民

に
留
保

さ
れ

て
い
る
す

べ
て
の
権
利

を
強
奪

し
よ
う
と

、
常

に
企
ん

で

い
る
」
。

(
94

)

さ
ら

に
、
ラ

ン
ド

ン
候
補
は
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
策

の
核
質

に
当

た
る
社
会
保
障

政
策

を
、
次

の
よ
う

な
言
葉

で
攻
撃
す

る

。

「
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー

ル
政
策

に
お
け
る
社
会
保
障
諸
施
策

の
記
録
を
保
持
す

る
た
め

に
必
要
と

お
も

わ
れ

る
莫

大
な
数

の
事
務
官
を

想
像
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さ
れ
よ
。
実

地
調
査
官
と

い
う
も
う

一
つ
の
巨
大
数

の
集

団
が
、
記
録

が
明
ら
か

で
な

い
人

々
に
対
し

て
、
あ
る

い
は
、
現
状

を
伝
え

る

情
報
が
届

い
て

い
な

い
人

々
に
関
し

て
、
照
合

し
精
査
す

る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。

し
か
も
、
官

僚
機
構

は
、
成
長

の

一
途
を
た
ど
り
、

連
邦
政
府

の
社

会
経
済
生
活

に
対
す

る
干
渉
は
、
ま
す
ま
す

、
増
長

し

て
ゆ
く
」
。

こ
う

し
た
、
状

況
か

ら

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
議
会
権
力

の
収
奪
を
試

み
る
不
逞

の
徒

と
し

て
映

像
化

さ
れ
る
。

こ
う

し

て
、

共
和
党

の
強

引
と
も

い
え

る
論

理

の
操
作

に
よ

っ
て
、
価
値

の
反
転

が
行

わ
れ
る
と

い

っ
て
よ

い
。
そ

こ
に
現
出
す
る

に
は
、

ニ

ュ
ー

デ

ィ
ー
ル
政
策

を
裏
側
か
ら
照
ら

し
だ

す
陰

画

に
ほ
か
な
ら
な

い
。

一
九

三
八
年

の
議
員

選
挙

が

こ
の
好

個

の
事

例

で
あ
る
。

一
九

三
八
年

の
議
員
選
挙

に
際

し

て
、

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

は
、

一
つ
の
鬼

面
と
な

っ
て
。
反

ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
の
政

策
立
場

を
堅
持
す

る
現
職

民
主
党
議
員
を
脅

や
か
し
落
選

さ
せ
る
た
め

に
、
選
挙
介

入
を
断
行

し
た
。
大

統
領
は
、
上
院
議

員

二
七
名

、

そ
れ

に
、
お
よ
そ

三
〇

〇
名

の
下
院

議
員

に
対
し

て
、
自

ら

の
政
策

的
立
場

に
同
調
す

る
議
員

に
は
情
実
人
事

の
報

酬
を
、
同
調
し
な

い

議
員

に
は
懲

罰
を
課
す
と

い
う

、
二
組

の
二
項
対
立

に
議
員

を
分
節
化

し
、
そ
れ
ぞ
れ
別

の
位

相

に
位

置
づ
け
よ
う

と
す

る
準
備
体
制
を

(50

)

整

え

た

と

き

、

大

統

領

は

、

政

治

領

域

全

体

の
支

配

権

を

恰
も

掌

握

し

た
か

に
お
も

わ

れ
た

。

し

か

し
、

こ

の

《
追

放

》

(b
霞

ぴq
Φ)

は

、

(
51

)

不
成
功

に
終

わ
り

、
大
統

領
は
、
政
治
的
大
敗
を
喫
し
た

。

に
も

か
か
わ
ら

ず
、
議
会

は
、

}
九

三
九
年

に
は
、

ハ
ッ
チ
法

(
国
鉾
。
げ

>
8

を

通
過

さ
せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
大
統
領

に
対
抗

し

行
政
部
権
力

の
抑

制

の
矢

を
放

っ
た
。

ハ
ッ
チ
法
は
、
ほ
と

ん
ど
す

べ
て
の
行
政
部
職
員

に
、
政
党
運
営
あ

る

い
は
政
党
主
体

の
選
挙
活

(
52

)

動

へ
の
積
極

的
参
加
を
禁

止
し

て

い
る

。

当
該
法

は
、
確

か
に
、

《
大
統

領
支
配

の
全
国
段
階

に
お
け

る
政
党
幹
部
組
織
》

(
冒
Φ
ω匡
Φ
ロ
什巨
ζ

α
o
ヨ
冨
⇔
8
α
墨

什δ
8
一
b
o
臣

。
巴

日
碧
げ
冒
Φ
)

の
成
立

可
能

性

の
排

除
と

い
う
議
会

の
当
面

の
目
標
達
成

に
、
す

く
な
か
ら

ぬ
貢
献
を

し
た
。
け
れ
ど
も

、

ハ
ッ
チ
法

は
、

潤

沢
な
自
由

裁
量
を

保
持
す

る
肥
大
化
し

た
行
政
部

の
職
員

に
対
す
る
政
治
的
任
命
権

の
行
使
を
回
転
軸
と

し
て
拡

が
り

不
断

に
強
大

化
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し

つ
つ
あ

っ
た
大
統
領
職

の
趨
勢
を
、
抑
制
す

る
と

い
う

↓
点

に
お

い
て
、
見

る
べ
き

効
を
奏
し
な
か

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

を

め
ぐ

る
大

統
領
と
議
会

の
攻
防
は
、
さ
な
が
ら

二
本

の
双
曲
線

の
よ
う

に
お
も
わ
れ
る
。

ハ
ッ
チ
法

H

現
実
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政
府

職
員

の
、
し
た

が

っ
て
、
公
務
員

の
、
政
治

活
動

に
対
す
る
制
約

へ
の
関
心
は
、
現
在

に

い
た
る
ま

で
、
政
治

・
行
政
分
野

に
お

け
る
主

要
な
争
点
を
構
成

し

て
い
る
。

一
般

に
、
公
務
員

の
政
治

関
与

に
対

す
る
規
制

は
、
底
深

い
宗
教
的
鉱

脈
か
ら
発

し
、
特
定

の
公

職

、
も

し
く

は
活
動

が
、
相

互
に
矛
盾
す

る
と

い
う

《
イ
ギ
リ

ス
教
会

法

の
伝

統
》

(
厳
Φ
国
　
oq
房
げ

$
口
8

嘗
巴

一什δ
口
)
を
源
流
と
す

(
53

)

る
。
特
定

の
諸
公
職

を
同
時

に
占
有

す
る

こ
と
を
禁

止
す

る

《
利
害

調
整

》

(
o
o
口
臣
0
8

宮
耳
霞
Φ
ω
O

の
制
定
法

、
命
令

と
規
則

、
立

法

、
あ

る

い
は
、
憲

法
条

項
は
、
こ

の
伝
統

か
ら
手

繰
り
だ

さ
れ
た
様

々
な
思
考

の
糸
を

、
実
践

の
場

に
移
す
主
要
な
方
法

で
あ
る
。
積

極
的

に
政
治
活
動
を

展
開
す
る
政
府
職
員

は
、
偏
見

に
捉
わ

れ
る
こ
と
な
く
行

政
サ
ー
ヴ
ィ

ス
を
給
付

し
え
な

い
と
す

る
世
人

の
政
治
的

確
信

が
、
政
府
職
員

の
政
治

活
動

の
容
認

か
ら
禁
止

に
転
化
す

る
回
路
と

し
て
作
動

し
た
。
民
主
主
義
社
会
は
、
個
人
と

し

て
の
政
府
職

員

の
権
利
と
、
何

れ

の
立
場

に
も
偏

し
な

い
公
平
な
行
政

サ
ー
ヴ

ィ

ス
を
享
受
す

る
国
民

の
権
利
と
を
、
対
等

の
も

の
と

し
て
併
置
す

る

の
で
は
な
く
、
双
方

の
権
利

の
間
に
、
厳
粛
な
対
立
と
優
劣
が
存
在
す

る
こ
と
を
承
認
す

る
。
合
衆
国

の
場
合
、
権
利

二
者

の
間

に
お
け

る
優
先
順
位
は
、
国
民

の
行

政
サ
ー
ヴ

ィ

ス
を
享
受
す

る
権
利

に
あ

る
。
そ

し
て
、
公
的
官
僚
制
全
体

に
対
す

る
政
治
的
中
立
性

の
厳
格

な
保
持

の
代
償
と
し

て
、
政
府
職
員

の
権
利

の
側

に
、
制
限
が
課
さ
れ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

ハ
ッ
チ
法
は
、

こ
の
よ
う

な

パ
ラ
ダ
イ

ム
の

(
54

)

視
覚

形
象

に
よ

る
表

出
と
伝
達
と
考
え

て
よ
か

ろ
う

。

も
と

よ
り

、
政
府
職
員

に
対
す
る
政
治
的
中
立
性
保

持

の
要
求

は
、

ハ
ッ
チ
法
を
も

っ
て
嗜
矢

と
す

る
わ
け

で
は
な

い
。
当
該
法

は
、

(
55

)

幾
重

に
も
時
間

の
層
を
貫

ぬ
き

成
立

し
た
。
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す
な

わ
ち
、
政
府
職
員

に
対

す
る
政
治
的
中
立
性

の
保
障

の
た
め

の
闘
争
は
、
困
難
を
き

わ
め
た
。
な
ぜ
な
ら
、
公
務
員
制

そ

の
も

の

が
、
猟
官

制

の
下
に
お

い
て
、
政
党

に
対
す

る
社
会

の
反
発
力
と
牽
引
力

の
矛
盾

的
な
錯
綜
と
重
層

に
よ

っ
て
、
形
づ
く
ら
れ
た
た
め

で

あ

る
。
公
務

員
制

の
著
名
な
改
革
論

者
D

・
イ
ー
ト

ン

(]U
O
『
日
⇔
口
国
⇔
什O
昌
)

に
よ
れ
ば
、
猟
官
制
は
、

「合
衆

国
に
お
け

る
政
治

の
最
大

の
特

異
性

の

一
つ
で
と

な

っ
て
い
る
。

…
わ

が
国

で
は
、
政
治
的
な

、
も

し
く
は
、
党
派
的
と
も

お
も
え

る
、
目
標

の
達
成

の
た
め

に
、

公

的
権

限
を
使

用
す

る

こ
と

に
、

明
瞭

な
制

限
を
固
定

的

に
画
す

べ
き

で
あ

る
と
す

る
世
論

は
、

こ
れ
ま

で
、
形
成

さ
れ
た

こ
と
が

な

(
56

)
い
」
。
こ

の
当

時
、
猟
官

制
を
奇

異
と

み
る
世
人

の
証
拠
は
、
皆
無

も
同
然

で
あ

っ
た
。

公
務
員
制

の
改
革

の
視
点

に
た

っ
て
、

一
八
七

七

年

に
、

政

府

職
員

の
政
治

的

中

立
性

擁

護

の
行

政
命

令

を

、

最

初

に
公
布

し

た
大
統

領

は

、

R

・
B

・
ヘ
イ
ズ

(
幻
葺

げ
Φ
陳
霞

α

(
57

)

φ
自
塁

Φ
ω
)

で
あ

る
。
そ
れ

は
、
次

の
内

容
を
有
す

る
。

「
い
か

な
る
政
府

職
員
も
、
政
治
組
織

、
地
方
政
党
幹
部
会
議

(
。
き

2
色
、
政
党
大
会

、
あ

る

い
は
、
選
挙
運
動

の
管

理

・
運
営

に
関

与

す

る
こ
と
を

、
命
令

さ
れ

て
は
な
ら
な

い
し
、
ま
た
、
承
認

さ
れ
る

べ
き

で
は
な

い
。
投
票
す

る
権
利
な
ら
び

に
公
共
問
題

に
関
す

る

意

見
を
表
明
す

る
権

利
は
、

口
頭
も

し
く

は
印
刷
物

の

い
ず

れ
を
介

し

て
に
せ
よ
、
否
定

さ
れ

て
は
な
ら
な

い
。

た
だ

し
、

そ

の
こ
と

が

政
府

職
員

の
公
式
義

務

の
履
行

に
抵
触
す

る
場
合
は
、

こ

の
限
り

で
は

な

い
」
。

(
58

)

し
か
し

、
右

の
行

政
命
令

は
、
施
行

さ
れ
な
か

っ
た
。

ヘ
イ
ズ
大
統
領

の
行
政
命
令

を
素
朴

に
継
承
し
た

の
が
、

G

・
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド

(○
δ
<
2

Ω
Φ
<
o
一き

α
)
大
統
領

で
あ
る
。
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
大
統
領

の
行

政
命
令

は
、

一
八
八
六
年

に
発
布

さ
れ
、

「
押
し

つ
け
が
ま

し

い
党
派
性

の
顕
示

に
よ
る
違
法
行
為
」

(。
寵
Φ
鼠

言
σ身

(
59

)

ξ

臼
ω
琶
翅

o
h
o
げ
訂
o
ω
ぞ
Φ
b
9。
a

ω
p。
⇒
ω
霞
O
)

を

、
連

邦

政

府

職

員

に
禁

止

す

る

こ
と

を

試

み
た

。

こ
う

し

た
行

政

命

令

二
者

の
形

式

と

意

味
と

を

巧

み

に

調
律

し

つ

つ
、
持

続

的

に
し

て
効

果
的

な

政
府

職

員

の
政
治

的

中

立
性

確

保

の

た

め

の
体

系

を

導

入

し

よ
う

と

し

た

の
が

、

T

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

(↓
げ
Φ
O
α
O
村Φ
園
O
O
ω
Φ
<
Φ
一け
)

大

統

領

が

発

し

た

一
九

〇
七
年

六

月

三
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日

の
行

政
命

令

六

四

二
号

で
あ

る
。

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト

は

、

公

務
員

制

改

革

論

者

で
あ

り

人
事

委

員

会

の
委

員

で
あ

っ
た

。

彼

は

、

一
九

〇

二
年

に
、

政

治

的

中

立

性

確

保

の
方

向

に

、

限

定

的

な

が

ら

一
歩

踏

み

だ

し

た

後

に
、

公

務

員

規

則

1

(
一〇
一く
一一
ω
Φ
同
く
一〇
Φ

菊
己
.一Φ
一
)

(
60

)

(
61

)

を
、
行
政
命
令

に
よ

っ
て
修
正
し
た

。

一
九

〇
七
年

の
規
則

1
は
、
次

の
よ
う

に
な

る

。

「当
該

規
則

の
条
項

に
よ

っ
て
、
競
争
試
験

に
基
づ
く
分
類
職

(
8
ヨ
b
Φ
什三
く
Φ
o冨
ωω
庄
巴

ω
g
三
8
)

に
配
置

さ
れ

て

い
る
政
府
職
員

は
、

一
方

に
自
ら

の
意

思

に
よ
る
自
由
な
投
票

の
権
利
を
保
持
す

る
と

同
時

に
、
他
方
、
政
治

の
管
理

・
運
営
、
あ

る

い
は
、
政
治
活
動

に
積
極
的
な
役
割
を
担

っ
て
は
な
ら
な

い
」
。

規
則

1
は
、
実
効
性
を
有

し
、
厳
格

に
施
行

さ
れ
た
。

一
九

四
〇
年

に

い
た

る
ま

で
に
、
合
衆
国
人
事
委

員
会
は
、

三
〇
〇
〇
を
越
え

(
62

)

る
裁
決

に
か
か
わ

る

一
種

の
判
例
法
を
発
展

さ
せ
た
。

そ
れ

に
も

か
か
わ

ら
ず

、
政
治
的
中
立
性
確
保

の
体
系

は
、

ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
期

に
、
崩
壊

の
危
機

に
見
舞
わ
れ
た
。

一
九
三

三
年

に

お
け
る

F

・
D

・
ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領

の
第

一
期
就
任
時
と
そ

の
終
期

の

一
九

三
四
年
ま

で
の
間

に
、
既

に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
約
六

〇
の
行

政
機

関
が
新
設

さ
れ
、

五
機
関
を
除
く
そ

の
す

べ
て
が
、
人
事
委
員

会

の
統
制

の
軌
道
か
ら
逸
脱
し
自

動
運
動
を

起
こ
す

に

い
た

(
63

)

っ
た
。

規

則

1

の
対
象

と
さ

れ
る
政
府
職
員

総
数

は
、

一
九

三
三
年

の
入

○
%
か

ら
、

一
九

三
九
年

の
約

六
六

%

に
ま

で
低
落

し
た
。

し
か

し
、
こ

の
間
、
連
邦
政
府
職
員

の
総
体
規
模
は
、
急
角
度

に
上
昇
し
た
。

こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
議
員

の
間

に
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
政
権

(
64

)

に
対

す

る
す
く
な

か
ら
ざ

る
危
惧
と
警
戒

の
念
を
惹
起

し
た
。

こ

の
こ
と
は
、

カ

ン
ザ

ス
州
選
出

の
共
和

党

下
院
議
員

E

・
H

・
リ
ー

(
65

)

ズ

(閏
〃α
芝
ρD
村
ユ
剛由

幻
Φ
Φ
ω
)

が

一
九

三

九
年

に
述

べ
た

次

の

一
文

に
覗

わ

れ

る

。

「
我

々
は

、

非

常

事

態

の
名

の
下

に
、

多

く

の
部

局

や
委

員

会

を

創

設

し

た

。

そ

の
う

え

、

我

々
は

、
す

べ

て

の
期

待

を

越

え

る
権

力

と

権

限

と

を

こ
れ

ら

の
諸

機

関

に
付

与

し

た

。

さ

ら

に
、

我

々
は

、

陸
続

と

、

政

府

職

員

の
総

定

員

数

を

増

加

さ

せ

て

い

っ
た

。

こ

の
よ
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う
な
議
会

の
政
策
は
、

政
府
職
員
数

や
行
政
諸
機

関
数
を
減
少

さ
せ
る
よ
り
も

、
む
し

ろ
、
増
大

さ
せ
る

こ
と

に
な
る
。
…
今

日
、
連
邦

政
府

に
は
、

ほ
ぼ
九

〇
万

の
職
員
が
存
在
す

る
。
彼
ら

の
う
ち

の
三
〇
万
は
、
政
治
的
な
情
実
人
事
を
通

じ
て
、
そ
の
職
位

を
獲
得

し
た
。

…
も

し
議
会

が

こ
う

し
た
慣
行
を
継

続
し

て
ゆ
く
な
ら
ば

、
我

が
国
は
、

い
ず

れ

の
国

に
お

い
て
も
知

れ
渡

る
よ
う

な
、
最
も
巨
怪

な
政

党
幹
部
組
織

(b
&

口
o
巴

日
o
o
匡
器
)

の
育
成
と
是
認

の
方
向

に
逼
進
す
る

こ
と

に
な
る

で
あ

ろ
う
」
。

(
66

)

同

じ
く

、

一
九

三
八
年

に
、

C

・
ハ
ッ
チ
上
院
議
員

は
、
次

の
よ
う

に
記
し

て

い
る

。

「
私

が
、
合
衆

国
全

体
を
見
渡

し
、
合
衆

国

の
津

々
浦

々
に
進

出
し

て

い
る
莫
大
な
数

の
連

邦
政
府
職
員
を

眺
め

る
と
き
、
私

は
、
合

衆

国

の
あ

る

べ
き
政
権

と
は
異

な
る
何
か
別

の
政
権

が
、
下
院
議

員
、
上
院
議
員

、
あ
る

い
は
、
大

統
領

を
も

指
名
さ
れ
る

べ
き

政
治
大

会
を
絶

対
的

に
支
配

し

て
い
る
と
、
明
瞭

に
自
覚

せ
ざ

る
を
得

な

い
」
。

ほ
と

ん
ど

す

べ
て

の
連
邦

政
府

職
員
を
、
政
治
的
中
立
性

堅
持

の
網

の
目

の
連

続
的
な
拡

が
り

に
お

い
て
捉
え

よ
う

と
す

る
政
治
的
圧

力

は
、

一
九

三
九
年

の

ハ
ッ
チ
法
制
定

と
し

て
結

実
し
た
。
当
該
法

の
Q。
Φ
。
菖
o
口
⑩

(
ε

は
規
則

1
を
、
行
政
部

に
お
け
る
す

べ
て
の
連

邦

政
府

職
員

に
推

及
す

る
。
た
だ
し
、
大
統
領
、
副
大
統
領
、
各

省

の
長
官

・
副
長
官

・
次
官

・
次
官

補
、
そ
れ

に
、
外
交

政
策

の
形
成

と
執
行

あ

る

い
は
全

国
規
模

の
法

律

の
施
行
を
担
当

す
る
大
統

領
直
属

の
大
統
領

府
に
お
け
る
最
高

幹
部
は
除
か
れ
る
。
し
か
し
、

ハ
ッ

チ
法

の
文

言

は

、
規

則

1
と

同

一
で
は
な

い
。
な

ぜ
な

ら

、
当
該

法

の
文

言
は

、
連
邦

政
府

職
員

に
、
自

己

の
見
解

を

《
私
的

に
》

(
寓
貯
讐
Φ
}愚

の
み

で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
す

べ
て
の
政
治
諸
問
題

に
関
す
る
自

己

の
見
解
を
、
公

私
を
問
わ
ず
、
表
現
す

る
こ
と
を
許

容

し

て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
変
化
は

、
慎
重

に
考
慮
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
規
則

1
の
文

言
は
、

一
九

四

一
年

に
、
当
該
法

の
そ
れ

と
均

整
を
保

つ
た

め
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
双
方

の
間

に
脈
絡
が
生
じ
、
再
生
と

循
環

が
み
ら
れ
る
。

ハ
ッ
チ
法

の
深

部
に
ま

で
視
線
を
投

げ

い
れ

る
な
ら
ば
、

ハ
ッ
チ
法

に
は
、
自
己
矛
盾
が
認
め
ら
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
該
法

の
Qり
Φ
。
ま

巳

α
に
よ
れ
ば

、

一
五

節

の
文
言
は
、

《
政
府

職
員

に
、
す

べ
て

の
政
治
主
題

に
関
す
る
公
的
な
意

見
表

明
を
許
容

し

て
は
な
ら
な

い
》
と
す
る
、
人
事
委
員
会
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が
既

に
規
則

-
違
反
と
認
定
し
た

の
と

同

一
の
活

動
を
、
禁

止
す
る
も

の
と
解
釈

さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
、

ハ

ッ
チ
法

の
意
味
内

容

の
混
沌
と
揮
融
と
を
象
徴
的

に
表

現
す
る
も

の
で
あ

ろ
う

。
し
か
し
、
こ

の
矛
盾

は
、

ハ
ッ
チ
法

の
合
憲
性

の
本
質

(
67

)

喪
失
的
な
問

題
と

し

て
補
足
さ
れ

て
い
な

い

。

一
九

三
九
年

の

ハ
ッ
チ
法

の
制
定

に
よ

っ
て
、
連
邦

政
府

職
員

の
政
治
活
動

は
、
制

限
さ
れ
た
。

一
九

四
〇
年

に
は
、
当
該
法

は
修

正

さ
れ
、
連
邦

政
府
資

金

に
よ

っ
て
俸
給

の
全
部
も

し
く

は

一
部
を
支
払
わ

れ
て

い
る
州

・
地
方

の
政
府
職
員

に
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

し
か

し
、

一
九
七

四
年

に
お
け

る
連
邦
選
挙
運
動
法

(
国
Φ
α
Φ
邑

日
Φ
。
什δ
口

O
曽
日
b
9。
碍
昌

〉
。
O

の
修
正

に
よ

っ
て
、
州

・
地
方

の
政
府
職
員

に
よ
る
政
治
活

動

へ
の
関
与

に
対
す

る
多
く

の
制

限
は
、
撤
廃

さ
れ
た
。
け

れ
ど
も

、
州

・
地
方

の
政
府
は
、

こ
う

し
た
政

治
活
動

の
関
与

に
対
す
る
独
自

の
法
的
制
限
を
設
け

て

い
る
。

こ
れ
が
、

《
小

ハ
ッ
チ
法
》

(
犀
けδ

寓
9。訂
げ
諺
。
O

と
呼
称

さ
れ
る
も

の

(
68

)

に
ほ

か

な

ら

な

い
。

(
69

)

一
九

三
九
年
制
定

の

ハ
ッ
チ
法

の
政
府
職
員

に
対
す

る
禁
止
項

目
を
列
記
的

に
述

べ
る
な
ら
ば

、
以

下

の
六
点

に
要
約

さ
れ
る
。

(
一
)

政
党
大
会

(全

国

・
州

・
地
方
)

へ
の
代
議
員
あ

る

い
は
代
議
員
代
理
と

し

て
の
、
あ

る

い
は
、
政
党
委

員
会

(全

国

・
州

・

地
方
)

の

]
員
と

し

て
の
政
治
活
動

の
展

開

(二
)

政
党

へ
の
献
金

の
懇
請
も

し
く
は
運
用

(
=
一)

政
党

の
外
郭

団
体

で
あ

る
政
党

ク
ラ
ブ

の
幹
部

(
o
曲
8
昌

も

し
く

は
組
織
者

(霞
αq
鋤
巳
N
9

と

し

て
の
活
動

(四
)

政
治
集

会

(b
o
一ぼ
。
巴

日
Φ
Φ
口
⇒
oq
ω)
な

い
し
決
起

大
会

(同
o
臣
Φ
ω)

の
指
導
と
組
織
化
、
あ
る
い
は
、
当
該
集
会

な

い
し
大
会

に

お
け

る
政
党
支

持
演

説

(
五
)

投
票

の
勧
誘
、
も

し
く

は
、
そ

の
他

の
政
党
選
挙
活
動

の
実
践

(
六
)

党
職

へ
の
立
候
補



(25)ア メ リカ に お け るHatchAct(PoliticalActivitiesAct)改 正(1993年)の 背 景25

(
07

)

以

上

で
あ

る

。

(
71

)

ハ
ッ
チ
法

に
お
け
る
政
府

職
員

に
対
す

る
制
限
条
項

の
合
理
的
根
拠
、
以

下

の
五
点

に
集
約
さ
れ

る
。

第

一
は
、

ハ
ッ
チ
法

が
、
政
治

の
影
響
力
を
本
質
的

に
受
け

い
れ

や
す

い
公
務
員
制
内
部

の
不
安
な
流
動
態

の
固
化
を
試

み
る
と

い
う

点

で
あ

る
。
当
該
法

の
禁
止

条
項
は
、
政
府
職
員
を
、
特
定

の
候
補
者
、
も

し
く

は
、
政
党

の
た
め

の
活
動

に
強
制
す

る
政
治
的
圧
力
か

ら
保

護
し
、
ま

た
、
政
府
職

員
が
展
開
す

る
行
政
サ

ー
ヴ

ィ
ス
の
受
益
者

に
も
、
併
せ

て
、

こ
う

し
た
圧
力
が
波
及
す

る

の
を
防
ぎ
、
さ

ら

に
、
政
府
職
員

が
公
的
資

金
と
職
位
と
を
、
自
己

の
政
治
的
経
歴
を
高

め
る
た
め

に
利
用
す
る
と

い
う

不
測

の
事

態

の
発
生
を
回
避
す

る
。第

二
は
、

ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー

ル
期

の
官
僚
制
と

い
う
合
衆
国
支
配
機
構

の
糸

を
握

っ
た
権
力
者

の
抑

制

で
あ
る
。

ハ
ッ
チ
法
通
過

の
直
接

的

な
政
治
的

理
由

は
、

こ
の
よ
う

な
官
僚
制

が
、
政
権
維

持

の
た
め
、
巨
大

な
政
治
機
関
と
し

て
、
議
会
牽
制

の

一
大

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
自

ら

に
結
集
す

る
こ
と

に
対
す

る
脅
威

で
あ

る
。

こ
う

し
た
脅
威

の
発
展
を
促

す
機
軸

は
、
与
党
が
、
政
治

的

に
活
発
な
職

業
行
政
官

を
利

用

し
う

る
と

い
う

状
況

へ
の
、
議
員

の
重
大
な
関
心

で
あ
る
。

こ
の
場
合

、
政
権
と
議

会

の
問

に
は
、
開
か
れ
た
虚
空

の
交
感
は
、
見
当

ら

ぬ
と

い

っ
て
よ

い
。
議
会

は
、
政
権

に
、
冷
め
た
距
離
を
保
ち

つ
づ
け
る

こ
と

に
な

ろ
う

。
こ
こ
に
は
、
国
民

の
生
存

配
慮

の
責
任

主

体
と

み
る
評
価
軸
と

は
別

の
視
軸

で
眺
望
す

る
政
権
な

い
し
官

僚
制

の
映
像

が
、
認
め
ら
れ
る
。

ハ
ッ
チ
法

は
、
当

時

に
お
け
る
猟
官

制

(
72

)

政
治

へ
の
耽
溺
を

、
合
衆

国
政
治

の
伝

統
か
ら
解
き

放
ち
、
解
毒

し
よ
う
と

す
る
も

の
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

第

三
は
、

《
政

治

・
行
政

分
断
論

》

(
b
o
蒙

8
＼
9。
◎
日
巨

ωけ蚕
什δ
口

臼
。
け
0
8
日
団
)

の
実
践

で
あ

る
。

ハ
ッ
チ
法

は
、
革
新

主
義

時
代

に
お
け

る
改
革

の

《
完
全
な

例
証
》

(
蝉
b
興
hΦ
9

Φ
掻

日
冨
Φ
)
と
し

て
表
示
さ
れ
る
。
革
新
主
義

の

一
つ
の
目
標
は
、
行
政
官
が
、
政
治

的
諸
要
因

へ
の
顧
慮

で
は
な
く
、
彼

ら

の
最
良

の
専
門
知
識

・
特
殊
技
術

に
基
づ
き
意

思
決
定
を
行
う

こ
と
を
確
保
す

る
た
め

に
、
政
府

に
お
け

る
政
治

と
行
政
と
を
分
離
す

る
こ
と

に
あ

っ
た
。

こ
れ

に
よ

っ
て
、
功
利

の
体
系

で
あ
る
政
治
は
、
専
門
技
術
性

の
貫
徹
を
特

色
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と
す

る
行
政
と

い
う
外
部

へ
の
通
路
を
、
閉
鎖
さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た
。
そ

の
結

果
、
行
政
官

の
政
治
的
中
立
性

が
保
障

さ
れ
、

こ

の
こ

と
が
、
行
政
能
率

の
向

上
と
腐
敗

の
排
除

に
、
す
く
な
か
ら
ず
貢
献
す

る
と
考
え
ら

れ
た

の
で
あ

る
。

ハ
ッ
チ
法

に
は
、

《
政
治

・
行
政

分
断
論
》

の
思
想
的
な
定
着
な

い
し

固
着
が
、
看

て
と
れ

る
。

第

四
は
、
政
府

に
対
す

る
世
人

の
信
頼

の
確
保

で
あ

る
。
政
府
職
員

が
、

一
定

の
政
治
活
動

の
様
式

に
従
事
す

る
と

い
う
状
況

が
、
容

認
さ
れ

る
と

し
た
ら
、
政
府

に
対
す

る
世
人

の
信
頼
を
、
掘
り
崩
す

こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う

。
も
し
政
府
職
員

が
選
挙
運
動
を
積
極
的

に

繰

り
広
げ
、
公
職

に
立
候
補

し
、
あ

る

い
は
、
政
党
活
動

に
か
か
わ

る
そ

の
他

の
政
治
運
動

に
専
念

し
た
と
仮
定
す

る
場
合
、
彼
ら

の
こ

の
よ
う
な
政
治
風
景
を
観
察

し
た
世
人

は
、
果
た
し

て
、
政
府
職
員
は
、
国
民

の
最
良

の
利
益
を
実
現
す
る
た

め
に
行
動
し

て
い
る

の
か
、

そ
れ
と
も
、
単

に
、
自
己
利
益

の
満

足

の
た
め

に

の
み
活
動

し

て

い
る

の
か
、
疑

問
に
お
も
う

で
あ

ろ
う

。
政
府
職
員

、

(彼

ら
を
介
し

て
政
府

)
と

、
世
人

の
双
方
は
、

こ
の
た
め
、
互

い
に
猜
疑
を
投
げ
か
け
合

い
、
和
解
し
難
く
対
立
す

る
と

い
う
、
深
刻
な
構
図
が
、
開

け

る
こ
と
に
な
る

で
あ

ろ
う

。

こ
こ
に
は
、
国
民

の
二
重

の
屈
折

の
陰
影

が
、
示
さ
れ
る
。

第

五
に
、

ハ
ッ
チ
法
が
、
選
挙
さ
れ
た
公
職
者
と
連

邦
政
府
職
員

の
双
方
が
、

一
体

と
な

っ
て
他

の
政
府
職
員

に
政
治

に
関
与
さ
せ
る

た

め

の
圧
力
を
行

使
す

る
こ
と
を
、
禁

圧
す

る

一
手
段

と
な

っ
て

い
る
と

い
う
事

実

で
あ
る
。

以
上

で
あ

る
。

い
ず

れ
に
せ
よ
、

ハ
ッ
チ
法
は
、
政
治

の
外
圧

か
ら
政
府

職
員
を
守
護
す
る
防
御

的
な
城
砦

の
役
割

を
果
た
し

て

い
る
と

い
え

よ
う

。

(26)

川

判
例

ア
メ
リ
カ
政
治

の
奥

底

に
潜
む
原
初
的
な
力
と
し

て
の
情
実
人
事
制

の
政
府
人
事

に
対
す

る
介
入
と
、
政
党

政
治
と

の
連
関

の
当
否
を

め
ぐ

る
論
争

は
、

こ
れ
ま

で
、
無
定
形
な
波
動
を
と
め
ど
な
く
拡
げ

て
展
開
し

て
き
た
。
し
か
し
、
同
時

に
、
そ
れ
は
、
地

下

の
鉱
脈

の
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(
73

)

な
か

に
あ

っ
て
、
合
衆
国

の
政
治
全
体

の
構

造
を
最
終

的

に
結
節
さ
せ
る
中
心

の
よ
う

な
観

を
呈
し

て

い
る
。

し
か
し
、
最
近
、

一
九
七

〇
年
代
以
降

、
人
事
行

政

の
理
論
と
実
践

の
発

展
過
程

の
な
か

で
、
当
該
論
争

の
二
位
相
が
、
輝
か
し

い
照

射
を
浴
び

て
浮
上
す

る

に
い
た

っ
て

い
る
。
当
該
論
争

は
、

い
わ
ば
、

二
元
性
を
有

し
、

こ
の
二
元
性

の

一
方

の
極

に
情

実
人
事
制
度

を

置
き

、
他

方

の
極

に
は
、
資
格
任
用
制

に
座

を
占
め
さ
せ

る
。
双
極
は
、
互

い
に
鋭

い
対
比
を
な
し
な
が
ら
も
、
憲
法
修

正
第

一
条
、
第

十

四
条

の

一
点

の
な

か

に
、
融
合
す

る
。

そ

の

一
極

は
、
情
実

人
事

に
関
す

る
最

高
裁
判
所

の
判

決
を
め
ぐ

る
論
争

で
あ

る
。

い
う
と

こ

ろ
の
判
決
と

は
、
各
種

の
裁
判
所

が
、

党
派

性

(
冨

三

ω
碧

ω
匡
O
)

の
み
に
基
づ
き
採

用
さ
れ
た
資
格
任
用
制

の
適
用
対

象
外

の
職
員

に
対
す

る
不
利
な
行
為
、
も

し
く
は
、
解

任

は
、
憲
法
修

正
第

一
条
お
よ
び
第

一
四
条

に
よ

っ
て
保
護

さ
れ
る
憲
法

上

の
権
利

の
侵
害
と

し
て
、
解
釈
さ
れ

る
べ
き

で
あ

る
と
明
示

し

た

す

く

な

か

ら

ぬ

判

決
を

指

す

。

こ
れ

ら

の
判

決

に
か

か

わ

る
代

表

的

な

事

件

と

し

て
、

寒

魁

g

切
g
§
。。℃
お

刈
9
ψ

ω
ミ

(
一り
刈
⑨

噛

寒

旨
職
ぎ

喜

叶
Φ
ト
瞳

切
9
ψ

切
O
①

(
一
㊤
G。
O
)
、
そ
れ

に
、

肉
口
賦
自

タ

肉
8

さ

§

壁

評

『
信

ミ

§

9
硫噂
=
O
ψ

0
け
N
認

Φ

(
一
ゆ
ゆ
3

な

ど

が

(74

V

あ
げ
ら
れ

る
。

も
と

よ
り

、
こ
れ
ら

の
判
決
は
、

政
党
員

で
あ

る
こ
と

、
ま

た
は
、
政
党
支
持

が
、
職
務

の
効

果
的
な
遂
行

の
た
め

の
妥
当
な
要
件
と

さ
れ

る
上
級

の
政
策
形
成
職
務

の
担
当
者

に
は
適
用

さ
れ
な

い
。

し
か

し
、
当
該
職
務
と
他

の
そ
れ
と

は
、
図
式
的
な
対
照
と

し
て
、
必

ず

し
も
描
か

れ
る
わ
け

で
は
な

い
。

一
方

が
他
方

に
浸
透

し
合
う
形

で
隣
接
し
、

ほ
ぼ
双
方

の
境
界

は
溶
融

し
、
混
渚
を
生
じ

て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
こ

の
錯
綜
状
態
は
、
光
と
影

の
入
り
乱

れ
る
空

間
を
構
成
す

る
。
裁
判
所

の
判
決

は
、
未
だ
双
方

の
境
界

に
鮮
明
な
形
象

性
を
与
え

て
い
な

い
。

こ
れ
ま

で
、
確

か

に
、
裁
判
所
は

、
情
実
人
事

の
可
否

に

つ
い
て
、
す
く
な
か
ら
ず
判
示

し
て
き
た
。
け

れ
ど
も
、
情
実
人
事

の
慣
行

的
事
実

は
、

ア
メ
リ
カ

政
治
体
系

の
原
質
的

な
深
部
を
な

し
、

民
主
主
義

の
価
値
あ

る
底

流
と
し

て
、
牢

固
に
確

立
さ
れ

て

い
る
限
り
、
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そ

の
潰

減
は
、
虚

構

に
終

る
と

み
て
よ

い
。

他

の
論
争
点

は
、
政
府
職
員
な

い
し
公
務
員
が
、
公
務
員

で
あ

る
こ
と
を
理
由

と
し

て
、
政
治
的

中
立
性

の
維
持
を

要
求
さ
れ
ね
ば
な

ら

な

い
か
ど
う

か
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
職
員

の
権
利

が
、

一
九

六

〇
年
代

お
よ
び

一
九
七

〇
年
代
初

頭
に
、
世

人

の
関

心
を
惹
く
と
と
も

に
、
当
該
法
を
改

廃
す

る
た
め

の
努
力

が
、
展

開
さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

こ
う

し
た
改
廃
論

の
背
景

に
は
、
政
府
職
能

の
拡
大

・
集

中
と
高
度

の
専
門
技
術
化

の
二
者

が
、
拡
が

っ
て

い
る
。
そ
れ
は

、
合
衆

国
労
働
人

口
に
占

め
る
政
府

職
員
数

の
膨
張
と

、

(
75

V

給
付

さ
れ
る

べ
き
行

政
サ
ー
ヴ

ィ
ス
の
質

的
高
度
化
と

い

っ
て
よ

い
。

一
九

二
九
年
か

ら

一
九
六
六
年

の
間

に
、
連

邦

・
州

・
地
方

の
す

べ
て
の
段
階

に
お
け
る
政
府
職
員

の
労
働

人

口
に
占

め
る
比
率

は
、

(
76

)

六

・
二
%
か
ら

一
七

%

へ
と

、
急
増

し
た
。

一
九
六

〇
年
代

に

い
た
る
ま

で
に
、
憲
法
上

の
諸
権

利

の
侵
害
と

い
う

不
可
視

の
暗
部
を
透

視
す

る
と
き

、
こ
う

し
た
侵
害

は
、
政
府

職
員

と

い
う
合
衆

国
人
口

の
相
当
部
分

に
及
び
、
内
部

の
不

可
視

の
領
域
は

、
確
実

に
層
を
拡

(
77

)

げ

つ
つ
あ

っ
た
。

こ

の
こ
と
か
ら
、
公
的

雇
用

の
範
囲

の
拡
張

そ

の
も

の
が
、
す
く
な

か
ら
ぬ
裁
判
官

の
注
視
を
集

め

る
に

い
た

っ
た
。

ハ
ッ
チ
法

の
改
廃
努
力

の
背
後

に
あ

る
明
快

な
論

理
は
、
政
府
職
員

の
政
治
的
中

立
性
を
保
障

し
、
彼
ら

に
対
す

る
党
派
性

の
介

入
を
禁

止
す

る
当
該

法

の
条
項

は
、
他
者

で
あ

れ
ば

正
当

に
行
使
し
う

る
は
ず

の
憲
法
上

の
諸
権

利
を
侵
害
す

る
も

の
で
あ
り
、
し
た

が

っ
て
、

こ
う

し
た
諸
権
利

の
正
当
な
行
使
を
許
容

さ
れ
な

い
政
府
職
員
を

、

《
二
流
市
民
》

(
ω
Φ
8
昌
阜
2
p。
ω
ω
o
一鉱
N
魯

ω
匡
燭
)

に
降
格
さ

せ
る
も

(
78

)

の
と

い
う

こ
と

に
な

る

。

こ

の
論
理
を
辿

る
な
ら
ば

、
投
票
権

の
行
使
だ
け

で
は
、
十
分

で
は
な

い
。
政
府
職
員

は
、

政
治

の
全
局
面

に

参

加
す

る
権
利
を
所
有
す

べ
き

で
あ

る
。

一
九
七

〇
年
代
初
期

に
裁
判
所

に
提
訴

さ
れ
た

一
連

の
事
件

の
な

か
で
、

ハ
ッ
チ
法

の
合
憲
性

が
争
わ

れ
、
若
干

の
事
件

で
は
、
と
り

わ
け

、
下
級
審

で
は
、

そ

の
合
憲
性

が
否
定
さ

れ
た
。

一
例
を
あ
げ

る
な
ら
ば

、

一
九
七

二
年

の
〉
醒
蹴
§

亀

》
題
o
o
貯
織
8

0
㌦
卜
o
騨
霞

9

遷

δ
b
}
国

-Ω
δ

9

§

師
亀

⑦
賦
融
的
Q

乱

硫
円

乱
o
Φ
9

臼
臼
詠
鴇
O
員

ω
幽
①
閂

ω
唇

,

零
Q。

(
一
り
刈
bQ
)

が

こ

れ

に
当

る

。
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こ

の
事
件

の
判
決

は
、

ハ
ッ
チ
法
を
、

そ

の
文
言

の
曖
昧
性
と
憲
法
修
正
第

一
条
違
反
と
を
根
拠

に
、
違
憲
と
判
断

し
た
。
違
憲
判
断

は
、

一
九
七

二
年

七
月
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
区
連
邦
地
区
裁
判
所

(
9
ψ

∪
韓

旨

什
O
o
母
け
8
同
9
①
∪
δ
什旨

什
o
h
O
o
冨
ヨ
σ
芭

に
お

い
て
、

三
名

の
裁
判
官

の
う
ち

の
二
名

の
多

数
意
見

に
よ
り
決
せ
ら
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
多

数
意
見
が
、
当
該
法

の
内
面
奥
深
く
思
索

の
垂

鉛
を
降

ろ
し
、
政
府
職

員

に
よ

る
政
治
活
動

に
対
す
る
禁
止
事

項

に

つ
い
て
、

一
歩
踏

み
込
ん
だ
審
査
を
展
開

し
た
と
す

る
痕
跡
は
、
も

と

よ
り
、
認
め
ら

れ
な
か

っ
た
。
多

数
意
見

の
視
線
は
、
政
府
職
員

の
政
治
活
動

に
対
す

る
当
該
法

の
禁
止
条
項

の
文
言
が
正
確
性
を
欠

き
、
し
た
が

っ
て
、
当

該
法

は

「大
ざ

つ
ば

で
む
ら

の
あ
る
適

用
可
能
性
」

(8
冨

亘
①
o
h
ω
≦
Φ
8

ヨ
。q
餌
巳

ロ
器

く
魯

碧

嘗

。
巴

8

)
を

は

(79

)

ら
む
と
す

る

一
点

の
上

に
、
収
敏
し

て

い
る
。
多

数
意

見
は
、
さ
ら
に
、

一
九

四
〇
年
以
前

に
人
事

委
員
会

に
よ

っ
て
作
成

さ
れ
た
禁
止

さ
れ
る
べ
き
政
治
活
動

に
関

す
る
す

べ
て
の
規
則
と
裁
定
を
、
引
照
事

項
と
し
て
採
用
す
る
当
該
法

の
条

項
に
論
及

し
て

い
る
。
そ
し

て
、

当
該
法

を
理
解
す

る
た
め

に
は
、
政
府
職
員

は
、

一
九

〇
七
年

か
ら

一
九

三
九
年

ま

で
の
間

に
人
事
委

員
会

に
よ

っ
て
下
さ
れ
た
約
三

〇

〇
〇

の
裁
定

に
習
熟

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
と
、
多

数
意

見
は
、
言
及
す

る
。
多

数
意

見
は
、
当
該
法

の
実
施

に
当

る
人
事
委

員
会

(80

)

の
実
績
を

評
価
し

つ

つ
も

、
次

の
よ
う
な
結
論
を

下
す
。

「
自
己

の
職

の
安

定

に
関
心
を

集
中

し
、
さ
ら

に
、
自

己
を
規
律

に
服
さ
せ

る
上
司

の
潜
在

権
力
を
意

識
し

こ
れ

に
怯
え

る
誠

実
な
政

府
職
員

は
、
自
己

の
政
治

的
言
動

の
妥
当
性

に

つ
い
て
、
絶
え

ず
、
疑
念
を
抱
か
ざ

る
を
え

な

い
。
自

由
な
意

見
表
明
と

い
う
高

度

に
慎

重
を

要
す

る
領
域

に
お
け
る
文

言

の
曖
昧
性
と
過
度

の
包
括

性
と
を
排
除
す

る
必
要
性

の
観
点

に
た

っ
て
、
自

己

の
政
治
的
言
動

を
評
価

す

る
と
き

、
そ

の
結
果

は
、
容

認
し
難

い
も

の
と

な
る
。
」

し

か

し

、

一
九

七

三
年

に

、

最
高

裁

判

所

は

、

§

、融
織
⑦
賦
審
の
Ω

邑

⑦
亀

ミ
8

Ω
)白
巨

ω
ω㌧§

≦

憲

職
§

巴

卜
鴇
o
貸
勘
職
8

亀

卜
黛

討
㌧

9

ミ

δ
量

卜
国

-9

P

自

ω
9
ψ

罐

。。

(
一⑩
刈
ω)
に

お

い

て
、
裁

判
官

の
六

対

三

の
比
率

で
、

ハ

ッ
チ
法

を

合

憲

と

判

断

し

た
。

当

該

判

決

は
、

ハ

ッ
チ

法

合

憲

の

い
わ
ば

峰

火

と

し

て
、
酒

々
た

る
合

憲

論

の
系

譜

を
創

り

だ

し

た

§

㌧融
魁
国

守
ミ

き

鱒

①奉

タ

慈

討
富

鳶

ω
ω
O
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d
-φ

胡

(
H
逡

」

.
の
中

心

主

題
を

承

け
継

ぎ

、

再

肯

定

し

、

こ

れ
と

思
考

の
基

軸

を

等

し
く

す

る
。

(81

)

魯

賊融
儀
、
q
霞

o
き

鱒

①凌

≦

藁

9
蝕
匙

は

、

ま

ず

、

次

の
よ
う

に
説

く

。

「
上
訴
者

は
、
次

の
よ
う

に
強
力

に
主
張
す

る
。
す

な
わ
ち
、
連
邦

政
府
職
員

は
、
権
利
章
典

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ

て
お
り

、
ま
た
、
議

会

は

。
い
か
な

る
共
和
党
員

で
あ
れ
、

ユ
ダ
ヤ
人

で
あ

れ
、
あ

る

い
は
、
黒

人

で
あ
れ

、
連
邦

政
府

職
員

に
、
彼
ら
を
任
命

し

て
は
な
ら

ず
、

さ
ら

に
、

い
か
な

る
連
邦
政
府

職
員
も

、

ミ
サ
聖
祭

に
出
席
し

て
は
な
ら
な

い
し
、
あ

る

い
は
、
伝

道
活
動

に
積
極

的
な
役
割

を
演

す

べ
き

で
は
な

い
と
規
定
す

る
法
規
を
制
定

し

て
は
な
ら
な

い
"
と

い
う

の
が
、
す
な
わ
ち
、

こ
れ

に
当

る
。
何
び
と
も

、
議
会
権
力

に

課

せ
ら
れ
た

こ
う

し
た
制

限
を
、
否
定
し
な

い
で
あ

ろ
う
」
。

次

い
で
、
当
該
判
決

は
、
裁
判
官

の
四
対
三

の
比
率

で
、
政
府
職
員
が

「
政
治
運
営
、
も
し
く
は
、
政
治
運
動

の
な
か

で
、
積
極
的
な

役
割

を
果
た
す

こ
と
」

(富
匹
畠

き

鴛
口
く
Φ
b
鷲
二
⇔
b
o
匿

8
一
日
磐

9。
oq
Φ
日
Φ
三

〇
鴨
冒

b
o
匿

o
巴

。
節
ヨ
冨

碍
口
ω)

に
対
す

る

ハ
ッ
チ
法

の
禁

(
82

)

止
条

項
は
、
憲
法
修
正
第

一
条

・
第

五
条

・
第
九
条

・
第

一
〇
条

の
い
ず

れ
に
も
違
反
す

る
も

の
で
は
な

い
と

い
う

こ
と
を
、
判
示
し
た

。

い
う

と

こ
ろ

の

《
基
本
的
人
権

》

(津
昌

四
日
①
三
巴

冨

日
。。
昌

誌
oq
げ
琶

と
は
、
決

し

て
絶
対
的
な
も

の
で
は
な

い
と
主
張

し
た
後

に
、

当

該
判
決

の
多
数
意

見

は
、
最
高
裁
判
所

の
職
務
を
、

「
政
府

の
分
類
職
職
員

(
。
冨
ωω
感
巴

Φ
日
覧
o
巻

Φ
ω)

に
よ
る
政
治
的
な
党
派
活
動

が
も

た
ら
す
と

お
も

わ
れ

る
悪

に
対

し

て
、
民
主
主
義
社
会
を
守
護
す

る
た
め

に
、
議
会

の
制
定
法
と
、
自
由

の
保
障

の
範
囲
と
を
均
衡

さ
せ

る
こ
と
」
と

、
明

確

に
定
義

し
た
。

こ

の
際
、
多

数
意
見

が
適

用
し
た
基
準

は
、
規

制
対
象

の
行
為

が
、
「
職
務
遂

行

の
能
率
性
を

阻
害
す

る
も

の
と

、
議
会

に
よ

っ
て
、
合

理
的

に
看
倣

さ
れ
る
」
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
議
会
と
大
統
領

は
、
能
率
的

な
職
務
遂
行

の
確

保

に
責
任

を
有

し

て

い
る
故

に
、
双
方

の
判

断

に
お

い
て
、
能
率
性

は
、

「
分
類
職
職
員

が
、
政
党
幹
部
も

し
く

は
政
党

活
動
員
と

し

て

政
治

に
積
極
的

に
参

加
す

る
こ
と
を
禁
止
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
最
も

よ
く
確
保

さ
れ
る
」
と

さ
れ
る
な
ら
ば

、
そ

の
禁
止
条
項

は
、
憲

(
83

)

法

上

、

何

の
欠

陥

も

な

い
。
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こ

の

ハ

ッ
チ

法

合

憲

判

決

の
主

題

に
関

す

る
論

理

的

構

築

を

受

容

し

た

の
が

、

§

計
亀

勲

ミ
$

Q

乱

⑦
鶏

鼠
o
Φ

G
o
白
白
詠
臨
§

搾

〉
愈
賦
8

巴

》
鴇
o
o鈷
賦
§

ミ

ト
Φ
叶器
N
9

ヨ

δ
参

》
謡

-禽

9

自

ω
9
ψ

鰹
c。

(一
り
認

)

で
あ

る
。

判
決

二
者

は
、

い
わ
ば

、
揺

れ
動

く
波

動

と

し
て
有
機

的

に
繋

が
り
、

そ
れ
ぞ
れ

の
主

題
に
関
す

る
思
考
空
間

に
、
大
差

は
な

い
。

裁
判
官

の
六
対

三

の
比
率

で
確
定

し
た
当
該

判
決

に
は
、
党
派
的
な
政
治
活
動

に
従
事
す

る
政
府
職
員

の
権
利

に
対
す

る
制
約

は
、

不

当

に
曖
昧

で
も
な
け
れ
ば
、
ま

た
、
過
度

に
限
定
的

で
も

な

い
故

に
、

一
般

に
合
憲

で
あ

る
と
す
る
明
確
な
論
理

の
糸
が
、
通

っ
て
い
る
。

当
該
判
決

に
お

い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
禁
止

さ
れ
る
べ
き
広
範
囲

に
わ
た

る
政
治
活
動
を
設
定
し

て

い
る
。
そ

こ
に
は
、
政
府
職
員

に

(
組
)

対

す

る
政
治
活
動

の
禁
止
と

い
う
深

淵

に
世
人

の
思
考
を
導

く
道
標
が
、
創

り
あ
げ
ら

れ

て
い
る
。

当
該
判
決

は
、
次

の
よ
う

に
記

し

(
85

)

て

い

る

。

当

該
判
決

は
、

《
当

該
法
規

(
ハ
ッ
チ
法

)
に
関
し

て
、
致
命
的
と
も

お
も
え

る
過
度

に
包
括
的

な
》

(け
け国
ξ

o
<
興
冨
8
α

鋤
σ
2

什

昏
Φ
ω母
ε
什Φ
)
事

項
は
何
も
存

在
し
な

い
。
そ
れ
に
、
当

該
法

の
実
施

に
当

る
人
事
委
員
会

の
規

制
は
、

《
通
常

の
常
識
を
働
か
せ
る
普

通

人
が
、
公
共
利
益
を
犠
牲

に
供
す

る
こ
と
な
く
、
十

分
に
理
解

し
順
守
し
う

る
と
す
る
条
件

の
下
に
設
定
さ
れ
た
》

(
ω卑

o
暮

ぎ

け興
日
ω

夢
簿

厳
Φ
o
a
冒
聾
昌

b
嘆
ωo
昌

霧

巽
島
ω
ぎ
ぴq
o
冠
一口
p。
q

8
日
日
8

ωΦ
口
ω
o
o
き

2
ま
o
一魯

こ
団

巨

α
Φ
房
叶き

α

⇔
巳

o
げ
ω
霞
く
ρ

三

§
o
暮

ω
霧
同
庄
o
Φ
8

昏
Φ
b
ロ
葛

o
一口
冨
器
曾
)

の
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
、
許
容

し
難

い
文
言

の
曖
昧
性

は
、
何

ひ
と

つ
見
当
ら
な

い
。
選
挙
向

け

の

広
告

・
宣
伝

・
放
送

・
文
書

に
お
け

る
推

薦

に
対
す

る
制

限
、
そ
れ

に
、
公
職
も

し
く

は
党
職

へ
の
政
党
公
認
候
補
者
を
支
持
す

る
た

め

の
政
党
集
会

に
お
け

る
演
説

に
対
す

る
制

限
、
こ
れ
ら

の
制
限

は
、
明
確

に
記
述

さ
れ

て
お
り
、
さ
ら

に
、
制
限
対
象

は
、
政
党

の
選
挙

運
動

に
お

い
て
活

発
な
役
割
を
果
た
す
単

一
人
に
よ

っ
て
、

こ
う
し
た
選
挙
運
動

の
脈
絡

の
な
か

で
の
み
正
常

に
行
わ
れ

て

い
る
政
治
行

為

で
あ

る
。

し
か
も

、
政
治
運

動
に
関
す

る
そ

の
他

の
行

為
は
、
憲
法

上
、
そ

の
保
護

の
外

に
置
か
れ

て

い
る
の
と
同

一
の
理
由
か
ら

、

こ
れ
ら

の
制
限

は
、
支
持
さ
れ

て
よ

い
。
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ま
た
、

「我

々
は
、
た
め
ら
う

こ
と
な
く

、
以
下

の
事
項
を

再
確

認
す
る
。
す
な
わ
ち

、
議
会

は
、
…
連

邦
政
府
職
員
が
党
職
を
占
め
、

選
挙

に
際
し

て
投
票

の
勧
誘

に
奔
走

し
、

そ
し

て
、
他

の
政
党
活
動
家

の
た
め
に
政
党

の
会
計
係
と

し

て
行
動
す

る
、
と

い
う
事
態

の
発

生
を
抑

止
す

る
権
限
を
、

こ
れ
ま

で
も
、
ま
た
、

こ
れ
か
ら
も
、
保
持

し
て

い
る
。
規
制
内
容
が

こ
こ
ま

で
に

い
た

ら
な

い
議
会
が
制
定

す

る
法

律
は
、
も

と
よ
り

、
有
効

で
あ

る
。
そ
れ
故

に
、
簡
明

・
平
易
な
文
言

で
表
現
す

る
な
ら
ば
、
連
邦
政
府
職
員

が
、
政
党
な

い
し

政
党

ク
ラ
ブ
を
結
成
し
、

政
党
公
認

の
候
補
者
、
あ

る

い
は
、
政
党

の
た

め
に
、
政
治
資
金
調
達
活
動

に
積
極
的

に
参
加

し
、
選
挙
公
職

の
占
拠
を
目
ざ

す
政
党
公
認
候
補
と
な
り
、
あ

る

い
は
、
選
挙
運
動
を
繰
り
広
げ
、
公
職
確
保
を
目
標
と
す

る
政
党
公

認
候
補

の
選
挙
運

動

を
自
ら
進

ん

で
巧

み
に
運

営
し
、
公
職

へ
の
政
党

公
認
候
補
者
指
名

を
獲
得
す

る
た
め

の
請

願
書
を
発
議

し
、
あ

る

い
は
、
配
布

し
、

公
職

へ
の
政
党
公
認
候
補

の
た
め
に
投
票
を
懇
請
し
た
り
、
あ

る

い
は
、

政
党
大
会

の
代
議
員
、
代
議
員
代

理
、
あ

る

い
は
、
補
欠
と

し

て
行
動
し
た
り
す

る
よ
う

な
、
諸
活
動
を
、
制
定
法
が
禁
止
す

る
と

い
う

こ
と

は
、
妥
当
と

い

っ
て
よ

い
」
。

こ
の
よ
う

に
、
当
該
判
決

は
、
連
邦
政
府
職
員

の
政
治
活
動

の
禁
止
と

い
う
同

一
旋
律
を
幾
重

に
も
累
層
化
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
そ

の
主
題

の
交
響
効
果
を
あ
げ

て
い
る
。

当
該
判
決

は
、
連
邦

政
府
職
員

に
、
政
治
的
中
立
性
を
確
保
す

る
た
め

の
規
制

に
関
す

る
憲
法

上

の
異
議
申

し
立

て

へ
の
途
を

、
閉
塞

(
86

)

す

る
も

の
で
あ

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
。

し
か
し
、

こ
の
判
決
以
後

、
連
邦

・
州

・
地
方

の
約
五

〇
〇
万

に
も

及

ぶ
政
府
職
員

に
対
す

る

政
治
活
動
禁

止

の

ハ
ッ
チ
法

の
条
項
を
撤
廃
し
よ
う

と
す
る
政
治
的
努

力
は
高
潮
し
、
す
く
な
か
ら
ざ

る
成
功
を
収
め
た
。

一
九
九
三
年

(
87

)

に

い
た

る
ま

で
に
、
連
邦

政
府
と

四

〇
を
越
え

る
州

が
、

こ
の
よ
う

な
禁
止
条
項

の
緩
和

を
達
成
し

て

い
る
。

た
だ

し
、
こ

の
よ
う
な

禁
止
条

項
撤

廃

へ
の
時
代

の
志
向
総
体

に
反
逆
し
た

の
が
、

ア
ラ
バ

マ
州

で
あ

る
。

ア
ラ
バ

マ
州

で
は
、
禁
止
条
項

の
適
用
範
囲
が
、
逆

に
拡

大
さ
れ

た
。

一
九

八
三
年

に
、
州
法

務
長
官

が
、
州
法

は
非
党
派
性

の
選
挙

へ
の
政
府
職
員

の
参
加
を
禁

止
す

べ
き
旨

の
見
解
を

、

(
88

)

表

明
し

て

い
る
。

こ
れ
は
、
政
治

・
行
政
分
断
論

の
原
初

へ
の
回
帰
を
目
ざ
す
も

の
と

い

っ
て
よ
か

ろ
う
。
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ハ
ッ
チ
法

に
お
け

る
政
府
職
員

に
対
す

る
政
治
活
動

の
禁

止
条

項
を
撤
廃

し
よ
う
と
す

る
政
治
的
努
力

は
、

こ
れ
以
降
も

、
続
け
ら
れ

た
。

こ

の
よ
う

な
政
治
的
努
力

の
底

の
ほ
う

に
、

一
種

の
激

流
が
潜
む
。
現
代

に
特
有

の
公
共
問

題

の
複
雑
高
度
化

に
と
も

な
う
政
府
職

(89

)

能

の
特
種
細
分
化

・
専
門
技
術
化
、

そ
し

て
、
政
府
職
能
を
担
当
す

る
職
員

の
高
学
歴
化
が
、

こ
れ
に
当

る
。

現
代

に
固
有

の
複

雑
高
度

の
多

面

・
多

層

の
公

共
問
題

の
解
決

に
直
面
す

る
に

い
た
り

、

二
〇
世
紀
末

葉

の
民
主
政
治
は
、

い
ま

や
、

公
権

力
、

し
た

が

っ
て
、
政
府

権
力

に
よ

る
総
合
的
な
計

画
化
と

い
う

新
し

い
確
か
な

ω
団
ω
富
日

き

9。ξ
の
δ
の
技
術
を
導

入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
状
況

に
立
ち

い
た

っ
た
。

し
た
が

っ
て
、
問
題
解
決

に
際

し

て
、
こ
れ
ま

で

の
σ
母
Φq
巴
昌

b
o
ま

o
ωに
は
想
像
も
さ
れ
な

か

っ
た
、

問
題
状
況

に
対
す

る
鋭

敏
な
洞
察
、
予
備
的
な
綿
密
な
思
考
、
状
況

の
本
質
把
握

、
そ
し

て
、
具
体
的
な
問
題
解
決
政
策
代
案

に
関
す

る

体
系

的
調
査
な

ら
び

に
個

々
の
政
策
代
案

の
適
否

に
関
す
る
証
拠

の
集
積
と
統
合
、
各

代
案

が
も

た
ら
す
顕
在

・
潜
在
諸
効
果

の
推

測

・

分
析

・
相
互

の
比
較
考

量
、

そ
れ
に
、
政
策
代
案

の
選
定
と

い

っ
た
、
高
度

の
b
畠
身

9。
昌
巴
《
ωδ
の
技
法

の
受

容
が
、
問
題
解
決
主
体

で

あ

る
政
府

権
力

に
要
求

さ
れ
は
じ
め
た
。
そ
し

て
、
政
府
権

力

の
静
態

か
ら
動
態

へ
の
、
換

言
す
る
な
ら
ば
、
政
府
権

力
が
、
個

人
や
集

団
相

互
間

に
お
け

る
自
発
的

な
利
害

の
調
整
行
為

に
基

づ
き

、
後
行
的

・
消
極
的

に
行

動
を
起
す

の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
、
そ
う

し
た
行

為

に
は
る
か

に
先
行

し
、
こ
れ
を
社
会
全

体

の
生
存
と
将
来

の
保
障

に
向

っ
て
強
力

に
統
制

し
積
極
的

に
誘
導

し
う

る
だ

け

の
、
受
動

か

ら
態
動

へ
の
、
権
力
行
使

の
方
向
転
換
も

、
行

わ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

こ

の
よ
う

に
、
静
穏

の
社
会
経
済

政
治

の
時
代

は
、
既

に
、
歴
史

の
年
輪

の
な
か

に
刻

み
こ
ま

れ
、
政
府
権
力

に
よ
る
深
慮
、
速
断
、

そ
し
て
、
果
敢
な
行
動
が
、
現
代
民
主

政
治
を
維
持

し
て
ゆ
く
た

め

(
90

)

の
至
上
命

令
と

し

て
登
場
す

る
に

い
た

っ
た
。

こ

の
こ
と

は
、

同
時

に
、
政
府
権

力

の
具

体
的
な
運

用

の
衝

に
当

る
政
府
職

員

に
、
広
大
な
視

野
、
未
来

へ
の
展
望

性
、
潤

沢
な
情

(
91

)

報

・
知

識

、
卓

越

し

た

特

殊

技

術

、

な

ど

の
具
有

が

、

求

め

ら

れ

る

に

い
た

っ
た

こ
と

を
意

味

し

よ

う

。

こ
う

し

た
趨

勢

を

逸

速

く

察

知

し

た

の
が

、

国

審

Φ
賦
嵩
頓

タ

しU
o
母

儀

9

肉
魯

爵

職
o
員

も。
曽

9

ψ

α
①
ρ

(
一
り
①
Q◎
)

で
あ

る
。

当

該

判

決
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は
、

ハ
ッ
チ
法

に
関
す

る
当
時

に
お
け

る
最
高
裁

判
所

の
判
決
気
流

の
な
か

で
は
異

風

の
も

の
で
あ

っ
た

に
せ
よ
、
そ
う

し
た
判
決

の
背

後

で
働
く
当
該
法

の
改

正
を
誘
導
す

る
社
会
経
済

政
治

の
諸
力

の
動
向
を

、
明
瞭

に
照
し
だ
す
鏡

の
役
割
を
果
た
し
た
と

い

っ
て
よ
か

ろ

・
つ

。

(
92

)

導

溶

首

吋
事
件
を

素
描
す

る
な
ら
ば

、
以
下

の
よ
う

に
な
る
。

霊
。
竃

二
昌
o⇔
は
、
イ

リ

ノ
イ
州

に
お
け

る
公

立
高
校

の
教
諭

で
あ

り
、
彼

は
、
運
動
競

技
を
過
重
視
す

る
教
育
委
員
会

の
言
動
を
批
判

す

る
手
紙
を
地
方
新
聞

に
送
付

し
た
こ
と
を

理
由

に
、
解
職
さ
れ
た
。

教
育
委
員
会

は
、
自
己

の
教
育
指
針

の
軌
道

に
沿

い
、
新
た
な
運

動
競
技
施
設

の
充
実

の
た
め
、
公
債
発
行

に
よ

っ
て
必
要
資
金

の
調
達

を
試
み
、
そ

の
可
否
を
住
民
投
票

に
付
託
し
た
。

し
か
し
、
教
育

委

員
会

の
試

み
は
、
住
民
投
票

に
よ

っ
て
否
決

さ
れ
た
。

霊
畠
Φ
同冒
oq
は
、
自

ら

の
書
簡

の
な
か

で
、
教
育
長

(夢
Φ
ω
唇

巴

葺
窪

α
Φ
葺

o
h

ω
畠

0
9

が
、
公
債
発
行

に
よ
る
資
金

調
達

の
可
否
を
問
う
住

民
投
票

に
反
対
す

る
教
員

は

「
自

己

の
行
為
結

果

に
対
す

る
責
任
を
負
う

準
備
を
す

べ
き

で
あ

る
」

と
述

べ
た
と
申

し
立

て
、
さ
ら

に
、
彼
は
、
教
育
委

員
会
は
、
過
剰
な
ま

で
に
教
育
資
金
を
運
動
競
技

関
係

の

活
動

に
投
入

し
て

い
る
と
主
張
し
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、
イ
リ

ノ
イ
州

の
裁
判

所
は
、
教
育
委
員
会

に
よ

る
国
o
幕

二
昌
oq
の
解
職
措
置
を

支
持

し
、
さ
ら

に
、
教
員
と

し
て
、
臣
o
幕

二
昌
ぴq
が

「
こ
う

し
た

原
告

の
地
位

に
な

い
と
し
た
ら
当
然

に
携

わ
る

べ
き

権
利
を
保
持
す

る
」

は
ず

の
、
教
育
運

営

に
関
す
る
公
式

の
見
解
表
明
を
、
な
す

べ
き

で
は
な

い
と
す

る
根
拠

に
基
づ
き

、
霊
葺

Φ
二
口
σq
の
憲
法
修

正
第

一
条

・

(
93

)

第
十

四
条

に
よ
る
保

護

の
主
張
を
、
退
け
た
。

最
高

裁
判
所

は
、

霞
騨

①
鼠
b
偽
事
件

の
判
決

に
お

い
て
、
政
府

職
員
は
、

い
か

に
非
合

理
的

で
あ

ろ
う
と
も

、

い
か
な

る
条
件

に
も

服

さ

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
す

る
主
張

を
拒
絶

し
、

霊
爵

Φ
鼠
口
Φ身
の
申
し
立

て
を
支

持
し

て
、
憲

法
修
正
第

一
条

に
定

め
ら

れ
て

い
る
彼

の

保
有

す

る
諸
権

利
は
侵
害

さ
れ
た
と

す
る
判
断
を

示
し
た
。

し
か

し
、
当
該

判
決

に
よ
る
な
ら
ば
、
教
員

は
、

「彼

ら
が
奉
職

し

て

い
る

公
立
学
校

の
運
営

に
関
連
す
る
公
共
利
益

の
諸
問
題

に

つ
い
て
批
評
す

る
と

い
う

、
市
民
と

し
て
、
さ
も

な
く
ば
享
受

し
え

た
で
あ

ろ
う
」
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権
利
を

、
憲
法

上
、
放
棄

し
え

な

い
反
面
、
州
は
、

コ

般

市
民

の
言
論

の
規
制
と

の
関
連

性

に
お

い
て
自

ら
が
保
有
す

る
利
害

関
係
と

著
し
く
異

な
る
、
自

己

の
職
員

の
言
論
を
規
制
す
る
雇
用
者
」
と
し

て
の
利
害

関
係
を
も
併
有

し
て

い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
場
合

に
お

い
て
、

均
衡
が
保

た
れ
ね

ば
な
ら
な

い
の
は
、
公
共

の
関
心
事
項

の
諸

問
題

に

つ
い
て
批
評
す

る
市
民
と

し

て
の
教
員

の
利

害
関
係
と

、
社
会

に

職
務

の
能
率
的
な

遂
行

を
給
付
す

る

《
公

共
雇
用
者
》

(
薯

菖

o
Φ
ヨ
覧
o
審

ご

の
利
害
関
係

で
あ

る
。

最
高
裁

判
所
は
、

こ

の
平
衡

原
理
を
適

用
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

頴
爵

Φ
匡
口
ぴq
の
見
解
表

明
は
、
教
員
と
し

て
の
日
常

業
務

の
遂
行

の

な
か

で
、
通
常

に
接
触

し

て

い
る
人

々
に
向

け
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く

、
そ
れ
故

、
「
直
接

の
上
司

に
よ

る
規
律

、
あ
る

い
は
、
同
僚

間

に
お
け

る
調
和

の
、

い
ず
れ
か
を
維
持

す

る
こ
と

の
問
題
は
、
起

こ
り
え
な

い
」

(口
o
ρ
信
o
ω鉱
8

9

日
巴
⇒
琶

巳
昌
oq
Φ
律
げ
Φ
同
α
一ω
o
旦

ぎ
Φ

σ
≦

日
日
Φ
島
鉾
Φ
ω
⊆
b
Φ
誌
霞
ω
o
同
げ
震
旨
o
畠

帥
日
8

ぴq
o
o
宅

o
爵
Φ
屋

)
と

い
う

判
断
を
下
し
た
。
さ
ら

に
、
国
爵

興
冒

ぴq
は
、
教
育
委

員
会

、

あ

る

い
は
教
育

長
と
も

、
個
人
的
忠

誠
心

や
信
頼
感
を

不
可
欠

と
す

る
よ
う

な
、
緊
密
な
職
務

上

の
関
係
を
持

っ
た

こ
と
も
な
か

っ
た
。

最
高

裁
判

所
は
、

こ
う

し
た

こ
と

か
ら
、

コ
爵

Φ
誌
口
Φq
の
見

解
表
明

は
、

「基

調

に
お

い
て
十

分

に
批

判
的

で
あ

る
が
故

に
」

(
げ
Φ
8
ロ
ω
Φ

霊
睡
9
魯

什妨

o
同三
8
=

口
8
目
Φ
)
、
実
質
的

に
正
し

い
も

の
で
あ

っ
て
も
、

な
お
、
彼

は
罷
免

さ
れ
う

る
と

い
う

、
教
育
委
員

会

の
立
場

か

ら
抽
き

だ

さ
れ
る
推
論
を
却

下
し

た
。
当
該
判
決

の
示
す
と

こ
ろ
に
よ

れ
ば

、
国
爵

Φ
鼠
昌
ぴq
は
、
教
育
委
員

会
は
運
動
競
技
者

の
輸

送

に
年

間
五
万
ド

ル

(真
正

の
費
用

は

一
万
ド

ル
)
を
費
消

し

て
い
る
と
述

べ
て

い
る
。
そ
う

で
は
な

い
と

し
た
ら
、
教
育
委
員

会
は
、
正

確
な
輸

送
費
用
を

公
表
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
彼

に
容

易

に
反
駁

し
え

た
は
ず

で
あ

る
。
コ
爵

Φ
吋冒
ゆq
は

、
自

己

の
教
員

と
し

て

の
適
合

性
を
議
論

の
対
象

と
す

る
た
め

に
何

の
行

動
も
起

こ
さ
な
か

っ
た
。

こ

の
事
件

の
状
況
を
考
え

る
な
ら
ば

、
教
育
委
員
会

の
教
育

政
策

に

(
95

)

関
す

る
彼

の
見
解
表

明
は
、

一
般
市
民
と

同

一
の
憲
法
修
正
第

一
条

・
第
十

四
条

の
保
護
を
受
け

る
も

の
と
さ

れ
た

の
で
あ

る
。

霞
o
ぎ

鼠
旨
偽
事

件

の
最
高

裁
判
所

に
よ

る
判
決

に
は
、
表

現

の
自

由
と

い
う

原
告
側

の
主
張
と

、
政
府

職
員

の
言
動

の
非
政
治
化

に
よ

る
行

政
能
率

の
向

上
と

い
う

被
告
側

の
要
求
と
を
対
極
的

に
置

い
た
思
考
軸

が
、
貫
ぬ
か
れ

て

い
る
。
し
か
し
、
憲
法
修
正
第

一
条
、
第
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十

四
条
と

い
う
座
標
軸
を

こ
の
対
立
空
間

の
な
か
に
据
え

つ
け

る
と
き
、
そ

こ
に
は
、
相

互
的

に
交
流

し
合
う
緊
張

関
係
が
生
ま

れ
よ
う
。

最
高
裁

判
所

は
、

《
政
策
中
心

の
政
治

》

(o
畠
o
団

b
o
巨

。
ω
)

の
視
点

に
た

っ
て
、

W

・
ウ
ィ

ル

ソ
ン
の

《
政
治

・
行

政
分
断
論
》

の

基
本
的
前
提

に
正
面
か
ら
挑
戦
す
る
見
解
を
披

渥
し
、
個

人

の
憲
法

上

の
諸
権

利
を
擁
護
す

る
旨

、
判
示

し
た
。

「
自
由

に
し

て
公

開

の
討
議
は
、
選
挙
民

に
よ
る
曲豆
富
な
情
報

に
基
づ
く
意

思
決
定

に
、
必

要
欠

く

べ
か
ら
ざ

る
も

の
で
あ

る
。
教
員

は
、
階
層
と

し

て
、
公
立
学
校

の
経
営

に
ど

の
よ
う

に
公
的
資

金
が
配
分

さ
れ
る

べ
き

か
に

つ
い
て
、
十
分
な
情
報
を
基
礎
と
す

る
明
確

な
見
解
を
、

最
も
よ
く
形
成
し
表
明
し
う

る
社
会

の
構
成
員

で
あ
る
。
こ
れ
故

に
、
教
員

が
、
報
復
的
な
罷
免
を
恐
れ

る
こ
と

な
く
、

こ

う

し
た
諸
問

題

に

つ
い
て
、
明
瞭
な
言
葉

に
だ

し

て
意
見

を
述

べ
る
と

い
う

こ
と
は
、
民
主
政
治

の
存
続

に
、
き
わ
め

て
肝
要

で
あ

る
」
。

右

の
判
決

の
言
葉

は
、
単

に
教
員
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず

、
公
共
政
策
、
し
た
が

っ
て
、
公
共
諸
施
策
を
執
行
す
る
政
府
職
員

一
般

に
も
、

(
96

)

当
然

、
妥
当

す
る
。

霞
騨

Φ
賦
旨
偽
事

件

の
最
高
裁

判
所

の
判
決

は
、

W

・
ウ
ィ

ル

ソ
ン
の

《
政
治

・
行
政
分

断
論
》
を
継
承
す

る
よ
り
も

、
む

し
ろ
、
公
共

政
策

問
題

に
関
す

る
政
府

職
員

に
よ

る
政
治
的
言
論

の
行
使

に
積
極
的
価

値
を
見
出
す

、
政
治

・
行

政
融
合
論

の
躾
を
畳

み
こ
ん
だ
論

理

を

、
厳
然
と
貫
く
。

そ
こ
に
は
、
政
治
と
行
政

の
泡
立

つ
交
流
が
、
成
立

し
よ
う
。

こ
れ
故

に
、
政
治
的
言
論

の
自

由
な
行
使

の
抑

制
は
、

全
体

と
し

て

の
政
治
社
会

に
、
不
利
益

と
な
る

で
あ

ろ
う

。
政
府
運
営

に
参

加
し
公
共
政
策
決
定

過
程

に
関
与
す
る
政
府

職
員

の
政
治

的

言
論

の
行
使

を
抑
制
す

る
と

い
う

こ
と
は
、
選
挙
民
が
選
挙

に
お

い
て
政
党
間

の
合
理
的
選
択
を
な
す
際

に
不
可
欠

と
さ
れ
ま
た
政
府
職

員

の
言
論
活

動
を
通

し

て
社
会

に
伝
達
さ
れ
拡
散

し

て
ゆ
く
と

こ
ろ
の
、
情
報

や
知
識
を
、
選
挙
民

の
掌
中
か
ら
剥
奪
す

る
こ
と
を
意
味

す

る
と

み

て
よ
か

ろ
う

。
も

し
そ
う

い
う
事
態

が
起

こ
る
と
し
た
ら
、

こ
れ
は
、
政
府

職
員

に
対
す

る
言
論

の
抑

圧
と

い
う
暗

闇

の
迷
宮

と

な

っ
て
、
民
主
政
治
を

押
し
包
む

こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
。

し
た
が

っ
て
、
行
政
能
率
は
、
言
論

の
自

由

・
基
本
的
人
権

の
尊
重

・
個

性
的

人
格

へ
の
配
慮

・
社
会
的
満
足
と

い

っ
た
、
よ
り
高
次

の
民
主
主
義

価
値

の
増
進

に
対
し

て
、
第

二
義

的
地
位

を
占

め
る

に
す
ぎ

な
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い
。

一
般

に
、

《
政
府

職
員

》
は

、

《
政
策

中
心

の
政
治

》

の
視
点

か
ら

い
っ
て
、
非
政
治
化

さ
れ
る

べ
き

で
は
な

い
。

こ

の
こ
と

は
、

政
府

職
員

の
政
治
的
見
解

の
表

明
が
、
社

会

に
多
大

の

《
意
見

の
衝
突

》

(匿
。
ぼ
8
)
を
惹
き
起

し
た
と

し
て
も
、
ま
た
、
そ
れ
が
行
政

部
内

で
な
さ
れ
た
と
し

て
も

、
変
わ
ら
な

い
。
政
府
職
員
が
表
明
す

る
政
策
見
解
は
、
憲
法
上
、
保
護
さ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
ら

の
見

(
97

)

解

は
、
余

り

に
も
貴
重

で
あ

る
た
め
、
行
政
能
率

・
実
効
性

・
経
済
性

の
名

の
下
に
、
抑
圧
さ

れ
て
は
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

に
考
え

る
な
ら
ば
、

勺
一葺

〇
二
昌
ゆ。
事
件

の
最
高
裁
判

所

の
判
決
は
、

政
府

職
員

の
政
治

的
中
立
性
保

持

の
問
題

に
贈

ら
れ
た

挽
歌

で
あ
り
、
同
時

に
賛

歌
で
も
あ

る
。

配

改
正

一
九
七

〇
年

代

の
中
葉
以
降

、
政
府

職
員

の
政
治
活
動

に
対

す
る
制
限

の
緩
和
を

要
求
す

る
社
会

の
圧
力

は
、
労
働

組
合

を
中
心

に
、

主
と

し

て
議
会

に
集
中
す

る
。

こ
れ

に
応

え
、

一
九
七
六
年

お
よ
び

一
九
九

〇
年

の
二
度
に
わ
た
り
、
議

会
は
、
政
府
職
員

の
政
治

/
党

派
的
活
動

の
積
極

的
参
加

に
関
す

る
制
限
条
項

の
多
く
を
緩
和
す

る
と
お
も
わ
れ
る
改

正

ハ
ッ
チ
法
を
制
定

し

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、

G

・
フ
ォ
ー
ド
と

G

・
ブ

ッ
シ

ュ

(
O
霞
巴
α
国
霞
α
9・
口
α
0
8
お

Φ
しd
仁
ω
ε

の
両
大
統
領

は
、
当
該
法
案

は
、
公
務
員
制
を

《
政
治
化

す

(
98

)

る
》

(b
o
含

o冒
①
)
も

の
と
し

て
、
拒
否
権
を
行
使
す

る
に

い
た

っ
た
。

一
九
九

三
年

に
、
再
度
、
議
会

は
、
ク
リ

ン
ト

ン
政
権

の
勧
奨

に
し
た
が

い
、

ハ
ッ
チ
法

に
綿
密

な
検

討
を
加
え

、
論
議
し
、
そ

の
結

果
、
連
邦

政
府

職
員

に
、
多
様
な
形
式

に
よ
る
政
治

へ
の
参
加
を
許
容
す

る

に
い
た

っ
た
。
こ
れ
が
、
改

正

ハ
ッ
チ
法

で
あ
る
。
当
該
法

の
下

で
は
、
大

部
分

の

一
般

政
府
職
員

が
、
党
職
を
占

め
、
政
党
資
金

を
調
達
し
、
選
挙
運
動

に
関
与
す
る
と

い
う

こ
と

は
、
許
さ
れ
る
。

(
99

)

改
正

ハ
ッ
チ
法

に
定
め
ら
れ
た
政
府
職
員

の
政
治
活
動

に
関
す

る
許
容
条
項
と
禁
止
条
項

は
、
以

下

の
通
り

で
あ

る

。
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許
容
事
項

①

職
員
自
身
の
有
権
者
登
録
と
投
票
権
行
使

②

世
人
の
有
権
者
登
録

へ
の
支
援
活
動

③

公
職
候
補
者
な
ら
び
に
時
の
係
争
問
題
に
関
す
る
意
見
の
表
明

④

勤
務
時
間
外
活
動
と
し
て
の
選
挙
運
動

へ
の
参
加
と
運
営

⑤

選
挙
運
動
文
書
の
配
布
と
投
票
の
勧
誘

⑥

政
党
組
織
な
い
し
政
党
候
補
者
へ
の
献
金
、
も
し
く
は
、
政
治
資
金
調
達
行
使
へ
の
参
加

⑦

政
党
の
バ
ッ
ジ
、
ボ
タ
ン
、
あ
る
い
は
、
ス
テ
ッ
カ
ー
の
装
着

⑧

政
党
集
会
や
会
合

へ
の
出
席

⑨

政
党
ク
ラ
ブ
、
あ
る
い
は
、
政
党
パ
ー
テ
ィ
ー
へ
の
加
入

⑩

不
特
定
多
数
に
対
す
る
電
話
に
よ
る
投
票
へ
の
依
頼

⑪

政
党
内
職
位
の
占
有
な
い
し
占
有
志
望
の
明
示

⑫

住
民
投
票
の
争
点
、
憲
法
改
正
、
そ
れ
に
、
地
方
公
共
団
体
の
条
令
、
以
上
の
賛
否
に
関
す
る
政
治
運
動
の
展
開

禁
止
条
項

(
一
)
政
党
活
動
の
禁
止

a

執
務
時
間
内

b

連
邦
政
府
職
員
が
占
拠
し
て
い
る
執
務
室
内
、
も
し
く
は
、
建
造
物
内

c

連
邦
政
府
の
制
服
を
着
用
し
、
あ
る
い
は
、
公
式
の
記
章
を
侃
用
し
て
い
る
場
合
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d

連
邦
政
府

の
所
有

、
も
し
く

は
、
借

用
の
車
両
使
用
中

(
二
)
寄
付
金

の
懇
請

の
禁
止

a

懇
請
者

の
部
下

で
は
な
く
同

一
連
邦

政
府
労
働
組
合

に
所
属
す

る
成
員

に
対
す

る
懇
請
を
除
く

b

当
該
労
働
組

合
が
支
持
す

る
複
数
候

補
者

の
各

政
治
委

員
会

の
た

め

の
寄
付
金

の
懇
請
は
、

こ

の
限
り

で
は
な

い

(三
)

以
下

に
対
す

る
政
治
参
加

の
懇
請
、
も
し
く
は
、
阻
止

の
禁
止

a

懸
案

の
補

助
金

、
契
約
、
裁
定

、
許
認
可
、
あ

る

い
は
、
証
明
書

の
申
請
者

b

懇

請
者
所
属

の
政
府
機

関

に
よ
る
現
在
進
行
中

の
会
計
検
査

、
調
査

、
あ

る

い
は
、
強
制
執
行

へ
の
参
加
者

、
も

し
く
は
、

こ
れ

ら

の
対
象

者

c

選
挙

の
結
果

に
影
響
を
及

ぼ
し
、
あ
る

い
は
、
干
渉
す

る
こ
と
を

目
標
と
す

る
公
式
権
限

の
行
使
者

d

党

職

へ
の
立
候
補
者

(四
)
そ

の
他

a

政
党
間
選
挙

に
お
け

る
公
職

へ
の
立
候
補

b

部

下
か

ら

の
寄
付
金

の
徴
集

、
あ

る

い
は

、
寄
付
金

調
達

の
た
め

の
部

下

に
対
す
る
政
党
集
会

・
パ
ー
テ

ィ
ー
な
ど

の
テ

ィ
ケ

ッ
ト

の
販
売

c

政
府
職

員
が

所
属
す

る
担
当

部
局

の
監
督
権

限

の
下

で
業
務
を

遂
行

す

る
私

人

に
対
す

る
寄
付
金

供
与

の
懇
請

、
も

し
く

は
、

当

該
私

人

の
政
治
活

動

の
阻
止
、
以

上
で
あ

る
。

(
㎜
)

な
お
、
当

初

の
ハ
ッ
チ
法

の
政
治
活
動
禁
止
条
項
が
適
用
さ
れ
る
行
政
諸
機
関
は
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

連

邦
選
挙
委

員
会

(国
巴

興
巴

田

Φ
o
ま

コ

O
o
日
自

ω
ω
δ
昌
)
連

邦
捜
査

局

(
国
Φ
α
霞
巴

切
霞

$

ロ

9

ぎ
く
Φ
ω
岳
ひq
蝕

8

)
財
務
省

合
衆

国
シ
ー

ク
レ

ッ
ト

サ
ー
ヴ

ィ

ス
局
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(∪
①
9

同
琶

Φ
三

〇
h
摩

$

ω
仁
藁

d
・ω
・
ω
Φ
自

卑

ω
2
三
8

)

中

央

情

報

局

(
0
Φ
葺
轟

=

葺

Φ
霞
。q
Φ
⇒
o
o

>
。q
霧

畠

)

国

家

安

全

保

障

会

議

(Z
鋤
什δ
口
巴

ω
Φ
。
霞

一¢

O
o
ロ
ロ
畠

)

国

家

安

全

保

障

局

(乞
鋤
けδ
昌
巴

oり
Φ
。
霞

一昌

>
oq
①
昌
o
団
)

国

防

情
報

局

(
∪
Φ
h魯

ω
①

H
鼻

Φ
≡
oq
Φ
口
o
Φ

〉
ひq
Φ
昌
身

)
資

格

任

用

制

保

護

委

員

会

特

別

諮

問

局

(
ζ
Φ
葺

ω
巻

9
日
ω
中

o
審
。
鉱
o
口
じu
o
。。
a

O
注
8

0
h
ω
b
Φ
o
巨

O
o
§

ω
㊥
一)

国

税

庁

刑

事

調

査

局

(
H鼻

Φ
遷

巴

菊
Φ
<
Φ
目

Φ

ω
興
く
一〇
①

○
睡

8

0
h
9

巨

ヨ
巴

ぎ

く
Φ
珍
一〇q
巴

8

)

司

法

省

刑

事

局

(
∪
Φ
b
o
辱
5
Φ
三

〇
臨
言

ω
け一8

ρ

ぎ

ぎ
巴

コ

≦
忽
o
ロ
)

財

務

省

合

衆

国

関

税

局

調
査

計

画

課

(
∪
Φ
9

昌
ヨ
㊥
三

〇
H
↓
同
8

ω
仁
『
網

9
ω
.
O
¢
ω
8
日
ω
ω
曾

≦
o
Φ

○
曄

8

0
h

ぎ

く
窃

口
ひ∋
β。
¢
<
Φ

℃
同
o
ぴq
鑓

日
ω
)

財

務

省

ア

ル

コ
ー

ル

・
タ

バ

コ

・
火

器

局

法

執

行

課

(
∪
8

霞

叶日
Φ
葺

o
h
↓
器

霧

霞

団

切
霞

Φ
磐

o
出

≧

8

げ
9

目
0
9

0
8

b

巳

悶
一器
母
日
ω
O
鴎
8

0
h
冨

≦

国
昌
ま
同
8

ヨ
Φ
算

)

こ

の
よ
う

な
高

度

の
国

家

機

密

に
か

か

わ

る
連

邦

政
府

諸
機

関

に
所

属

す

る

政
府

職

員

は

、

ほ
と

ん

ど

す

べ

て

の
政
治

行

動

を
禁

止

さ

(
101

)

れ

る
。
と
り
わ

け
、
合

衆
国
軍
隊

に
勤
務

す
る
職
員

は
、
政
治
的

関
与

を
規
制
す
る
厳
格

な
規
則

の
下
に
あ

る

。

伝
統
的

な
行

政

の
組
織
範

型

で
あ

る
ウ

ェ
ー
バ
ー
型
官

僚
制

(
芝
Φ
σ
㊦
同
冨
コ

σ
霞

Φ
餌
ロ
o
轟
畠
)

の
自
己

の
組
織
成
員

に
対
す

る
、

し
た

が

っ
て
、
政
府
職
員

の
言
動

に
対
す

る
、
強

固
な
統
制
と
組
織
運
営

の
能
率
性

・
実
効
性

の
確
保
と
を
認
証
す

る
、

《
政
治
/
行
政
分

断

論
》
を
根
底

に
据
え

た

《
節
約
と
能
率

》

(Φ
8
8

ヨ
団

き

α

Φ
曲
。
δ
⇒
。
団
)
と

い
う

行
政
価
値

に
、
普
通

の
市
民

に
保
障

さ
れ
る
憲
法

上

(
20!

)

の
諸
権
利

の
政
府
職
員

に
対

す
る
少
な
か
ら
ざ

る
制

限
が
、
胎
生
す

る
。

こ

の
意

味

で
、
政
府
職
員

と

一
般
市
民
と

は
、
同

一
平
面
上

に
併

置
さ
れ

て

い
な

い
。
ま

た
、
そ

の
限
り
、
憲
法
上

の
諸
権
利

に
盛
ら

れ
た
理
想
主
義

の
虚
構
性
が
、

み
え

て
く

る
。

し
か
し
、

こ
う

し
た
状
況

は
、
今

日
、
変
化
を
蒙
り

つ
つ
あ

る
。
そ

の
理
由
と
し

て
、

二
者
が
考
え
ら
れ

る
。
そ

の

一
は
、
既
述

の
よ

う

に
、
最
近

に
お
け
る
最
高
裁
判
所

の
新

た
な
憲
法
解
釈

が
、
過
去

に
お
け

る
よ
う
な
政
府
職
員

の
政
治
活
動

に
対
す

る
禁
止
条
項

の
実

(
鵬
)

施
は
も

は
や
今

日

で
は
受
容

し
難

い
も

の
と

判
示
す

る
に

い
た

っ
た
と

い
う
事
実

で
あ

る

。

(
1

)

他

は

、

《
政

治

.
行

政

分

断
論

》

(勺
o
ま

。
ω
＼
》
α
自

巳
韓
鑓
けδ
口
良
魯

0
8
日
S

の
神

話

の
破

産

で
あ

る

。

《
政

治

・
行

政

分

断

論

》
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と

い
う
神
話

的
基
層

に
支
え

ら
れ
た
行

政

の
能
率
と
節
約
を
確

保
す

る
た
め
に
、
綿
密

な
計

画
と

深

い
省
察

の
上
に
組

み
た

て
ら
れ
た

ペ

ン
ド

ル
ト

ン
法

と

ハ

ッ
チ
法

の
下
に
、

圧
状
を
よ
ぎ

な
く

さ
れ

て
き

た
、
建

国
以
来

の
こ

の
国

の
政
治
的
伝
統

の
奥
底

に
原
初
的
な
力
と

し

て
生
動

し

て
き

た

「
政
治
化

さ
れ
た
大

統
領
職
」

(
b
o
匪

。
貯
巴

只

Φ
ω
置
Φ
昌
。
団
)
と
そ

こ
か
ら
抽
き
だ

さ
れ

る

「
公
務
員
制

の
政
治
化
」

(
501

)

(b
o
含

o
一N
冒
oq
筈
Φ
巳
三
一
ω嘆

三
〇
Φ
)
が
、

二

〇
世

紀

末

以

降

の
N

P

M

(乞
¢
≦

勺
ロ
び
一一〇
ζ
き

四
ゆq
Φ
目
魯

O
の
台

頭

を
触

媒

と

し

て
、
地
表

に

(601

)

噴
出
す

る

に

い
た

っ
た
と

い
う

の
が
、

こ
れ

に
あ

た
る
。

ハ
ッ
チ
法
改

正

の
背

景
に
は
、
最
近

に
お
け

る
最
高

裁
判
所
判
決

の
趨
勢

の
ほ
か
、

《
公
務
員
制

の
政
治
化
》
、
そ
し

て
、
触
媒
と
し

(
701

)

て

の

N

P

M

の
発

達

と

い
う

錯

綜

す

る

三
者

の
骨

組

が

、

透

け

て
み
え

る

。

こ
う

し

た

背

景

の
な

か

に
、
種

子

の
よ
う

に
折

り

畳

ま

れ

、

当

該

法

改

正

を

主

導

す

る
点

火

の
重

要

な

動

力

と

な

っ
た

《
政

治

化

さ

れ

た

公

務

員

制

》

に

つ

い

て
、

E

・
ス

レ
イ

マ
ー

ン

(国
N
轟

ω
巳
Φ
ぎ

き

)
教

授

(田

ζ

津
d
hΦ
ω
ω
霞

o
暁
H
三
Φ
9

巴

8

9。
一
ω
け¢
臼
Φ
ρ

写

o
hΦ
ω
。。
o
同
o
h
℃
o
団
辞8
ρ

9
巳

∪
貯
Φ
0
8
同
o
h
曄

Φ

国
霞

8

Φ
き

(
鵬
)

ω
窪

象
Φ
ω
零

o
oq
轟

日

母

勺
『
冒
o
Φ
8
昌
d
巳
く
興
ω
津
S

の
説

く

と

こ

ろ

に
し

た

が

い
、

叙

述

す

る
な

ら

ば

、

次

の

よ
う

に
な

る
。

ア

メ

リ

カ

合

衆

国

は

、

一
八

八

三

年

の

ペ

ン
ド

ル
ト

ン
法

の
制

定

を

通

し

て
、

「
政
治

的

統

制

下

の
官

僚

制

か

ら

職

能

優

先

主
義

の
原

理

の
基

づ

く

官

僚

制

へ
の
変

換

」

(
酔
Φ
け鑓
霧

三
8

マ
o
巳

鋤
b
o
毎
ド
巴
ξ

o
o
　
甫
9
一Φ
α
げ
霞

$

信
o
蚕

o
団
8

8

Φ
げ
⇔
ω
Φ
α
8

胃

ぎ
9
豆
Φ
ω
o
h

(
㎜

)

寓

o
け
ω
ωδ
昌
聾

ω
日
)
を

遂

げ

、

公

務

員

が

「
政

党

諸

利
益

を

超

絶

す

る

国

民

の
利
益

に

奉

仕

す

る
た

め

に
専

門
特

殊

の
資

格

に
基

づ

き

選

定

さ

れ

る

よ

り

も

む

し

ろ
調

達

さ

れ

た
」

(
器

o
同
三
8
P

雷

爵
興

けげ
9。
昌

o
げ
o
ωΦ
戸

自

夢

Φ

σ
9
ωδ

o
h
寓

o
け
ω
ω
δ
昌
巴

ρ
轟

臣

8

けδ
諺

8

(
011

)

ω
Φ
『
<
①
帥
三

ロ
什Φ
お

ω什
昏
簿

母
き

ω
o
Φ
巳

b
鎚
昌

ヨ
け霞

Φ
ω
房
)、
資

格

任

用

制

の
創

設

に
向

っ
て
、
大

き
く

一
歩

を
踏

み
だ

し
た
。
さ
ら

に
、
合

衆

国

は

、

一
九

三

九

年

に

ハ

ッ
チ
法

を

公

布

し

、
当

該

法

に

、

に

よ

る
干

渉

と

影

響

力

行

使

の
束

縛

か
ら

、

公

務

員

制

を

解

放

す

る

、

い

わ

ば

変

革

の
軌

道

に
彼

ら
を

誘

引

す

る
先

導

者

と

し

て

の
役

割

を

与

え

た

。

こ
れ

に

よ

っ
て
、
公

務

員

制

は

、

「
正

当

に

選

出

さ

れ

た

政

(
m
)

権

の
道

具

」

(餌
三

口
ω
け歪

ヨ
Φ
三

〇
胤
夢
Φ
δ
oq
三
日
鉾
Φ
ξ

Φ
δ
o
審
α
9
α
巳

巳
ω
q
讐
圃8

)
と
等

価

の
転

換

式

と

し

て
、
単

純

に
結

ば

れ

な

い
こ
と
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と
な

る
。

し
か
し
、
第

二
次

世
界
大
戦
後

、
共
和

・
民
主
両
党

の
政
権
は
、
互

い
に
呼
応

し
な
が
ら
、
政
治
的
中
立
性

の
保
持
と

い
う
資
格
任
用

制

に
基
づ
く
公
務
員
制

の
精
神
を
巧

み
に
迂

回
し
、
公
務
員

制
に
対
す

る
政
治

の
影
響
力

を
断
ち
切
り
、
あ
る

い
は
、
・凍
結
状
態

に
封
じ

こ
め

よ
う
と

す

る

ハ
ッ
チ
法

の
厳
格
な
要
求
を

緩
め
、
よ
り
正
確

に
は
、
当
該
法

の
当
該
事

項

に
関
す

る
文

言
を
書
き
改

め
る

こ
と

に
、

絶
え

ず
腐
心

し
て
き
た
。

い
ず
れ

の
政
権
も
、
公
務
員
制

に
対
す

る
、
実
体
的

に
は
官
僚
制

に
対
す

る
、
支

配
権

の
獲
得

を
目
ざ

す
と

い

う

政
治
課
題
は
、
政
権

の
底
深

い
政
治
的
鉱
脈

に
埋
め

こ
ま

れ
た
、
動
か

し
難

い
堅
固
な
自
然

の
性
状
と

い

っ
て
よ

い
。
事
実

、
行

政
部

指
導
者

は
、
彼
ら
自
身

の
再
選
、
威

信
、
そ
し

て
、
実
績
を
考
慮

に
入
れ

る
と
き
、
官
僚
制
と

い
う

統
治

の
装
置

に
対
す

る
統
制
権

の
確

保

が
、
彼

ら

の
視

野

の
正
面

に
大
き

な
位

置
を
占

め
、

そ

の
積

極
的
実

現

に
向

っ
て
、
努

力
を
傾
注

す

る
。

こ

の
点

に

つ
い
て
、

T

・

M

・
モ
ウ

(目
Φ霞
葦

ζ
8
)
驚

(ω
g
。
窪

含

く
Φ韓

s

の
合
衆
国
の
大
統
領
職
に
関
す
る
次
の
考

な
古
曲
ハ的
な
表
現
が
駈

・

「
現
代

に
お
け

る
大
統
領

は
、
政
府

の
構
造
と
統

治
方
法

に
対
す

る
支

配

の
全
権
を
掌
握

し
よ
う

と
す

る
、
恐

る
べ
き

期
待

に
駆
ら
れ

て

い
る
。
大
統
領

が
希

求
し

て
や
ま
な

い
こ
と
は
、
政
治
指

導
者
と

し

て

の
彼

の
必
要

性

に
常

に
応

答

し
う

る
だ
け

の
制
度
体
系

(
き

宣
ω鼻

口
ま

昌
巴

ω
団
ω
8
8
)

の
存
在

に
ほ
か
な
ら
な

い
」
。

大

統
領
が
強
力
な
指
導
性

を
発
揮

し
見

る

べ
き
実
績
を
あ
げ

る
た
め
に
は
、
最
高
度

の
専

門
知

識

・
情
報

・
特

殊
技
術
を
蓄
積
し

て

い

る
、
公
共
問
題

の
優

れ
た
解
決
機
構

で
あ

る
官
僚
制

に
、
自
ら

の
政
治
的
干
渉

の
影
を

、
直
接

に
色
濃
く
投
げ
込

む

こ
と

は

で
き
な

い
に

せ
よ
、
少
く
と
も
官
僚
制

の
先
導
と
媒
介
と
を
不
可
欠
と
す

る
。

政
治

的
影
響

力

の
束

縛
か
ら
公
務
員
制
な

い
し
官
僚
制
を
解
放
し
、
そ
れ

ぞ
れ
別

の
位
相

に
位
置
づ
け

ら
れ
た
双
方

の
問
に
、
構
造

上

の
連
鎖
を

回
復

し
よ
う

と
す

る
試
み
は
、
共
和
党
よ
り
も
、
む
し

ろ
、
民
主
党

の
意
図
す

る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。
げ

ん
に
、
既
述

の
よ
う

に

フ
ォ
ー
ド

・
ブ

ッ
シ

ュ
両
大
統
領

は
、

ハ
ッ
チ
法

の
改
正

に
拒
否
権

を
行
使
し

て

い
る
。
他
方
、
民
主
党
選
出

の
J

・
E

・
カ
ー
タ
ー
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(」
9。日
Φ
ω
国
〇
二

〇
費
8
『・
甘
)
大

統

領

は

、

一
九

七

七

年

に
、

ハ

ッ
チ
法

の
改

正

を

企

図

し

た

。

し

か

し

、

そ

れ
は

、

議
会

に
お

け

る
、
と

(
旧
)

り

わ

け

、

下

院

に

お

け

る
彼

と

の
軋

礫

と

不
和

の
結

果

と

し

て
、

中

止

を

よ
ぎ

な

く

さ

れ

る

に

い
た

っ
た

。

ハ
ッ
チ
法

は

、

W

・
J

・

ク
リ

ン
ト

ン

(
ヨ

日
鋤
日

冨
鹸

房
8

〔
切
已
〕

Ω
一彗
8

)
大
統
領

の
第

一
期

の
最
初

の
年

に
改

正
さ
れ
、
大
統
領

の
署
名
を
経

て
改

正

ハ
ッ
チ
法
と

し

て
成
立
し
、

一
般
政
府
職
員

に
、
政
党

に
よ
る
政
治
活
動

へ
の
参
加
が
、
許
容

さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

今

日
に
お
け

る

ハ
ッ
チ
法

の
改
正
と

《
公
務
員
制

の
政
治
化

》

の
充
進
と

は
、
連
動
状
態

に
あ

る
と

認
め
ら
れ
る
。

ハ
ッ
チ
法

の
改

正

と

《
公
務
員

制

の
政
治
化
》
と

は
、
関
数
的

に
変
動
す

る
不
定
式
と

み

て
よ

い
。
官
僚
制

に
対
す

る
大
統
領

の
不
信
感

は
、

ニ
ク

ソ
ン
大

統
領

に
お

い
て
、

全
開
状
態

に
到

達
す

る
。

ニ
ク

ソ
ン
の
主
張

に
よ

る
な
ら
ば

、
連

邦
政
府

に
お
け

る
官

僚
制

は
、

《
ニ
ュ
ー

デ

ィ
ー

ル

・
偉
大
な
社
会
》

(
9
Φ
乞
Φ
≦

∪
Φ
巴

9
巳

Ω
器
讐

ω
o
。
醇

S

関
連

の
諸
立
法
計
画
を
積

極
的

に
推
進

し
こ
れ
ら
に
す
く
な
か
ら

ぬ
忠
誠

感
を

寄
せ
る
、
本
質
的

に
、

民
主
党
傾
斜

の
制
度

で
あ

る
。

こ
れ
は
、

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領

の
完
全

な
錯

誤

で
あ

っ
た
と
す

る
痛

烈
な
判
定

と
は
、
必
ず

し
も
素
直

に
認
め
難

い
。

ニ
ク

ソ
ン
は
、
む

し
ろ
、
官

僚
制
、
議
会

、
そ
し

て
、
社
会

に
お
け

る
反

ニ
ク

ソ
ン
勢
力

の
陣
列
、

以
上

の
三
者

の
問

に
、
政
権
打
倒

の
陰
謀
と

い
う
新

し

い
変
奏

が
鳴

っ
て
い
る
こ
と
を
、
逸
速
く
見
き

わ
め

て
い
た
。
彼

は
、
官
僚
制
を

意

の
ま
ま

に
統
御
す

る
こ
と

の
堅
固
な
決
意

の
視
線

や
意
識

の
光
を

通
し

て
、
官
僚
制

の
徹
底
的

な
批

判
を
展
開

し
た
。

こ

の
点

に

つ
い

て
、
J

・
D

・
ア
バ
ー
バ

ッ
ク

(』
o
Φ
一
∪
.
〉
び
Φ
吾
餌
葺

)
教
授

(d
昌
ぞ
Φ
邑

q

o
h
O
。。
臣
o
寡
冨

い
o
ω
〉
昌
①q
ユ
ω
)
ほ
か
は
、
次

の
よ
う

に
記
し

(
m

)

て

い
る
。

「
政
権
は

、
自

ら
が
継
承

し
た
官

僚
制

に
対

す
る
攻

撃

の
手

を
、

い
さ
さ
か
も

緩
め

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

し
か

し
、
政
権

が
発
足
当

初

に
官
僚
制

に
影
響
力
を
行

使
す
る
と

い
う
事
実
も

、
皆
無

で
あ

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領

の
官
僚
制

に
対

す
る
最
初
期

の
無

関
心
は
、
彼

の
政
策
選

択
が
、
同
じ
く

、
す
く

な
か
ら
ぬ
問
題
を
含
む
彼

の
戦
術

の
若
干

が
、
抵
抗

に
遭
遇

し

て
い
る
と
自
ら

が
確

信
す

る
と
き

に
、
官

僚
制
を
統

制
下

に
置

こ
う
と
す

る
途
方
も

な

い
努
力

に
、
姿
を

一
変

し
た
。

…
官

僚
制

の
応
答
性
を
極
大
化

し
よ
う
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と
す

る

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領
職

の
努
力
は
、
世
人
か
ら
不
興
を
買

っ
た

に
せ
よ
、
多

大

の
影
響

力
を
残

し
た
。
世
人
は
、

ニ
ク
ソ
ン
大

統
領

職

の
意
図
し
た
行
動
と
は
何

か
を
慎
重

に
見
守
り
、
そ

の
意

図
が
ど

の
よ
う

に
効
率
的

に
実
行

さ
れ
う

る
か
に
注

目
し
た
」
。

事

実
、

ニ
ク
ソ
ン
大

統
領
は
、
「
職
業
官
僚
制

に
対
す

る
伝
説

に
残

る
よ
う
な
不
信

の
念
」

(p。
寄
。q
Φ
口
量

曼

臼
ω
甫
窃
什
8
同
曄
Φ
。
霞
Φ
興

(
塒

)

σ
霞

Φ
窪

。
墨

o
団
)
を

抱

い

て

い
た

。

大

統

領

は

、

官

僚

制

を

、

「
現

状

維

持

の
た

め

に
奮

闘
す

る
生

来

の
体

制

派

」

(
げ
ロ
葺

高
口

Φ
ω
垂

ω
匿

Φ
暴

§

島

。-
げ
忌

♂
碁

㊥
ω
薯

ω
ρ
鞄

と
規
定

し
・
大
統
籍

佐
官

J

・
ア
ー
リ

ッ
ク

マ
ン

(
』
。
菖

暮

巨

豊

に

、
次

の
よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

「
我

々
は

、

こ
う

し

た

官

僚

制

に
、

何

の
規

制

も

加

え

る

こ

と

が

で
き

な

い
。

我

々

は
、

官

僚

の
何

び

と

た

り

と

も

解

雇

す

る

こ
と

が

で
き

な

い
。

我

々
は

、
官

僚
を

、

一
人
と

し

て
懲

戒

す

る

こ
と

も

で
き

な

い
。

我

々
は

、
決

し

て
、

彼

ら

を

降

等

さ

せ

る

こ
と

が

で
き

な

い
。

我

々
は

、

常

に
、

我

々
を

愚
弄

す

る

不

愉

快

な

連

中

を

増

長

さ

せ

て

い

る
。

こ

の
こ
と

は
、

国

務

省

(
∪
①
B

辞
日
Φ
三

〇
h
Qっ
叶讐
Φ)
、

厚

生

教

育

省

(
∪
①
b
鋤
洋
ヨ
Φ
巨

9

口
O
巴
什戸

国
自
口
8

甑
o
戸

讐
p
α

芝

Φ
開
貧
Φ
)
、
管

理

予
算

局

(
O
曲
o
Φ
o
団
ζ
印
8

0q
Φ
日
Φ
鼻

き

α
切
ロ
α
ぴq
簿

)
、

以

上

の

い
ず

れ

の
省

庁

に
も

妥

当

す

る
」
。

飛
)

こ
う

し

て
、

ニ
ク

ソ

ン
政

権

は

、

官

僚

制

と

「
ゲ

リ

ラ
戦

」

(
ぴq
器

臣

蜀

毛
霧

賦
H
Φ
)
を

繰

り

拡

げ

た
。

ま

さ

し

く

、

ニ
ク

ソ

ン
政

権

(
911

)

は

、

こ

の
意

味

で
、

「
反

官

僚

政
権

」

(
曽
　
叶や
げ
信
同
Φ
9ρ
口
O
同
蝉
叶一〇
帥
α
日
一】P一の什同
餌
怠
O
b
「)

で
あ

っ
た

。

全

体

的

眺

望

の

下

に
見

渡

す

な
ら

ば

、

こ

う

し

た

官

僚

制

へ
の
反

応

と

は
、

い
ず

れ

の
政

権

の
底

辺

に
も

、

直

線

と

し

て
排

列

さ

れ

る
文

字

と

い

っ
て
よ

い
。

ニ
ク

ソ

ン
政

権

の
反
官

僚

制

の
姿

勢

に

つ
い
て
、
著

名

な
行

政

学

研

究

者

の

一
人

で
あ

る
R

・
P

・
ネ

イ
サ

ン

(空
o
げ
震
O
勺
.
乞
㊤
夢

㊤
旦

(
021

)

(
Z
Φ
尻
8

>
・
園
o
o
評
試

δ
同
ぎ

ω
江
叶彗
Φ
o
臨
O
o
<
Φ
毎

日
魯

O

は
、

次

の
よ
う

に

い
う

。

「
官

僚

制

に
対

す

る

不

信

の
念

は

、

こ

の
政
権

に
お

い
て
、

減

退
す

る

こ
と

は

な

か

っ
た

。

む

し

ろ
、

逆

に

、

こ
う

し

た

反

官

僚

制

の

態

度

は

、

政
権

の
第

二
期

に
備
え

て
、
官

僚

制

の
機
構

を
統

轄

す

る

た

め

に
、

前

例

の
な

い
政
府

再
編

行

程

が

具
体

的

に
計

画

さ

れ

る
と
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い
う

状

況

に

い
た

る
ま

で

に
、

硬

化

し

て

い

っ
た

」
。

官

僚

制

に
対

す

る
否

定

的

な

、

あ

る

い
は
、

敵

意

あ

る
言

辞

は

、

ニ
ク

ソ

ン
大

統

領

を

基

点

と

し

て
、

補

佐

官

の
間

に
、

さ

ま
ざ

ま

に

拡

が

っ
て

い
く

。

あ

る

ス

タ

ッ

フ
は

、

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ウ

ス
は

、

明

ら

か

に
、

大

統

領

の
提

示

す

る
諸

政

策

よ

り

も

、

む

し

ろ
、

多

様

な

利

(121

)

益

諸
集

団
が
掲
げ

る
特
殊
諸

政
策

に
共
鳴

し
調
律
す

る
官

僚
制

に
よ

っ
て
、
包
囲

さ
れ

て

い
る
と
述

べ
て

い
る
。

大
統
領

は
、
ま
さ

し

く
、
様

々
な
と

こ

ろ
に
、
官

僚
制
と
連
繋
す

る
多
種

の
利
益
諸
集
団

の
磁
力
点
が
配
置
さ
れ

て

い
る
政
治
的
磁
場

の
な
か

で
、
機
能
し
な

け
れ
ば
な
ら

な

い
。
大
統
領

は
、
そ

れ
ぞ

れ

の
磁
力
点
か
ら
同
時

に
発

せ
ら
れ

る
牽
引
力
と
斥
力

の
複
合
影
響

の
下
に
行
動
す

る
。

別

の
大
統
領

補
佐
官

M

・
P

・
バ

ル
ザ

ー
ノ

(
ζ
一〇
げ
⇔
Φ
一
H)・
ゆ
帥
一N
ゆ
口
O)

は
、

一
九
七

二
年

六
月

に
、
連
邦
政
府

の
官

僚
制
を
、
次

の

(
221

)

よ
う

に
描
写

し

て

い
る
。

「
ニ
ク

ソ
ン
大

統
領

は
、
官

僚
制
を

、
望

み
通
り

に
操
縦

す
る

こ
と
が

で
き
な

い
。
…
官

僚
制

の
内

部

で
ど

の
よ
う
な
職

務
が
遂
行

さ

れ

て

い
る
か
を
確

認
す

る
に

い
た

る
ま

で
、
大
統
領

は
、
三
年

の
歳

月
を
必
要
と
し
た
。
第

一
期
終

了
後
、

い
か
な
る
大
統
領

で
あ

れ
、

次

期
選
挙

に
臨

ん

で
敗
退
す

る
と

い
う
事
態

は
、
決
し

て
あ

っ
て
は
な

ら
な

い
こ
と

で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ

の
場
合
、
官
僚
制
は
、
後

の
三
年

の
問

、
次

期
大
統
領
を
、

《
軽
く
あ

し
ら

い
》

(8

覧
昌

ぴq
曽
日
Φ
三

けげ
)

つ
づ
け

る
か
ら

で
あ

る
」
。

レ
ー
ガ

ン

・
ブ

ッ
シ

ュ
両
大
統
領
と
同
様

、

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領

は
、
連
邦
政
府

の
官
僚
制
が
、
選
挙
さ

れ
た
行
政
部
首
長

に
、

こ
れ
ま

で
に
な
く
応
答

し
う

る
よ
う

に
構
成

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
す

る
見
解

に
た

っ
て
、
官
僚
制

に
対
す

る
大
統
領

の
中
央
集
権
化
さ
れ
た
統

制
力

の
強
化
を

試
み
た
。

こ
う
し
た
試

み
は
、

一
九
七

〇
年

の
予
算
局

(
しd
霞
①
β。
=
亀

しU
¢
農

Φ
O

の
管
理
予
算
局

へ
の
再
編
成
と
、
そ
れ

に
続
く
行
政
命
令

=

五
四

一
号

の
発
布

に
、
鋭

い
露
頭
を

の
ぞ
か

せ
て

い
る
。
当
該
命
令

は
、

O
M
B
に
、
す

べ
て
の
行
政
機
関

の
立

法

計
画
と
予
算

に
対
す

る
強
力
な
監
視
と
精
査

の
職
務

の
遂
行
を
命
じ

て

い
る
。

こ
の
命
令

に
よ

っ
て
、
O

M
B
は
、
過
去

の

《
目
だ

た

な

い
》

(一〇
辛

寓

o
旨
Φ
)
単

な
る
予
算
作
成
機
関
か
ら
、

《
強
力
か

つ
議
論

の
的
と
な
る
大
統
領
職

の
政
策
形
成

の
片
腕
》

(鋤
O
o
≦
Φ
眺
巳
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き

α
。
8

霞
o
<
霞
ω
巨

b
o
=
。
団
白

艮

言
oq
霞
日

亀

窪
Φ
胃

Φ
ω
一ユ
Φ
口
畠

)

へ
と

、
大

き

く
変

貌

し
た
。

こ
こ
に
は
、
大

統

領

と

官

僚

制

と

の
問

に
、

(
鵬
)

一
対

の
陽
画
と
陰

画
を

み
る
よ
う

な
反
転

し
た
対
応

関
係
が
、
現
わ
れ

て
い
る
。

レ
ー
ガ

ン
大
統
領
も

、

ニ
ク

ソ
ン
と

同
じ
く

、
反
官

僚
制

と

い
う

一
つ
の
問
題
系
列
を
追
求

し
た
。
彼

は
、

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領

の
反
官

僚
制

の
立
場
を
直
系

的

に
継
承
し
、

《
官

僚
制
叩
き
》

(び
霞
Φ
き

。
鑓
け8

σ
器
ぼ
昌
oq
)
を
展
開
し
た
。
彼
は
、

《
政
府

に
我

々

の
あ

ら
探

し
を
や
め
さ
せ
る
》

(ぴq
Φ
什
臨

昏
Φ
oq
o
<
Φ
彗

田
Φ
葺

o
霞

げ
曽
爵

)
こ
と
を
約
束

し
た
。

レ
ー
ガ

ン
は
、
自

ら
が
配
置
さ
れ
た
行

政
諸
機

関
に

公
然
と
敵
意
を
表

明
す
る
多

数

の
政
治
的
被
任
用
者
を
創
出

し
、
さ
ら

に
、
政
府

の
内
政
担
当
諸
機
関

に
対
す

る
人
員
削
減
と
経
費
支
出

(
以
)

の
節
減

に
、
最
善

の
努
力
を
集

中
し
た
。

そ
れ
ば
か
り

か
、

レ
ー
ガ

ン
大
統
領

は
、

ニ
ク

ソ
ン
大
統
領

よ
り

一
歩
進

み
、

一
九

八

一
年

に
行
政
命
令

一
二
二
九

一
号
を
発

し
、
連

邦
政
府
諸
機
関

に
よ
る
新

た
な
法
規

の
提
案
も

し
く

は
公
布
を
禁
止

し
た
。
た
だ
し
、

O
M
B
が
、
当
該
法
規

の
便
益
が

そ
の
経
費
を
超

え

る
こ
と
を
確
認

し
た
場
合

は
、
こ

の
限
り

で
は
な

い
。

さ
ら

に
重
要
な
点
は
、

一
九

八
五
年

に
お
け

る
行
政
命
令

一
二
四
九

八
号

の
制

定

で
あ
る
。
当
該
命
令

は
、
O
M
B
の
権

限
を
拡
大
し
、
そ
れ
が
行

政
諸
機

関

の

《
前
法
規
作

成
活
動
》

(寓
①
-毎
一Φ
日
爵

ぎ
。q
餌
註

く
一号

ω)

に
も
推

及
さ
れ

る
と

い
う

こ
と
を
、
定
め

て

い
る
。

い
う
と

こ
ろ

の

《
前
法
規
作
成
活
動
》
と
は
、
規
制

の
必
要
性

の
有
無

に
関
す

る
審

議

を
誘

起
す

る
と

お
も
わ

れ
る
行
政
機
関

の
ほ
と

ん
ど
す

べ
て

の
活
動
を
指
す
。
当
該
命
令
は
、
ま
た
、

O
M
B
が
、
各

行
政
機
関

の
提

出

す
る

《
年
間
規

制
計
画
》

(話
ぴq
三
鉾
o
q

冒
o
σQ
屋
日
)
を
承
認

し
、
O
M
B
の
監
察
官

に
よ

っ
て
承
認
さ
れ
な

い
限
り
、
当
該
計
画

に
基

(鵬
)

つ
く
活

動
を
禁

止
す
る
旨

、
明
示
し
て

い
る
。

こ
う

し

て
、

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
下
に
お
け

る
O
M
B
は
、
官
僚

制
に
対
す

る
統
制
力

の
強

化

と

い
う

、
大
統
領

の
根
元
的
な
主
題
系

の
な
か

に
、

は
め

こ
ま
れ

る
に

い
た

っ
た

の
で
あ

る
。

な
お
、
B

・
ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領
は
、
反
官
僚
制

の
主
題
的
磁
場

の
上

に
脈
絡
づ
け
ら
れ

て

い
た

に
せ
よ
、
官
僚

ほ
職
業
行
政
官

の
有
す

る
該
博

な
専
門
特
殊
知
識
と
彼
ら
が
抱
く
公
務

の
理
想
と

に
対
す

る
尊

敬
と
称
賛

の
二
点

に
お

い
て
、
彼

の
直
接

の
前
任
者
と
ま
さ
し
く
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(
621

)

対

極

点

に
た

つ
。

カ
ー

タ

ー
大

統

領

は

、
独

自

の
方

法

で
、

ま

た
、

明

ら

か

に
非

意

図

的

で
あ

っ
た

に
せ

よ

、

こ

れ
ま

で

に
な

い
官

僚

制

の
非

政

治
化

に

、

す

く

な

か

ら

ぬ
貢

献

を

し

た

。

一
九

七

八
年

の
公

務

員

改

正

法

(
〔)一く
一一
ω
Φ
腎<
一〇
Φ
閑
Φ
hO
鴨
b
P
>
O
叶
O
一
一
り
刈
Q◎
)

の
制

定

は
、

そ

の
象

徴

で
あ

(
餅
)

る
。も

と
よ
り

、

ニ
ク

ソ
ン

・
レ
ー
ガ

ン
両
大
統
領
と

カ
ー
タ
ー
大
統
領
と

の
間

に
は
、
反
官
僚
制
態
度
と

い
う
眼

に
見
え

な

い
触

手

の
よ

う

な
、
交

感

の
糸

が
、
通

い
合
う

。

げ
ん
に
、

カ
ー
タ
ー
は
、

「
ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
け
る
ぞ

っ
と
す

る
ほ
ど
嫌
な
官

僚
制

の
と

ん
で
も

な

い
状
態
」

(げ
o
艮

巨
Φ
げ
霞
8
竃

轟
口
。

日
①
ωω
冒

≦
霧
ぼ
目
oq
8
ε
に
不
満
を
表
明
す

る
o
葺
ω
置
霞
と

し
て
、
大
統
領
選
挙

に
立
候
補

し
た
。

一
九
七

八
年

に
お
け

る
改
正
公
務
員
法

制
定

へ
の
動
機
と
支

持

の
主
要
原
因

は
、

政
治
的
中
立
性

の
確
保
と

い
う

ペ
ン
ド

ル
ト

ン
法
を

防
風
林
と
し

て
、
そ

の
蔭

に
身
を
潜

め
る

(
821

)

怠
惰
と
安
逸

を
む

さ
ぼ

る
公
務
員

の
解
任
を
容
易

に
し
た

い
と
す

る
願
望

に
由

来
す
る
。

さ
ら

に
、

カ
ー
タ
ー
は
、
大

統
領
就
任
後
、
官
僚
統
制

の
困
難
な
状
況

の
闇

の
な
か
か
ら
、
官

僚
制
と

の
対
立
と
葛
藤

に

つ
い
て
、
次

(
鵬
)

の
よ
う

な
述
懐
を

浮
上
さ
せ

る
。

「私

が
大
統
領

に
就
任
す

る
以
前

、
連

邦
政
府

の
官

僚
制
を
扱
う

と

い
う

こ
と
が
、

私
が
直

面
し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と
お
も
わ

れ
る

最
悪

の
問
題

の

一
つ
で
あ

る
と
、
私
自
身

、
自
覚

し
て

い
た
し
、
ま
た
、
そ

の
旨
警
告
を
受

け

て
い
た
。
し
か
し
、

現
実

に
は
、
そ
れ
は
、

私

の
予
想

を
は

る
か
に
越
え

る
劣
悪
な
問

題
で
あ

っ
た
」
。

カ

ー
タ

ー
政

権

の
下

で
議

会

を

通
過

し

た
改
正
公

務
員

法

の
多

様
な

主

題

の
底

に
鳴

る
重

要
な

主

調
低

音

は
、

S

E
S

(
ω
Φ
三
霞

国
図
Φ
。
ロ
けぞ
Φ
ω
興
≦
8
)

(最
高
行

政
幹

部
職
)

の
導

入

で
あ

る
。
S

E
S
導

入
が
も

た
ら
し
た
様

々
な
結
果

の
な
か

で
、
注
目
す

べ
き
点

は
、
大
統
領

に
よ
る
政
治
的
任
命
職

の
増
大

で
あ
る
。

カ
ー
タ
ー
大
統
領

の
意
図

が
ど
う

で
あ
れ
、
議
論

の
余

地

の
な

い
明
白
な
事

実
は
、
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次

の
点

に
あ

る
。

S
E
S
設
定

の
究
極

の
結
果

は
、
「
行
政
部

に
お
け

る
政
治
的
指
導

者

に
、
最
高

行
政
管
理
職

に
彫
刻
を
施

し
う

る
だ

け

の
優
れ
た
道
具
を
与
え

た
と

い
う
事

実

で
あ

る
。
と
り
わ
け

、
こ

の
こ
と
は
、
政
治

目
的

の
達
成

に
批
判
的
と

み
な

さ
れ
る
行

政
諸
機

(
㎜
)

関

に

つ
い
て

い
え

る
」

と

い
う

の
が
、
す
な
わ

ち
、

こ
れ

に
当

る
。

S

E
S

の
創

設
は
、

《
公
務

員
制

の
政
治
化

》
を
意

図
す

る
改

正

公
務
員
法
を
貫
通

し
規

制
す
る
、
ラ
イ
ト

モ
チ
ー

フ
の
役
割
を

果
た

し
て

い
る
と

い

っ
て
よ

い
。

事

実
、

カ
ー
タ
ー
大

統
領

の
使
命
は
、
単

に
官
僚
制

に
お
け
る
職
務
遂
行

の
能
率
化

の
み
を
推
進

し
た
だ

け
に
と
ど

ま
ら
な

い
。
S

E

(
131

)

S

の
政

策

役

割
-

政

策

形

成

・
執

行

役

割
1

の
分

類

職

か

ら

の
分

離

が
意

味

す

る

と

こ

ろ
は

、

「
組

織

に

お
け

る
資

格

任

用

制

に
基

づ

き

任

用

さ

れ

た

職

員

と

政

治

的

被
任

用
者

と

の
間

に

お

け

る

一
種

の
緩

衝

地

帯

」

(
o

臨
ロ
ユ

亀

ぴ
鳳
』震

N
8

Φ

σ
Φ
け≦
Φ
Φ
口

芸

Φ

日
零

詳

麓
)

Φ
日
巨
o
団
Φ
Φ
ω
蝉
ロ
O
昏
Φ
b
o
澤
一8

一
巷

O
o
冒
審
Φ
ω
冒

き

o
目
ゆq
⇔
巳
N
p。
けδ
昌
)

に
、

S

E

S

が
、

設

置

さ

れ

て

い
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し
か

し

、

こ
う

し

た

S

E

S

の

《
緩

衝

性

、

人
事

移

動

条

項

、

そ

し

て
、

実

績

報

償

条

項

》

(σ
ロ
龍
2

ρ
轟

弊
罫

窪
Φ

ヨ
o
げ
一犀
唄

胃

o
≦
ωδ
嵩
ρ

§

α
昏
Φ
b
Φ
Hま

同
日
き

8

凶
毛
o
『
α
胃

o
<
巨
8

ω
)

は
、

S

E

S
に
対

す

る
政

治

的

な

指

揮

と
統

制

の
増

大

の
兆

候

と

認

め

ら

れ

る
。

こ

こ
に

は

、

政

治

的

被

任

用

者

は

上

へ
、
多

く

の

の
S

E
S

の
よ
う

な

資
格

任

用

制

に
基

づ

く

職

業

行

政

官

は

下

へ
、

と

い
う

よ

う

に
、

有

機

的

な

血

脈

が

、

通

っ
て

い
る
。

事

実

、

こ

の
点

に

つ

い
て

い
え

ば

、

す

べ

て

の
行

政

部

の
意

思

決

定

は

、

職

業

行

政
官

の
視

野

か

ら

遠

ざ

け

ら

れ
、

政
治

的

被
任

用

者

に

よ

っ
て
、
遂

行

さ

れ

る

。

政

治

的

被
任

用

者

と

職
業

行

政

官

と

は

、

等

価

に
相

拮

抗

す

る

の

で
は

な

く

、

後

者

は

、

前

者

の
た

め

に
、

ま

た
、
前

者

の
指

示

の
下

に
、

画

面

の
下
塗

り

の
役

を
演

じ

る

に
す

ぎ

な

い
。

前

者

は

、

後

者

に
、

監

視

と

抑

(
331
)

圧

の
眼
を
光

ら
せ

る
こ
と
が
、

可
能

で
あ

る
。

第

二
次

世
界
大
戦
後

に
お
け
る
大
統
領
と
官
僚
制

の
関
係

が
描
き
だ
す
特
色

は
、
官
僚
制

に
対
す

る
大
統
領

の
統
制

の
強
化
と

い
う
展

開
と

屈
折

の
軌
跡

で
あ

る
。

公
務
員
制
を
政
治
化
す

る
た

め
に
用

い
た
大
統
領

の
様
式
は
、
変
化

に
と
む
。

そ
れ
は
、
後

の
カ
ー
タ
ー
が

達
成

し
た
人
事

上

の
配
置
換
え
を
と
も
な
う

《
最
高
行
政
幹
部
職
》

の
創
立
と

い
う
明
白
な

目
的

に
追

い
迫

る
だ
け

の
、
自

ら

の
意

の
ま
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ま

に
な

る
官
僚
制
を
構

築
し
よ
う

と
し
た

ニ
ク

ソ
ン
の
公
然
た
る
試
図
か
ら
、
官

僚
制
内

の
命
令
系
統

と
指

揮
系

列

に
お
け

る
低
位
段
階

の
政
治

的
任
用
職
を
廃

止
す
る

こ
と
な
く
、
人
員

の
削
減
を
断
行

し
た

レ
ー
ガ

ン
に

い
た

る
ま

で
、
広
範

囲
に
及
ぶ
。

こ
の
よ
う

な
継
続

的

な
行

政
部

の
改
革
と
実

践
と

の
累
積
効
果
は
、
負

の

エ
ネ

ル
ギ
ー

の
噴

出
と

し

て
公
務
員

一
般

の
評
価
を
低
落

さ
せ
た
と
同
時
に
、
連

邦
政
府

に
お
け

る
官
僚
制

の
政
治
化

を
、

一
層
、
進
捗

さ
せ
る
に

い
た

っ
た
と

い
う
事
実

で
あ

る
。

信
頼
与

る
資
料
に
よ
る
な
ら
嚥
)・
連
邦
政
府
に
お
け
る
職
員
総
数
は
減
少
し
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

行
政
部
首
長
と
し
て
の

《
行

政
大
統

領
職

》

(
巴
巳

巳
ω
需
巴

く
㊥
寓
Φ
玖
α
露

。
団
)

の
勢
威
と
名
望

は
、

こ
れ
と

は

ベ
ク
ト
ル

の
方
向
を
逆

に
す

る
。

《
最
高
行

政

幹
部

》
と
大

統
領

の
被
任
命
者

の
合

計
は
、

一
九
六

〇
年

に
は
四
五

一
名

で
あ

っ
た

の
が
、

↓
九
九

三
年

に
は
二
三
九

三
名

へ
と

、
四
三

〇
%

の
伸
び

を
示

し
て

い
る
。

第

二
次

世
界
大
戦
後

の
各

大
統
領

は
、

こ
う

し
た

《
公
務
員
制

の
政
治
化
》

の
過
程

に
す
く
な
か
ら
ず
寄
与
し

て
き
た
。
彼
ら

は
、
互

い
に
呼
応

し
な

が
ら
確
実

に
政
治
化

の
方
向

に
足
ど
り
を

運
ん

で
き
た

の
で
あ
る
。

D

・
D

・
ア
イ

ゼ

ン

ハ
ウ

ァ
ー

(
∪
≦
茜
巨

∪
9。
三
侮

国
羅

昌
げ
o
≦
9

大
統

領
が
認
識
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
な
ら
ば
、
大
統
領

の
命
令
が
確
実

に
実
行

さ
れ

る
た
め
に
は
、
職
業
行
政
官

に
対
す

る
政
治

的
被

任
用
者

、
し
た
が

っ
て
、
政
治
的
行
政
官

の
比
率
は
、
増
大
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。
こ

の
た
め
、
大
統
領
は
、
指
定
職

C

(0り
O
げ
Φ
α
¢
一Φ
0
)
を
新

設
し
た
。
指
定
職

C
は
、
資

格
任

用
制

に
基
づ
く
試
験
と
資
格

・
能
力

具
備
と

の
両
要
件
を
免
除

さ
れ
る

《
政
策

形
成

・
執
行

担
当
職
位

》

(
b
畠
。
団

娼
o
の
三
8

)

で
あ
る
。

こ
の
職
位

の
活
用

に
よ

っ
て
、
大
統
領

は
、
公
務
員

制

の
外

部
か
ら

《
政
策

職
位

》

へ
の
活
用

が
可
能
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
制
度
内

に
厳
封
さ
れ

て
き
た
外

へ
広

が
る
官
僚
制

の
創

造
性

や
構
想
力

が
、

開
放
さ

れ
る
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う

。

《
政
策
職
位
》

の
活
用
は
、
民
主
制

社
会

に
お
け
る
す

べ
て
の
行

政
部
指
導
者

が
依

拠
す

る
慣
行

で
あ

る
。
大
統
領
と

《
政
策

職
位
者

》
と
が
、
互

い
に
、
政
治

上

の
信
念

、
価
値
観

、
態
度

、
政
策
立
場
な
ど

の
諸
点

に
お

い
て
、
照
応

し

て
い
る
な
ら
ば

、
双
方

が
、
力
学

的
基
軸
あ
る

い
は
焦
点

の
役
を
演

じ
、
効

果
的
な

政
治
力
学
を
形
成
す

る
こ
と

に
な

る
。
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官
僚
制

に
対
す

る
統

制
権
を
確
保

し
た

い
と
す

る
願
望

は
、
軍
階
統
制

に
習
熟
し

て

い
る
大
統
領
は
も
と
よ
り
、
文
民
出
身

の
大
統
領

に
お

い
て
も

、
き

わ
め

て
旺
盛

で
あ
る
と

い
う

こ
と
は
、
注
目
し

て
よ

い
。
例
え
ば

、
カ
ー

タ
i
大
統
領
は
、

こ
の
場
合
、
指
定
職

C

へ

(531

)

の
政
治
的

任
用
を

積
極
的

に
展
開
し
た
。

指
定
職

C

へ
の
政
治
的

な
任
用

が
媒
体

と
な
り
、

こ
れ
が
政
権

に
よ

る
官
僚
制

に
対
す

る
統

制
強
化
を
触
発

し

て
、
官

僚
制

に
対
す
る
政
権
統

制
を
結

晶
化

へ
再
編
成
さ
せ

る
と
み

て
よ

い
。

指
定
職

C

へ
の
積

極
的
任
用

に
よ
る
公
務
員
制

の
政
治

化

の
動
向

は
、

い
ま
な

お
、
衰
微
し

て

い
な

い
。

レ
ー
ガ

ン
大
統
領

は
、
指
定

職

C

へ
の
任

用
を
乱
発
し
た
。
指
定
職
C

へ
の
任
用
は
、
階
統
的
な
官
僚
制
と

い
う

整
然
た

る
体
系
的
な
構
造
体

の
な

か

で
、
大
統
領
選

挙

に
表
明

さ
れ
た
民
意

が
流

れ
る
通
風
穴
、
も
し
く
は
、
煙
突

の
役
割
を
果
た
し
、
官
僚
制

に
質
的
変
化
を
起

さ
せ

て
、
そ

の
堅
牢

さ
を

崩

し
軟
化

さ
せ
、
大

統
領

の

　
元
的
な
政
治
視
点

に
よ

る
官
僚
制

の
統
括
を
容
易

に
す

る
と

み
て
よ

い
。

ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領

は
、
自

ら

の

前
任
者

に
み
ら
れ

る
官
僚
制

に
対
す

る
絶
え
ざ

る
攻
撃
を
、

一
方

に
停
止
し

つ
つ
も
、
他
方
、
反
官
僚
制
と

い
う
時
代

の
趨
勢
を

逆
転
さ

せ
る
と

い
う

果
敢
な
行
動

に
走

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領

に
よ

る
指
定
職

C

へ
の
任
用
総
数

は
、

フ
ォ
ー
ド
政
権
終

了
時

(631

)

に
お
け

る
任
用
数
九

〇
〇

の
お
よ
そ

二
倍

の

一
八

〇
〇
で
あ

っ
た
。

ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領
は
、
官
僚
制

に
対
し

て
、

い
わ
ば

、
矛
盾

し
た

二

つ
の
方
向

、

二

つ
の
力
線
を

、
両
性
具
有
的
な
統

一
の
態
度

で
臨

ん
だ
。

と
く

に
指
摘
さ

れ
ね
ば

な
ら
な

い
点

は
、

《
公
務
員
制

の
政
治
化
》

の
達
成

に
繋
が

る
回
路

は
、
多

元
的

で
あ

る
、
と

い
う

事
実

で
あ

る
。

ニ
ク

ソ
ン
は

、
可
能

な
限
り
、
多
く

の
政
治
的
任

用
を
試

み
、
こ
れ
ら

の
被

任
用
者
を

、
職
業
行
政
官

に
あ
ら
か

じ
め
確
保
さ
れ

て

い
た
職
位

に
代
替
的

に
配
置
し
よ
う
と

し
た
。
他
方

、

レ
ー
ガ

ン
は
、
非
任

用

に
よ

っ
て
、
す
な
わ
ち
、
職
位
を
空
席

の
ま
ま

の
状
態

に

放
置
し

て
お
く

こ
と

に
よ

っ
て
、
政
治
化
を

展
開
さ
せ
よ
う
と

し
た
。
さ
ら

に
、
彼
は
、
職
業
行
政
官
を
、
公
共
政
策
決
定
過
程
か
ら
排

除
し
別

の
位
相

に
転

置
す

る
こ
と
を
企
図
し

て
い
た
。
こ

の
こ
と
は
、
も
し
職
業
行
政
官
が
公
共
政
策
決
定
過
程

に
編
成

さ
れ

る
と

し
た

ら
、
政
権

の
公
共

政
策

の
実
効
性
は
す
く

な
か
ら
ず
弱
体
化
す

る
で
あ

ろ
う

と

い
う

レ
ー
ガ

ン
な
ら
び

に
彼

の
被
任
命
者

の
恐
怖
感
を
発
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(
731
)

端
と

す

る
。

こ
う

し
た
恐
怖
感

の
鉱
脈
は

、
彼
ら

の
言
動

の
地
層
を
、
底
深
く
、
幅
広
く

、
貫

い
て

い
た
と

い
う

こ
と

が

で
き

る
。

《
公
務
員
制

の
政
治
化

》
は
、
今

日
、
疑
論

の
余
地
な
く
進
行
を

つ
づ
け

て

い
る
。

し
か
し
、

こ
れ
に
は
、
問
題
点
と

し

て
三
者

が
提

起

さ
れ
る
。
第

　
に
は
、
政
治
化

が
実
効
性
を
と
も
な
う
か
ど
う

か
と

い
う
点

で
あ
る
。
第

二
に
、
政
治
的
中
立
性

の
概
念

が
、
合
衆

国

に
お
け
る
公
務
員
制

の
組
織
化

の
基

礎
原

理
と
し

て
、
存

続
を
保
ち
う

る
か
ど
う

か

で
あ

る
。
第
三
は
、
今

日

の
連
邦
政
府

に
お
け

る
官

僚
制
と
将
来

の
そ
れ
と

の
間

に
、

一
つ
の
系
譜

の
線

が
認
め
ら

れ
、
双
方

は
、

ほ
ぼ
鏡
像
関
係

に
あ

る
の
で
あ

ろ
う

か
と

い
う
点

で
あ

る
。

政
治
化

の
不
断

の
過
程

は
、
大
統

領
が
期
待
し
た
通
り

の
過
不
足

の
な

い
成

果
を
、
必
ず
し
も
あ
げ

て

い
な

い
。

こ
れ

は
、
次

の

一
文

(
831

)

に
明

ら
か

で
あ

ろ
う
。

「
約
言

す
る
な

ら
ば

、
官
僚
制

か
ら
多
大

の
応
答

性
を
か
ち
取

る
た
め

に
、
選
挙

さ
れ
た
行
政
部

が
、
そ

の
問
題
解
決
策
と

し

て
、
継

続
的

に
促
進

し
た
と
し

て
も
、
多
数

の
政
治
的
被
任
用
者
を

増
加

さ
せ
る
と

い
う
、

こ

の
問
題
解
決
策

(
ω
O
一⊆
叶一〇
]P
)
は
、

こ
れ
ま

で
十

分

に
機
能

し

て
こ
な

か

っ
た
。

こ
う

し
た
政
治
的
被
任
用
者
数
は
、
幾
年
も

の
間
、
増
大

の

一
途
を
辿

っ
て

い
る
と

い
う
事
実

が
存
在
す

る
に
も

か
か
わ
ら
ず

、
選
挙
さ

れ
た
行
政
部
は
、
よ
り
多

く

の
政
治

的
被
任

用
者

を
な
お
必
要
と
す

る
と
、
依

然
と
し

て
、
考
え

て

つ
づ

け

て

い
る
。

こ
の
こ
と

が
示
唆
す

る
と

こ
ろ
は
、
こ

の
"
解
決
策
"
は
、
官
僚

制

の
政
治
的
応
答

性
を
高

め
る
た
め

の
道
具
と
し

て
は
、
実

効
性

に
乏

し

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
」
。

合
衆

国
大

統
領

は
、

《
基
本
的

に
、
こ
れ
ま

で

の
よ
う

に
、

い
ま
も

な
お
、
見
当
違

い
を
し

て

い
る
》

「
(
〉
日
巴

o
き

胃

Φ
ω置
①
昌
けω)

げ
p。
<
Φ
げ
霧
け
奪。
ξ

σ
Φ
Φ
昌
げ
鷲
評
5
0q
葛

9
Φ
芝
同
o
口
σq
q
Φ
Φ]
と

い
わ
れ

て
い
る
。
大
統
領

が
、
仮

に
、
最
も
堅
固
な
理
知

の
鎧

を
身

に

つ
け
、

世
論

の
圧
力

を
総
動
員

し
た
と
し

て
も

、
官

僚
制
を
自

己

の
全

面
的

な
支

配
下
に
置
く
と

い
う

こ
と
は
、
極
度

に
困
難

で
あ
り
、
大
統
領

は
、
不
能
と
不

可
知

の
淵

に
沈
む

こ
と

に
な
る
で
あ

ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
大
統

領

の
官

僚
制
支
配

の
熾
烈
な
要
望

は
、
蚕
気
楼

の
よ
う

に
、

は
か
な

い
仮
象

で
あ
り
、
幻
想

で
あ

る
。

こ
れ
は
、
す

べ
て

の
他

の
幻

想
と
同
様

、
決

し

て
、

現
実

に
達
成
す

る
こ
と

が
、

で
き
な

い
。
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(
㎜
)

こ

の
こ
と
は
、

J

・
F

・
ケ
ネ
デ

ィ

(一
〇
げ
口
団
陣けN
oq
Φ
同
凶
一α
}(
Φ
口
　口
Φ
α
《
)
大
統
領

の
次

の
挿
話

か
ら
覗
わ

れ
る
。

官
僚
制

に
お
け
る
政
治

的
任
用
が
、
大
統
領
と
、
官
僚
制
を
構
成
す

る
巨
大

な
行
政
諸
機
関
と
を
緊
密

に
連
結
す

る
。
大
統
領

の
旋
律

と
行
政
諸
機
関

の
旋
律
と

が
、
政
治
的
任
用
を
経
由

し
て
交
錯

し
合

い

つ
つ
生
成

さ
れ
、
行
政
部

の
基
本
旋
律
と

し
て
流

れ
る
。

こ

の
よ

う
な
政
治
的
被
任
用
者
を

調
達
し
任
命
す

る
大
統
領

の
権
限
は
、
恰
も
時
代

の
要
請

に
応
じ

て
系
統
樹

の
よ
う

に
分
化
し

て
ゆ
く
行
政
諸

機
関

の
異
質
結
合
を
統
轄
す

る
行
政
部
首
長
と

し
て

の
能
力

の
発
揮

に
、
き
わ

め

て
重
要

で
あ

る
。
連
邦
政
府

に
対
す

る
効
果
的
な
指
導

力

の
行
使
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
大
統
領
は
、
自
己

の
政
治
的
被
任
用
者

の
能
力
と
忠
誠
意

識
と

に
、
期
待
を
寄
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

一
六
世
紀

の
政
治
理
論
家

乙

8
0
δ

ζ
碧
巨
碧

Φ
目
は
、

「支
配
者

の
知
性

に

つ
い
て
形
成

さ
れ

る
最
初

の
意

見
は
、
支

配
者

が
自
己

の
周

(
1

)

囲

に
張
り
め
ぐ

ら
し
た
人

々

の
資
質

に
基
づ

い
て
下
さ
れ
る
」
と
述

べ
て

い
る
。

こ

の
見
解

の
示
唆

す

る
と

こ
ろ
は
、
政
権

の
指
導
性

は
、
大
統
領

が
政
治

的
に
任
用

し
た
公
職
占
有
者

の
能
力

や
資
質

の
優
秀
性
と
関

数
関
係

に
あ
り

、
両
者

は
、
合
わ
せ
鏡

の
よ
う

に
対
応
す

る
。

し
か
し
な

が
ら
、
行
政
部
な

い
し
官
僚
制

の
巨
大
規
模

に
よ

っ
て
、
大
統

領
は
、
自
ら
政
治
的

に
任
命

し
た
公
職
占
有
者
全
員
と

、
必
ず

し
も
面
識

が
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。
ま

し
て
、
大
統
領

が
、
彼

ら

の
資
質

を
、
個
人
的

に
評
価

し
査
定

す
る
と

い
う

こ
と

は
、
不
可
能
と

み

て
よ

い
。

数

ヶ
月

に
及
ぶ
選
挙
運

動

の
後
に
、
大
統
領
を
確
保

し
た

ケ
ネ

デ

ィ
は
、
行

政
部

に
お
け

る
最
高
政
治
職
位

の
充
当
を
試

み
て

い
る
と

き

に
、

不
満
を
吐
露

し

て

い
る
。

「人
、
人
、
人
!

(b
Φ
o
覧
Φ
も

Φ
o
豆
Φ
も

Φ
o
b
一①
一
)
私
は
、
何
び
と
と
も
知

ら
な

い
。
私
が
よ
く
知

っ
て
い
る
の
は
、
投
票
者
だ
け

で
あ
る
。

(
141

)

(
〉
　
H
屏
口
O
♂く
一ω
<
O
什㊦
同
の
一)

私

は

、

ど

の

よ

う

に

し

て

、

一
二

〇

〇

に

達

す

る

職

位

を

充

当

し

た

ら

よ

い

の

で

あ

ろ

う

か

」
。

(
241

)

彼

は
、
自

ら
が
最
後

に
任
命
し
た
閣
僚

の
半
数
も
熟
知

し

て
い
な
か

っ
た
と

い
わ
れ
る
。

と

こ

ろ
で
、
官
僚
機

構

(
び
霞
Φ
碧

自
9。
昏

日
餌
9
冒
血
)

は
、
余

り

に
も
巨
怪

で
あ
り

、
行

政
諸
機
関

の
間

に
お
け

る
権
限

の
交
錯
と
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重
複

に
よ

っ
て
命
令

系
統
と
指
揮
系
列

に
お

い
て
複
雑
な
線
形
を
描
き

、
今

日
に
お
け

る
公
共
問
題

の
実
質
的
な
解
決
主
体
と

し

て
、
採

集
網
を

ふ
る

っ
て

い
た

る
と

こ
ろ
か
ら
公
共
問
題
を
引
き
寄
せ
、
各
行
政
機
関

の
管
轄
権
を
横
断
す

る
異
常
な
数

の
こ
う

し
た
係
争

問
題

と
対
時

し
解

決
し

て
ゆ
か
ね
ば

な
ら
な

い
。
か

つ
て
、

H

・
ヘ
ク
ロ

(国
ロ
oq
げ
国
Φ
。
互

教
授

(
O
①
o
『
oq
Φ
と
器
o
ロ
d
巳
く
興
ω
一9

は
、
「
日

(
幽
)

常
感

覚

か
ら

い
え
ば

、
官
僚

の
み
が
、
官
僚
制
を
統
制

す

る
こ
と

が

で
き

る
」

と
述

べ
た
。

し
か
し
、
と
り

わ
け
合
衆

国

に
お
け

る
官

僚

制
、
と
く

に
職
業

官
僚
制

に
対
す

る

一
般
的
な
不
信
は
、
気
体
と
し

て
人

々
の
身
辺

に
漂
う
。

し
た

が

っ
て
、

政
治
家

は
、
行
政
部

に

対
す

る
効
果
的
な
統

制

の
手
段
と
し

て
、
官
僚
制
を
重
用
す

る
傾
向

に
な

い
。
む
し

ろ
、
彼
ら
は
、
官
僚
機
構

の
内
部

に
、
政
治
的
被
任

用
者

の
多

元
的
な
層
を
累
積

さ
せ
る
戦
略

を
好
む
。

こ
の
戦
略

の
採
用

に
よ

っ
て
、
は
じ
め

て
、
政
治
家
は
、
具
体

的
に
は
、
大
統
領
は
、

官
僚
制

の
全

体

の
構

成
が
、
そ

こ
で
最
終
的

に
結
節
さ
れ

る
中
心

の
位
置
を
確
実

に
取
得
す

る
こ
と
が

で
き

る
と
、
彼
ら

は
考
え

る
。

し

か

し
、

こ
の
戦
略

は
、
不
可
避

で
あ

る
に
し
て
も

、
敗
北
を
招
く
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
家
は
、
早
晩
、
職
業
行
政
官

の
言
動

や
態
度
な
ど

、

の
深
部

に
潜

む
も

の
ま

で
視
線

を
到
ら
せ

る
と
き

、
彼

ら

の
優
秀
な
能
力
を
認
識
す
る

こ
と

に
な

る
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
こ
と
は
、
職
業

行
政
官

が
、
彼
ら

が
所
属
す

る
行

政
諸
機
関

の
政
治

的
首

長
が
発
す
る
指
示

や
命

令
を
正
確

に
受

け
と
め
、

こ
れ
ら

に
し
た
が

っ
て
困
難

な
係
争

問
題
を
ほ

ぼ
見
事

に
解

決
す
る

こ
と
が

で
き

る
と

い
う

状
況
に
由
来
す

る
。
け
れ
ど
も

、
政
治

家

や
政
治
的
被
任
用
者
が
、

こ
う

し
た
事
実
を

認
識
す

る
事
態

に

い
た
る
ま

で
に
、
彼

ら
は
、
時

す

で
に
遅
く
、
官

僚
制
と

の
協

同
関
係

の
樹
立

の
機
会
を
失

っ
て
し
ま
う

(
幽

)

と

い
う

こ
と
も

、
認
識
す

る
は
ず

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
、
職

業
行
政
官
と

政
治

家

や
政
治
的
被
任

用
者
と

は
、
結

果

に
お

い
て
、
恰

も
双
曲
線

の
よ
う

に
、
決

し

て
触

れ
る
こ
と

の
な

い
ま
ま
相
反
す

る
二
者
と
な
り
、
双
方
は
、
相
互
拮
抗

・
相

互
否

定

の
状
況

の
な
か

で
、

限
り

な

い
循
環
を
空

廻
り
す

る
こ
と

に
な

る
。

す

べ
て
の
官
僚

制

の
立
脚
基
盤
を
形
成

し
専
門
特
殊

化
を
と
も
な
う
政
治
的
中
立
性

の
概
念
は
、

ペ

ン
ド

ル
ト

ン
法
な
ら
び

に

ハ
ッ
チ

法

の
底

流
を
形
づ

く
る
重
要
な
水

脈

で
あ
り
、
ま
た
、
理
論
的
基
点

で
も
あ

る
。
し
か

し
、

こ

の
間

の
年
月
、

こ

の
概
念

は
、
実
践

に
お
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い
て
強
烈
な

一
撃

を
蒙

っ
た
ば

か
り

で
は
な
く
、
ま
た

、
組
織

原
理

の
理
想
と

し

て
の
高

潔
性

に
も

、
壊

滅
的
な
打
撃
を
加
え

ら
れ
た
。

事
実

、

ア
メ
リ
カ
人
は
、
功
利

の
体
系
と

し

て
の
政
治

の
世
界

に
お

い
て
、
利
害

関
係
を

顧
慮
す

る
こ
と

な
く
行
動
す

る
こ
と

が

で
き

る

と
確

信
し
な

け
れ
ば

な
ら
な

い
厳

し

い
時
期

を
、
常

に
経
験

し

て
き
た
と

い
わ

れ

て

い
る
。
政
治
的

中
立
性

の
概
念

に
対
す

る
攻
撃
は
、

《
哲

学
的
基
礎

》

(b
匡

o
ω
o
b
巨
。
巴

げ
霧
Φ
)
か
ら
発

し

て
い
る
。
そ
れ
は
、
抽
象
性

と
形
象

性
が
互

い
に
浸
透

し
合

い
渾
融
す

る
思
考

の
基
底

部
を
な
す
根
本
原
理

に
起
因

す
る
。
こ
れ
故

、

《
哲
学
的
基

礎
》
は
、
政
治
的
中
立

の
能
力
を

明
確

に
記

述
し
た
り
、
ま
た
、
形

(
臨

)

あ

る
も

の
と
し

て
存

在
を
信
ず

る
こ
と
を
、
著

し
く

困
難

に
し
て

い
る

。
し
か
し
、
政
治
的
中
立
性

の
価
値

が
捨
象

さ
れ
る
と
き

、
様

々

(
641

)

な
結

果
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ

の
最
重
要

の
結
果

が
、

《
政
府

の
肥
厚
化

》

(けぼ
爵

Φ
巳
口
ぴq
o
h
oq
o
<
Φ
9

日
Φ
葺

)
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
《
政

府

の
肥
厚
化

》

の
下

で
は
、
政
治
家

は
、
各
省

庁

に
お
け
る
責
任

あ
る
職
位

に
、
自

ら
が
自
由

に
統
御

し
う

る
彼

ら
自
身

の
支

持
者
を
配

置

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

こ
う

し
た
認
識
を

単
純
直
線
的

に
進
行

さ
せ
る
な
ら
ば
、
知

識
も
経
験
も

量
質
と
も

に
疑

問
視

せ
ざ

る
を
え

な

い
人
物

が
、
政
治
的

に
任
用
さ
れ
る
と

い
う
慣
行

的
事

実
が
、
形
成

さ
れ
か
ね

な

い
と

い
う

、
状
況

が
、
成
立
す

る
こ
と

に
な
る

で
あ

ろ
う
。

《
政
府

の
肥
厚
化
》
が
、
こ

の
よ
う

な
浅

薄
な
知

識
と
乏

し

い
経
験
を

具
有

す
る

に
す
ぎ

な

い
人
物
を

、
公
共

政
策
決
定

過
程

に

関
与

さ
せ
る

こ
と

な
く
排
除
す
る
と

い
う

こ
と

は
、
も

と
よ
り
、
可
能

で
あ

る
。

こ

の
よ
う

な
深
刻

な
事
態

が
成
立
す

る
可
能

性
は
、
政

治
家
と
職
業
行

政
官

の
双
方
を
、

そ
れ
ぞ
れ

の
職

務

の
遂
行

に
お

い
て
力
動
的

に
交
差

さ
せ
、
彼

ら
に
互

い
に
背

反
的

な
反
発
力

を
発
動

さ
せ
な

い
た
め
に
、
双
方
間

に
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ
シ

ョ
ン
回
路
を
ど

の
よ
う

に
創

出
す
る
か
と

い
う

問
題
を

、
お

の
ず

と
提
起

し

て
こ
よ

う

。

こ

の
よ
う
な
循

環
的
な
往
還

の
回
帰
路

が
、
双
方

の
問
に
設
置

さ
れ
た
な

ら
ば

、
政
治
家

が
、
職
業
行

政
官

に
政
治

的
な
指
令
を
与

え

、
職
業
行

政
官

は
、
政
治
家

に
、
妥
当
と

お
も

わ
れ
る
情
報
を
提

示
す

る
と

い
う

、
円
環

が
完
結
す

る
。

こ

の
場
合

、
政
治
家

の
職
業

行

政
官

の
問

題
解
決
能
力

に
対
す

る
信
頼
と
、
後
者

の
問
題
解
決
結

果
に
対
す

る
前
者

へ
の
責
任

の
自
覚

の
、
双
方

問

の

《
責
任

と
信
頼

の
体
系

》

(
霧

図
ω8
日
。
ぼ
o
。。で
8
。・筐
一曙

琶
α
。8

ま

9
8

)
が
、
両
者
間

の
重
厚
な
仕

切
り
を
無
化
し
、
順
調

に
機
能

す
る
こ
と
に
な
る
で
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(
即
)

あ

ろ
う

。

そ

こ

に
み

ら

れ

る

の
は

、

両

者

の
視

座

の
同

一
方

向

化

と

思

考

角

度

の
同

一
化

と

い

っ
て
よ

い
。

政

治

化

は

、
事

実

、

公

務

員

集

団

の

《
勤

労

意

欲

の
低

下
》

の
主

要

原

因

の

一
つ
で
あ

る
。

こ
れ

は

、

何

も

、
合

衆

国

に
特

有

の
現

象

で

は
な

い
。

し

か

し

、

合

衆

国

は

、

政

治

化

の
方

向

に
過

度

に
進

行

し

、

ま

た

、

政

治

過

程

の
進

展

を

合

理

的

に
正

当

化

し

た
最

初

の
国

家

で
あ

る
と

い
う

点

に
お

い
て
、
合

衆

国

は

、
他

国

と

一
線

を

画
す

。

し

か

し
、

い
わ

ゆ
る

《
人

間
資

源

の
腐

食

》

(冨

日
雪

お

ω
o
霞

o
Φ

2
0
ω
δ
昌
)

問

題

の
研

究

者

の
結

論

に
よ

る
な

ら

ば

、

公

務

員

制

に
お

け

る
勤

労

意

欲

の
低

下
と

職

務

解

怠

は

、

「
一
に
高

級

官

僚

の
政

治

化

、

二

に

、
各

省

庁

に
お

け

る
政

策

形

成

議

事

日
程

の
作

成

の
た

め

の
予

算

配

分

と

規

制

審

査

過

程

と

を

経

由

し

た

O

M

B

に

よ

る
各

省

庁

に
対

す

る

中
央

統

制

の
最

も

広

範

な

活

用
」

(暮

Φ
b
o
臣

o
冒
巴

o
口
9

什げ
Φ
げ
お
げ
2

自
く
自
ω
霞
≦
8

帥
巳

爵

Φ
ヨ
o
ω
け
Φ
蓉

Φ
霧

貯
Φ
ロ
ω
Φ
o
囲

0
8

胃
巴

0
8

自
9
。。
び
《

○
]≦
切

叶ξ

8

ひ自
げ

島

Φ

げ
ロ
α
oq
Φ
け
き

α

同
Φ
αq
巳
讐
o
曼

器

≦
Φ
≦

寓

0
8
ω
ω

8

ω
げ
巷

Φ

昏
Φ

O
畠

2

p。
ひq
8

創
国
ω
o
眺

(
略

)

α
Φ
窓

詳
白
Φ
茸
ω
p。
巳

謎

8

鼠
Φ
ω
)

の
、

二
者

の
深

淵

か

ら
発

し

て

い
る

。

し

か

し
な

が

ら

、

合

衆

国

に

お

け

る

政

治

化

の
真

正

の
意

味

は

、

明

白

で
あ

る
。

「
行

政

諸

機

関

の
底

層

に

お
け

る

政
治

的

被

任

用

者

の
数

と
重

要

性

の
両

者

の
増

大

と

、

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ゥ

ス
事

務

局

に

よ

る
行

政

諸

機

関

へ
の
指

令

の
増

大

」

(夢
Φ

冒
o
話
器

Φ
α

目

日
σ
2
ω
餌
巳

一日
b
o
目富
　
o
Φ
o
h
b
畠

戯
o
巴

巷

b
o
冒
8
Φ
ω
讐

δ
≦
霞

帥
昌
α

(
941

)

δ
≦
Φ
二

Φ
<
2
ω
ヨ

夢

Φ
鋤
oq
魯

o
δ
ω
き

α
昏
Φ
冒
葭
雷
ω
Φ
山
凸
同
①
o
什δ
口

o{
曄

Φ
曽
口q
8

9
Φ
ω
げ
団
島
Φ
芝

匡
9

出
o
ロ
ω
①
)

が

、

こ

れ

に
あ

た

る
。

今

日

、

政

治

的

中

立

性

、

あ

る

い
は

、

近
似

値

的

な

政

治

的

中

立

性

が

、
尊

重

さ

れ

る

べ
き

価

値

を

失

う

と

と

も

に

、
合

衆

国

は
、

政

治

的

中

立

性

を

、

さ
し

て
重

要

で

は
な

い
問

題

の
領

域

に
退

け

、
中

立

性

の
価

値

に
終

止
符

の
位

置

を

あ

て
が
う

に

い
た

っ
て

い
る
。

こ

れ

は

、
伝

統

的

な

政

治

的

中

立

性

を

徐

々
に
窒

息

さ
せ

剥

製

化

す

る
道

程

で
あ

っ
た

と

い

っ
て

よ

い
。

こ

の
道

程

は

、

《
企
業

家

型

管

理

概

念

》

(筈
㊥
8

コ
8

営

o
隔
Φ
口
爲
8

器

⇔
2

ユ
餌
一
日
き

⇔
oQ
Φ
日
Φ
茸

)

の
導

入

に
よ

っ
て
、
完

了

し

た
。

官

僚

制

が

、

公

共

善

へ
の
奉

仕

と

い
う

崇

高

な

使

命

を

、
も

は

や
、

保

持

し
え

な

く

な

っ
た
と

き

、

官

僚

制

が

、

財
貨

・
用
役

給

付

の

単

な

る

組

織

に
変

容

し

た

と

き

、
政

治

的

中
立

性

の
あ

り

方

に

関
す

る
争

点

は

、
第

二
次

的

重

要

性

の
地

位

に

下
降

し

、
ま

さ

し
く

、

忘
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却

の
淵

に
沈

め

ら

れ

よ

う

と

し

て

い
る
状

況

に

立

ち

い
た

る

。
事

実

、
管

理
と

し

て

の
合

理

性

と

企
業

家

精
神

に
関
す

る
論

議

の
背

後

に

視

線

を

投

げ

い
れ

る

と

き

、

そ

こ

に

は

、

「公

務

員

制

の
確

立

に

よ

っ
て
大

幅

に
奪

わ

れ

た

、

公

務

員

に
対

す

る
自

ら

の
統

制

権

を

、

再

確

立

し

よ

う

と

す

る

政

府

の
願

望

」

(
9

Φ

α
Φ
ω
貯
Φ

o
h
oq
o
<
0
3

日
Φ
昌
房

8

器

Φ
ω$
σ
房

げ

曽
Φ
貯

0
8

甫
色

o
<
曾

9

Φ

o
一く
ロ

ω
Φ
『
≦

口
房

(
051

)

≦
巨
o
げ
9
Φ
ヨ
ω
陣
ロ
菖
8

p。
一冒
9
ま

o
o
h
曄
Φ
自
≦

ω
興
く
8
Φ
げ
p。
巴
母
oq
Φ
ξ

α
8

臨
く
Φ
α
夢
Φ
日

o
h
)
が
、
透
視

さ
れ
る
と
、
主
張
さ
れ
て
い
る
。

《
公
務
員
制

の
政
治
化

》
と

N
P
M
と

の
直
接
的

な
関
係

の
有
無

は
、
も
と

よ
り
、
分
明

で
は
な

い
。
政
治
化
と

N
P
M
が
、

互

い
に

交
差

し
た
り

、
転
換

し
た
り
、
連
接

し
て

い
る
と

い
う

明
確

な
構

図
は
、
必
ず

し
も
描
け

て
い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
政
治
化

は
、

す

べ
て

の
政
府

が
、
自

ら

に
有

益
と

判
断
す

る
過

程

に
ほ
か
な
ら
な

い
か
ら

で
あ

る
。
明

ら
か
な
事
実

は
、

N

P
M
が
、

政
治
化

の
過
程

に
共

感

・
共
鳴

・
共
振

の
弦

を
見
出
し
、

そ

の
過
程

の
促
進

に
寄
与

し
た
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
と

い
う

の
も

、
N
P
M
は
、
公
務
員

制
と
社

会

一
般
と

の
中

央

に
分
水

嶺

の
よ
う

に
聾

え

る
仕

分

け

の
壁

を

取

り

は
ら

い
、
公

務

員

制

の
範

域
外

か

ら

《
企
業

家

型

管

理
者

》

(Φ
葺
器
震
Φ
昌
Φ
霞

芭

日
き

曽
oq
興
ω
)

の
調
達
を
、
積
極
的

に
容

認
す

る
か
ら
で
あ

る
。
こ
う
し

て
、
N
P
M
は
、
公
務
員
制
を
迂
回
す
る
、
あ

る

い
は
、
侵
食
す

る
た
め

の
合
理
的
根
拠
と
正
当
化

の
根
拠

の
双
方
を

、
与
え

る
こ
と

に
な

る
。
公
務
員
制

は
、
侵
食

さ
れ

つ
つ
も

、

い

ま
な
お
、
残
光
を
放

っ
て
い
る
過
度
期

に
あ

る
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

最
後

に
、
連
邦
政
府

に
お
け

る
官
僚
制

の
政
治
化
は
、
当
該
制
度

に
お
け

る
専

門
的
知
識

・
特
殊
技

術
、
広
範
な
情
報
量
、
等

の
蓄
積

の
重
要
性
を
減
少

さ
せ
、

い
わ
ば
、

不
活
発
な
低
温
状
態

に
置
く
。

《
政
府

の
肥
厚
化
》

に
と
も
な

っ
て
、
政
府
職
員

が
多
元
的

層
を
成

し

て
累
積
す

る
と

い
う

こ
と

は
、
政
府

の
官
僚
制
構
造
を
不
安
定

に
動
揺

さ
せ
、

そ
の
外
形
線

に
変
化
を
も

た
ら
し
は

じ
め
て

い
る
と

い

う

現
在

進
行

形

の
、

い
わ
ば
零
落
し
た
姿
を
、
政
治

・
行
政

の
舞
台

に
さ
ら
す

こ
と

に
な

る
。

こ

の
よ
う
な
現
代

の
傾
向

が
持
続

し

て
ゆ

く

な
ら
ば

、
連
邦
政
府

に
お
け

る
階
統
制
は
、
結
局
、
円
環

に
類
似
し

て
く
る
と

み
て
よ

い
。

こ

の
場
合
、
底

辺
に
は
、
職
員
は
皆
無
も

同
然

で
あ
り
、
中
間

層

に
は
、
何

ら
か

の
種

類

の
管
理
者

(ヨ
き

9
ぴq
①
じ
、
監
督
官

な

い
し
監

察
官

(
ω
暮

Φ
『
≦
ω
Φ
同)
、
そ
れ

に
、
専

門
情



(57)アメ リカ に お け るHatchAct(PoliticaiActivitiesAct)改 正(1993年)の 背 景57

勢

分

析

官

(
什Φ
O
げ
昌
一〇
餌
一
曽
]口
pD
一一ω
什
)

の

一
大

集

団

が
存

在

し

、

そ

し

て
、

政

治

・
職

業

両

者

の
行

政

部

幹

部

の

一
団

が

、

頂

点

を

鮮

明

に

(
旧
V

彩

る
。

伝

統
的

な
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
形

の
官
僚
制

は
、
も
と

よ
り
、
残
存

し
よ
う

。
し
か
し

、
そ
れ
は
、
連
邦
政
府
職
員

に
よ

っ
て
充
当

さ

れ

る

の
で
は
な

い
。

こ

の
ピ

ラ
ミ

ッ
ド
形
官

僚
制

は
、
か

つ
て
の
政
府

に
代
わ

っ
て
財
貨

、
用
役

の
給
付
を
担
当
す

る
、
増
大
傾
向

に
あ

る
請
負
契
約

者
、
非
営
利
団
体
、

そ
し

て
、
州

・
地
方

の
諸
機

関

の
、
三
者

の
た

め
に
職
務
を
遂
行
す

る
人

々
に
よ

っ
て
、
占
拠

さ
れ
る

(
251

)

こ
と

に

な

る
。

ハ

ッ
チ
法

改

正

の
背

景

に

は

、
以

上

に
述

べ

て
き

た

よ
う

に
、

《
公
務

員

制

の
政
治

化

》

の
台

頭

と

、

N

P

M

の
活

性
化

の
、

二

つ
の

基

本

旋

律

が
交

錯

し

合

い
支

え

合

い

つ

つ
生

成

さ

れ

た

、

現
代

の
政
治

環
境

が
存

在

す

る

。

こ

の
状

況
と

は

、

「
8
b
ム
o
≦
口
を

特

徴

と
す

る
官

僚

制

を

企

業

家

型

政
府

に
移

行

さ

せ

る

…
…

政

府

の
運

営

様

式

を
根

本

的

に
変

革

す

る
時

代

的

状

況

」

(柵巨

・
8

轟

集
8
ξ

。
9

ロ
oq
Φ

9

①
≦
昌

昏

Φ
oq
o
<
Φ
巨

日
Φ
口
け
o
b
興
讐
Φ
。。
き

ω
げ
捧

坤
o
日

8
叩
自
o
箋
昌

げ
霞

8

⊆
o
蚕
o
唄

8

Φ
⇒
爲
Φ
凛

Φ
ロ
①
霞

巨

σq
o
<
①
ヨ

ヨ
Φ
彗

)

で
あ

る
。

こ

れ

は

、

「
少

な

い
費

用

で
よ

り

よ

い
仕

事

を

す

る
政

府

を

創

立

す

る

た

め

に

、
繁

文

褥

礼

か

ら

結

果

へ
移

動

す

る

」

(
ヨ
o
≦
口
Φq

時
o
日

(
1

)

器

◎
富
b
Φ
8

器
ω
三
茸

o
葭
①
帥
9

Φ
oq
o
<
霞
コ
田
Φ
暮

普
讐

芝
霞
評
ω
げ
卑
冨
村
9
巳

8

ω二

Φ
ω
ω
)
時
代

的

状

況

に

ほ
か

な

ら
な

い
。

こ

の
時

代

的

状

況

が

ハ

ッ
チ
法

改

正

の
思

想

を

育

成

し
論

理
を

展

開

さ

せ

る
だ

け

の
起

動
力

を

、

根

底

に
潜

め

て

い
た

と

い
う

こ
と

が

で
き

よ
う

。

な

お

、

合

衆

国

で
は

い
ま

な

お

、

「統

治

の
た

め

の
忠

節

な

用

具

を

所
有

し

た

い
と

す

る

行

政

部

の
必

要

性

と

、

非

政

治

的

な

行

政

を

維

持

し

た

い
と

す

る
社

会

的

要

請

と

の
間

に

お
け

る
緊

張

関

係

」

(
昏
Φ

8
昌
訟
8

げ
Φ
什毛
Φ
Φ
p

Φ
掬
Φ
o
ロ
け貯
Φ

器

Φ
α
ω
8

b
o
ω
ω
Φ
ω
ω

卸

δ
団
巴

ぼ
ω口
仁
日
Φ
三

♂
同
。q
o
<
Φ
3
冒
oq
き

α
9

Φ
⇒
Φ
Φ
α
8

真

Φ
ω
興
く
Φ
曽
口
o
唇

畠

什け
巴

p。
α
巨

巳
誓
同
註

8

)

の
矛
盾

は
、
未

解

決

状

態

の
ま
ま
放

置

(
燭
)

さ

れ

て

い
る
。

両
者
は
、

互

い
に
ベ
ク
ト

ル
の
方
向
を
逆

に
し
な

が
ら
同
時

に
牽
引

し
合

っ
て

い
る
よ
う

な

二
重

の
関
係

に
あ

る
と

い

え

る
。

こ

の
よ
う

な
行
政
部

の
必
要
性
と

社
会
的
要
請
と

い
う
、

一
見
相
反
す

る
矛
盾
共
存
を
と
り
あ
げ
、
そ

の
結
び

目
を

の
あ
り
か

に

注
目
し

、

こ
れ
を
探
り
当

て
、

こ

の
結
び

目
を
、
両
者

の

一
貫

し
た
内
的
整
合
関
係

の
相

の
下
に
照

し
だ
し
、
断
ち
切
り
、
矛
盾
関
係
を
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解
決

し

て
ゆ
く

こ
と
が
、
将
来

の
課
題
と
み

て
よ
か
ろ
う
。

註(
1
)

拙
著

『
現
代
行

政
学
』

(晃
洋
書
房

)

(
一
δ

〇
二
年
)

一
六

一
頁
-

一
六
一二
頁
参
照
。

。。
8

等

9
爵

9
↓
ぎ

日
窃
。
戸

魯

。。
絵
。
・。
9

寒

寒

o
評

凌
o
§

Φ
N
ぎ

ミ
聴

寄
軋
Φ
9

き

鍵

ω
8
<
8

ヨ

瓢
塁

器

巳

国
ド
冨

a

O

内
$
目

亀

(
Φ
ら
・)
場

、
さ

ミ

、
Φ
窃
8

自
Φ
、
》
量

貯
詠
欝

吐
§

、卸
d
竃
Φ
臼
硫
恥
旨
亀
国
d
魯

Φ
9

職
簿

恥
9

ミ

9
榊

O
ミ
魯

国

自
口
題

旨
$

、
さ

涛

§

爵

鷺

白
Φ
艮

き

飢
》
量

貯
詠
器

駄
§
」
》
旨
貯

§

魯

&

§
、
寄
織
㊦
9

肉
Φ
ミ
の
亀

冒

勘
旨
戚
巴

§

9

器
9
讐
鍵

目

0
8
お

Φ
甲

巴

①
ユ
o
訂
8

鋤
口
匹
閑
Φ
三
コ
φ

Qり
巨

葺

憲

Φ
、
さ
嵜

卜
量

貯
討
慧

賦
§

臣

8
蔓

喜

9

き

駝

・

(
2
)

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第

一
条

(
一
七
九

一
年

確
定
)

「連

邦
議
会
は
法
律

に
よ
り
、
国
教

の
樹
立
を
想
定
し
、
も
し
く
は
信
教
上

の
自

由
行
為
を
禁

止
す

る
こ
と
は

で
き
な

い
。
ま
た
言
論
お
よ
び
出
版

の
自

由
を
制
限
し
、
あ

る

い
は
人
民

の
平
穏

に
集
会
を
し
、
ま
た
苦
痛
事

の
救
済

に
関
し
政
府

に
対
し

て
訴
願
を
す

る
権
利
を
侵
す
事

は
で
き
な

い
」

(
3
)

同
修

正

}
四
条

(
一
八
六
八
年
確
定

)

「第

一
節

合
衆
国

に
お

い
て
出
生
し
、
ま
た
は
帰
化

し
、
そ

の
管

轄
権
に
服
す

る
す

べ
て
の
人
は
、
合
衆
国
お
よ
び
そ

の
居
住
す

る
州

の
市
民

で
あ

る
。

い
か
な

る
州
も
合
衆

国
市
民

の
特
権
或
は
免
除
を
損
な
う

法
律
を
制
定
し
、
或

は
施
行
す
る

こ
と
は

で
き

な

い
。
ま
た

い
か
な

る
州

い
え
ど
も
正
当

な
法

の
手

続

(
9

①
嘆
0
8
ω
ω
o
=
p
≦
)
に
よ
ら
な

い
で
、
何
人
か

ら
も

生
命
自
由
或

は
財
産
を
奪

っ
て
は
な
ら
な

い
。
ま

た
そ

の
管
轄
内

に
あ
る
何
人

に
対
し

て
も
法
律

の
平
等
な
る
保
護
を
拒
む
こ
と
が

で
き

な

い
。

第

二
節

代
議
院
議
員

は
各

州

の
人

口
に
比
例
し

て
、
各

州

の
間

に
配
分
さ
れ

る
。
課
税
さ
れ
な

い
イ

ン
デ
ィ
ア
ン
を

の
ぞ

い
た
総
人

口
を
各
州

の
人

口
と
す
る
。
し
か
し
、
も

し
合
衆
国
大
統
領
並

び
に
副
大
統

領

の
選
挙
人

の
選
任
、
連
邦
議
会
代
議
員
、
各

州

の
行
政
官
並
び

に
司
法
官
、
も
し
く

は
そ

の
州
議
会

の
議
員

の
選
挙

に
際
し

て
、

い
ず
れ

の
州
か
が
自

州

の
住
民
た
る
男
子
中
、
年
齢

21
歳
に
達
し
、
か

つ
合
衆
国
市
民
た

る
者

に
対
し
、
叛
乱

の

援

助
ま

た
は
そ

の
他

の
犯
罪
に
よ
る

の
で
は
な
く

し

て
、
投

票

の
権
利
を
拒
み
、
ま
た
は
な
ん
ら
か

の
形

で
制
限
す

る
場
合

に
は
、
そ

の
州
よ
り
出
す
代

議

院
議
員

の
数

は
、

こ
れ
等

の
男
子
市

民

の
数

と
そ

の
州

に
お
け

る

21
歳

以
上

の
男

子
市
民

の
総
数
と

の
割

合

に
準
じ

て
、
減
少

さ
れ

る
」
。

訳
文

は

C

.
A

・
ビ

ア
ー
ド

斎
藤
眞

、
有
賀
貞
訳

『
ア
メ
リ
カ
政
党
史
』

(
一
九

六

八
年
)

(
U
P
選
書
)

二
六
九
頁

、
二
七
二
頁
に
よ
る

(
4
)

経
済
機
会
法

(
団
o
o
ぎ

自

o
O
薯

o
詳
口
巳
昌

>
9
)

は
、

一
九
六
四
年

に
制
定

さ
れ
た
。

一
九

六
〇
年

代

に
、
と
く

に
六
〇
年
代
後
半

に
、
急

進
派
集

団

(
蜜

島
o
巴

oq
目
o
ξ

の
)

は

、
自

ら

が

考
え

る

伝
統

的

な
意

思

決

定

機

関

(
貫
鋤
巳
瓜
o
口
巴

自
Φ
皇
巴
8

-ヨ
鋳

ぢ
oq

日
Φ
島

曽
巳
ω
日
ω
)

の
非

情

性
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(
亡口口
『
Φ
ωb
O
口
ω
一～「①
]P
①
oり
ω
)

と
抑
圧
性

(
器
胃

Φ
ωぞ
Φ
口
Φ
ω
ω
)

の
救

済
策

と
し

て
、
参

加
民
主
主
義

(
9

冨

自
b
讐
o
蔓

号

ヨ
。
。
村
霧
S

を
、
強
力

に
主
張
す

る

に
い
た

っ
た
。

こ
れ
と
同
時
期

に
、
参

加
民
主
主
義

は
、
連
邦
政
府
後
援

の
数
多
く

の
社
会
諸
施
策

(
ω
o
o
巨

買
o
。q
轟
日
ω
)
と
直
角

に
交
錯
し
合

い
、

貧

困

の
追
放
と

、
行

政
機
関

の
運
営

へ
の
貧

困
層

の
直
接
参

加

に
よ

る
意

思
決
定
過
程

に
対
す

る
彼
ら

の
統
制
力

の
把

持
と

い
う

独
自

の
社
会
保
障
世

界

を

つ
く
り
あ
げ

た

の
で
あ

る
。
こ
れ

に
現
実
的
基
礎
を
提
供
し
た

の
が
経
済
機
会
法
と

一
九
六
六
年

の
モ
デ
ル
都
市
法

(
ζ
o
α
Φ
一
〇
三
①
ω
>
2
)

に
ほ
か

な

ら

な

い
。

(P

昌

幻
o
ω
Φ
目
亘
O
O
日
.
、
口
窪

6
》
旨

貯
討
憲

鉱
§

、
q
民

Φ
奉

欝
旨
魯

価q
§

建

題

毫
魯

融
、
謹

欝

9
§

飢
卜
恥
ミ

営

導

℃
さ

ミ

⑦
Φ
O
貫

寄
良
Φ
9

H
Φ
り
ω
も

P

&

一ム
①
ド
閑
巴
O
ゴ
ρ

O
冨

⇔
臼
興

習

α
冒

鼻

ρ

コ
き

o
噌
憲

Φ
㌧
さ

§

》
良
已
貯
詠
鼠

吐
§

望

o
吐
o
麸

黛

§

飢
Φ
9

」
箋

O
ロ
.8

-り
b。
)

こ
う

し
た
法
律

二
者

は
、
貧
困
層
、
と
く

に
、
都
市

の
貧
困
層

の
、
諸
要
求

に
応

答
し
解
決
し

て
ゆ
く
だ
け

の
連
邦
政
府
諸
施
策

に
対
す

る
市
民
参
加

を

具
体
化
す

る
こ
と
を
企
図
す

る
。
経
済
機
会
法
は

"
貧
困
施
策

"

(冒
O
<
Φ
村
叶嘱
O
『
O
oQ
『
曽
目P
ω
)

の
形
成
と
実
施

の
た
め

の
枢
軸

で
あ
り

、
"
貧
困
施
策
"
は
、

当

該
法

を

出

発
点

と

し

て
さ

ま
ざ

ま

に
拡

が

っ
て
ゆ
く

と

み

て
よ

い
。
当

該
法

は

ま

た
、

市

民
参

加

を
、

地
域

活

動
施

策

の
管

理

・
運
営
委

員
会

(
σq
o
<
Φ
∋
ヨ
σq
σ
o
胃
量

に
市
民
代
表
を

入
れ
る
こ
と
を
通
し

て
、
貫
徹
す
る
こ
と
を
試

み
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
委
員
会

は
、
政
府

・
自
治
体
な
ど

の
公
的

職

員

と

、
私

的
な

社
会
福

祉
事

業
機

関

の
代
表

と
を
含

む

。
貧

困
層

の
代

表

は
、
貧

困
層

自
身

に
よ

っ
て
、
選
挙

さ

れ
た
。
参

加
社

会
活

動
諸

機

関

(
O
舞

叶一〇
ぢ
讐
o
曼

8

日
日
ロ
巳
昌

四
9
δ
目

譜

Φ
口
o
一Φ
ω
)

(
0
>
》
の
)
は
、
経

済
機
会

法

の
下

に
お
け

る

の
と
同
様

、

モ
デ

ル
都
市
施

策

(
ζ
o
山
巴

Ω
昌

即

o
oq
舜
日
)

の
下

に
お

い
て
も
、
信
頼

さ
れ
、
そ

の
設
立
当

初
、
連
邦

政
府

か
ら
財
政
的
支
援
を
受
け
た
。

し
か
し
、
時
と
と
も

に
、

C
A
A

s
お
よ
び

貧

困
層

の
両
選
挙

の
場
合
、
市
民
参
加

の
原
衝
動
は
、
失
速

し
、
挫
折
し
、
そ
し

て
、
地

に
墜
ち

た
。

そ

の
理
由
と

し

て
、
貧
困
者
層
は
単

に
参
加

し
な

い
と

い
う
事
実

が
、
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
、

D

・
P

・
モ
イ

ニ
ハ
ン

(
U
餌
巳
巴

勺
碧
ユ
o
評
ζ
o
旨

膨
四
昌
)
は
、
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る
。

(∪
四
巳
色

勺
p
巳

爵

ζ
畠

巳
げ
p
戸

§

覧
臼
q
臼

窓

題
さ
冷

§

§

箒
お
錺
旨
魯

鱗

話

罫

戸
目
ω
8

U
●
国
5
幻
o
ω
自

巨
8

鼻

、
窺
ぴ
ミ

》
量

』蕊
ω
露

隣
8
、
o
や

9
け
も

鉢
①
斡
)

「
C
A
A

s
へ
の
選
挙

に
お
け
る
投
票
率
は
、
貧
困
層

が
選
挙

に
何

の
関
心
を
示
さ
な

い
と

い
う
事
実
を
、
本
質
的

に
明
示
す

る
も

の
で
あ

っ
た
。

そ

の
投
票
率

は

フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
ニ

・
七
%
、

ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
○

・
七

%
、
ボ

ス
ト

ン
ニ

・
四
%
、
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド
四

・
二
%
、
カ

ン
ザ

ス

・
シ

テ
ィ

(
ミ
ズ

リ

i
州
)

五

・
○
%
、
以

上

で
あ
る
。
規
模

の
小
さ

い
地
域
社
会
は
、
時

に
よ

っ
て
は
、
高

い
投
票
率
を

示
す
。
し
か
し
、
そ
れ

で
も
、

そ

の
数
値

が
、
気
乗
り

の
し
な

い
議
員
選
挙

(
曽
房
幕

ω
ω
。
中
冨
霞

匹
o
。
けδ
口
)

の
そ
れ

に
近
似
値
的

に
等

し

い
と

い
う

こ
と
す
ら
、
決
し

て
あ
り
え

な

い
」
。

モ
イ

ニ

ハ
ン
の
主
張
す

る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
低
調
な
投
票
率
は
、
政
治
参
加

と

い
う

行
為

の
裏
面

に
、
中
産
階
級

の
価
値
観
が
秘
か
な
中
心
と
し

て

作

動

し

つ
づ

け
て
お
り
、

こ
う

し
た
価
値
観

に
、
低
位

階
層
は

ほ
と

ん
ど

関
心

を
も
た
な

い
と

い
う
事
実
を

、
正
確
に
反
映
す

る
も

の
と

い
っ
て
よ

い
。
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(P

頃
,
閃
o
ω8

亘
8
3

8

.
良
けも

・
ま
N
.)

モ
イ

ニ
ハ
ン
の
見
解

に
し
た
が
う

な
ら
ば
、
貧
困
層

が
必
要
と

し
た

の
は
、
金
銭

で
あ
り

、
仕
事

で
あ
り

、
住
宅

で
あ
り
、

そ
し

て
、
彼
ら

が
必
要
と

し
た

「
主
体
性
」

(置
Φ
巨
茸
S
、
地
域
社
会

の
構
成
員

と

い
う

「共

同
体
意
識
」

(P
ω
8
8

0
h
8
日
B
=
巳
9

、
そ
れ
に
、
「自
己

の
運
命

に
対
す
る
統

御
力
」

(8
三
巨

o
<
興

筈
Φ
貯

厳
ω
叶一昌
)
な
ど
を
、
は
る
か
に
越
え
る
そ

の
他

の
多
く

の
も

の
で
あ
る
。

(U
巳
国

竃
畠

巳
訂

戸

o
P
息
戸

,
一
ら。
メ

,

麺

閑
o
ω
8
三
〇
〇
算

8

・
o
拝

即
ま
N
.)

し
か

し
、
別

の
論
者

は
、
次

の
よ
う

に
主
張
す

る
。

(
ω
Φ
Φ
芝
自

p
ヨ

ζ
鋤
議
o
ヨ

℃
q
け
§

》
飢
臼
貯
詠
§

職
o
鐸

目
㊤
¶
9

b
・一⑩
卿

O
・
即

菊
o
ω
8

甑
o
o
B

o
,

息
け
も

ま

b。
・)

す
な
わ
ち

、
貧

困
層

の
代
表

制
は
、
貧
困
者

に
よ

っ
て
選
挙

さ
れ
た
代
表

が
中
産

階
級

の
仲
間
と
認

め
ら
れ
、
さ
ら
に
、
C
A
A

s
に
お
け

る
中
産

階

級

の
代
表

に
、
真

の
顧
客
層
、
す
な
わ
ち
、
貧
困
層

で
は
な
く
、
都
市

の
企
業
体

に
、
資
金

を
注
入
す
る

こ
と
を
時

に
よ

っ
て
従
順

に
も
許
容

し
た
と

い

う
、
貧
困
者
代
表

の
性
向

に
よ

っ
て
、
少

な
か
ら
ず

信
用
を
落
す

に

い
た

っ
た
と
考
え

て
よ

い
。

な
お
、
地
域
社
会
活

動
施
策

の
形
成
と
実
施

の
主
体

で
あ

る
地
域

社
会
活
動
団
体

(
O
O
H口
H口
口
昌
旨
》「
卑
O
自
O
口
αq
目O
`
勺
Qう)

は
、
自

己

の
地
域
社
会

の
改
善

と

発
展
と

認
め
ら
れ
る
諸
事
項

の
積
極
的
実
現
を
目
指
す
市
民
か
ら
成

る
自
発
的

団
体

で
あ
る
。
こ
う
し
た
団
体

に
は
、
州
法

に
基
づ
く
法
人
団
体

設
立

許

可
書

(
の
叶曽
けΦ
O
げ
帥
同
叶Φ
目
)
は
、
交
付

さ
れ

て
い
な

い
。
合
衆
国
に
は
、

お
よ
そ
二

〇
〇

の
主

要
な
地
域
社
会
活

動
団
体

が
、
存
在
す

る
。

こ
れ
ら

は
ダ
ラ

ス
の
切
o
一ω
q
>
唇

(
○
ω
p
oq
Φ
O
罠
口
oq
Φ
」
筆
者
)
勺
帥
賃
一9
ω
か
ら
、
ク
リ
ー
ヴ

ラ
ン
ド

の
Ω
け冒
魯

0
8

しu
ユ
ロ
ゆq
切
円o
巴

≦
鋤
宅
切
掌。
葺

に

い
た
る
ま

で
、
広
範

囲

に
わ
た
り
拡
散

し

て
い
る
。

(
ω
Φ
ε

o
巨

国
興
げ
2

ω
㌔
乞
Φ
一。∋
喜

o
葺

o
&

。。
>
a

〈
三
〇
ω
〉
お

O
巴
巳
轟

9

巴

8

8

黛・
ω
ゆ
勺
o
ま

o
巴

国
o
『
8

、、寄

ミ
ざ

誌

ぎ

8

器

同
8

旨

8
ユ
一昌

§

o
卜
識
N
§

働
沁
8

置
ぴ
言

卜
q
頓
器

外
N
N

」
も
這

Z
甘
げ
o
冨
。。
国
8

q
鴇
、
魯
腎

}
量

」葭
⑦
憲

8
『
畦
§

卜
旨
織
、
魯

昏

》
爵

」声

起

Φ
9

』
選

b
戸
お
甲
暉
ρ
)

大
部
分

の
地
域

社
会
活
動
団
体

は
、
地
域
社
会

に
お
け

る
計
画
と
開
発
、
住

宅
、
無
料
高
速
幹
線
道
路

の
建

設
、
人
種
関
係

の
融
和

、
税
制
、
教
育

、

な
ど

の
主

題

の
収
敏
点

に
、
関
心
を
集

中
す
る
。
当
該

団
体

は
、
地
域

社
会

に
お
け

る
成
人

人

口
の
六

%
な

い
し
九

%
を
含
む
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

(
も。
Φ
Φ

牢

9
葺

客

Qo
審
器

巽
豆

O
o
臼
§
§

、受

》
亀

§

簿

o
§
ω
き

儀
Ω
信

O
ミ

o
§
臼
Φ
鼻

宅
鋼

b
,

①
-Q。
・
!
団
8
越
矯
o
,

o
貫

,
濠
ρ
)

能
率
性

・
実
効
性

・
民
意
に
対
す
る
応
答

性

・
民
意

に
よ
る
民
主
的
統

制
を
極
大
化
す
る
様

々
な
方
法

で
、
連
邦
政
府
権
力
と
地
域
社
会
と
を

調
和

さ

せ
る
公
共
問
題

の
解
決
様

式
は
、
地
域

社
会
自

治

(
器
碍
喜

o
筈
o
o
α
o箒
o
<
Φ
ヨ
雪

o
Φ)
を

目
ざ

す
地
方
運
動

の
な
か

に
見
出

せ
る
。

こ
う

し
た
運
動

の
成

果

の

一
つ
が
、
C
A

A

s
で
あ
る
。

(
ω
Φ
Φ
唱
H4
.
H{
Φ
目
同
蜜
.
O
冒
.
O
一什こb
b
.
軽
しQ
り
ーら
軽
O
・)
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さ
ら
に
、

こ
の
運
動

の
成
果
は
、
他

に

二
者
が
認

め
ら
れ

る
。

(
Hσ
一餌
.℃
b
●
昏
心
O
。)

そ

の

一
つ
が
、
非
営
利
組
織

(
口
o
口
胃

o
捧

9
αq
四
巨
N
四
口
o
⇔
)

の
地
域
社
会
法
人

(
器

蒔
げ
σ
o
筈
o
o
傷
o
お
曽
巳
N
鋤
口
o
昌
)

で
あ
る
。
当
該
組
織
は
、
州
法

に

基
づ

く
法
人

団
体

設
立
許
可
書
を
交
付

さ
れ

(
こ
の
点

に
お

い
て
O
>
〉
ω
と
異
な

る
)
、
特
別
都
市

地
域

(ω
O
Φ
9
巴
冒
巴

霞
σ
磐

母
Φ
ε

の
公
共

の
福

祉

の
た

め

に
、
地
域
住
民

に
よ

っ
て
、
管
理

・
運
営
さ
れ

る
。

C
A
A

s
と
同
様

、
当

該
組
織

は
、

一
九
六

四
年

の
経
済
機
会
法
お

よ
び

一
九
六
六
年

の
モ

デ
ル
都

市
法

に
基
づ
き

、
設
立
資
金

を
連
邦
政
府
か
ら
給
付
さ
れ

て

い
る
。
当
該
組

織

の
分
析
結
果

に
よ

る
な
ら
ば
、
そ

の
設
立

目
的
達

成

の
成

功
記
録

は
低

調

で
あ

る
に
せ

よ
、
地
域

社
会
法
人
は
、
住
民
と

の
間

に
、
真
正
な
親
和

関
係

の
樹
立

に
成

功
し
た
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
当
該

組
織

の
理
事

(
匹
一『
Φ
O
けO
村
ω
)

の
選
挙

に
お
け
る
投
票
率

は
、
有
権

者

の
五
%
以

下
で
あ
る
と

い
う
事
実

を
想
起
す

る
な
ら
ば

、
当
該
組
織

の
代
表

性
は
、

は
な

は
だ
疑

問

で

あ

る

と

い
わ

ざ

る

を

え

な

い
。

(
ω
Φ
Φ

閏
o
≦
鴛

O

芝

・
山
巴

日
9
戸

..O
巳
象

器

ω
h自

乞
Φ
お
プ
σ
o
同
げ
o
o
阜

ζ

曽
嵩

oq
Φ
日
Φ
口
什
.矯
㌔
さ

臣
o
§

爵

頓
Φ
臼

Φ
鼻

冨

旨
憲

肯

』
℃
母

寒

》
動

宕
箒

旨
§

8

.
o
一け
も
」
お
・)

し

か

も

、
少

な

か

ら

ざ

る

非

公

式

の
地

域

社

会

結

社

が

、

最

近

、

代

表

性

と

い
う

役

割

を

果

た

し

て

い

る
よ

う

に

お
も

わ

れ

る
。

(
客

国
。
目

ざ

8

5

0
貫

P
薩

e

他

は

、

地

域

住

民

結

社

(
器

ω
一〇
①
耳

巨

o
o
日
日
=
三
け嘱

器
。・
o
。
響

δ
口
ω
)

で
あ

る

。

地

域

住

民

結

社

は

、

地

方

の
不

動

産

契

約

諸

法

規

(
一〇
$

一
お

巴

Φ
ω
$
8

一曽
芝
ω
V

の

下

に
規

律

さ

れ

る
住

宅

所

有

者

の
私

的

組

織

で
あ

る
。

当

該

組

織

の
構

成

員

は

、

一
般

に
、

彼

ら

の
間

か

ら

、
政

策

形

成
委

員

会

(
四

〇
〇
一一〇
《

日
艮

言
oq

8

5

0
一一)

委

員

を

選

挙

し

、
会

費

を

強

制

的

に
徴

収

さ

れ

、

土

地

の
管

理

・
運

営

(
冨
日
α

日
き

曽
ぴq
Φ
臼
窪

O

の
よ

う

な

、

一
種

の
公

共

事

業

を

遂

行

す

る
。

当

該

組

織

は

、

私

的

政

府

(
切
同
一く
簿
叶Φ

ゆq
O
<
Φ
吋
口
昌P
Φ
口
叶ω
)

と

も

呼

ば

れ

、

そ

の
数

を

伸

長

さ

せ

て

い
る

。

一
九

六

〇
年

に

は
、

当

該

組

織

数

は

一
〇

〇

〇
以

下

で
あ

っ
た

の
が

、

一
九

九

〇
年

に
は

=

二
万

に
飛

躍

し

、

さ

ら

に
、

ア

メ
リ

カ

人

口

の

一
二

%
な

い
し

一
五

%

が

こ

れ
ら

の

組

織

に
加

入

し

て

い

る
。

(
幻
o
σ
Φ
詳

↑

9

盲
Φ
き
.幻
Φ
ω
一α
Φ
三

巨

O
o
日

日
巨

一畠

〉
ω
ω
o
o
蜂

冒
。。
旧
H
ω
の
墓

ρ

Hヨ
冒

2

ω
噛
国
巳

力
巴
Φ
<
黛。
口
8

8
同
い
o
o
巴

O
o
<
Φ
毎

8
窪

什.噌
勲

鷺
㊦

き

儀

卜
8
巴

O
ミ

Φ
越
臼
Φ
ミ

寄

ミ
。
ヨ

菱

鎗

(
壽

措
、
一
逡
」)も

」
9。

(
5
)

∪
・
国
勇

o
ω
8

巨
o
。
5

b口
忌

魯

偽

恥
卜
Φ
嘘
落

貯

や
9

臼
亀

亀

、
さ

膏

》
魁
巨

夏
。・
§

駄
8

、
0
8

讐

Φ
⑦
ω
魯

賎

魯
Φ
》
無
巨

ミ
。・
§

ミ

Φ
恥
§

9

N
漣

q
-」
逡

沁

N
O
O
g

O
b
中
一
ρ

(
6
)

9

巴

の
ρ

冒
口
Φ
の
b
8
勘
建
措

b口
黒

肉
o
轟
、
寒

題

富

の、
9

旨
簿

Φ
鴇

勘
民

簿
Φ
中

亀

儀
魯
§

§

魁
隻

竈
塗

P
9

(
7
)

大
統
領

が
行
政
部

に
信
頼
を
寄

せ
ざ

る
を
え
な

い
主
た

る
理
由

は
、
行
政
部
を
構
成
す

る
各
省

庁

の
長
が
、
多

様
な
顧
客
層

(
8
昌
。・口
葺
窪
。
一Φ
。・)

の
諸
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利
益

の
問

に
、
多
方
向

へ
の
散
乱
を
避

け

一
つ
の
連

鎖
を
緩

や
か

に
結

ん
で
ゆ
く
と

い
う
、
絶
妙

な
バ
ラ

ン
ス
を
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す

る
事

情

に
よ
る
も

の
と

い

っ
て
よ
い
。

(
国
o
げ
Φ
昌

中

一鼠
o
一巴

o
ρ

§

o
》
臼
Φ
眠
o壁

等

Φ
臨
飢
Φ
鼻

笥
S

Φ
9

き
8

勺
即
一
刈
。。
-一
。。
じ

大
統
領
は
、

こ
の
よ
う

な
顧
客

層

の

一
者

に
す
ぎ
な

い
。

他

の
有
力
な
顧
客
層
と

し
て
、

一
つ
に
、
各

省
庁
内

の
職
業
行
政
官
、

二

つ
に
、
当
該
省
庁

の
行
動

に
対
す

る
監
督
責
任
を
有
す

る
ほ
か
、

そ

の
施
策

を
認
可
し
当
該
省
庁

の
た
め

の
歳

出
を
勧
告
す
る
責
任
を
負
う

議
会

の
常
任
委
員
会
、

そ
し
て
、
議
会

両
院
内

に
自

己

の
支
持
勢
力
を
結
成

し
各
省
庁

に

対
し

て
自
己
利
益

の
代
弁
を
期
待

す
る
、
社
会

に
お
け
る
組
織
化
さ
れ
た
特
殊
利
益

、
が
あ
げ

ら
れ
よ
う

。
も

し
大

統
領
が
、

こ
の
よ
う
な
顧
客

層
の
諸

利
益
間

の
均

衝

の
維

持
は
自

己

の
政
策
目
標

の
達
成
を
挫
折
さ
せ

る
も

の
と
結
論

し
た
な
ら
ば

、
そ

の
と
き

、
大
統
領
は
、
各
省
庁

の
長

で
あ

る
政
治

的

行
政
官
を
罷
免
す

る
こ
と

に
な
る

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ

の
よ
う

な
場
合

で
も
、
大
統
領
は
、
完
全
な
自
由
裁
量
権
を
保
持
し

て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

大
統
領

は
、
法

的
に
な
し
う

る
こ
と

で
も
、

こ
れ
を
政
治
的

に
は
な

し
え
な

い
の
で
あ

る
。
大

統
領

の
法

的
行

為
と
政
治
的
行
為

の
対

照
は
、
鮮

烈
と

い

わ
ざ

る
を
え

な

い
。
大
統
領

の
行
為
は
法
と
政
治

の
二

つ
の
力
学

の
交

錯
に
お

い
て
成

立
す
る
と

い

っ
て
よ
か

ろ
う
。
す
く
な
か

ら
ざ

る
政
治
的
行

政
官

は
、

国
民

の
様

々
な
要
素

の
問

に
お
け

る
の
と
同
様
、
議
会
内

に
強
力

な
支
持
基
盤

を
構
築
し
う

る
だ
け

の
巧
知
と
政
治
的
才
能

に
恵
ま

れ

て
い
る
。
し

た

が

っ
て
、
大
統
領
は
、
仮

に
彼
ら
を
閣
内
か
ら
閣
外

に
追
放

し
た
な
ら
ば

、
多
大

の
政
治
的
損
失
を
蒙

る
こ
と

に
な

る
で
あ

ろ
う
。
げ

ん

に
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
政
権

の
商
務
長
官

(ω
Φ
臼
Φ
9
曼

o
眺
O
o
B
日
巽
8
)
は
、
大
統
領
と
直
裁

に
対
立
す

る
政
策
的
立
場
を
採
択

し
、
政
策

に
お

い
て
大
統
領

と
図

式
的

な
対

置
関
係

の
上

に
立

つ
と

い
う
事
態
が
、

し
ば

し
ば
現

出
し
た
。
し
か
し
、
商
務
長
官

の
議
会
と

の
問

に
牢

固
と

し
て
確

立
さ
れ
た
親
和

関
係
と

財

界

の
強
力
な
諸
利
益

の
間
に
形
成

さ
れ
た
強
大
な
支
持
基
盤
と
を
考

慮
す
る
と
き
、

ロ
ー
ズ

ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
商
務
長
官
を

閣
外

に
放

逐
す
る
よ

り
も

、
む
し

ろ
閣
内

に
留
め
お
く

こ
と
が
得
策

で
あ
る
と

い
う

、
結
論

に
達
し
た

の
で
あ
る
。

(
ω
①
Φ

幻
曽
コ
O
国
目

園
甘

δ

団

帥
昌
山

O
居
P
O
Φ

切
H
摯Ω
昌
評
嵩
戸

∩
ぎ
鷺

恥
ψ

穿

Φ

し口

億
『
Φ
恥
q
O
建

O
恥
O
ω
聴

勘
旨
亀

、
q
ぴ
昏

ぎ

自
O
聴

」
℃
翌

b
・ω
α
・
)

ま

さ

に

、

C

・
ク
ー

リ

ッ
ヂ

(
O
巴
く
ぎ

O
o
o
ま

oq
Φ
)

政

権

の

下

に

お

い
て
副

大

統

領

に
就

任

し
、

い
わ

ゆ

る

∪
曽
≦
Φ
ω
剛
冨
口
の
立

案

者

で
あ

り

、

ノ

ー

ベ

ル
平

和

賞

を

授

与

さ

れ

た

C

・
G

・
ド

ー

ズ

(
(∪
げ
薗
同
一①
ω
∩
甲O
けΦ
ω
H
)O
<
¶
Φ
ω
)

が

指

摘

す

る
通

り

、

「
閣

僚

は
、

大

統

領

の
生

来

の
敵

に

ほ

か
な

ら

な

い
」
。

(
自o
Φ
Φ

自

P
村
O
一α

Gり
①
一α
H
口
降診
類
矯
ミ

財
.O
ψ

寅

9
睦
.財
.O
嵩
旨
鳩
勘
旨
箴

曳

9
ミ

Φ
5

」
㎏
S

b
甲刈
トの
)

(8
)

現
代
政
府
は
、
民
主

制
国
家

の
規
制
緩
和

(
儀
興
Φ
oq
三
匿

8
)
、

民
有

化

(
(
胃
貯
巴

N
豊

8

)
、
そ

し
て
、

政
府

再
生

(ぢ
く
Φ
コ
け
ヨ
oq

σq
。
<
Φ
∋
日
8

0
、

以

上

の
三
者

が
、
合

わ
せ
鏡

の
よ
う

に
対
応

し
多
声

的

に
交
響

す
る
、
企
業
家
型
政
府

(
Φ
目
育
8
お
器

巨

巴

ゆq
。
<
Φ
目
日
Φ
口
O

へ
と
果
敢
な
反
転
を
遂
げ

つ
つ
あ

る
。

財
貨

と
用
役

の
最
大
生
産
と
そ

の
公
平
な

分
配
を

至
上

の
政
治
課
題
と

し
て
捉
え

る
二
〇
世
紀

の
福
祉
型
政
府

(
≦
Φ
臣

器

①q
o
<
Φ
旨

日
Φ
目
O
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は
、
公
共
政
策

(
薯

げ
一一〇
〇
〇
ぎ

く
)

の
対
象
範

囲

の
拡
張
と

政
府
規
模

の
増
大
と
を
特
色
と
す

る
。

[拙
著

前
掲

一
頁
ー

二

一
頁
、
四
九
頁
ー

五
四
頁

参

照
)

(
ω
①
①
巴
ωρ

冒

ω
ρ

客

国
帥
巴

ω
9

Φ
包
巽

9

0
0
く
Φき

臼
魯

叶
》

℃
さ

貯

》
量

貯
詠
慧

職
§

諒

選

Φ
&

く
9

b。
O
O
鱒

昌

0
8

蹟

Φ
写

巴

Φ
ユ
o
ω
8

曽
巳

国
Φ
<
巨

φ

ω
巨

豊

憲

Φ
、
さ
書

卜
量

貯
詠
慧

駄
§

憲

8
黛

窪

$

ミ
8

・
呂

9

器
一
9
毛
三
琴
8

(
Φ
α
)矯
国

§

切
霞
g
竃
§

亀

8

b口
竃
玖
津

鴇

穿

融
竜
嵐
給
、

卜
o
頓
曳

簡
旨
軋

、
o
甘
繁

房
魯

塁

貯

淋》
Φ

寄

飴
蕊

旨
、
臼
勘
職
§

o
㌦

O
o
奉

§

臼
Φ
ミ

恥
鶏

ミ
8

ψ

婚
S

g

U
o
昌
巴
位

即

閑
o
け拝

竈

Φ

寄

恥
旨
。。ぽ

、
臼
勘
隣
o
旨

o
、

O
ミ

Φ
導

§

8
、
、
き

ミ

》
軋
§
貯
厭硫
欝

職
§

ま
㌧
↓
ミ
魯

量

壽

叶
9

ミ
ロ
曼

》
臼
Φ
識
罫

き
爵

]

な

お

、

こ

こ

に

い
う

公

共

政

策

と

は

、

「
政

府

に

よ

る
作

為

も

し

く

は

不
作

為

の
選

択

の
す

べ

て
」

(
毛
げ
鉾
Φ
<
興

oq
o
<
Φ
旨

日
①
口
辞ω

o
げ
o
o
ω
Φ

8

α
o

自

口
9

8

α
o
)

で
あ

る

。

(
↓
げ
O
日
曽
ω
国

∪
団
Φ

S

飢
Φ
お

壁
旨
§

晦
、
儀
ぴ
ミ

ぎ

謡
6
聴

」
O
導

Φ
9

N
O
g
N
b
.一
.)

す
な

わ
ち
、

(拙
著

『
政
治
学
』

(
一
九
七
九
年
)

(学

術
図
書

出
版
社

)
三
頁
-
十

四
頁
参

照
)
、

二
〇
世
紀

の
行
政
国
家

に
お
け

る
政
府

の
政
策
と
行

為
は

、

《
人

間
環

境
保
全

の
秩
序

形
成
》
を

目
ざ

し

て
、
そ

の
固
有

の
管
轄
領

域

で
あ

る
軍
事

、
外
交

の
両

分
野
は
も

と
よ
り

、
社
会

、
経
済
、
教
育

、

文
化
、
科

学
な
ど

の
、
あ
ら

ゆ
る
生
活

領
域

の
隅

々
に
ま

で
深
く
浸
透
し
、
そ

こ
に
い
る
人

々
の
多
様
な

生
活
様
式
を

巨
細

に
わ

た
り
規
制
す
る

こ
と

に

よ

っ
て
、
国
民
生
活

の
諸
相

の
あ
り
方

に
、
ト
ー
タ

ル
な
影

響
力
を
行
使
す
る

に

い
た

っ
た
。

こ
の
た
め

、
前

世
紀

に
は
、
国

民
生
活

の
実

態
が
、
社
会

経
済
生

活

の
調
和

的
秩
序

の
生
成

・
維
持

・
発
展
を

目
ざ

す
政
府

の
調
整
的

・
指

導
的
な
総
合
的
計

画

の
形
成
と
実
施

に
よ

っ
て
、
大
き

く
左
右
さ

れ
、

私
的
領
域

が
ほ
ぼ
全
面
的

に
政
府
権

力
に
よ
る
公
的
規
制

の
対
象
と
さ
れ
る
と

い
う
、

い
わ
ゆ
る

「
生
活

の
政
治
化
」

(σq
o
<
Φ
唇
目
Φ
昌
巴
一N
鋤
ま

口
o
h
獄
け
)
と

呼

ば

れ

る
現

象

が
、

出

現

し
た

。

(
∪
曽
≦
α
U

]≦
O
閑
Φ
帥
戸

憲

㌧
量

勘
旨
儀
等

Φ
跨

q
「
Φ
ミ

職
畠
矯
」
漣

釦

O
曹①
ω
①
・)

換

一自
す

る
な

ら
ば

、

こ
れ

は
、

二

〇
世

紀

の
福

祉
型
政
府
が
、
自
己
の
政
策
と
行
為
と

い
う
巨
腕
を
、
社
会
経
済
文
化
生
活

の
奥
深
く
ま
で
伸
張
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
民
全
体

の
生
存
と
そ
の
将

来
を
保
障
し
、
国
民
生
活

の
維
持

・
発
展
に
不
可
欠
で
あ
る
財
貨
と
用
役
の
諸
種

の
給
付
を
自
ら
積
極
的
に
展
開
す
る
生
存
配
慮
の
責
任
主
体
と
し
て
、

登
場
す
る
に
い
た

っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
す
ぎ

の
ア
メ
リ
カ
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
次
の

一
文
に
、
容
易
に
う
か
が
わ

れ
よ
う
。

63

[
∪
曽
く
置

∪
』

①
お

ρ

.臼

冨

O
。
。
伽身
H
Φ
ω
の
」

巳

≦

霞

鑓

囑

。。
・
ω
冨

α
日

き

団
・
(
Φ
α
曹)

Ω

げ
き

頓
P

」
も
塗

b
・ω
Ω

噛
き

魁
Φ
き

』賦
旨
鴨
》
臼
Φ
嵐
爵

旨
O
o
<
o
録

臼
魯

叶
憲

Φ
b
Φ
白
働
自
駐

o
、
砺
8

愈
、
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50

Grea#

Societ

＼

0

∩
V

O

ハU

4

3

3

2

 ↑o
召

o
庄

o
拐

Φ
∈

o
O

ω
ω
0
6

ち

Φ
O
o
芒

8

」Φ
住

諏

1.

190019201940196019801995

191019301950197019902000

Year

図1政 府規模の拡大

「
か

つ
て
は
、
我

々
の
生
活

の
な
か
に
占

め
る
政
府

の
増
大

し

つ

つ
あ
る
役
割

に

つ
い

て
、
警

鐘
を
乱
打
す

る

こ
と

が
、
時

流

に
適

っ
た

こ
と

と
さ
れ

て

い
た
。

し
か

し
、
今

日
で
は
、

ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
、

フ

ェ
ア
ー
デ

ィ
ー
ル

(
閏
帥
貯
∪
Φ
四
ご
、

ニ

ュ
ー

フ
ロ
ン
テ

ィ

ア
ー

(
乞
Φ
≦

国
『
O
口
什一①
同
)
、
偉
大

な
社
会

(
O
器
鉾

ω
0
9
Φ
な
)
と

い
っ
た
、
若

干
を

指
摘

し
た
だ
け

で
も

、

こ
れ
だ
け

の
様

々
な
標
題

の
下

に
、
政
府

は
明
ら
か

に
、
人

々

の
ほ
と

ん
ど
す

べ
て

の
営
為

の
所
有
者

、
管

理
者

、
推

進
者
、
規

制
者
、
あ

る

い
は
協

力
者
と

し
て
、
立
ち

現
れ
る
に

い
た

っ
て

い
る
」
。

こ
う

し

て
、

二
〇
世
紀

の
政
府

は
、
か

つ
て
の
ご
と

く
、
国

民

の
自
由

に
対

す
る
圧

殺
者

と
し

て
、
否
定

的

に
捉
え

ら
れ

て

い
る
の
で
は
な
く
、
む

し

ろ
、
国

民

の
生
存

と

そ

の
将
来

の
保
障

に
必
須
と

さ
れ
る
各
種

の
生
活

給
付

を
主
体
的

に
遂
行
す

る
責
任
者

と

し

て
、
あ

る

い
は
、
社
会
共

同

の
福
祉
を

増
進

す
る
た

め

の
社

会
変
革

の
手

段
と
し

て
、
肯
定

的
に
把
握

さ
れ

て
い
る
。

こ
う

し
た
政
府

に
対
す

る
人

々
の
認
識
と

評
価

の
変
化

は
、
し
ば

し
ば

、
引

用
さ
れ

る
L
.
D
・
ホ

ワ
イ
ト

(
　[
Φ
O
　
薗
同
α
∪
.
ぐ
『
ゴ
算
Φ)

の
次

の
古

典
的

一
句

に
、
簡
潔

に
示

さ

れ

て

い
る
。

(
い
、
∪
●
ミ
建

鉢0

密

讐
o
魁
§

賦
o
旨

8

簿

Φ

⑦
欝

織
k

o
㌦
℃
口
守
凝
o

》
量

賊泣
吻
§

隣
o
挿

紳

俺
0
9

這
食

b
9

■
二
〇

〇
年
前

の
人
民

は
政
府

に
対

し

て
圧

政
以
外

の
何

も

の
を

も
予
期

し
な
か

っ

た
。

一
〇
〇
年

前

に
は

、
人
民
は
政
府

が
彼
等

を
放
任

し
て
お

い
て
く

れ
る
こ
と
を
主

と

し

て
望

ん
だ
。
今

日
で
は
、
彼
ら
は
、

政
府

の
多
種
多

様

の
役
務
と
保
護

と
を
期
待

す

る
。
西
欧
世
界
を
通
じ
て
政
府

に
対
す
る
人
民

の
要
望
は
不
断

に
増
加

し

つ
つ
あ

る
」
。

訳
文

は
、
長

浜
政
寿

「
国
家

機
能

の
文

化
と
集

中
」

『
近
代
国
家

論
』

(第

二
部
機
能

)

(
一
九
五
⊥
ハ
年

)

(引
文
堂
)

三
頁

に
よ

る
。

こ
の
よ
う
な

二
〇
世
紀
に
お
け

る
政
府

…機
能

の
異
常

肥
大
は
、
も

と
よ
り
、
そ

の
実
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WhattheFederalGovernmentDoes WhatStateandLocalGovemment$Do

Defense

SocialSecurity

andMedicare

Interestonthe

NationalDebt

Hea吐h

Education

Heaoth

andHospotals

Welfare

Highways

Welfare

Transportation

Education

NaturalResoyrces

andEnvironment

L.aw
Enforcement

AllOther嚢

Policeand
Fire

Sanitation

Prisons

Na#yralResoyrces

andEnvironment

AllOther*

05101520253035

PercentageofTotalFederal

SpendingforVarioysFunctions

*lnclydwsscienceenergy
,agriculture,housing,

veterans,intemationalaffairs,andgeneral

government.

05101520253035

PercentageofAllState-Local

SpendingforVarioysFunctions

*Inclydwshoysingandcommyni#ydwvelopmen

patksandrecrwatio,governmentaladministratic
andinterest,

SOURCES:図1,図2と ともにBudgetoftheUnited(}oyθ アκ那εη',2001,・StatisticalAbstractoftheUnitedStates,1999.

図2 公共政策:政 府の行為

体

的
な
政
策
決
定
機
構

で
あ

る
立
法
、
行

政
両
部
門

の
役

割

の
絶

対

的
増
大

を
意
味
す

る
。
け
れ
ど
も
、
二
部
門

の
間

で
も

、
公
共

政
策

決
定

の
主
導
的
役
割

に
お
け

る
行

政
部

の
立
法
部

に
対
す
る

相
対
的

優
位

は
、
決
定
的
と
な

る
。
こ

の
よ
う

な
政
府
機
能

の
拡

大
集

中
現
象
を

、
若

干

の
数

量
的
事

例

に
よ

っ
て
示
す
な
ら
ば

、

次

の
よ
う

に
な
る
。

(
日
即
b
網
ρ
8

・
葺

も

b
・卜。
φ
)

二

〇
世
紀
を
通
じ

て
、
政
府

は
、
絶
対
的
規
模

に
お

い
て
も

、

ま
た
、
国
民
経
済

の
規
模
と

の
関
連
性

に
お

い
て
も
急
成
長
を
遂

げ

た

。
経

済

規
模

は

、
通

常

、

G

D
P

(
Ω
容
ω
ω
u
o
日
Φ
ω
口
o

国

o
曾

9
)

(
国
家
が

一
年
間

に
産
出
し
た
財
貨
と
用
役

の
総
量
)

に
よ

っ
て
、
計
測
さ
れ
る
。

二
〇
世
紀

の
開
始
期

に
は
、
G

D
P

に
占

め
る
政
府

の
比
率
は
僅
か
八
%
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
さ
ら

に
、

政
府
活
動

の
ほ
ぼ
す
べ

て
が
、
州
及
び
地
方

の
政
府

に
よ

っ
て
実

施

さ
れ

て

い
た
。

二
度

の
世

界
大
戦

、

ニ

ュ
ー

デ

ィ
ー

ル
諸
施

策
、

一
九

六

〇
年
代

、

一
九
七

〇
年
代

の
偉

大
な
社
会
諸
施

策

の

展
開
、
こ
れ
ら
す

べ
て
が
、
政
府
規
模
を
、
と
く
に
連
邦

政
府
規

模
を
著

し
く
拡
大
さ

せ
る
こ
と
と
な

っ
た

(
図

1
参
照
)
。

国
民

経
済

と

の
関
連

に
お
け
る
政
府
規
模

の
拡
大
は
、
レ
ー
ガ

ン
政
権

(
叶げ
Φ

菊
⑦
螢
ゆ身
鋤
目

b
同
Φ
ω
一〇
〇
⇒
O
団
)

(
一
九

八

一
年

-

一
九

八
九
年

)

の
時
代

に
、
平
準
化

さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

レ
ー
ガ

ン
政
権

の
成

立
は
、
連
邦
政
府

が
、

一
転
し

て
、
福
祉
型
政
府
か
ら
企
業
家
型

政
府

へ
と
、
進
む

べ
き
方
向

を
切
り
替
え
た
転

回
点

に
な

っ
た
と

い
え
よ
う
。

一
九
九

〇
年

代
に
お
け
る
経
済
は
、
政
府
歳
出
額
以
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上
に
急
速

に
成
長

し
た
。
そ

の
結

果
、
経
済
と

の
関
連

に
お

い
て
、
政
府
規
模

は
、
縮

小
し
た
。
こ
こ

に
は
、
政
府
職
能

の
新

た
な
変

奏
が
、
穏
や
か

に

響

い
て

い
る
。
現
在

、
連
邦

・
州

・
地
方

の
諸
政
府

の
歳
出
額
総
計

は
、
お
よ
そ
G

D
P
の
三

〇
%

に
相
当
す

る
。

こ
の
歳
出
額

の
三
分

の
二
以
上
ー

G

D
P

の
約

二
〇
%
1

は
、
連
邦
政
府

に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
五

〇
の
州
政
府
と

八
七

〇
〇
〇

の
地
方
政
府

(市

(。
三
①
の)
、
郡

(
8
§

膏

色
、
小
都
会
並

び
に
郡
区

(8
箋
霧

雪

α
8
妻
⇒
の
ω臣
O
)
、
学
区

(の
。
げ
0
9

岳
の
区

9
ω)
そ
れ

に
、
水
道
な
ど

の
公
益
事

業

の
対
象

地
域

と
し
て
、
州
内

に
設
置
さ
れ
た
特
別

区
域

(ω
o
Φ
自
巴

亀
ω
三

9
ω
)
)

の
双
方

の
歳
出
額
を
合
算

し
て
も
、
そ

の
数
値
は
政
府
歳
出
額
全
体

の
三
分

の

一
以

下
ー

G
D
P

の
お
よ
そ

一
〇
%

に
す
ぎ

な

い
。

も
と

よ
り

政
府

行
為

の
す

べ
て
が
、
政
府
歳

出
額
に
反
映

さ
れ

て
い
る
わ
け

で
は
な

い
。

例
え

ば
、
政
府

に
よ
る
規
制
活
動

は
、
と
く

に
、
環
境
規
制

は
、
個
人

や
事
業

団
体

に
、
多
大

の
負

担
を
課
す
。

こ
れ
ら

の
負
担

は
、
政
府

予
算

に
明
示
さ
れ

て
い
な

い
。

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
政
府
歳
出
額
は
、
政

府
…機
能
と

そ

の
間

の
優
先
順
位
と

を
示
す
共
通

の
指
標

で
あ

る
。

図
2
に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
連
邦
政
府
は
、
国
防
を
含
む
他

の
諸
機
能
よ
り
も
、
社
会

保
障

(G。
o
o
巨

ω
Φ
o
霞
一¢
)

や
老
齢
者
医
療
保
障
制
度

(竃
Φ
9
0
母
Φ
)
な
ど

の
、
高
齢
者
保
護

に
、
多
額

の
資
金
を
支
出
す
る
。
連

邦
政
府

の
福
祉
健
康
増

進
諸
施
策

は
、

予
算
支

出
額

の
相
当

部
分
を
占
め

る
。
し
か
し
、
教
育

に
対
す

る
当

該
政
府

の
財
政
支
援
は
、
少
額

に
と
ど
ま

る
。
合
衆
国

に
お
け
る
州

並
び

に
地
方

の
諸
政
府

は
、
公
教
育

費

の
主
要
部
分
を
負
担
す

る
。
福

祉
健
康

増
進
諸
機
能
は
、
幹
線
道
路

の
建
設

・
維
持

や
法

律

の
執
行
以
上

に
、
予

算
額

に
占

め
る
巨
費
を
使
用
す

る
。

(
9
)

匹
9
⇔
a

勺
。
雪

び
2
。q
潟

8
§

巳
§

鴫
肉
8
吻
Φ
邑

瑳

9

奉
越
白
魯

汁
臣

Φ
9

旨
§

く
Φ
鋸

ミ

興

穿

象

薯

㊦
諦

§

旨
§

蹴
§
L

題
艶

§

竈
蝕

窟

ゆ

(
10
)
拙
著

『現
代
行
政
学
』
四

一
頁
i
四
九
頁
参
照

(
11
)

<
き

田

需

製

雰

登

受

9

注
o
q

⑦

Ω
蕊

⑦
興

ミ
o
P

N
塗

や
ω
N

(
12
)

ω
Φ
Φ
q

ψ

牢

a

9

匿

。。
9

巨

#
Φ
Φ
8

>
α
巨

巳
ω
賃
魯

く
Φ
ζ
き

帥
ぴq
Φ
日
Φ
9

沁
魯

自

琳
9

さ
①
9

巨

§

①
§

卜
冒

註

。。
§

辱

Φ
さ

起

oq
Φ
白
亀

ひ
」
捻

N

,
卯

(
13
)

ω
8

ρ

の

切
蓬

Φ
雲

。
h
嘗

Φ
O
Φ
霧

ロ
ω

。
巳

ω
o
。
巨

ω
。
δ
目

Φ

国
Φ
ω
Φ
母

。
げ

O
o
巨

鼻

砺
壁
駐

欝

巴

§

外ミ

9

融
Φ

q
艮

亀

硫
§

8

串

o
臼

9

ご
自
甦

δ
§

霧

巳

導
Φ
中

8

亀

ひ
這

鉛

㌻
一
9

(
14
)

ω
Φ
Φ
"

<
帥
日

田
b
g

o
戸

9
r

,

。。
刈
卜。
.

(
15
)

H
σ
峯

戸
。。
刈
帥

(
16
)

H
甑
9

,
ω
刈
曽
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(
17
)

口

声

幻
o
ω
8

巨
o
o
声

、
さ

ミ

ト
量

』§

亀
吻
§

9
阜

§

暑
凌
欝
旨
§

偽

§

建
題

白
魯

針
ミ

欝

ψ

き

亀
訂

ミ

貯

建
①
℃
q
霞

o
砺
Φ
6
鉢負

Φ
良

8
h

ひ

b
b
b
Q◎
ω
面
Q◎
卜

ω
Φ
Φ
p。
尻
o
§

①

§

蹄
Φ
気
⑦
慰
融
恥
切
山
麿

鉢
討

窪

①
㌦
寡

O
旺

寄

働
『
N
蕊

◎

働
旨
儀
N
§

」
逡

ト

(
18
)

∪
.
国
・
国
o
ω
①
昌
旺
8

ヨ
噂
、
q
ぴ
涛

》
量

営
尉
欝

誉

貸

8

.
亀
ひ
㌻
襲

(
19

)

H
げ
一倉

b
』
◎◎
吟

。。
8

↓
冨

○
曲
8

9

冨
蝉
口
p
oq
Φ
日
Φ
三

き

自
bd
ロ
α
oq
Φ
け

§

Φ

§

隷
Φ
亀
恥
賦
融
吻
切
q
爵

o
外
営

窪

無

壽

oミ

寄

舞

」
蕊

9

」
馨

窟
鑓

(
20
)

U
.
国
・
閑
8

Φ
昌
巨
o
o
ヨ
℃
、
口
ぴ
腎

》
量

貯
詠
器

駄
o
鼻

o
b
.
o
貫

娼
』
Q。
ド

(
21

)

H
ぼ

9

b
幽bQ
Q◎
α
.

(
22
)

ω
⑦
①
∪
出

噛
閑
o
の
Φ
昌
巨
o
o
員

、
冑
ぴ
書

》
量

」巨
砺
§

吐
§

樋
8

}
9
け
も

U
b
Q。
①
-N
O◎
N

碧

α

.〉
ユ
巨

巳
の
q
魯

<
Φ
い
帥
≦

き

仙
幻
紹

巳
9
ま

戸
.
5

}
9
爵

幻
9

貫

芝

.
野

a

亀

自
=
血
同
Φ
費

四
巳

Ω
Φ
琶

α

一
.
≦

匿
Φ
同

(
Φ
3

欝

旨
き

o
魯

鼠

、
さ

濤

》
良
§
貯
尉
欝

賦
O
員

昏

飢
Φ
負

』
§

遭

・韓

軌
艶
'

(
23
)

U
・
昌

幻
o
ω
8

互
8
β

》
旨

貯
詠
塁

吐
く
①
卜
勘
ミ
ぽ
『
、
さ

昏

§

建

題
謎
、
諫

ω
題

§

ミ

、
さ

ミ

寒

団
き

俺
』
堅
臼
』夏
の
§

駄
§
℃
鎗
9
榊
窟
」
ト

(
24
)

ρ

○
」
o
器

ω
婚
恥
P
9
建

器

b口
黒

肉
O
口
勘
、
寒

旨
魯

窃
、
9

旨
讐

$

。。
山
旨
織
等

①
。。、既
魯

o
聴

8

h

針
噂
ゆ

(
25
)

9

ψ

O
o
昌
oq
お
ω
ρ

§

鷺

切
玖
o
自
巴

肉
Φ
8
触
A

<
o
蕊

9

蕊

臨

9

旨
騨

昏

賎
鞄

塗

」

漣

9

勺
職
鎚

(
26

)

H
げ
一q

,

俸
㎝
ω
↑

(
27

)

H
げ
置

・
U
侭
㎝
ω
ω
.

(28
)

行
政
手
続
法

(>
O
巨
巳
ω甫
註

く
①
牢
0
8
◎
霞
Φ
》
9
)
(》
勺
》
)
と
は
、
連
邦
政
府
諸
機
関
が
従
う
べ
き
手
続
に
お
け
る
画

一
性
と
公
開
性
と
を
確
保
す

る
こ
と
を
意
図
す
る
。
当
該
法
は
、
行
政
部

の
規
制
と
意
思
決
定
を
形
成
し
執
行
す
る
行
政
諸
機
関
の
運
用
状
況
を
律
す
る
主
要
な
法
律

で
あ
る
。
行
政

手
続
法

の
定
め
る
と
こ
ろ
は
、
①
新
た
な
規
則

の
公
布
以
前
に
、
聴
聞
会
の
開
催
場
所
、
開
催
年
月
日
、
そ
れ
に
、
提
案
さ
れ
て
い
る
規
則
の
改
正
内
容

を
含
む
告
知
。
②
す
べ
て
の
告
知
な
ら
び

に
新
た
な
、
も
し
く
は
、
改
正
さ
れ
た
行
政
部

の
命
令

の
規
則

・
規
制
の

「官
報
」

(国
巴
Φ
二
閑
Φ伊q幹

興
ω
)

へ

の
公
示
。
な
お
、
行
政
機
関

の
命
令

(巴
自
巳
。・q
巴
くo
oa
&

と
は
、
行
政
機
関
が
、
個
人
も
し
く
は
私
企
業
な
い
し
私
的
組
織
に
対
し
て
発
す
る
法
的
効

力
を
有
す
る
命
令
を

い
う
。
③
す
べ
て
の
聴
聞
会
の
運
営
に
お
け
る
適
正
手
続
の
基
本
原
理
を
推
進
す
る
手
続

の
施
行
。
④
行
政
機
関

の
作
為
も
し
く
は

不
作
為
に
よ

っ
て
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
す
べ
て
の
個
人
に
対
す
る
司
法
審
査
請
求
権
の
保
障
、
な
ど
で
あ
る
。
上
訴

の
場
合
、
裁
判
所
は
、
不
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当
、
専
断
、
憲
法

上
保
障

さ
れ

た
権
利

の
侵
害

、
事

実
に
よ
る
立
証
不
能

、
議
会
に
よ

る
行
政
機

関

へ
の
委
任
権
限

の
範
囲

の
逸
脱

、
あ

る

い
は
、
必
須

手
続

の
違
反
、
な
ど
と
看
徹
さ
れ

る
行
政
機
関

の
作
為
を
、
無
効
と
宣
言
す
る

こ
と
が

で
き
る
。

(ω
①
⑦
即

O

O
げ
き

α
一Φ
p
巳

9
0
.
勺
一き

ρ

憲

o
勺
口
寒

6

卜
量

貯
誘
露

賦
§

b
暁o
駄
o
愚
§

o
ウ

o
貫

b
,
。。
認
噛
ω
認

b

Q。
一
.
∪
碧
罷

Qり
昏
巳
貫

穿

鴇
箆

8

Φ
§

ミ

、
魯

誉

》
旨

貯
む
器

隣
§

§

肛
勺
口
寒

鳥
謹

6
聴

き

黛

降
S

A
P
A
に
は
、

《
規
則
作
成
法
》

(
毎
一①
自

勢
げ
ゆq
真
0
8
ω
色

と
呼
ば

れ
る
要
件

が
存
在

す
る
。
そ
れ
は
、
既
に
指
摘

し
た
よ
う

に
、
提
案
さ
れ
た
規

則

の
す

べ
て
が
、
「
官
報
」

に
公
示
さ
れ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の
規
則

が
効
力
を
発
す

る
以
前

に
、
当

該
規
則

の
変
容

に

つ
い
て
、
人

々
が
論
評
し

提
議
す

る
機
会

が
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新

規
則
は
、
公
示
か
ら
最
低
三

〇
日
を
経
過
し
な
け
れ
ば
、
発
効
し
な

い
。
若

干

の
規
則
作
成

に
は
、

公
聴

会

(
害

σ
一一〇
げ
$
「
冒
屯

の
開
催

が
含
ま

れ

る
。

こ

の
要
件

に
加
え

、

A
P

A
は
、
連

邦
政
府

に
お
け

る
規

制
諸
機

関

(
け
匹
興
巴

器

αq
巳
讐
o
蔓

曽
oq
Φ
口
。
瞬Φ
ω)

に
、
自

ら

の
機
能

、
政
策

、
そ
れ

に
手
続
を

、
公

開
す

べ
き
旨

の
条

項
を
設
け

て

い
る
。
こ
う
し
た

こ
と
か
ら
、

A
P
A

の
基
本
目
的

は
、

一
般

人
、
実
業
、

そ

の
他

の
諸
組
織

が
、
彼

ら

に
影
響
を
及

ぼ
す
と

お
も
わ
れ

る
連
邦

政
府

諸
機
関

・
諸
機

関

に
よ
る
規
制

・
そ

の
他

の
政
策

・
手
続

、

な
ど

に
関
す

る
情
報
を

、
確
実

に
入
手

し
う

る
と

い
う

こ
と
を
、
保
障
す

る
こ
と

に
あ

る
。

(
∪
・
ω
9
三
貫

8

.
o
押

P
g
d
図
い
"茸
6
"＼
≧

ωαq
o
<
ヨ
8
⇔
σ
o
昇

o
o
日
＼
凄

茜
昌
＼
σ
旨
の
＼
江
蝉
b
ρ
喜

旦

A
P
A

の
主
要

目
的

は
、
規
制
諸
機

関

の
行
動

が
、
ま
ず

、
抑
制

さ
れ

る
こ
と
を
確
保

し
、
次

い
で
、

そ

の
行
動

の
影
響
を
蒙

る
諸
個
人

や
私
企
業
な
ど

に
当
該
行
動

が
手
続
的

正
義

(
胃
0
8
匹
霞
p。
こ
房
け8
Φ
)

に
適

っ
て

い
る
旨
、
保
証
す

る
こ
と

に
あ

る
。

こ
う

し
た
多
数

の
規
制
機
関

は
、
準
立
法

、
準
行

政
、
準

司
法

の
、
三
者

の
統
治
機
能
を
行
使
す

る
た

め
、
規
制
諸
機
関

の
作
為
、
不
作
為

に
対
す
る
監
視
と
統

制
は
、
欠
落
し

て
い
る
。
そ

の
結

果
、
手

続
と
意

思
決
定

に
お

い
て
こ
れ
ら

の
諸
機

関
の
専
断
的
作
為

・
不
作
為

の
潜
在
性

は
、
き
わ
め

て
高

い
と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
。

A
P
A
の
目
指

す
と

こ

ろ
は
、
す

べ
て
の
規
制
諸
機
関

に
よ

っ
て
実
施

さ
れ
る
手
続
と
活
動
を

、
あ

る
場
合

に
は
規
定
し
、
他

の
場
合

に
は
制
限
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

こ
の
潜

在
性
を

縮
減
す
る

こ
と

に
あ

る
。
例
え
ば

、
行
政
諸
機
関

の
手
続

と
意
志
決
定

に
関
す

る
司
法
審
査

の
対
象
を
大
幅

に
拡
張
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
当
該

法

は
、
行
政
諸
機
関

の
独
立
性
を
す
く

な
か
ら
ず

制
約
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
、

こ
れ
ら

の
諸
機
関

に
よ

る
規
制

の
実
効
性
を
変
え

る
ま

で
に
は

い
た

ら

な
か

っ
た
。

(
O
】]「餌
⇔
α
一Φ
曽
⇔
匹
国
一P
P
O
哨
O
b
矯
O
一け
噌
勺
"もQ
刈
もQ
.)

一
九

四
六
年
制
定

の
A
P
A
は
、
す
く
な
か
ら
ざ

る
付
加
諸
法

規

に
よ

っ
て
、
修
正
さ
れ
増
補
さ
れ

て
い
る
。
こ
う

し
た
A
P
A
と
複
雑

に
絡
み
合

っ

て
こ
れ
と
連
環
し
、

そ

の
発
展
と
対
象
範

囲

の
拡
大

と

の
促
進

的
契
機
と
な

っ
た

《
断
片

の
モ
ザ
イ

ク
状
》

の
付
加
的
諸
法
規
を
、

D

・
H

・
ロ
ー
ゼ

ン

ブ
ル
ー
ム

(
∪
磐
置

即

国
o
ω
8
甑
o
o
8
し

(〉
日
Φ
誉

磐

d
巳
く
零
o
一9

の
説
く
と
こ
ろ
に
し
た
が

っ
て
、
列
挙
的
に
摘
記
す
る
な
ら
ば
、
以

下
の
よ
う

に
な
る
。
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(
U
.
出
。
涛
o
ω
Φ
昌
巨
o
o
β

》
含

霞

。,
§

職
く
Φ
富

ミ
誉
、
℃
さ
喬

§

暴
恥
Φ
3

8
爵

題

」
や
」
《

ミ
ー郵

」
O
禽

塗

旨
も
-」墨

嵩

N
鋸
9

竈
O
高
塁

」
塗

本
項

に

関
す

る
叙
述

は
、
と
く

に
註
記
し
な

い
限
り
、
本
書

に
よ
る
。
)

一
九

四
六
年

に

い
た
る
ま

で
、
議
会

は
、
行
政
諸
機
関

の
権

能
と
独
立
性
と
を
、
統
治

に
お
け

る
自
己

の
役
割
と
相
対
的
な
憲
法
構

造

の
双
方

に
対
す

る
重
大

な
脅
威
と
受
け
止

め

て
い
た
。

(
ωΦ
Φ
U
∴
口
・
国
O
ω
Φ
昌
巨
O
O
HP

bロ
自
肖
§

頓
勘
卜
Φ
堕
旺
働
赴
く
Φ
-O
o
旨
附
㌧
o
軋
、
自
守
旨
O
》
量

貯
詠
§

駄
O
斜

O
b
.
息
けー)
こ
う
し
た

事
態

に
対
応

し
て
、
議
会

は
、
連
邦
行
政
法

(
け
α
①
邑

巴

日
一巳
ω
q
9・
鉱
く
Φ
冨
≦
.)

の
骨
組

み
を
作

る
A
P
A
を
制
定

し
た
。

A

P
A
な
ら
び

に
州
行

政
府

の
地
層

に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
基
本
的
前
提
が
、
底
流
し

て

い
る
。

a

行

政
諸
機
関

が
立
法

機
能
を

遂
行

す

る
と
き

、
諸
機
関
は
、
立
法

上

の
価

値

(δ
αq
醇

盃
穿

Φ
≦

冨
Φ
ω
)

に
よ

っ
て
、
生
命

を
吹
き
込
ま
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。

b

行
政
諸
機
関
が
裁
決
を

下
す
と
き
、
当
該
機
関
は
、
司
法
手

続
き
を

順
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

c

法
規

・
命
令

の
施
行

は
、
公
正

で
あ

る
こ
と
を
要
し
、
相

対
的

に
節
度

を
保
ち
、
司
法
審
査

に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

重
要
な

こ
と

は
、
議
会

が
、

こ
れ
ら

の
価
値
を
推
進
す

る
た

め
に
、
若

干

の
行

政
上

の
費
用
効
果
性

(
O
O
ω
叶
ー①
龍
O
O
叶一ノNO
]P
Φ
ωω
)
を
、
積
極
的

に
犠
牲

に

供
し
た
と

い
う
点

で
あ
る
。
A
P
A

の
主

唱
者
が
、
こ
の
こ
と
を
、
肯

定
的
に
指
摘

す
る
よ
う

に
、
上
院
司
法
委
員
会

(ω
Φ
轟

9

言

臼
。
一曽
蔓

O
o
日
日
葺
①
Φ
)

は
、
「
A

P
A
法
案

が
、
行

政
諸
機

関

の
運
営
現
況
に
、
付
随
的
な
、
あ
る

い
は
、
起

こ
り
う

る
不
都
合
な
状
況
、
も
し
く
は
、
現
況

の
変
更
、
な
ど
を
促

す
危
険
を
犯

し
て
ま

で
も

、
私
的
部
門

の
当
事
者

(
b
同
一く
帥
什Φ
]U
帥
周
什一Φ
ω)
を

、
適

切
に
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
す

る
立
場
を

堅
持
し
た
」
。

(
q

Q。
曜

0
8

ぴq
『
Φ
ω
9
9

旨
鷺

$
無
§

亀

肉
Φ
8
、
舞

く
良
轟

遷
臨

9

旨
鱗

讐

甑
吻
Φ
吻
9
」
漣
9
,
卜。
一α
ρ
)

規
則
作
成

の
観
点
か
ら

、
別

の
A
P
A
主
唱
者

が
説
明
し
た
よ
う

に
、

「
来

る
日
も
来

る
日
も

、
議
会
は
、
立
法

の
作

成
に
際
し

て
、
国
民

の
利
益
と

要
望
と
を
、
考
慮

し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な

い
。
行
政
諸
機
関
は
、
議
会

が
こ
れ
ら

の
諸
機
関

に
委
任
し
た
立
法
機
能
を
行
使
す

る
と
き

、
な
ぜ
我

々
の
よ

う

に
し
な

い
の
か
、
理
由
が
わ

か
ら
な

い
」

(
H玄
P

O
.㎝
胡
O
.)
。

A
P

A
制
定
以
前

に
は
、
行
政
機

関
に
よ
る
裁
定

(
村
三
言
帥毎
)

は
、
公
式
書
状

(
8
同
日

o
h
一卑
8
村
ω)

の
形
式

で
行

わ
れ
た
。
非
公
式

の
公
聴
会

の
開
催

に
お

い
て
も

、
行
政
諸
機

関

の
行
手

に
何
も
遮

る
も

の
は
な
か

っ
た
。

し
か
し
、
市
民
が
公

聴
会
を

開
く
と
き

、
そ
れ
は
、
行

政
官

、
す
な
わ
ち

、
行
政
機
関

の
長

の
好
意

に
よ
る
も

の
で
あ

っ
た
。

(
9

ψ

O
o
口
ぴQ
器
ωρ

9

旨
鷺

題
繊
o
建

N
肉
⑦
8
「
堅

≦
旦
Q。
画

蕊
臨

q
§
恥

一
ω
叶
ω
Φ
ω
幹
一
逡
ρ
,
一
ω
ま
鉾
)

こ
の
よ
う
な
展
望

に
立

つ
な
ら
ば
、

A
P
A
は
、
「
連
邦
政
府

の
諸
機

関
に
よ

っ
て
、

い
ず
れ

に
し
て
も
、
諸
事
に

つ
き
統
制
を
受

け
、
あ

る

い
は
、
規

制

さ
れ
る
多
数

の
ア
メ
リ
カ
国
民

の
た
め

の
権

利
章
典
」

(q

g

O
。
轟

お
ω
ρ
9

自
篶

窃
甑
o
富

、
肉
Φ
8
ミ

o
P

。
貫

,
卜。
一
り
ρ
)
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
行
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政
部
に
よ
る
裁
判
を
定

め
た
条
項
は
、
司
法
手
続

と
憲
法

上

の
適
法
手
続
を
、
範

型
と
し

て
い
る
。

A
P
A
は
、
立
法
部
も

し
く
は
行
政
部
に
よ
る
審
査
を

規
定

し

て
い
な

い
。
し
か
し
、
A
P
A
は
、
法

規

の
実
施

と
そ

の
他

の
行
為

に
関
す
る
司
法
審

査

が
行

わ
れ
る
と
す

る
事
態
を
、
確
実
に
予
想

し
て

い
る
。

A
P
A
は
、
「
行
政
機
関

の
行
為

に
基
因
す

る
権

利

の
侵
害
を
蒙
り
、
あ
る

い
は
、
関
連
法
規

の
意

味

の
範
囲
内

に
お

い
て
、
行
政
機
関

の
行
為

に
よ

っ
て
、

不
利
な
影
響

を
受

け
、
あ
る

い
は
、
不
当

に
処
遇
さ
れ
た
と
す

る
個
人

は
、
当
該
事
項

に

関
す
る
司
法
審
査

を
求
め

る
権
利
を
有
す

る
」

(
曽
b
頸
ω
o
口
の
口
陰
興
冒
Φq
一①
ぴq
p。
一
≦
『
o
ロ
oq
σ
Φ
。
き

。。
①
9

帥
oq
①
口
o
唄

⇔
。
什一〇
戸

霞

o
α
<
Φ
話
o
貯

践

Φ
。
8
ら

霞

諾

趣q
ユ
①
<
①
α
げ
望
蝉
ゆ毎
Φ
昌
o
蜜
碧
什一8

三

跨
冒

些
Φ
ヨ
Φ
p
巳
口
αq
o
h
o
同
巴
Φ
<
碧

什
ω
富
葺
什ρ
δ
o
昌
叶巨

①
α
8

言
集
9
巴

『
Φ
託
Φ
甫

昌
霞
Φ
o
h
(ω
Φ
o
叶δ
昌
刈
O
b。
)
と
定

め

る
。
さ
ら

に
、

A

P
A

に
は
、
多

く

の
透
明
条
項

(
叶同
曽
目
oo
O
pρ
同
①
口
O
団

層
同
O
<
一ω
一〇
昌
)
が
含
ま

れ
る
。
そ

の
な
か

に
は

、
行

政
機

関
は
、
自
ら

の
組
織
、
規

則

、
裁
定

、
そ

し
て
、
運
営
法

に
関
す

る
情
報
を
公
表

し
、
自
ら

の
公
式
記
録
を

、
「
適
切
か

つ
直
接

に
か
か
わ

る
当
事
者
」

(b
興
ω8

ω
胃
o
b
巴

団

p。
コ
ロ

集
話
。
けξ

8
口
8
白

Φ
◎
)

(
ω
Φ
o
鉱
o
口
。。
)

が
利
用
し
う

る
と

い
う

一
般
的
期
待

が
含
ま

れ
る
。

A
P
A
は
、
連
邦
政
府

の
行

政
過
程

が
、
責
任

の
公
開
性

(
8

0
導

Φ
ω
ω
ho
吋
霧
8
巷

霞
げ
茸

唄
)
と

い
う
基

本
的
な
民
主
主
義

の
憲
法
上

の
諸
価
値
を

包
含
す

べ
き

旨
要
求
す

る
綱
領
と
し

て
、

い
ま
も
な
お
、
機
能

し
て

い
る
。
政
策

形
成
に
お
け
る
民
意

の
代
表
と
民
衆
参
加
、
法

の
支
配

の
順
守

に
対
す

る
司
法
審
査

の
可
能

性

(器
く
置
≦
餌
σ
一口
9

、
諸
個
人

の
公
平
な
処
遇

に
対
す
る
適
法
手
続

、
そ
し
て
、
私
的
部
門

の
当
事
者

や
団
体
を
規
制
す
る
際
に
お

け

る
合

理
性

の
追
求

、
な
ど
が
、
こ
れ
ら
の
価
値

に
当

る
。

A
P
A

の
発

展
と
対
象
範
囲

の
拡
大
と
を
促

し
た
付
加
的
法
規
と

し
て
、
第

一
に
、

一
九

六
六
年
制
定
、

一
九
七

四
年

・
一
九

八
六
年

・
一
九
九
六
年

改
正

の
情
報
公
開
法

(剛
器
o
匹
o
日

o
鷺

ロ
8
同
日
巴

8

>
。
O

を
あ
げ

る
こ
と
が

で
き

る
。
当
該
法

は
、

A
P
A

に
内
包
さ
れ
て
い
る
透
明
条
件
を
、
少
な
か

ら
ず
拡
大

し

て
い
る
。

情
報
公

開
法
と
は
、

「
政
府
が
所
有

す
る
情
報

へ
の
合
法

的

に
実
践

し
う

る
入
手
権
を

、
社
会

の
成
員

に
給
付

す
る
」

(
聾
讐

嶺
o
<
置
Φ
日
①
日
σ
2
ω
o
h

些
Φ
o
o
日
日
ロ
巳
畠

鼠

些

9。
げ
o窺
p。
ロ
賓
魯

ぴ
目
建
三
①
『
碍
ぽ

o
臣
鋤
0
8
ωω
8

ぎ
ho
層
ヨ
餌
ま

昌
ぎ

けげ
Φ
七
〇
。。
ω
Φ
ω
ω
一〇
口
o
h
oq
o
<
Φ
3
日
Φ
口
O

規
制
お
よ
び
法
律

と
し

て

サ
の

ゆ
ゆ

定
義

さ
れ

る
。

(
ω
眉
Φ
口
O
㊤

圏
hO
O
置

閏
掃
Φ
O
O
8

0
{
ぎ
8
『日
㊤
ま

口
噂
ぎ

冒
団
ω
6
げ
鋒
昌
N

(
Φ
α
シ

冒
融
§
随
職
§
勘
N
穿

O団
亀
8

Φ
爵

9

℃
q
寒
O
窪

O
ヤ
き

魁

》
軋
臼
貯
誘
器

職
§
L

§

b
や
㊤
自
-り
腿
N
)
最
初

の
情
報
公
開
法
は
、

一
七

七
六
年

に
、

ス
イ

ス
で
導
入
さ

れ
た
。

し
か
し
、
現
代

の
合
衆

国
に
お
け

る
情

報

公
開
は
、

↓
九

四
六
年

の
A
P
A

の
制
定
に

い
た
る
ま

で
発
展
す

る
こ
と

は
な

か

っ
た
。

A
P
A

の
こ

の
件

に
関
す

る
条
項
は
、
初
歩
的
な
も

の
で
あ

り
、
素
朴

で
あ

っ
た
。

し
か
も
、
こ
れ
ら

の
条
項

に
は
、
実
効
性
が
と
も
な
わ
な
か

っ
た
と

い

っ
て
よ

い
。
そ

こ
に
は
、
「
法
規

に
よ

っ
て
要
求
さ
れ
る
特

別

の
場
合
を

除
き

、
公
式
記
録

の
記
載
事

項
は
、
公
示

の
規
則

に
し
た

が

い
、
適

切
か

つ
直
接

に
か
か
わ
る
当
事
者

に
利
用
さ
れ

る
も

の
と
す

る
。
た
だ
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し
、
正
当
な
理
由
が
あ

る
と
認
め
ら

れ
る
場
合

に
は
、
情
報

は
機
密
と

さ
れ
る
」

[ω
磐

Φ
①
の
o
曄
興
鼠

ω
Φ
器
ρ
=
一話
α
9

曾
讐
母
ρ

ヨ
讐
9
拐

o
h
o
睡
。
邑

器
8
a

ω
匿

=

ヨ

霧

8
居
9

昌
8

鼠

些

O
ロ
呂

ω
冨

α

『
巳
①
げ
Φ
ヨ
p。
餌
①
β。
≦

鵠
⇔
三
①
8

ロ
興
。。
8

ω
胃

8

2
ぐ

き

α

巳
村
Φ
o
けξ

8
口
8
白

9

Φ
図
8

官

ヨ
8
『
日
註

8

ゴ
Φ
匡

8
コ
h乙
Φ
コ
什芭

♂
「
αq
o
o
α
8
彦
0
8
§

畠

(
の
①
&

8

ω

(。
)】

と
記
さ
れ
て
る
。
市
民
が
、

《
適
切

か

つ
直
接

に
か
か
わ
る
》
自
ら

の

状
況
を
立
証
す

る
必
要
性
と

、
曖
昧

な

《
正
当
な
理
由
》

に
基
づ
き
情
報
を
抑
制

し
う

る
行

政
機

関

の
能
力
と

の
挟
撃

に
あ

っ
て
、

A
P
A
は

「情
報

開

示
を

推
進

し
よ
う

と
す

る
明
白

な
議

会
意

図
」

(
9
Φ

⊆
雷
二

三

Φ
黒

o
h
昏

Φ
O
o
薦

『
8
ω
8

頁

o
日
o
けΦ

巳
ω
巳
o
ω
霞

Φ
)

(
d
'
ω
'
もり
Φ
昌
讐
ρ

ω
Φ
昌
讐
①

。。=
σ
8
ヨ
日
畔
Φ
Φ
8

>
◎
邑

巳
ω
貢
讐
一く
Φ
勺
蚕
9

8

き

α
中

0
8
含

「
ρ

り
も。
a

O
8
堕

ぎ

自
Qo
Φ
移

等

Φ
Φ
飢
§
日
鼠

密
智
§

鋤
駄
§

》
9

恥
o
霞
8

切
8
鋭

竈
黛

O
P
①
3

の
存
在

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
か
え

っ
て
行
政
部

に
よ

る
情
報
抑
制

の
基
礎
と
な

る
に

い
た

っ
た
。

(H
σ
一α
.
b
b
,①
-刈
・)

一
九
六
六
年

の
情
報
公
開
法

(
閏
O
H》
)

は
、
こ
れ
ら

の
諸

問
題
を

解
決
す

る
た
め

の
努
力

の
過
程

で
産

み
出
さ
れ
た
、

A
P
A
を
修
正
し
た
法
律

で
あ

る
。

F
O
I
A
は
、
制
定
当
初
か
ら

、
関
連
事
項
四
者

の
均

衡

の
上

に
成
立
し

て

い
た
。
自
由
検
索

・
閲
覧

(
o
冒
窪

霧
o
Φ
ω
④
、
秘
匿
権

(
買
一≦
o
望
)
、
必

須
秘
密
事
項

(器

8
ω
ω
母
嘱
ω
Φ
6
霞
Φ
6
唄
)
場

そ
れ
に
、
政
府

の
情
報
収
集
能
力

(
ゆ身
o
<
Φ
日
日
Φ
口
肝

舜。
菖

芽

汁o
o
耳
巴
巳

口
8
茜
日
蝕

8
)
が
こ
れ
で
あ
る
。

F

O

I
A
は

、
す

べ
て

の
個

人
に
情

報
入
手
権
を
付
与
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
情
報

の
検

索

・
閲
覧
を
促
進
す

る
。
も
と

よ
り
、
情
報

の
検

索

・
閲
覧

に
際

し

て
、
個

人
が
、
求

め
る
情

報
に

《
適
切
か

つ
直
接

に
か
か
わ

る
》
も

の
と
す

る
要
件
は
、
存
在
し
な

い
。
何
び
と
も
、

い
か
な

る
情

報
に

つ
い
て
も
公

開
を
請
求
す

る
こ
と

が
で
き

る
。

た
だ

し
、
行

政
機

関
が
要
求

す
る
公
開
手
数
料

は
、
情
報

の
使
途

に
応

じ

て
変
化

す
る
。

各
行
政
機

関
は
、
文
書

の
検
索

・
複

写

の
費
用
を

独
自

に
定

め
る
裁

量
権
を

所
有
す

る
。
そ

の
よ
う

に
定
め
ら
れ
た
費
用
が

二
五

〇
ド

ル
を
越
え

る
場

合
、

当
該
費

用
は
、
前
も

っ
て
支
払

わ
れ

な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。

一
九
九
六
年

の
F

O
I
A

の
修

正

で
は
、
手
数

料
は
、

三
種

に
分

類
さ

れ
た
。
①

商

業

・
取
引

目
的

の
た
め
に
情

報
が
利
用
さ
れ

る
場
合

、
利

用
者

は
、
文
書

の
検
索

、
複
写
、
閲
覧

の
費
用
を
合
算
し

て
支
払
う
。
②

教
育

機
関

・
非
営
利

団
体

、
そ
し

て
、

ニ
ュ
ー

ス
メ
デ

ィ
ア
は
、
文
書

の
複
写
費

の
み
で
足
り

る
。
③

そ

の
他

の
場
合

に
は
、
す

べ
て
、
利
用
者
は
文
書

の
検
索

・
複
写

の
費

用
を
負
担
す

る
。

(
目
)・
Qり
O
げ
己
一叶N
噂
O
b
.
O
一け
℃
O
b
」
.刈
◎Q
-一
刈
り
・)

F
O
I
A
は
、
行
政
機

関
に
、
自

ら

の
裁
量
に
よ
る
情
報
抑

制
を

許
容

す
る
。

F
O
I
A

に
は
、
九
項
目

に
関
す

る
情
報

の
非
公
開
が
、
定
め
ら
れ

て

い
る
。

《
免

除
項

目
》

(
Φ
図
Φ
白
旨

8

色

が
、
こ
れ
に
当

た
る
。

こ
れ
を

示
せ
ば

、
以

下

の
よ
う

に
な
る
。

(拙
著

『
現
代
行
政
学

理
論
』

(
一
九
九

四

年
)

(嵯
峨
野
書
院
)

一
七
三
頁
-

一
七
九
頁
参
照
)

①

行
政
命
令

に
よ

っ
て
機
密
保
持

が
特

に
要
求
さ
れ

て
い
る
国
防
な

い
し
は
外
交

政
策

に
関
す
る
情
報
。

②

行
政
機

関
内
部

の
人
事
規
則
及
び
慣
行

に
関
す
る
情
報
。
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③

制
定
法

に
よ

っ
て
特

に
開
示
を
禁
止

さ
れ
、
あ

る

い
は
、
規
制

さ
れ
て

い
る
情
報
。

④

《
第
三
者
か
ら
入
手

し
た
、
免
責
特
権

の
あ

る
、
あ
る

い
は
、
内
密

の
、
通
商

上

の
秘
密
事
項
及
び
商
業

上
な

い
し
金
融

上

の
情
報
》

(q
巴

①
ω
Φ
自
Φ
房

9
巳

8
日
日
興
。
巨

自

穿

き

。
巨

冒
皆
『
8
蝕

8

0
σ
琶

コ
巴

蹄
o
白

曽
ロ
Φ
同
ω
8

四
巳

o
昌
≦

Φ
oe
巴

自

。
o
邑

曾

暦巨
)

⑤

行
政
機

関
と
訴
訟
上
対
立
す

る
当
事

者

に
、
法
律
上
閲
覧
が
認
め
ら
れ

て

い
な

い
行
政
機
関
相
互
間
、
あ

る

い
は
、
行

政
機

関
内

に
お
け

る
、
書
簡
も

し
く
は
覚

書
。

⑥

そ

の
開
示
が
、
個
人

の
秘
匿
権

に
対
し

て
、
明
ら
か

に
不
当

な
侵
害
が
生
ず

る
お
そ
れ

の
あ
る
人
事

及
び
医
学
上

の
書
類
、
な
ら
び

に
、

こ
れ

に
準
ず

る
書
類
》

(
b
嘆
ω
o
目

Φ
一
㊤
巳

日
Φ
α
一〇
巴

識
一Φ
ω
雪

住
ω
一巨

醇

白
①
ω
仔
Φ
畠
一ω
o
一〇
ω
霞
Φ
o
h
≦
ぽ
畠

碧
o
巳
O
o
8

ω
葺
葺
Φ
四
9
雷
同ぐ

巨

≦
震
轟
曇
巴

言
く
餌
。。
一〇
口

o
時
b
霞
の
o
⇔
巴

寓
ぞ
8
S

⑦

法
律

の
施
行
記
録
。

た
だ
し
、
当
該
情
報

の
開
示

が
、
個
人

の
秘
匿
権

に
対
す
る
明
ら
か

に
不
当
な
侵
害

を
招
く
お

そ
れ

の
あ

る
場
合
、
あ

る

い
は
、

法
律

の
施
行
手
続
、
公

正
な
裁
判
と
聴
聞
、
秘
密
情
報
源
、
調
査

と
訴
追

、
そ
れ
に
、
個
人

の
身
体

の
安

全
性
、
な
ど
を
損

な
う

お
そ
れ

の
あ
る
場
合

は
、

こ
の
限
り

で
は
な

い
。

⑧

金
融
諸
機
関

に
対
す

る
規
制

に
関
連
す

る
情
報

⑨

《
油
井

に
関
す

る
地

図
を
含
む
、
地
質
学

・
地
球
物
理
学

の
情
報
と
資
料

》

(
。q
8
δ
ゆq
冨

ξ

巳

αq
Φ
8

ξ

ω
冨

=
口
皆
目

盛

8

帥
鼠

匿
け帥
」
9
冨
凸
轟

白
9

ω
噂
6
8

8
ヨ
ぎ
㈹
≦
①
ロ
色

以
上

で
あ

る
。

F
O
I
A

の
対
象
は
、
広
範
囲

に
わ
た
り

、
C
I
A

(
O
Φ
ヨ
邑

H三
Φ
罠
oq
8

8

>
伽q
Φ
昌
2
)
、
F
B
I

(句
Φ
α
霞
巴

bd
ロ
お
碧

o
h
H目
く
①
の
けお
註

8
)
、
軍

部
、
諸
省
庁
、
独
立

規
制
委

員
会
、
そ
し
て
、
公
社
な
ど
が
、
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
同
じ
く
、
F
O
工
A
は
、
大
統
領

府

(弓
冨

国
図
Φ
2
け
ぞ
Φ
O
曲
8

0
h
仔
Φ

零

Φ
ω
一α
Φ
目
O

に
お
け

る
行

政
管

理
予
算

局

の
よ
う
な
法
的
責
任

(ω
富
什葺
o
莞

奉
の
b
o
畠
一ぼ
一三
婁

を
負
う
構

成
単
位
を
も
対
象

と
す
る
。
し
か
し
、
経

済
諮

問
委

員
会

(
↓
げ
Φ
O
o
茸

畠

o
暁
国
o
o
口
o
邑

。
》
匹
三
ω
Φ
琶

の
よ
う
な
、
純
然
た

る
勧
告
機
関

は
、
対
象

外

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
議
会
、

司
法
部

、

あ

る

い
は
、
大
統

領
も

、
対
象

か
ら
外
さ
れ
る
。

情
報
公
開
法

に
規
定

さ
れ
た
既
述

の
九
項
目

に
わ
た

る
免

除
条
項
は
、

幻
巴
9

乞
,。
α
角
や
そ

の
他

の
批

評
家

が
説
く
よ
う

に
、
行
政
諸
機
関
に
よ

っ
て
、

市
民

へ
の
情
報

の
提
供

を
、

い
つ
に

て
も

拒
否

し
う

る
よ
う

に
、
広
義

に
解
釈
さ
れ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

(拙
著

前
掲

一
七
五
頁
)

げ
ん
に
、

一
九

七
二
年

に
、
下
院

政
府
運
営
委
員
会

(国
8

。。
Φ
O
o
目
ヨ
葺
Φ
Φ
8

0
0
<
。
ヨ
日
Φ
巨

○
需
茜
口
8

ω
)
は
、
情
報

公
開
法

は
、
政
府
所
有

の
情
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報

に
対
す

る
市
民

の
接
近
を

、

ア
メ
リ
カ
史

上
、
は
じ
め

て
可
能

に
し
た
と

い
う

、
自

ら

の
陽
画

の
裏

面
に
、
情
報
公
開

へ
の
過
大
な
障
害
を
陰
画
的

に

浮

上
さ
せ
た
と
報
告

し
て

い
る
。

こ
の
報
告

に
よ

る
な
ら
ば
、
情
報

は
、
し
ば

し
ば
、
行

政
上

の
過
誤
、
資

金

の
浪
費
、
あ

る

い
は
、
政
治
的
難
局
、
な

ど
を

回
避
す

る
た

め
に
、
公
開
を
抑
制

さ
れ
、
過
度

の
機
密
種
別
化
を
蒙

り
、
開
か
れ
た
外

界

の
光
線

の
下

で
捉
え

ら
れ

る
こ
と
な
く
、
市
民

の
視
界

か

ら
遮

ら
れ
た

の
で
あ

る
。

(
口
o
窃
Φ
O
o
ヨ
ヨ
葺
8

0
　
O
o
<
Φ
8

日
Φ
三

〇
冒
Φ
審
什δ
⇔
ρ
》
儀
巨

巨
肋
器

職
o
旨
o
㌦
臨
Φ
等

$
魁
o
日

亀

甘
智
§

価
賦
o
嵩
》
9

』
も
鳶

,
ρ。
拙
著

前
掲

一
七
五
頁
)

そ
れ
ば

か
り
か
、

F
O
I
A

の
下

で
は
、
以
下

の
三
事
態

が
、
そ

の
大
き
疾
患

と
し

て
表

面
化
す

る
に

い
た

っ
た
。

(前
掲

一
七
五
頁
)
そ

の

一
は
、

当

該
法

の
下

に
お

い
て
分

類
、
整

理
さ

れ
た
記
録

に
対
す

る
市
民

の
請

求

へ
の
応
答

に
際

し
て
、
行
政
機

関

の
側

に
、
す
く

な
か
ら
ざ

る

《
官

僚
的

遅

滞

》
が
、
認

め
ら
れ
る
と

い
う
事
態

で
あ

る
。
そ
の
二
は
、
文
書

の
検

索
と
複

写

の
行
為

に
対
す
る

《
過
度

の
代
価
》
を
要
求
す

る
行
政
機
関

が
、
散
見

さ
れ

る
と

い
う
事

態

で
あ

る
。

そ

の
三

は
、
裁
判
所

に
訴

訟
を
提
起

す

る
原
告

が
負

担
す

べ
き

弁
護
士
費

用
な
ら

び

に
そ
の
他

の
訴
訟
費

用

の

《
巨
額

化

》

の
傾
向

で
あ

る
。

こ
う

し

た
こ
と
か
ら

下
院
政
府
運
営
委

員
会
は
、

一
九

七
二
年

に
、

「
情
報
公
開
法

の
能
率
的
運
用

は
、
連

邦
官
僚
機
構

に
よ
る

い
ハ

五
年
間

に
お

よ
ぶ
足
枷

に
よ

っ
て
妨
害

さ
れ
る

に
い
た

っ
た
」
と

い
う

、
適
切
な
結

論
を

下
し
た

の
で
あ

る
。

(
ω
①
Φ

国
9。
同
o
匡

ρ

幻
Φ
δ
曽

(巴

)
噛

〉

り
で

ω
図
日
O
o
ω
ご
ヨ

o
口
昏
Φ
牢

①
①
α
o
目

9

H
口
8
圏
ヨ
⇔
けδ
旨
>
o
f

℃
q
霞

o
》
量

融
む
欝

吐
く
①
葡
o
ミ
Φ
ヨ

く
艮
恥
簿
冒

茎

q
讐

魯

N
b
遣

)

b
,
ω
一ρ

ω
H
O
山
。。
妙

拙

著

前
掲

一
七

五
頁
)

そ

こ
で
、
議
会

は
、

一
九
七

四
年
十

一
月

に
、
政
府
運
営

の
実
態

に
対
す
る
市
民

の
認
識
を
、

一
層
、
容
易

に
し
、
併
せ

て
、
彼
ら

の
情
報

開
示

の
請

求

に
対
す

る
行

政
機
関

の
応
答
期

日
を
短
縮
す
る
と

い
う

明
確

な
観
念

に
た

っ
て
、
既
存

の
情
報
公
開
法

に
、
そ

の
当

時

に
お
け
る
G

.
R

.
フ
ォ
ー
ド

(
∩
甲Φ
村
pΩ
一島
幻
噛
閏
O
同
α
)
大
統
領

に
よ

る
拒
否
権
行
使
を
乗
り

こ
え

て
、
若
干

の
修
正
を
施
し
た
。
そ

の
修
正
点
は
、
以

下
の
七
項
目

に
要
約
す

る
こ
と
が

で

き

る
。

(拙
著

前

掲

一
七
六
頁
-

一
七
七
頁

。
O
o
ロ
σq
器
ω
ρ
国
o
易
Φ
O
o
B
B
自
三
什δ
ω
8

0
0
<
霞
口
日
Φ
簿

○
口
Φ
雷
ま

昌
P

(
磐

O
)

ω
8

碧
Φ
O
o
日
日
葺

Φ
Φ

8

夢
①
冒
臼
9

曇

等

Φ
亀

o
臼

ミ

冒
蜜
§

魯

8

』
9

碧

織
》
臼
題

魁
臼
魯

尉

亀

竈

漣

(
即

炉

㊤
ω
凸
自

Y
い
o
q
N
8

し0
8
鋭

富

豊

亀

く
p
壽

8
§

↓
霞

量

き

軋

O
陛
亀

b
o
8
白
亀

貫

、
さ
冒

書

Φ
嵩

亀

昏
Φ
等

Φ
。。
建
8

登

縛

建
ミ

知

ぎ

民
高
℃
鯉

一
⑩
録

勺
即
ω
謹
-ω
謬

)

①

裁
判
所
は
、
公
開
を
要
請
さ
れ
て
い
る
係
争
中
の
記
録
が
、
当
該
法

の
免
除
条
項
の
下
に
お
け
る
強
制
公
開
の
免
除
事
項
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
決

定
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
記
録
を

《
内
密
に
》

(ヨ

$
臼
Φ屋
)
審
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②

行
政
機
関
は
、
年

四
回
も
し
く
は
年
四
回
以
上
頻
繁
に
、
政
策
声
明

・
行
政
部
職
員
使
覧

・
命
令

の
よ
う
な
、
諸
資
料
を
確
認
す
る
た
め
の
索
引
を
、
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有
料
あ

る

い
は
無
料

で
、
公
開
し
配
布
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
政
府
諸
機
関
が

こ
う

し
た
索
引

の
非
公
開
を
決
定

し

て
い
る
場
合

に
は
、
複
写
費

の
納
付
に
よ

っ
て
、
そ

の
複
写
を
入
手

可
能

の
も

の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

③

情
報
公
開

の
請
求

に
当

っ
て
、
市
民
は
、
請
求
す

べ
き
記
録
を

《
合

理
的

に
記
述
す

る
》

(
附
8
ω
。
8
辱

号

ω
a

げ
Φ
)
だ
け

で
足
り

る
。

旧
法

下
に
お
け
る
ご
と
く

《
正
確

な
記
録
》

(
置
Φ
ロ
自

帥
巨
Φ
8
0
0
匡
ω
)
を
記
述
す
る
必
要
は
な

い
。

④

各
行

政
機
関
は
、
文
書

の
検
索
と
複
写

の
た
め

の
合
理
的
な
標
準
代
価
を
規
定
す

る
画

一
的
料
金
表
を

公
示

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
。

⑤

行

政
機
関
は
、
請
求

の
可
否
に

つ
い
て
、
請
求
受
理

の
当

日
か
ら
休

日
を
除
く

一
〇
日
以
内

に
、
意
思
決
定
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
。

も
し
請
求
者

に
不
利

な
意

思
決
定
が

下
さ
れ
た
場
合
、
当
該
機

関
は
、
請
求
者

に
、
当
該
機

関

の
長

に
対
す
る
控
訴
権

の
行
使
を

、
勧

告
す

る
こ
と
が

で

き
る
。

こ
う

し
た
控
訴
権

の
行
使

が
な
さ
れ
た
場
合
、
当
該
機
関

の
長
は
、
そ

の
受

理
し
た

日
か
ら
休

日
を
除
く

二
〇
日
以
内
に
行
動
を
起

こ
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。

(
一
九
九
六
年

の
改

正
法

で
は
、
さ
ら

に
二
〇
日
が
こ
れ
に
付
加

さ
れ
る
。
)

⑥

裁
判
所

は
、
原
告
が

《
実
質
上
勝
訴

》

(
望
げ
ω
けき
賦
鋤
ξ

崔

Φ
<
巴
一)
し
た
場
合

に
、
合
理
的
な
弁
護
士
費

用
及
び

お
よ
び

そ
の
他

の
訴

訟
費

用

の
支
払

を

政
府

に
課
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

⑦

裁
判
所

が
、
特

定

の
行
政
機

関
に
よ
る
情
報

の
抑
制
を
囲
続
す

る
諸
般

の
事
情
か
ら
、
当
該
機

関

の
職
員
は
、
専
断
的

に
、
も
し
く
は
気
紛

れ
に
行

動

し
た
の
で
は
な

い
か
と
す

る
疑
念
を
表
明
せ
ざ

る
を
え
な

い
と

い
う

、
書

面
に
よ
る
事

実
認
定
を
公
表

し
た
と
き

、
人
事
委

員
会
は
、

こ
の
よ
う
な
情
報

の
抑
制

に
対
し

て
主

た
る
責
任
を
有

す
る
当
該
機

関

の
幹
部
あ
る

い
は
事
務
官

に
、
懲
戒
処
分

が
な

さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
か
ど
う
か
を
決
定
す

る
た
め

に
、

遅
滞
な
く
手
続
を

開
始

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

人
事
委
員
会
は
、
当
該

機
関
の
執
行
当
局

に
対

し
て
、
委
員
会
独
自

の
事
実
認
定
と
勧
告

と
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

当

該
機
関

の
執
行
当
局

は
、
人
事
委
員
会

が
勧
告
す

る
矯
正
処
置
を
直
ち

に
と

る
も

の
と
す

る
。

一
九
七

四
年

改

正

の
情

報
公

開
法

に

つ
い
て
、

そ

の
改

正

の

一
役

を
担

っ
た

「
政
府

情

報
と

個

人
諸
権

利

に
関
す

る

下
院
政

府
運

営

小
委
員

会
」

(国
o
ロ
ω
o
Ω
o
<
Φ
筥
ヨ
Φ
導

O
b
興
餌
什δ
房

Qリ
ロ
σ
o
o
日
巨

#
Φ
Φ
o
昌
O
o
<
Φ
ヨ
巳
Φ
9

匿
8
同
日
巴

8

嚢。
口
餌
厨
亀
三
臼

巴

控
oq
げ
け)
の
委
員
長
を
歴
任

し
た

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州
選
出

の
民
主

党
下
院
議
員

W

・
S

・
ム
ー
ア

ヘ
ッ
ド

(
.ぐ唄
一=
一四
bP
ω
.
ζ
O
O
同
び
Φ
卑
α
)
は
、
「我

々
の
改
正
作
業

の
主

要
目
標

は
、
民
主
主
義
を
常

に

躍
動

さ
せ
る
こ
と

に
あ

っ
た
。
私

は
、

こ

の
法
律

の
改
正

に
よ

っ
て
、

ア
メ
リ
カ
に
、
き

わ
め

て
開
放
的
な
政
府
形
態
が
出
現
す

る
に

い
た

っ
た
と
断
言

し

て
よ

い
と
お
も
う
」
と
述

べ
、
い
わ
ば
、
自
画
像

に
讃

辞
を
呈
し
て
い
る
。
[ω
Φ
Φ
匂
o
巴

国
碧
Φ
ヨ
騨
冒

き

恥
Gっ
魯
轟
げ
中

芝
霞
ω
①
員
、、↓
冨

い
Φ

oq
巴

↓
鼠

ω
宏

磐

山
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↓
≦
三

ω
9

嘗
Φ
写

Φ
巴

§

。
h
H§

導

讐

8

>
。
岱

寄

隣
§

匙

冒

儀
き

亀

(
㍉
竃
旨
Φ
」
N

N
℃
N
Q6
)

b
葛

。。
$

刈
昌

け
れ
ど

も
、

フ
オ
ー
ド
大
統
領
は
、

こ
の
よ
う
な
修
正
案

に
対

し

て
、
拒
否
権
を
発
動

し
た
。

そ

の
理
由

は
、
大
統
領

が
、

こ
う

し
た
修
正
案

は
国
家

の
安
全

保
障
、
外
交

関
係

、
そ
れ
に
、
調
査
資
料

に

つ
い
て
の
個
人

の
秘
匿
権
な

ど
、
を

侵
害
す

る
も

の
と
、
確
信

し
た
た
め

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
大
統

領

は
、
ま
た
、
連
邦
裁
判

所

の
判
事

は
、
彼
等

が
全
く
専
門
的
な
知
識

や
意
見
を
有

し
て

い
な

い
高
度

の
慎
重
さ
を
要
す

る
錯
雑
を
き

わ
ま
る
領

域
に
お

い
て
、
情
報

の
機
密
種

別
化

に
関
す
る
主
導
的
な
意

思
決
定
を
行
う

べ
き

で
は
な

い
と
も

、
述

べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
情
報

の
可
及
的
抑

制
を
企
図
す

る

行

政
部
幹
部
と
情
報

の
全

面
的
公
開
を
要
望
す
る
主
唱
者
と

の
間
に
お
け

る
深
刻

な
対
立
は
、
す

べ
て
の
行
政
機
関
が
、

一
機

関
を

除
き

、
こ

の
修
正
案

に
対

す
る
拒
否
権

の
発
動
を

、

フ
ォ
ー
ド
大
統
領

に
対
し

て

一
体
と
な

っ
て
勧
説

し
た
と

い
う
単

純
な
事
実

の
中

に
、

そ

の
氷
頭

の

一
点

を
露
に
示
し

て

い
る
と

い
え

よ
う
。

な
お
、
当
初

の
情
報
公
開
法

に
不
満
を
表
明

し

て
い
た
情
報

の
全

面
公
開

の
主
唱
者
は
、
前
述

の
専
断
的

に
あ

る

い
は
気
紛
れ

に
行

動
す

る
行
政
諸
機

関

の
職
員

に
対

す
る
修
正
法
に
お
け

る
罰
則
条
項

の
存
在
を

、
当
該
法

に
実
効

性
を
保
証
す

る
唯

一
の
堅
城
と

し
て
把
握

し
、
こ

の
条

項

に
積

極
的
評
価
を
与
え

て

い
る
。

(拙
著

前
掲

一
七
七
頁
-

一
七
八
頁
)

一
九
九
六
年

に
、
議
会
は
、
電
子
情
報
公

開
法

(
国
H①
O
け『
一〇
国
同
Φ
O
住
O
H口
O
h
H
昌
脇O
同
Hコ
P
什一〇
b
[
>
6
骨
)

(
E
F
O
I
A
)
を

通
過

さ
せ
た
。
E
F
O
I
A

の

目
的

は

、

オ

ン
ラ
イ

ン
に
公
表

さ

れ
た

資
料

の
公

開
問

題

を
解

決

す

る

こ
と

に
あ

る
。

E
F

O
I

A
は

、

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ

ー

で
処

理
さ

れ

る
記
録

(
8
日
薯

け霞
巳
N
巴

お
8
乙
ω
)
は
、

一
九

六
六
年

制
定

の
F
O
I
A
が
定

め
る
指
針

(
oq
三
α
雪

8

)
に
服
す

べ
き
旨
、

明
記

し

て

い
る
。

E
F
O
I
A

は
、
行
政
機

関
に
、
当

該
機
関

の
政
策
な
ら
び

に
規
則
を
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
公
表

す

べ
き

こ
と
を
要
求
す

る
。
以
前

に
は
、
行

政
機

関
は
、
当
該

機

関

の
解
説
、
機
能
、
そ
し

て
、
手
続

を
、

《
官
報

》
に
公
示
す

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。

E
F
O
I
A
の
下
で
は
、
行

政
機
関
は
、
こ
う

し
た
情
報
を
、

イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
公
表

し
、

《
電
子
閲
覧
室

》

(
9
8
三

〇
村
雷
集
口
ひq
8
0
日

)
に
お

い
て
、
自
由

に
閲
覧

さ
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。

E
F
O
I
A

の
規
定
す

る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば

、
行
政
機
関
は
、
印
刷

・
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上

の
い
ず

れ
を

問
わ
ず
、
情
報

公
開

の
請
求

に
応
え

る
た
め

に
、
公
表

さ
れ

て
い
る
す

べ
て
の
資
料
を

、
探
索
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
行
政
機

関
は
、
印
刷
、

コ
ン
パ
ク
ト

・
デ

ィ
ス
ク
な
ど
を
含
む
、
要
求

さ
れ

る
如
何

な
る
形
式

に
よ

つ

て
も

、
情
報
を
提
供
す

る
義
務
を
負
う
。

(
∪
.
ω
o
げ
巳
貫

o
b
・
o
貫

即
一
刈
。。
)

E
O

I
A
の
指

針
に
従
う

の
は
、
行

政
機

関
の
み
で
あ

る
。
大
統

領
は
、
当
該
法

の
対
象
外

で
あ

る
。
大
統
領

に
対
す

る
助

言
と
勧
告

の
み
を
遂
行
す

る
行

政
機
関
も
、
同
様

で
あ
る
。
大
統
領

に
対
す

る
助
言
と
勧
告

に
加
え

て
、
他

の
機
能
を
行
う
と
き
、
当
該
機
関
は
、
F
O
I
A

の
指
針

の
軌
道
か
ら
、

逸

脱
す

る
こ
と

は
で
き

な

い
。
ま
た
、
公
団

や
公
共
放
送
機
関

の
よ
う

に
、
政
府

に
よ

っ
て
設
立

さ
れ

て
も
、
現
実

に
行
政
機
関

で
は
な

い
団
体
も
、

F

O

I
A
の
指

針

の
効
力
は
及
ば
な

い
。

こ
う
し
た
団
体

は
、
情
報
を

開
示

し
な
く

て
も

よ

い
。
仮

に
、

こ
う
し
た
団
体
が
、
既
存

の
行

政
機

関

の
た
め
に
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調
査

・
研
究

を
進
め
た
と

し

て
、
調
査

・
研
究

そ

の
も

の
は
、
F

O
I
A

の
指
針

の
引
力
圏
外

に
あ

る
。
な

ぜ
な
ら

、
当
該
行

政
機
関
が

、
現
実

に
調

査

・
研
究
を
行

っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
ま

た
、
機
密

保
持
と

い
う
同
意
を
得

て
、
そ

の
情
報
を
入
手

し
た
と
は
、

い
い
難

い
か
ら

で
あ

る
。

胃
甑
負

巳

刈
P

ω
Φ
①

○
ぎ

二
Φ
ω
即

ζ

o
Ω

霞

ρ

℃
卑
2

口
Φ
讐

8

.
き

◎

閏
母

9
匹

菊
Φ
妨
①
簿

(Φ
F
)

蜀
q
口
糠
亀

恥
賦
鉢$

O
o
器
§

臼
窪

叶
貯

智
=
臼
勘
隣
8

窪

窃
、
類
Φ
誤

§

賎

慰

暑

魯
隣
く
Φ
ψ
一
蕊
ゆ

穿

さ

R
=

〈

ま

鶏
ω
融
ト
等

Φ
民

o
臼

o
㌦
き

§

勘
隣
8

き

亀

B
Φ
肉
蓉

鉢
8

諮

o
§

臣

Φ
9
足
誉

的
き

自

〉
窓

浮

讐
δ
昌
ω
o
h
9
Φ

牢

Φ
巴

o
ヨ

o
h

智
誉
h
§
勘
賦
O
旨

》
6
ひ
」
逡

陣

竃
鑓

洋
窪

切
o
#
巽

日
き

噂
9

帥
ド
.
、
自
ぴ
昏

密

智
§

恥
蹴
8

霊
d
ミ
無
§

」旨

醇
Φ
b
霞

欝
～
》
鷺

・
甘
覧
⑦
白
魯

碍
吐
o
旨

壁

気
翠

o
房

ミ

誌
Φ

q

い

穿

Φ
魯

臼

鼠

甘
壁
§

匙

8

』
9

い
8
ト
]

F
O

I
A
の
執
行
は
、
高
額

の
経
費
を
要
し
、
す
く
な
か
ら
ず
訴
訟

の
対
象
と
な
り
、
し
か
も
、
時
間

の
浪
費
を
と
も
な
う
。

こ
れ
は
、
衆
目

の

一
致

す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

F
O
I
A
の
問
題
点

の

一
つ
は
、
確
か

に
、
行
政
機
関

に
お
け
る
作
業
量

の
急
進
と
経
費

の
増
大

で
あ
る
。

(拙
著

前
掲

一
七

八
頁
)
例
え

ば
、

F
B
I

の
場
合
、
当
該
法

に
基
く
情
報

公
開

の
請
求

に
対
す
る
応
答
事
務

に
当

た

っ
て

い
た
職
員

は
、

一
九
七
四
年

に
は
僅
か
八
名

で

あ

っ
た

の
に
対

し
て
、

一
九
七

〇
年
代
末

に
は
、
そ

の
職
員
数

は
、
三

〇
五
名

へ
と
三
八
倍
強

に
急
増
す

る
に

い
た

っ
て

い
る
。
同
じ
く
、

一
九
七
七
年

に
お
け
る

O
o
コ
ぴq
器
ω
ωδ
コ
巴

幻
Φ
ω
Φ
母
o
げ
ω
2
三
8

の
算
定

に
よ
る
な
ら
ば
、
全
行
政
機
関

が
、
当
該
法

に
も
と
つ
く
情
報
公

開

の
請
求

に
対
す
る
応
答

事
務

の
み

に
要
し
た
費
用
は
、

二
〇
〇
〇
万

ド

ル
を

優
に
越
え

て

い
る
。
し
か
も

、
他

の
行
政
事
務

の
分
野
か
ら
当
該
事
務

の
分
野
に
、
大

幅
な
職
員

の
配
置

転
換
も
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
別

の
統
計

に
よ
れ
ば

、

一
九

八
〇
年

に
お
け
る
そ
う
し
た
総
費
用
は
、

五
〇
〇
〇
万

ド
ル
に
達

し
て

い
る
。
さ
ら
に
、

二
〇

〇
〇
会
計
年
度

の
場
合
、
司
法
省

(
∪
①
B
洋
日
Φ
暮

o
こ

仁
巴

8
)

の
み
で
、
二
三
万

五
〇
〇
〇
以
上

の
情
報

公
開

の
請
求
と
四
五
〇
〇

の
訴
願

(昌

需

曽
芭

と
を
受

理
し
た
。
司
法
者
は
、

F
O
I
A

の
関
連
活
動

に
六
九

〇
〇
万
ド

ル
以
上
を
投
入
し

て

い
る
。

(
Qり
=
N
蝉
目

Φ
コ
o
口
o
≦
ω
匹

き

α
U
.
国
o
ω
8

巨
o
o
算

..臣

①
牢

。
幕

ヨ

。
暁
Z
。
　
自

。。
匹
。
目
しu
器
巴

く
曽
幕

ω
言

幻
①
ω巳
什ω
O
帯

馨
9

国

げ
ぽ

ζ
き
超

Φ
日
Φ
三
ら

冨

9

ω
㊦
。
h
写

Φ
巴

§

。
h
H§

§

薮

。
具

ぎ

寒
o
卜
量

霞

切
憲

駄
§

寄

ミ
o
§

く
皇
爲

(
冬

く
Φ
録
ぴ
Φ
己

Φ
6
Φ
白
ぴ
Φ
掴
』
O
聴

)
)
も
b
①
ホ

①
雪

F
O
I
A
の
他

の
問
題
点
は
、
情
報
公
開
請
求
者
の
層
の
特
定
化
も
し
く
は
動
機
の
不
純
性
で
あ
る
。

(拙
著

前
掲

一
七
八
頁
-

一
七
九
頁
)
今

日
、
当
該
法

に
も
と
つ
く
情
報
公
開
の
請
求
の
大
部
分
は
、
政
治

の
廓
清
と
衆
民
政
の
積
極
的
実
現
と
を
企
図
す
る
改
革
運
動
者
や
知
識
層
か
ら
提
示
さ

れ
た
も

の
で
は
決
し
て
な

い
。
情
報
公
開
請
求
の
実
に
四
分
の
三
は
、
企
業
あ
る
い
は
法
律
事
務
所
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府

へ

の
情
報

の
提
供
を
要
請
さ
れ
る
企
業
の
情
報
が
、
F
O
I
A
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
当
企
業
の
秘
密
を
首
尾
よ
く
抽
出
し
よ
う
と
す
る
競
争
企
業
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に
よ

っ
て
利
用
さ
れ

る
と
す

る
、
多

く

の
企
業
か
ら

の
苦
情
は
、
後
を
絶

た
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
こ
う

し
た
種
類

の
情
報

の
公
開
を
差

し
止

め
る
た
め

の
企
業

に
よ

る
裁
判
所

へ
の
提
訴

は
、
今

日
逓
増
傾
向

に
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

企
業

、
法
律
事

務
所

に
次

い
で
拡
が

る
、
当
該
法

に
も
と
つ
く
情
報
公

開
請

求
者

の
扇
形

の
外
延

は
、
既
決
囚
も
し
く
は
刑
事
被
告
人

で
あ
る
。

こ

の
場
合
、
収
監
中

の
凶
悪
犯
が
、
自

己

の
犯
行

の
警
察
当
局

へ
の
密
告
者
を
、

第

三
者
に
殺
害
さ
せ

る
目
的

の
た
め

に
、
当
該
法

に
基
づ
き
入
手
し
た
情
報
を
利

用
し
た
と

い
う

、
極
端

な
事

例
す
ら
存
在
す

る
。

こ
こ
に
、

F
O
I
A

の
立

法
意

図
か
ら
は
、
お
よ
そ
予
期

さ
れ
ざ

る
異
様

な
面
貌

が
、

さ
ら

さ
れ

て

い
よ
う

。

(拙
著

前
掲

一
七
八
頁
-

一
七
九
頁
)

F
O
I
A

に
は
、
確
か

に
、
幾

つ
か

の
間
題
が
伏
在

し
て

い
る
。
加
え

て
、
す
く
な

か
ら

ぬ
行

政
諸
機

関
は
、
当
該
法

に
お
け
る
立
法

の
意

図
や
趣
旨

を

、
尊
重
も
順
守
も
し

て

い
な

い
と
す

る
数
多

の
不
満

の
倍
音
を
も
、
当
該
法

は
、
複
雑

に
響

か
せ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

F
O
I
A
に
は
1
修
正
法
も

含

め

て
ー

、
そ

の
主
調
低
音
と

し

て
、
当
該
法
は
、
さ
も
な
く
ば
享
受

し
え
な

か

っ
た

で
あ

ろ
う

豊
富

な
情
報

の
入
手
を
市
民

に
可
能

に
し
た
と
す

る

一

条

の
旋
律

が
、
明
快

に
鳴
り
響

い
て

い
る
と

い
う
事
実
は
、
否
定

す

べ
く
も
な

い
。

(な

お
五
〇
州

の
三
分

の
二
以
上

の
州
が
、
F
O
I
A
と
同
種

の
法
律

を
制
定

し

て
い
る
。
)

(拙
著

前
掲

一
七
九
頁

・

ωΦ
①
巴
ω
o
霊
o
吋
o
≦
ω
匹

o
口
α
国
o
ω
Φ
目
巨
o
o
β

8

・
9
ρ
)

あ

る
識
者

は
、
も
し

《
人
民

の
た
め

の
政
府
》

(
昏
Φ
b
Φ
o
覧
鋤
⑦
ゴ

伽身
o
<
ω
旨
日
Φ
昌
)
が
、

い
か

に
頻
繁

に
、
そ

の
目
的

の
達
成
を
挫
折
さ
せ

て

い
る
か

を

、

《
建

国

の
父
祖
》

(
浮
①
勾
o
巨

山
冒
α身
守

9
Φ
房

)
が
知
ら
な

い
と

し
た
ら
、
彼

ら
は
、
F
O

I
A
を
誇
り

に
お
も
う

で
あ

ろ
う

と
、
述

べ
て
い
る
。

(ω
①
①
冒
同
q

ζ
器
審
ヨ

空
o
冨

a

ζ
①
鼠

戸
薗
民

勺
①
8
『
ω
冨

コ
ρ
》
飢
ミ

巨
⑦
欝

財
.奉

貯

§

」
℃
篤

勺
・8
刈
・)
F
O
I
A

に
関
す
る
的
確
な
評
言
と

し

て
は
、

最
高

裁
判
所
判
事

P

・
ウ

ォ
ー
ド

(
]℃
P
け村
一〇
一簿
、ぐく
帥
一◎
)

の
次

の
言
葉

が
あ
げ

ら
れ
よ
う
。

(
勺
簿
霞

ω
q
き
ω
ψ

↓
o
&

菊
曽
貯
o
甘

菊
昌

ω
島

o
け冨
ロ
鼻

き

q

O
旨

曄
冨

閃
霞
ぎ
鉾

O
Φ
§

o
§

題
旨
魁
切
遂
Φ
げ
》
音

貯
龍
慧

職
ぎ

富

§

9

⑦
①
恥
§

儀
q
o
白
臼
魯

融
も

醇

Φ
9

N
逡
働
や
8
P
)

「
F
O
I
A

の
よ
う

な
も

の

(
ω
o
日
卑
三
昌
⑰q
葬

Φ

[閏
O
H>
]
)
が
、

ア
メ
リ
カ
国
民

と
そ

の
政
府
と

の
間
に

"濃
霧

と
鉄
と

の
カ
ー

テ
ン
"
(
2

二
巴
口

o
臨

ho
oq
帥
民

ぎ

昌
)
が
立
ち
こ
め
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
、
案

出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
…

[し
か
し
、
]

他

の
す

べ
て
の
基
本
的
自
由
と
同
様

に
、
F

O
I
A
は
、
時

に
は
、
価

値
あ

る
も

の
を
傷

つ
け
、
あ

る
場
合

に
は
無
価
値
な
も

の
を
救
う
」
。

関
連
法
規

の
第

二
は
、
公
共
政
策

の
形
成

に
当
た

っ
て
、
行
政
機
関
が
諮
問
委
員
会

(巴

三
。・o
q

8
白
邑

9

①
ω
)
を
活

用
す
る
際

に
お
け
る
代
表
性
と

透
明
性
と
を
高

め
る
こ
と
を
意

図
す

る

一
九
七

二
年
制
定

の
連
邦
諮
問
委
員
会
法

(
閏
①
α
Φ
邑

》
ユ
≦
の
o
昌

O
o
ヨ
巨

#
①
Φ
>
9
)

で
あ
る
。

一
九
六

〇
年
代

・
一
九

七

〇
年

代

に
は
、
行
政
部

の
公
共
政
策
形
成
過
程
に
お
け
る
広
範
囲

に
及

ぶ
集
団
代
表
性
と
公
共
利
益

に
対
す

る
す
く
な
か
ら
ざ

る
配
慮

の
双
方

に
対
す

る
政
治
的
要

望
は
、
最
高

潮

に
達
し
た
。

こ
の
時
期

に
、
F
O
工
A
、
議
事

公
開
法

(昏
①
O
o
<
Φ
3

ヨ
Φ
算

ぎ

9
①
ω
=
口
ω
ぼ
口
Φ

>
8

(
一
九
七

六
年
)

そ
れ
に
、
連

邦
諮
問
委
員
会
法

(
F
A
C
A
)
な
ど
が
、
制
定

さ
れ

て
い
る
。
行
政
機
関
が
、

こ
う
し
た
新
た
な
法
律
や
政
治
的
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雰
囲
気

(
O
o
一三
。
巴

日
o
o
e

に
応
答
し

て
ゆ
く

に
と
も
な

い
、
議
会

・
特
殊
利
益

(と
り
わ
け
実
業
利
益

)

・
官
僚
機
構

の
三
勢
力

の
連
合
体
と
し

て
公

共
政
策
決
定

過
程

に
大
き

な
影
響
力
を
行
使
す

る
、

い
わ

ゆ
る

《
鉄

の
三
角

地
帯
》

(ぎ

昌

旺

き

ゆ身
互

の
イ

メ
ー
ジ
は
、
よ
り
開
放
的

に
し

て
直

接
参

加
様
式

の

《
係
争
問
題
ネ

ッ
ト
ウ

ァ
ー
ク
》

(奮

器

器

寒

o
爵
ε

あ
る

い
は

《
政
策
ネ

ッ
ト

ウ

ァ
ー
ク
》

(弓
o
ぎ
団
昌
9
≦
o
蒔
ε

を
表
現
す

る
イ
メ
ー
ジ

　
り

め
り

へ
と

、

直

線

的

に
移

行

す

る
。

[
ω
Φ
Φ
国
⊆
oq
げ

頃
a

巳

ω。・話

乞
①
叶≦
o
蒔

ω
雪

匹
曄

Φ
国
×
Φ
。
巨

〈
Φ
両
ω冨
σ
房

ゴ
日
⑦
鼻

〉
口
夢

o
口
団

囚
ヨ
ゆ毎

(
Φ
◎
)

月
冨

乞
Φ
≦

》
臼
①
鼠
o
碧

ぎ

旨
駄
6
巴

留

琳Φ
賛

這

鈷

O
b
Q。
刈
-旨
↑

い
鷲
越

乞
噛○
霞
の
8
戸

、
窩
守
匿
o
窪

受

§

§

偽

、
ぎ
d
8
鴇

き

魁

窪

o
電

Φ
鈎

竈

も
N

帥
ロ
α

トの
口
自

Φ
負

N
8

県

を

巴
富
『
}
.ζ

●屋

o
冨

巴
什噂
国
ユ
犀
出

蝉
房

困

二
戸

卸
コ
α

一
〇
〇
〇

即
]≦
閑
8

b
8

冨
口

(
Φ
α
)
矯§

旨
勘
喰
ご
晦

§

黛
Φ
肉

〉
δ
琳
ミ
9
時
ω
㌔
恥
慧

鉢Φ
聴
δ
。り
ぽ
悔

導
Φ

、
さ
ミ

砺
Φ
9
g

這
も
N
]

こ
れ
ら

の
ネ

ッ
ト

ウ

ァ
ー
ク
は

《
統
治
構

造

の
公
式
境

界

の
内

外

に
お
け

る
》

(
ヨ
ω
δ
Φ
器

≦
巴

器

o
耳
巴
ロ
Φ
普
Φ
8
『
白
巴

ぴ
o
§

鳥
舞
δ
ω
o
h

。q
。
<
Φ
岳
ヨ
8

0

多
様

な
諸
集
団
と
諸
個
人
か

ら
構
成

さ
れ

る
。
彼
ら

は
、
諸
種

の
政
策
領
域

に
関
す

る
技
術
的
知

識
と
関
心
を
共
有

し

て
い
る
に
も

か

か
わ
ら
ず
、

必
ら
ず

し
も

同

一
の
政
治
的
展
望
を
抱

い
て

い
な

い
。
例
え
ば

、

エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策

は
、
か

つ
て
、
石
油
企
業

・
電
力
会
社

な
ど

の
経
済
的

諸
利
益

の
支

配
す

る
と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。
け
れ
ど
も

《
係
争
問
題
ネ

ッ
ト
ウ

ァ
ー
ク
》
は
、
環
境
整

備

・
資
源
確
保
な
ど
を
目
指
す
諸
集

団
を
、

《
公
共

政
策
形
成

(法
規
制
定
)
過
程
》

(U
o
腎
《
B
跨
言
ひq

(凄
一Φ
日
鋤
屏
ぢ
⑲

實
0
8
ωω
)
に
、
新

た
に
投
入
す
る
に
い
た

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、

《
混
成
法
規
制

定
》

(
ξ

耳
置

民
三
Φ
日
艮

冒
oq
)

で
あ

る
。

連
邦
政
府

に
お
け
る
行
政
諸
機

関
は
、
久

し
き

に
わ
た
り

、
法
規

制
定

の
日
程
表

の
設
定
、
提
案

さ
れ
て

い
る
法
規

の
文
書
化

、
そ
し
て
、
そ

の
他

の

政
策
形
成
諸
活
動

に
お

い
て
、
自
ら
を
響
導
す

べ
き
準
統
治
諮

問
委
員
会

(ρ
轟
ω
お
。
<
Φ
白

日
Φ
暮
巴

巴

く
ぎ

q

8
日
ヨ
葺

8
ω
)
を
編
成

し
活
用
す

る

の

が
、
通
例

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
委

員
会
は
、
相
対
的

に
狭
縢
な
焦
点
を
有

し
て

い
る
に
す
ぎ

な

い
。
例
え
ば
、
単

一
の
地
理
上

の
区
域

、
農
産
物
、
動

物
、
食
品
、
疫
病

、
化
学
、
技
術
な
ど
が
、

こ
れ

で
あ

る
。
諮
問
委
員
会
制

は
、
流
動
的
で
あ
る
。
換

言
す

る
な
ら
ば
、
栄
枯
盛
衰
が
、
著

し

い
。
諮
問

委

員
会

に
は

、
例
え

ば

、

O
o
ω
8
α
①
口
①
巴

G。
o
Φ
巳
o
菊
Φ
ω
Φ
霞
9

》
同
8

>
α
<
一ω
o
昌

O
o
日
日
一#
㊥
ρ

裳
註

8

巴

》
α
≦
ω
霞
団

O
o
琶

o
一一
8

ω
舷
Φ
蔓

言

>
oq
ユ
o
巳
言
円
ρ

Z
曽
訟
o
昌
巴

O
O#
o
コ
ζ
四
爵

曾
一口
oq
ω
ε
α
網
O
O
日
日
葺

Φ
ρ

O
鉾
自
①
ぎ
α
ロ
ω
什『
団
〉
α
<
尻
O
q

O
O
8
日
評
審
ρ
乞
薗
菖
o
目
巴

》
匹
く
厨
O
蔓

O
O
ロ
昌
O
目
O
昌

O
匡
匡

2
三
ユ
江
o
戸

〉
α
<
幽ω
o
蔓

O
o
日
日
葺
8

0
⇒
出
o
伊身
0
7
0
冨
茜

国
冨
岳
8
菖
o
戸

国
図
b
①
『
叶
勺
⇔
コ
①
一
〇
昌
2
詳
冨
8
ω
鋤
口
α
2
一q
o
ω
p
ヨ
5
Φ
ρ
乞
帥
鉱
o
昌
巴

勺
Φ
蝉
口
暮

》
α
≦
の
o
q

O
o
ヨ
巨

け9
ρ
幻
p巨
口
》
匹
三
ω
o
曼

O
o
臼
日
搾
叶Φ
Φ
な
ど
が
あ

る
。
行
政
機
関

の
み
な
ら
ず
議
会
も
こ

の
よ
う
な
委
員
会
を
設
立
し

て
い
る
。

一
九

九

八
年

に
は
、
連

邦
政
府

に
お
け
る

五
五

の
省
庁
は
、

八
九

二
の
諮
問
委
員
会
を
擁

し
、
そ

の
委
員

総
数
は

四
万

一
二
五
九
名

に
達
す

る
。

こ
れ
ら

の
委

員
会

は
、

五
八
五
二

の
会
合
を
開
き
、
九
七
三

の
報
告
書
を
刊
行

し

て
い
る
。

(
ω
Φ
Φ
d
φ

O
Φ
昌
Φ
『
巴

ω
Φ
暑
ド
Φ
ω
〉
住
巳

巳
の
什冨
口
o
戸

↓
ミ
題

嘗
あ
Φ
<
魯

憩
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》
鳶

§
」
淘
8

0
試

o
㌦
導
Φ
等

$
こ
Φ
忌

8

潮

箒

髭
」
卜
箴
鼠
。・o
越

9

臼
臼
蹄
叶Φ
p

壽

建

㌧
寄

鷲

」
箋

」
逡

℃
・)

ゆ
ゆ

諮
問
委

員
会
は
、
時

に
は
、

政
府

の

《
強
力
な
第

五
部

門
》

(p
U
o
妻
Φ
ほ
巳

津
夢

寓

き

。
げ
)
と

看
倣
さ
れ

る
。

(
因
み

に
第

四
部

門
は
行

政
諸
機
関

で
あ
る
)
(d
曹Qり
.
ω
①
】]聾
什Φ
矯
壽

儀
Φ
建
、
》
魁
く
同.ω
O
曙

∩
ご
厳
臼
、鉢瞥Φ
Φ
昌
6
ひ
O
や
O
凶け召
】)O
.幽
◎◎
、
N
一
刈
'
N
り
もQ
℃
卜Q
り
り
ーω
O
O
・)
委
員
会

に
は
、
定
評

の
あ
る
重
要
性

の
認
識
が
、

一
般

に
、
成
立
し

て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
委
員
会

は
、
他

の
諸
利
益
を
犠
牲

に
し

て
特
定
利
益
を
優
先
さ
せ

る
偏
向
的
な
態
度
を

示
し
た
り
、
諸
利

益

の
間
に
紛
争
を

惹
き
起

し
、
あ

る

い
は
、
行
政
機
関
に
対
す

る
不
当

な
影
響

力
を
行
使

す
る
と

い
う
懸
念

が
、
委

員
会

に
は
、
常
に

つ
き
ま
と
う

。

一
九
七

二
年

の
連
邦
諮

問
委
員
会
法

は
、
当
該
委

員
会
に
内
在

す
る
権
力

乱
用

の
潜
在
性
を
減

退
さ
せ
る
こ
と
を
意

図
し
て

い
る
。
当
該
法

は
、
委
員

は

、

《
代
表
さ
れ

る
見
解
と

遂
行

さ
れ

る

べ
き
機
能

と

の
観
点

か
ら
、
公

正
に
均
衡
を

保
た
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
》

(逗

二
団

σ
巴
磐

8
α
一口

什霞
日
ω
o
h

b
o
一算
ω
o
h
<
δ
芝

昂
買
Φ
ωΦ
口
叶
Φ
ユ
⇔
口
山
9
Φ
営
ロ
o
ま

目
8

σ
Φ
b
興
8
同
日
Φ
α
)

(ω
Φ
o
ま

口
㎝
)
と
明
定
す
る
。
同
じ
く
、
当
該
法

は
、
委

員
会
は
、

《
任
命
権

者
も

し
く

は

い
か
な

る
特

殊
利

益

に
よ

っ
て
も
不
当

に
影
響

さ
れ

て
は
な

ら
な

い
》

(
毛
臣

旨
9

営
趙

嘆

8

二
讐
。
ξ

剛邑

偉
魯

o
Φ
α

σ
団

曽
薯

o
言
叶一昌
Φq

窪

跨
霞
押
団

霞

σ
網

き

団

ω
b
Φ
。
一p
=

算
費
Φ
雪
)

(
ω
Φ
O
叶一〇
b
「
切
)
と
定

め

る
。

さ
ら

に
、
当

該
法
は
、
告

知

(
建

σ
琴

8

什8
Φ
)
・
公
開
集
会

、

(
宮

匪

6

日
①
Φ
ロ
ロ
ぴq
ω
)
そ
し

て
、
報
告
義

務

(
「
Φ
b
O
同
什一昌
ゆq
同
Φ
ρ
仁
一同
Φ
H口
Φ
昌
什ω
)

の
活
用
を
通

し

て
、
透
明
性
を
高

め
る
。
な
お

O
H
>
、
連

邦
準
備
制
度

(
団
Φ
畠
興
巴

切
Φ
ω
霞
く
Φ
ω
団
斡
o
日
)
な
ど

の
、
連
邦
政
府
職
員

の
み
か
ら
構

成
さ
れ
る
諮
問
委

員
会

に
は
、
当
該
法
は
適

用
さ
れ
な

い
。

連
邦
諮

問
委
員
会
法

は
、
諮
問
委
員
会
制

度

の
立
法

・
行
政
両
部
門

に
よ
る
共

同
運
用
を

予
想

し
て

い
る
。
議
会

の
常
任
委
員
会

は
、
自
己

の
管
轄
権

の
下
に
お
け
る
こ
う

し
た
諮

問
委

員
会

の
活
動
を
審
査
し
、
当
該
諮
問
委
員
会
は
他

の
諮

問
委

員
会
に
併

合
さ
れ
る

べ
き
か
、
全
面
的

に
廃
止

さ
れ
る
べ

き
か
、
あ

る

い
は
、
そ

の
貴
任
を
修

正
さ
れ

る
べ
き
か
、
な
ど
を
決
定
す

る
職
務
を
課
さ
れ

て
い
る
。

O
M
B
も
ま
た
、
諮
問
委
員
会

の
現
状
を
審
査

し
、

委
員
会

の
実
効
性
を
向
上
さ
せ

る
た

め

の
指

標
を

示
す
役
割
を

、
果
し

て

い
る
。

連
邦
諮

問
委
員
会
法

(
F
A
C

A
)

の
全

体
を
貫
く
趣
旨

は
、
諮
問
委

員
会
制
度

の
存
在
と
活
動
を

《
公

明

・
率
直

》

(害

o
<
Φ
-げ
8

a

)

に
す

る
こ

と

に
あ

る
。
当

該
法
は
、
諮

問
委

員
会

の
会

合

の
開
放
性
を

一
般
原
則
と
す

る

(
ω
Φ
O
什一〇
昌

].O
)
。
会
合

開
催

の
告
知

は
、
「
官
報
」

に
公
表
さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。
し
か
も

、
「利
害

関
係
者
は
、
何
び
と
も
、

い
か
な
る
諮
問
委

員
会

に
も

出
席

し
、
そ
こ
で
意
見
を
陳
述
し
、
あ
る

い
は
、
意
見
書
を
提
出
す

る

こ
と
を
許

さ
れ
る
。
」

(
ヨ
け
興
Φ
鴇
Φ
自

O
霞
ω
8

ω
ω
げ
帥
目
げ
Φ
b
興
日
葺

Φ
価

8

讐
9
コ
α
噌
巷

b
①
母

げ
駄
自
ρ

o
同
鈴
Φ
斡
讐
Φ
日
Φ
葺
ω
註

跨

螢
昌
団

巴

≦
ω
o
昌

8
ヨ
日
一ヰ
8
ω
)
。

(ω
Φ
〇
二
8

一
〇

[
9
]

[
も。
]
)

F
A
C
A
は
、
会
合

の
詳
蜜
な
議
事
録
を
保
存
す

る
旨
規
定
す
る
ほ
か
、
こ

の
記
事

録
と
同
様

に
、
報
告

書
、

調
査

・
研
究

の
中

間
報
告
、

そ
し
て
、
研
究
論
文

な
ど
を
含

む
、
諮
問
委

員
会

に
給
付
さ

れ
た
、
文
書
化

さ
れ
た
資
料

に
対

す
る
市

民

の
接
近
と
入
手

の

権
利
を
定
め

る
。
な
お
、

F
O
I
A
の
下
で
は
、

こ
れ
ら

の
文
書
は
、
免
除
項
目
と
し

て
、
公
開
を
抑
止
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
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F
A
C
A
は
、
諮
問
委

員
会
を
構
成

す
る

の
は
何
者
で
あ

る
か
を
争

点
と
す
る
す
く
な
か
ら
ぬ
訴
訟
を
産
み
だ
す
。
不
当
な
秘
密
主
義

に
対
す

る
救
済

策

は
、
諮

問
委
員
会

の
作

成
し
た
報
告
書

の
使
用
を
禁
止
す

る
裁
判
所

の
命
令

(o
o
母
二
且
目

。
けδ
口
)
を
含
む
。
し
か
し
、
若
干

の
場
合
、
明
白

な
法
律

違

反
11

F
A
C
A
違

反

に
対
し

て
す
ら
、
救
済
策
は
、
存

在
し
な

い
。
た
だ
し
、
再
発
防
止

の
救
済
策
は
、

こ

の
限
り

で
は
な

い
。

(
型

ω
q
碧

ω
ω
卑

9

0
,

。
拝

や
霧
S
)
大
統
領

主
導

の
諮

問
委
員
会

に
対
す

る
反
対
論
は
、
権
力
分
立
制
と
行

政
特
権

(
霞

Φ
。
言

く
Φ
買
一く
一一Φ
oq
Φ
)

の
双
方
を
含
む
憲
法

上

の

問
題
を
提
供

す
る
。

[こ

こ
に
い
う
行
政
特
権
と
は
、

《
機
密
保
持

の
原
理
》
と
も

い
わ

れ
、
議
会

・
裁
判
所

・
公
衆
な
ど

に
よ
る
情
報

公
開

の
要
求
と

い

う
苛

烈
な
風
波

に
対

し
て
、
情
報
抑
制
を

目
標

に
行

政
部

の
た
め

に
築
造
さ
れ
た
防
波
堤

で
あ

る
。

そ
れ
は
、
大
統
領
が
、
自
己
も
し
く
は
行
政
部

の
所

有

に
属

す

る
文

書

な

い
し
情
報

を

、
議
会

、

司
法

部

、

そ

の
他

に
提

供

す

る
こ
と

を

拒
絶

し
う

る
憲

法

上

の
権

限
を

保
持

す

る
と

い
う

《
主
義

》

(
創
O
O
↓『
一]口
①
)
を
指
す
。
も

と
よ
り
、

こ
の
意
味

に
お
け

る
行
政
特
権

は
、
憲
法

に
明
確

に
規
定

さ
れ
て

い
る
権
限

で
は
な
く

、

《
憲
法

上
推
定

さ
れ
る
権

限
》

(
o
巳

隠
①
昌
巴

O
o
≦
輿
)

に
す
ぎ
な

い
。

け
れ
ど
も

、
行
政
特
権

は
、
す
く
な
か
ら
ぬ
大
統
領

に
よ

っ
て
、
議

会

の
常
任
委

員
会

に
お
け
る
自

己

の

《
親
密
な
助
言
者
》

(
獣
什
巨

讐
o
β・
山
≦
ω
費
ω
)

の
証
言

の
拒
絶
を
正
当
化
す

る
意
図

の
下

に
、
様

々
に
解
釈
さ

れ
て

い
る
。
拙
著
前
掲

一
七
九

項
、

一
九

一
項
参

照
、
ω
Φ
Φ
p
一ω
o
q
艮

亀

卑
ミ
霧

タ
尋

8

』
。。
q
い
§

(
N
も
漣
)
6
窓

o
巳

ω
。
お

①
さ

穿

Φ
象

賦
需

霞

乱
。
鷺

、
》

9

旨
ω
陣
鍵

§

巴

昼

暮

宅
翼

ζ
母
屏
9
国
o
N
Φ
戸

穿

Φ
象

薯

Φ
連

一ミ
Φ
鷺

、
§

Φ
b
瀞
§
臼
隠
9

留
q
Φ
受

鋤
旨
瓢
b
Φ
臼
g
憲
欝

卜
R
o
§

賦
ぴ
ミ
信

」
℃
蜜

き

飢
§

魁
Φ
9
器

鼠
的
亀

讐

途

U
Φ
鼠

ω
炉

Ω
o
巨
P

§

①
さ

軋
Φ
.§

》
臼
Φ
賦
o
壁

等

題
達
o
竃

績
㌦
ぎ

Φ
ま

鼠

ぴ
k
鍵
o
富

註

ぎ

ほ
8

智

、昏

恥
O
轟

b
冨

一㊤
山
N
R

B
中
認
N

U
・
ω
9

三
貫

8

0
#

も
巳

直

-一
ホ

]

最
近

に
お
け
る
最
も
著
名
な
事
件

は

》
鴇
0
6
貯
織
§

亀

溢
白
Φ
昏

壁

き

団
町
鼠
き

⑦
砦

亀
曾

蝶

§

9
冒
6
●
≦

寒

蔓

肉
o
魁
富

白

Ω
ミ

§

℃
℃
彊

ミ

。。
塗

(
」
§

)

で
あ
る
。

↓
げ
Φ
国
諺
什
レ
鋤
身

で
あ
る

H

・
R

・
ク
リ
ン
ト

ン

(
類
一一一偉D
同団

菊
O
O
げ
P
b
P

O
=
口
けO
口
)
夫
人

は
F
A

C
A
の
立
法

目
的
か
ら

い

っ
て
、
連
邦
政
府

の

職

員

で
あ

る

の
か

ど
う

か
。
も

し
夫
人

が
連
邦

政
府
職

員

で
は
な

い
と

し
た
ら

、
大
統

領

の
国
民
健
康

管

理
改
革

に
関
す

る
特
別

調
査

委
員
会

(
島
Φ

写

Φ
の
己
8
誘

↓
器
評
団
8
8

0
ロ
乞
巴

8

巴

出
8
喜

0
霞
Φ
国
Φ
8
同日

)
は
、
諮

問
委
員
会
と
な
り
、
こ
の
委

員
会

の
非
公
開

の
会
合
は
、

F
A
C
A
に
違
反

す

る
。

あ
る
最
高
裁

判
所
判
事

が
指
摘

し
た
よ
う

に
、

《
精
巧

な
法

規

の
解
釈
》

(
α
震

8
容
拐
)

を

《
陰
険
な
法

網
忌
避

の
主

張
》

(
昌
Φ
b
9
昇

o
h

島
ω
一お

8

ロ
2

ω
Φ
<
倉。
ω
一8

)
に
適

用
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
裁
判
所
は

、
大
統

領
夫
人
が
、
す
く
な
く
と
も

F
A
C
A
の
文
脈

の
中
に
置

い
た
と
き
、
連

邦
政
府

の
職
員

で
あ

る
と
す

る
結
論
を

下
し
た
。
裁

判
所

は
、
当
該
判
決

の
な
か

で
、
有
用
な
指
針
を
与
え

る
四
者

の

一
般
原
理
を
、
明
確

に
示
し

て

い

る

。

[
》
。。の
0
6
む
賦
§

9
職
卜
臼
Φ
賦
爵

嵩
憲

遂

ぱ
勘
詠

き

魁
硫
自
お

Φ
§

鈎

甘
9

ぎ

寒

鱒

肉
O
§

勘
臼

§

叶§

(
一
8

ω
)
]
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①

「
諸
個

人

の
集

合
体

と
し

て
で
は
な
く
、
集

団
と
し

て
、
助
言
、
も

し
く

は
、
勧
告
を

行
う

こ
と
を

要
請
さ
れ
る
な
ら
ば

、
当
該
集

団
は
、

F
A
C
A
の

諮

問
委

員
会

で
あ
る
」
。

②

「
F
A
C
A
と
深
く
か
か
わ
る
た
め
に
、
大

統
領
、
も
し
く
は
、
大
統
領

の
下
僚
は
、
ほ
ぼ
、
組
織
化

さ
れ
た
構
造

、
確

定
し
た
成

員
、
そ
し

て
、
個
別

具
体

の
目
的
を

有
す
る
諮

問
委
員
会

を
、
創
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
」
。

③

「
政
府

幹
部
全
員
か
ら
成

る
諮
問
委
員
会

が
、

一
時

の
会
合

に
、

顧
問

(
O
O
〕P
ω
β
一什⇔
⇔
け
)
を
加
え
た
と
し

て
も
、
顧
問
は

、
現
実

に
諮

問
委
員
会

の
構
成

員

で
は
な

い
故

に
、

F
A
C
A
は
、
発
動
さ
れ
な

い
」
。

④

「
F
A
C
A
が
現
実

に
適

用
さ
れ
る
か
ど
う

か
を
決

定
す
る
た
め
に
、
我

々
が
、
特
定

の
集

団
、
も

し
く
は
、
委
員
会
を

調
査
す

る
と
き

、
当
該
集

団

の

目
的

、
構
造
、
そ
し

て
、
人
事

の
諸
点

に
関
し
て
、
広
範
囲

に
わ

た
る
多
様
性

が
存
在

す
る
と

い
う
事

実
は
、
留
意

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
」
。
「
集

団
と
し

て
公
表

さ
れ

て
い
る
助
言
を
行
う

た
め
に
結
集

さ
れ
た
」

(
耳
o
轟

耳

8
0q
Φ
島
興

8

σq
才
Φ
b
ロ
σ
膏
一N
Φ
α
巴

乱
8

器

鋤
oq
同
o
唇

)
私
的
な
市
民

(
只
ぞ
讐
①

〇
三
N
Φ
口
色

か
ら
構
成
さ
れ
、
目
的

・
構
造

・
人
事

の
観
点

か
ら
形
式
を
整
え

て

い
る
公
式
集

団

(ご
同
日
巴

ぴq
容
唇

ω
)
は
、
明
ら
か

に

F
A
C
A
の
適

用

対
象
と

な
る
。

「
相
互
に
堅
密

に
協
力
す

る
こ
と

の
な

い
単
な
る
諸
個

人

の
集
積
体

に
政
府
が
助
言
を
求
め

る
と

い
う

、
不
定
形

の
態
勢

(
目

ω
q
=
9
霞

Φ
α

。。
旨
き

oq
Φ
日
Φ
口
O
」

は
、
当
該
法

に
規
制

さ
れ
る
こ
と

は
な

い
。

以

上
で
あ

る
。

F
A
C
A

の
将
来
を

予
測
す

る
こ
と

は
、
至
難

で
あ

る
。

一
方

、
当
該
法
は

、
公
私

両
部

門
の
提
携

関
係

が
通
例

で
あ

る
、
政
府
再
生

に
対

し
て
、
重

要
な
意

味
を
有

す
る
。
す
く
な
か
ら
ざ

る
公
私
両
部

門

の
提
携

関
係

の
樹
立

の
た
め

の
会
合

は
、
当
該
法

の
管

轄
下

に
あ

る
。

ヒ
ラ
リ
ー

・
ク
リ

ン
ト

ン

夫

人
事

件
は
、
連
邦

政
府

に
お
け

る
公
共

政
策
形
成
を
遅
延

さ
せ
る
た
め

に
当
該
法
を

利
用
し
う

る
可
能

性

に
、
世
人

の
耳

目
を
集
中
さ
せ
た
。
他

方
、

当
該
法

の
違
反
に
対
す

る
救
済
策

は
、

い
ま
ま

で

の
と
こ
ろ
、
進

ん
で

い
な

い
。

第

三
は
、
秘
匿
権
保
護
法

(
勺
同
瞭く
po
O
団
》
O
什
O
h
一
り
刈
膳
)

(
一
九
七

四
年
)

で
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
社

会
に
は
、
「情
報

の
自
由

な
流

れ

へ
の
強
靭
な
要
望
対
個
人

の
秘
匿
権
擁
護

へ
の
関
心
」

(昏
Φ
α
Φ
ω
冨

8
『
葺
①
坤
Φ
Φ
自
o
芝

o
匡
口
h霞
日
註

o
口

く
興
ωロ
ω
芸
Φ
8
口
8
簑

8
同
日
巴
葺
巴
巳
昌
⑰q
ヨ
α
三

9

巴

胃
ぞ
霧
矯
)

の
間

に
お
け

る
こ
の
社
会

に
固
有

の
緊
張
関
係
が
存
在
す
る
。

(
≧

Φ
図
巴

勺
鋤
≦
甘
9
<

9。
昌
瓢
ρ

U
9
<
置

O
母
ω
8

噸
b
喧

ミ

O
ミ

①
.§

白

Φ
旨
腎
罫

魯

」$

き

織
b口
Φ
旨

貯

o
職
8

吻
略
S

量

b
,
一
G。
α
山
ω
q
)

こ
の
緊
張
関
係
は
、
立
法
に
お
け
る
議
会

の
様
々
な
声
明
の
な
か
に
、
同
じ
く
、
法

の
下
に
お
け
る
外
観
上
矛
盾
す
る
責
任
の
履
行
方
法

に
関
す
る
行

政
機
関
か
ら
行
政
機
関

へ
の
指
針

の
な
か
に
、
凍
結
状
態
で
封
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
九
五
年
の
文
書
業
務
削
減
法

(℃
昌

曾
≦
o
蒔
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国
Φ
含

9
8

》
9

0
h
一り
⑩
α
)

の
通
過

に
際
し
て
、
上
院
政
府
問
題
委

員
会

(ω
窪

讐
①
Ω
o
〈
Φ
日
日
Φ
段

〉
評

一同ω
O
o
日
目
犀
Φ
Φ
)
は
、
自
ら
の
所
信
を
表
明

し
、

「
政
府
に
よ

っ
て
確
保

さ
れ
た
情
報
は
、
統
制
的

・
体
系
的
な
方
法

に
よ

っ
て
管

理

・
運
営

さ
れ
る
な
ら
ば
、
政
府
と
社
会

に
対
し

て
、
貴
重

に
し
て
有
益

な
資
源

と
な

る
」

と
述

べ
、
情
報

の
自

由

な
流

れ

の
重

要
性
を

、
次

の
よ
う

に
指

摘

し

て

い
る
。

(
ω
Φ
口
碧
Φ

国
Φ
o
o
巨

一
〇
ら
-。。
8

勺
↑
.一
〇
鼻
-
一
ω
鴇
O
・①
.

霊

乱

9
Φ
<
き

α
Ω
2
ω
8

0
ウ

o貫

,
一
ω
O
)

「
電
子
情
報
時
代

(
曄
Φ
Φ
冨
o
茸
o
巳
。
冒
8
N
日
曽
け同o
ロ
鋤
ゆq
Φ
)

の
到
来
は
、
連
邦

政
府

に
、
政
府

所
有

の
情
報
を

ア
メ
リ
カ
国
民
が
容
易

に
入
手

し
う
る
よ

う

、
継
続

的
責
任

を
履
行
す

べ
き
新

た
な
機
会
と
義
務
と
を
付
与

す
る
。
他
方
、
立
法
は
、

ア
メ
リ
カ
国
民

に
、
政
府

所
有

の
情
報
を
、
改
良

さ
れ
た
形

式

に
よ
る
、
と
り

わ
け
、
電
子
書
式

(
Φ
一Φ
6
叶同O
HP一〇
bQ
同
目
P
餌
蝕
)

に
よ
る
、
流
布
を

、
規
定
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
こ
う
し
た
要
望

に
応
え

て
ゆ
く
」
。

し
か
し
、

こ
う

し
た
ま
さ
し
く
同

一
の
技

術
的
趨
勢
は
、
情
報
秘
匿

に
対
す

る
関
心
を
提
起
す
る
。
議
会
は
、

一
九
七

四
年

の
秘
匿
権
保
護
法

の
制
定

に
臨

ん
で
、
次

の
よ
う

に

い
う

。

(
勺
口
げ
一一〇
H
、曽
≦

㊤
GQ
Iα
刈
り
層
ω
Φ
O
江
O
　口
N
.
Hび
一◎
.℃
b
.H
もQ
①
.)

「
増
大

の

一
途
を

辿
る

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
ー
と
高

性
能

の
情
報
技
術

の
活
用
は
、
政
府

の
能
率
的
な
運
営

に
不

可
欠

で
あ

る
に
せ
よ
、
他
方

に
、
個
人
情

報

の
収
集

、
保
存

、
使
用
、
あ
る

い
は
、
流
布

の
際
に
起

こ
り
う

る
個
人
秘
匿
権

に
対
す

る
侵
害
を
、
す
く
な
か
ら
ず
、
拡
大
す

る
に

い
た

っ
て
い
る
」
。

秘
匿
権
保
護
法

は
、
連
邦
政
府

に
よ

る
個
人
情
報

の
収
集
と
保
存
を
規
制
す

る
第

一
義
的

に
重
要
な
法
律

で
あ

る
。
他
方
、
立
法

部

の
意

図
は
、
こ
れ

を
承
け

た
O

M

B
の
連

邦

政
府

諸
機

関

に
対

す
る
指

針

の
内
容

に
よ

っ
て
明

ら

か
に
さ
れ

る
。

O
M

B
の

「
連
邦

政
府
所
有

の
情

報
諸
資

源

の
管

理
」

(
8
げ
①
ζ
き

p
ゆq
o
ヨ
①
三

〇
出
岡
巴

Φ
『
巴
Hほ
霞
日
鋤
ま

ロ
幻
Φ
ω
o
霞
6
Φ
ω
)

(Ω
零
巳
震

>
-一
ω
O
)

に
関
す
る
回
状

は
、
「情
報

の
自
由
な
流

れ
対
秘
匿
権

の
間
に
お
け

る
均
衝
」

(
普
Φ
σ
巴
き

o
Φ
ぴ
Φ
暑

①
㊦
口
9
Φ
坤
Φ
①
自
o
≦

o
h
ヨ
♂
『
日
⇔
叶δ
口

く
Φ
屋
ロ
ω
葺
Φ
村碍
ぽ

8

寓
貯
碧
S

の
保
持

に
、
標
的
を
定

め

て
い
る
。

(
H玄
負

巳

ω
ρ
)

秘
匿
権

保
護
法

の
目
的

は
、
個

人

の
秘

匿
権

に
対
す

る
不
当
な
行

政
権

力

の
侵
害

と
、
個

人

の
許
諾
を
と
も

な
わ
な

い
個
人
情
報

の
開
示

の
双
方

か

ら
、
個
人
を
保
護
す

る
こ
と

に
あ

る
。
当
該
法

は
、
個
人

の
諸
権
利
を
行
政
権
力

の
侵
害

か
ら
防
衛

し
よ
う

と
す

る
A

P
A
の
広
範

な
関
心

の
反
射
像

で

あ
る
。
行
政
部
門
内

に
お
け

る
当
該
法

の
対
象
範

囲
は
、

F
O

I
A
と

ほ
ぼ
同
様

で
あ

る
。
し
か
し
、
当
該
法

は
、
大
統
領
府

に
お
け
る
諮
問
構

成
単

位

に
ま

で
、
そ

の
適
用
範
囲
を
拡
張

し

て
い
る
た
め
、

F
O
I
A

の
そ
れ

よ
り
も

、
当
該
範

囲
は
、
若

干
、
広

い
と

い

っ
て
よ

い
。
当
該
法

は
、

一
九
七

二

年
か
ら

一
九

七
四
年

に
及
ぶ
ウ

ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
年

(
筈
Φ

芝
讐
Φ
お

讐
Φ
鴫
Φ
母
)

に
浮
き
彫
り

に
さ
れ

た
様

々
な
問
題
点

に
対
す

る
議
会

の
応
答

の
結

果
、
成
立
し
た
。
と
り
わ
け
、

問
題
点

の
な
か

で
も

、
個
人

に
関
す

る
行
政
機

関
保
有

の
情
報

の
乱
用

に
対
す

る
関
心
が
、
注

目
を
惹
く
。
同
じ
く
、
連

邦
政
府
は
、
個
入
情
報
を
過
多

に
収
集
し

て
お
り
、

こ
れ
ら

の
情
報
は
、
杜
撰

に
管

理
さ
れ

て
い
る
と
す

る
世
人

の
認
識
も

、
ま
た
、
成
立
す
る
。
例
え
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ば

、

一
九
六
〇
年

代

に
、
す
く
な
か

ら
ざ

る
行

政
機

関
は
、
真
偽
法

テ
ス
ト

(
爲
器

-け
巳
ω
Φ
8
ω
O

に
し
た

が

っ
て
、
幾

つ
か

の
項
目
を
含
む

《
人
格

テ

リ
ハ

ス
ト
》

(
O
①
『
ω
8

p。
一三
図
9
ω
O

と

《
秘

匿
権

侵
害

の
質

問

》

(
買

ぞ
⇔
昌

-ぎ
≦

凸
口
σq
ρ
器

ω
ま

轟

一器
ω
)
と

を

実

施

し

た

。

そ

れ

に
は

、

ζ
気

ω
①
図

一箒

一ω

こ

ま

ニ

ω
註

ω
け
0
8
曙

や

↓
げ
興
⑦

一ω
洋
9

δ
<
Φ

鋤
ロ
α

O
O
ヨ
b
9
巳
8

ω
匡
b

一口

日
蜜

け
巨

一団

霧

o
o
8
冨

器
◎

8

0
9

霞

げ
O
日
Φ
な

ど

が
含

ま

れ

て

い
る

。

(
。。
8

≧

き

芝

Φ
ω
自
戸

遵

奉

受

き

飢
ぎ

亀

o
費

」
ま

N

b
,
b。
ま

-卜。
切
卿
)

議
会

の
調
査

は
、
行
政
権
力

に
よ
る
こ
う
し
た
情
報

の
誤

用
な

い
し
乱
用

の
可
能
性
が
、
か
な
り
高

い
と

い
う

結
論
を

下
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
公
文
書

の
機
密
保
持

は
、
単

な
る
神

話

に
終
わ

っ
て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

こ
う

し
た
公
文
書
は
、

一
行
政
機
関
か
ら
別

の
行

政
機

関

へ
と
、
転

々
と
移
動
し

て
ゆ

く
。
連
邦

政
府

に
お
け
る
調
査

官
は
、
す
く
な
か
ら
ざ

る
場
合

、
彼
ら

の
探
求

主
題
か
ら
遠
く
隔

て
ら
れ
た
情
報

に
接
近

し
、
入
手

し
う
る
機
会
を
与
え

ら
れ

る
。

(
。。
Φ
Φ
d
「
ψ

0
8

0q
器
ω
ω
噸
国
2

ω
①
O
O
ヨ
日
葺
Φ
Φ
8

0
0
<
興
口
日
Φ
昌
叶
O
O
Φ
茜
けδ
目
ψ

co
曽
げ
O
O
昌
酋

一
ω
什
の
Φ
ω
ω
曾

Φ
亀
旺

冒
O
ミ
蔓

O
旨
密

麸
恥ざ
旨
9
『

達

爵
6
廓

這
象

)
加
え
て
、
国
防
と
無
関
係

の
行

政
諸
機
関
は
、
自

己

の
所
属
職
員

に
、
元
来
、
国
立
病
院

に
お
け
る
入
院
患
者

の
利
便

に
供
す
る
必
要
上
、

考
案

さ
れ
た
質
問
票

の
空
欄

を
満
た
す

こ
と
を

、
常
規
的

に
命

じ

て
い
た
。

こ

の
回
答
欄

に
は
、
夜
尿
症

や
悪
夢

に
関
す

る
項
目

が
、
含

ま
れ

て
い
る
。

(
ω
8

℃
.
幻
8
窪

巨
8
日
噛
評

魯

憲
」
⑦
鶏
ミ
8

艶
ミ

き
Φ
O
§

終

貯
駄
§
丸

も
蟄

,
卜。
一
ω
.)

秘
匿
権
保
護
法

は
、
個

々
の
市
民
な
ら
び

に
永
住
権
所
有
者

に
関
す

る
情
報

の
収
集

、
管
理
、

そ
れ
に
、
開
示
を
規
制
す

る
こ
と
を
、
主
た
る
関
心
事

項
と
す

る
。
当
該
法
は
、
企
業
、
結
社
、

そ
の
他

の
組
織

に
は
、
適

用
さ
れ
な

い
。
当
該
法

の
特
徴

は
、
次

の
≡
者

に
要
約

さ
れ
る
。

①

記
録

の
入
手

何
び
と
も

、
自

己

に
関
す
る
行
政
機
関
所
有

の
記
録
を
精
査
す

る
権
利
を
有
す

る
。

そ

の
際
、
も
し
個
人

が
過
誤
を
発
見

し
た
と
き

に
は
、
彼

は
、
当

該

記
録

の
修
正
を
求
め
る

こ
と

が
で
き

る
。
も

し
行

政
機
関
が
修
正
を
拒
否

し
た
な

ら
ば

、
そ
れ
に
よ
り
直
接

の
影

響
を
蒙

る
彼
は

、
異
義
申
立
書
を
提

出
す
る

こ
と
が

で
き

る
。

こ

の
申
立
書

は
、
本
質
上
、
当
該

記
録

の

}
部
を
構
成
す

る
。
個

人
は
、
ま

た
、
自

己
に
関
す
る
記
録

の
行

政
機

関
に
よ
る
開

示

の
目
的
、
本
質
、
そ
れ
に
、
期

日
に

つ
い
て
、
情
報

の
提
供
を
要
求
す

る
こ
と
が

で
き

る
。

②

記
録

の
管

理

行

政
諸
機

関
は
、
情
報

の
入
手
、
処
理
、
保
管

、
そ

の
他

の
関
連
事

項

に
関
す

る
自
己

の
記
録
体
系
お
よ
び
政
策

の
特
質
を
説
明
す

る
告
知
を
、

《
官

報

》
に
公
表

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
行

政
諸
機

関
は
、
情
報

の
不
正
確
性
と
誤
用

に
対
す

る
防
護
装
置
を
開
発
す
る
こ
と
を

要
求

さ
れ
る
。

こ
れ
に
は
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

の
検

索
に
よ

る
情
報
を
含
む
。
行
政
機
関

の
記
録
に
含

ま
れ
る
情
報
は
、
当
該
機
関

の
果
た
す

べ
き
職

務
に
、
適

切
な
も

の
で
な
く

て

は
な
な

い
。
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③

開
示

に
対
す

る
制

限

秘
匿
権
保
護
法

は
、
個

人

の
事
前

の
承
認
無
し
に
、
当
該

個
人

に
関
す

る

い
か
な
る
記
録
も
公
開
さ
れ

て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

し
か

し
、

こ
の
原
則

に
は
、
十

二
の
特
別

の
免
責
事
項

が
、
存
在
す

る
。
こ

の
な
か

で
、
最
重
要
な

の
は
、
次

の

一
項

で
あ

る
。

F
O
I
A
の
要
請

に
応
え

て
、
そ

し

て
、
個
人

の
健
康
も

し
く
は
生
命

の
安

全

に
関
し

て
、

《
無
視

し
え
な

い
状
況
》

(
8
唇

①
旨
口
oq
q
円2

日
Φ
富
昌
8
ω
)
が
出
現
し
た
場
合

に
は
、
記
録

は
、
議
会

、
全

国
、
州
、
地
方

の
各

政
府
段
階

に
お
け
る
法

施
行
機
関

に
開
示
さ
れ
る
と

い
う

の
が
、
す
な
わ
ち

、
こ
れ

に
当
た

る
。
記
録

は
、
ま
た
、

《
日
常
使
用
》

(
容
昌
ヨ

⇔
ω
Φ
)

の
た
め
に
開
示
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
む
し

ろ
、

《
情
報

の
収
集
目
的
と
両
立

し
う

る
目
的

の
た
め

の
使
用

》

(
ロ
ω
Φ
8
村

翁。
b
霞
b
o
ω
Φ
h霞

≦
ぼ
9

詳
毛
m
ω
o
呂
Φ
0
9
◎
)

(
ω
Φ
o
甑
8

㎝
認

9

[
三

ロ
ーH
b。
]
料
[巴

[
Σ
)
と
し

て
、
娩
曲
的

に
定
義

さ
れ

る
。

一
九
九
四
年

の
国
防
総
省
対
連
邦
労
使
関
係
局
事

件

(
q

動

b
8
ミ
§

①
ミ

9

b
Φ
箒
旨
8

9
潮

亀
o
建
、
卜
魯

自

肉
Φ
貯
賦
§

ω
}
口
誌
§

.曇

盟
O
q
ψ

督
。。
刈

(
一
8
ε
)

に
お

い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、

F
O
I
A
と
、

秘
匿
権
保
護
法
と

の
関
係

は
、

《
込

み
入

っ
て
い
る
》

(
8
口
く
o
一痺
①
住
)
と
判
示
し
た
。

秘
匿

権
保
護
法

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
情
報
は
、

《
そ
れ
が
、
個

人
の
秘
匿
権

に
対
す

る
明
白

に
し

て
不
当
な
侵
害
を
構
成
す
る
》

(
津
≦
o
巳
α
8
諺
茸
葺
Φ
帥

o
δ
巴

唄
暮

≦
曽
屋
三
Φ
匹
巨
く
㊤
ま

　
。
h
9

房
8

巴

買
ぞ
9
《
)
事
態

が
起

こ
ら
な

い
限
り
、
F
O
I
A

の
第

六
免
除
項

目
の
下
に
お

い
て
開
示

さ
れ
て
よ

い
。

そ
れ

で
は
、

《
不
当
な

》

(
茸

≦
霞
鑓
耳
Φ
ユ
)
と
は
、

い

っ
た

い
、
何
を
意

味
す
る

の
で
あ

ろ
う

か
。

国
防
総
省
事
件

で
は
、
地
方

の
労
働
組
合

二
者
が
、
団
体
交
渉

に
お
け

る
国
防
総
省
職
員

の
氏
名
と
現
住
所

の
開
示
を
求
め
た
。
こ
う
し
た
職
員

の
若

干
名

は
、
労
働
組
合
員

で
は
な
か

っ
た
。
国
防

総
省

(
D
o
D
)

は
、
職
員

の
氏
名
と

勤
務
地
と
を
組
合

に
通
告

し
た
。

し
か
し
D

o
D
は

、
秘
匿

権
保

護
法
を
引

用
し
、
彼

ら

の
現
住
所

の
通
知

を
拒
絶
し
た
。
組
合
は
、
当
該
行
為

に

つ
い
て
、
連
邦
労
使

関
係
局
に
、
不
当

労
働
行
為

の
告
発
状
を
提
出

し

た
。
連

邦
労
使
関
係

局
は
、
究
極

に
お

い
て
、

D
o
D
に
、
当
該

職
員

の
現
住
所
を

、
労
働
組
合

に
、
通
告
す

べ
き
旨
命

じ
た
。

D
o
D
は
、

こ
の
命
令

を
拒
否

し
、
双
方

の
対
立
は
、
裁

判
所

に
提
訴

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

最
高
裁
判
所

は
、
F
O
I
A
と
秘
匿
権
保
護
法
と

の
関
係
を

分
析
す

る
た
め

の
基
本
的
な
概
念
枠
組
を
準
備

し
適

用
し
た
。

そ

の
第

一
は
、
「
情
報
開
示

の
請
求

が
、
情
報
開
示

の
秘
匿
権

へ
の
不
当

な
侵
害

に
相
当
す

る
場
合

に
は
そ

の
開
示
を
禁
止

す
る
旨

の
免
除
項
目

の
範

囲
内

に
と
ど
ま

っ
て
い
る
か
ど
う

か
を
評
価
す

る
に
際
し

て
、
裁
判

所
は
、
情
報
開
示

が
も

た
ら
す
公
共
利
益
と
、
議
会

が
免
責
項
目
を
擁
護
し

よ
う

と

し
た
際

に
立
ち

現
れ
る
利
益
と

の
間
に
、
平
衝
を

保
た
ね
ば

な
ら
な

い
」
。

そ

の
第

二
は
、
そ
し

て
、
重
要
点
は
、

「
こ
う
し
た
平
衝

関
係

の
維

持

に
お

い
て
考
量

さ
れ

ね
ば

な
ら
な

い
唯

]
の
適

切
な
公
益

と
は
、
情
報

の
開
示

が
、
政
府

の
運
営

な

い
し
活
動

に
関
す

る
世
人

の
理
解

の
推
進

に
、
す
く
な
か
ら
ず
貢
献

を
す

る
と

い
う

F
O
I
A
の
核
心
的
な

目
的

の
達
成

に
寄
与

す
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る
限
度

を

い
う
」
。

第
三
は

「
秘
匿
権

の
侵
害
が
正
当
化
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
情
報
開
示

の
請
求

が
な
さ
れ
た
目
的

の
如
何

に
よ
る

の
で
は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
」
。

こ
う
し
た
三
段
階
分
析
を
適
用
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
現
住

所
が
秘
匿
権
保
護
法

に
よ

っ
て
保
護
さ
れ
る
と
す

る
、
地

に
波
乱
を
起

こ
す
裁
定

を
回
避
し
た
。
情
報
開
示

の
際

の
公
益

と
は
、
「
い
く
ら

よ
く

み
て
も
無
視

し
う

る
も

の
」

(
⇔
Φ
ゆq
一一αq
=
り一Φ
、
9
砕
σ
Φ
ω
叶
)

で
あ
り
、

「
不
在
も

同
然
」

(<
葺

舞
ξ

口
8

①
臨
ω
けΦ
耳

)

で
あ
る
。
公
益

は
、
現
住
所

の
開
示

が
連
邦
政
府

に
お
け

る
団
体
交
渉
を
有
利

に
進

め
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か

の
観
点

か

ら
で
は
な
く
、
世
人
は
情
報

の
開
示
か
ら
何
を
学

ぶ
こ
と
が

で
き

る
か
と

い
う
視
点

に
立

っ
て
、
定
義
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、

「非
常

に
些

少

の
秘
匿
権
保
護

か
ら
生
ず

る
利
益
が
あ

る
な
ら
ば

、
そ
れ
だ
け

で
、
当
該
利
益

は
情

報
開
示
と
関
わ
り
あ
う

公
共

利
益

を
凌
駕
す

る
」

(
㊤
〈
o
還

。・冨

巨

9

≦
。鷺

口
§
o
。・一
ぎ

巳
身

=
窪
8

一。
〇
三
≦
9
σq
=
冨

目o
一〇
<
き
6
ロ
票

。
一三
〇
同o
。・一
)
と
、
裁
判
所
は
判
断

し
た
。
仮

に
、
職
員

の
現
住
所
が
、
電
話
帳

や
そ
の
他

の

刊
行
物

に
よ

っ
て
確
認
可
能

で
あ

る
と

し
て
も

「当
該
職
員

の
情
報
非

開
示

の
主
張
は
、
実
体
を
欠

い
た
も

の
で
は
な

い
」
。
な
ぜ
な
ら
、

「多

く

の
人

々

は
、
単
純

に
、
職
務

関
連

の
問
題
に
よ

っ
て
、
家
庭

の
平
穏
を
、
か
き
乱

さ
れ
た
く
な

い
と
思
う
か
ら

で
あ
る
」
。
さ
ら
に
、
判
決

は
、
も

し
組
合

が
、
職

員

の
現
住
所

に
関
す

る
情
報
を
入
手

し
え

た
と

し
た
ら
、
こ
う

し
た
情
報

は
、
同
じ
く
、
商
業
広
告
企
業

や
通
信
販
売
業
者

に
よ
る
勧

誘

に
も
、
利
用

さ

れ
る
こ
と

に
な
る

で
あ
ろ
う

と
指
摘
し

て
い
る
。

(
ω
Φ
Φ
q
い

b
8
母
§

Φ
ミ

亀

b
Φ
箒
竈

o
タ

零

織
o
建
、
ト
ぎ
o
『
物
o
貯
賦
o
覇

》
=
騨
o
眠
信

一
㊤
㊤
F
)

秘
匿
権

保
護
法

は
、
民
事

訴
訟

と
刑
事

訴
訟

を
通

し

て
施

行

さ
れ
る
。
も

と

よ
り
、

後
者

は

、
希
有

で
あ

る
。

[
。・
Φ
Φ
芝
自

p
日

「
自

言

甘
龍
『
Φ
《

い
ロ
げ
σ
興
p
き

O

O
げ
巴

Φ
ω
勺
2

(
Φ
"
)

鴇
㌍

犠
Φ
建
」
卜
量

貯
δ
§

吐
く
Φ
鍾
6
亀
飢
霞
6
き

飢
ぎ

鳥
欝

p
縛
儀
①
9

讐
0
9
]

最
近

に
い
た
り
、
当
該
法

の
侵

害

に
関
す

る
少
数

で
は
あ

る
が
広

く
喧
伝

さ
れ
た
申
立

て
が
、
見
受

け
ら
れ
る
。

一
九
九

二
年

の
大
統
領

選
挙

の
期
問
中

に
、
あ
る
国
皆
普

Φ
昏

↓
⇔
臼
b
o
匹

と
名
乗

る
人
物
が
、
大
統
領

候
補

B

・
ク
リ

ン
ト

ン

(bd
謹

Ω
げ
8
昌
)

と
彼

の
母

く
貯
笹
巳
⇔
∪
Φ
目
に
関
す

る
国
務
省

(
ω
β
叶①
∪
8

母
巨

Φ
口
O

の
パ

ス
ポ
ー
ト
関
連

の
書
類
を
か
き
回
し

て
ク
リ
ン
ト

ン
候
補

の
人
格
的
欠
点

や
失

錯
を
捜
し
だ
し
喧
伝
し

は
じ
め
た
。

ク
リ

ン
ト

ン
政
権

の
第

二
期

の
終
末

近
く

に
、
か

の
竃
o
巳
$

い
Φ
鼠

屋
ξ

ω
o
碧

富
一
の
中
心
人
物

で
あ
る

い
ぎ
α
餌
↓
鼠
b
b
に
関
す

る
行

政
機

関

の
情
報
が
、
不
適
切
に
も
、
外

部
に
洩
れ
は
じ
め

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
場
合
、
行
政
機
関

の
と
り
う

る
手
段
は
、
当
該
…機
関
所
有

の
情
報

に
対
す

る
世
人

の
入
手
経
路

の
閉
塞
、
あ

る
い
は
、

記
録

の
修

正
以
外

に
、
な

い
と

い
っ
て
よ

い
。
損
害
賠
償
金

の
請
求
訴
訟

は
、
現
実

の
損
害

の
挙
証
を
要
し
、
損
害
が
故
意

に
よ
る
も

の
で
あ
る

こ
と
を

要
件
と
す

る
。

秘
匿
権
保
護
法
は
、
過
剰

な
訴
訟
事
件
を

生
み
だ

す
根
拠
法
と

は
な
ら
な

い
。
な
ぜ

な
ら
、
当
該
法

に
は
、
例
外
事

項
が
広
範

囲
に
及
ん

で
設
け
ら
れ

て
お
り

、

損
害

賠
償

金

の
獲

得

が
、
至

難

で
あ

る
こ
と

に
よ

る
。

(
。。
Φ
Φ

〉
『
窪
霞

切
o
融
酌Φ
匡

⇔
口
α

ζ
一魯

器

一
}
ω
ぎ

o
芝
瑚
恥
賦
融

§

飢

笥
Φ
魁
霞
巴
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》
爵

貯
誘
欝

隣
奉

卜
陶
ヨ

」題
ε

な

お
、

二

〇

〇
二
年

に

、

ア

メ
リ

カ

で
は

、

電

子

政
府

法

(
国
1∩
}O
<
Φ
同
b
.B
Φ
昌
け
>
O
け
)

が

、

制
定

さ

れ

て

い
る

。
当

該

法

は

、

《
秘

匿

効

果

査

定

》

(
b
二
く
p。
。
団
巨

冨

9

p
ω
ω
⑦
ω
ω
日
。
目
O

と

い
う

概

念

を
、

《
政

府

の
技

術

主

導

の
考
え

方

》

(oq
o
〈
Φ
§

ヨ
Φ
耳

什Φ
。
巨

。
δ
ゆ自
団
巨

依
巴

く
①
ω
)

に
導

入

す

る
こ
と

に

よ

っ
て

、

秘

匿

権

問

題

の
解

決

に
取

り

組

む

公

式

の
試

み

と

い

っ
て

よ

い
。

(ω
Φ
Φ

9
H
虻
Φ
σ
窪
日
p
戸

騨

O
o
く
①
誉

臼
Φ
ミ

ト
9

9

い
O
爲

[里

Φ
o
時
o
ロ
一〇

<
巽

匹
8

]
b

8

ド

算
昼

＼
＼
妻
毛
≦
＼
ω
8

讐
ρ
⇔自
o
<
＼
～oq
o
<
由
哺
蝕
房
＼
δ
②q
冨
8
渉
け日
.
勺
帥
乱

9

Φ
く
帥
巳

Ω
曽
ω
o
戸

o
戸

9
戸

,
逡

ρ
)

当

該

法

は

、

論

争

中

も

し

く

は

審

議

中

の

情

報

、

情

報

入
手

の
緊

要

性

、

情

報

使

用

意

図

、

そ

し

て
、

情

報

保

護

の
た

め

に

と

ら

れ

る
安

全

保

障

措

置

、
な

ど

を

表

示

す

る

た

め

に

、
欠

か

せ
な

い
。

(ω
o
Φ
ψ
。。
O
G。
や
中

O
o
く
o
き

臼
Φ
自

》
o
鉢
象

き

爲

題

》
§
魯

箒

9

留

o
職
§

曾

砺
象

駄
§

b
$

書

職
§

[些
Φ
。
葭
o
巳
o
<
霞
ω
δ
呂

噛
題
爵

耳
畳

＼
＼
≦
毛
≦
b
酔
o
お
＼
＼
一Φ
Oq
一ω
一〇
口
o
口
＼
一
〇
刈
毎
＼
Φ
-Oq
o
<
ト
勺
曽
く
自
。
げ
o
<
き

O
O
舘
ωo
目
導
o
,

o
一け
も
b。
ら
ρ
)

電
子

政
府
法

の
こ

の
規
定
は
、
合
衆
国

に
お
け
る

審

$

薫
舘
Φ
げ
2

ω
。

(組
織

内
に
分
散
状
態

に
あ
る
個
別
具
体

の
資
料
を
結
集

・
統
合
し
、
情
報
分
析

・
意
思
決
定
支
援

に

提
供
す

る
も

の
)

の
実
装
者

(機
能
を
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
ヨ
b
三

す

る
者

)
に
、
少
な
か
ら
ず
適
切

で
あ

る
。

し
か
し
、
秘
匿
権

問
題
は
、
個
人
情
報

が
公

開

の
分

野
に
示
さ
れ
た
場
合
に
は
、
ど

の
よ
う
な
状
況

に
お

い
て
も
、
法
律

に
よ
る
規
制

の
有
無

に
か
か
わ
り
な
く
、
常
時
、
慎
重

に
考
慮

さ
れ
な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。

(
守

≦

魯

Φ
<
曽
昌

O
。・
諺
o
戸

o
O
・
聾

も
逡

ρ
)

第

四
は
、
議
事
公
開
法

(
〔
ΨO
<
Φ
昌
P
b
P
①
昌
け
一]P
Qリ
ロ
】P
ωげ
一コ
O
L♪
O
什
O
剛
一㊤
刈
①
)

で
あ

る
。
当
該
法

は
、
連

邦
政
府
に
お
け
る
多
種

の
首
長
を
頂
点
す
る
諸
委

員
会

に
、
議
事

の
公

開
を
義
務

づ
け
る
。

連
邦
政
府

と
五
〇

の
州
は
、
議
事
公

開
法
を

通
し
て
、
議
事
と
記
録

の

一
般
公

開
を
義
務

づ
け
ら
れ
、

そ

の
活
動

の
透

明
性
を
高

め

て
い
る
。
連
邦

・

州

両
政
府

の
目
的
は
、
公
益
実
現
を
目
ざ
す
よ
り

よ

い
意
思
決
定
を
確
保

し
、
政
府

に
関
す
る
世
人

の
多

大

の
理
解
を
推

し
進
め

、
政
府

に
対
す

る
彼

ら

の
よ
り
多
く

の
信
頼
と
確
信
を
産

み
だ
す

た
め
に
、
行

政
機

関

の

《
口
頭

に
よ
る
政
策
形
成

》

(
。
邑

o
。
一ぎ
団
日
欝

5
③q
)

を
、
完
全

に

一
般
公

開

の
下

に
置
く

こ
と

に
あ

る
。
議
事
公
開
法
は
、

《
口
頭

に
よ
る
政
策
決
定
》

に
対

す
る
世
人

の
接
近

の
機
会
を
創
出
す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
情
報

公
開

の
原
理

と
実
践
を
、
補
完
す

る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

《
口
頭

に
よ
る
政
策
決
定
》

の
場

に
は
、
相
対
的

に
少
数

の

《
文
書
足
跡
》

(o
選

2

嘗
掌。
ε

が
、
以
後

に
お
け
る
修

正

の
た
め

に
、
存
在
す

る
に
す
ぎ
な

い
。
議
事
公
開
法

は
、
主

要
な
前
提

二
者

の
上

に
成
り
立

つ
。
第

一
に
、
行
政
機

関
が
、
拘
束
力

の
あ

る
公
共

政
策

を
形
成
し
採
択
す

る
に
際

し
て
、

口
頭

で
委
任
立
法
権
限
を

行
使
す
る
と
き
、
当
該
機
関
は
、
隠
密

に
と

い
う

よ
り
も

、
む
し
ろ
、
開
放
的

に
、
そ

の
権

限
を
行
使
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
立
法
部
と
競

い
合
う

べ
き

で
あ
る
。
第

二
に
、
委

任
立
法
権
限

の
開
放
的

な
行
使

は
、
情
実

、
腐
敗

、
そ

し

て
、
特
殊

利
益

が
不
当
な
影

響
力
を
行
使

す
る
機
会
と
、
戦
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
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議
事
公

開
法

は
、
し
ば
し
ば
、
ω
目

ω
巨
口
①
冨
毛

と
呼
称

さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
最
高
裁
判
所
判
事

ピ
o
巳
ω
しU
鑓
コ
α
Φ
一ω
の
著
名
な

一
句

の
精
神
を
汲

み
、

こ
れ
を
根

拠
と
す

る
も

の
と

い

っ
て
よ

い
。

「
日
光

は
、
殺
菌
剤

の
な
か

で
最
良
と

い
わ

れ
て

い
る
。
電
燈

の
光
は
、
最
も
能
率
性

の
高

い
警
察
官

で
あ

る
」

(
盟

巳
碍
ロ
江

ω
ω
巴
α

8

9

昏
Φ
9

ω
け
島
ω
ヨ
h
Φ
o
部
葺
p

色
Φ
o
民

。
蔚

耳

些
Φ

日
o
ω
什
Φ
融
一q
①
箕

O
畠

8

日
き

・)

[
bq
q
O
竃
Φ
ヤ

タ

》
§
①
眠
魯
旨

9

塁

騨
鍵

§

亀
富

ミ

凄

§

魯

職
§

』
留

9

9

一
。。
N

(一
Φ
㊤
ゆ
V
]

と

い
う

の
が
、
そ
の

一
句

で
あ

る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
議
事
公
開
法
は
、
好
評

で
あ
る

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
煩

碩

で
あ
り
、
非
公
式

の
大
学

に
お
け

る
討

論
会

で
は
冷
淡

な
態

度

で
迎
え
ら

れ
、
行
政
機
関

の
意

思
決
定
を
後
景

に
退
か
せ

る
、

な
ど
を
理
由

に
、
批
判

さ
れ

て

い
る
。
し
た
が

っ
て
、
こ
う

し
た
法
律

は
、

《
脚
色

さ
れ
た
》

(
ω
o
誌
筥
Φ
e

《
お
ざ
な
り

の
》

(
b
Φ
臥
琶

0
8
昌
)

議
事

ま

コ

公

開

に

一
直

線

に
繋

が

る
。

[
ω
①
Φ

ζ

霞

o
冨

O
o
覧
ρ

>
oq
Φ
目
。
δ
。。
〉
。。
犀

ま
『

い
Φ
ω
ω
ω
⊆
謬

巨
ロ
ρ

〉
醒
織
8

亀

富

ミ

冒

q
.§

巣

恥
8

融
臼

富

N
錯

」
逡

動

,
〉
蜀

]

ハ
ぽ

力
掌。
口
α
o
言

げ

ζ

塁

'

国
a
o
同
日
冒

oq

駐

Φ

ω
ロ
ロ
ω
匡
器

》
o
け

幻
8

0
『
け

き

α

国
Φ
8

日
日

魯

自
pρ
菖
8

σ
同

島

Φ

Qり
需

o
一巴

O
o
巳
日
剛#
Φ
Φ

8

幻
o
<
δ
≦

叶冨

O
。
<
Φ
3
日
窪

け
ぎ

臼
①
。。
巨

ω
匿

Φ
>
9

,
》
量

甘
駐
§

貯

Φ
富

ミ

肉
Φ
幕

ヨ

く
象
職
簿

(
曾

旨
.b
恥
」
も
ゆ
N
)
も

皐

一
㎝
ム
ト。
9。
]

連
邦
政
府
段

階

で
は
、
主

要
な
議
事
公

開
法

は
、
9
①
Ω
o
<
Φ
言
日
曾

二
口
9
Φ
留

口
。。臣
ロ
Φ
》
9

0
h
一
曾
③
と

閏
巴

興
巴

>
〇
三
。。
o
身

O
o
白
邑

け9
Φ
>
9

0
{

一
Φ
刈
N

で
あ

る
。

既
に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
議
事
公

開
法

は
、
成
員

の
多
数

が
、
上
院

の
助
言
と
承
認
の
下
に
、
大
統
領

に
よ

っ
て
任
命

さ
れ
る
多

頭
制

の
連
邦

政
府

の
委

員
会

に
適

用
さ
れ
る
コ

こ
の
場
合
、
委
員
会
委
員
は
、
互

い
に
同
等

の
権
限
を
有
す

る
。

こ
う

し
た
委

員
会
は
、
お

よ
そ
五
〇
設
置

さ
れ
て

い
る
。
こ

の

な
か

に
は
、
証
券
取
引
委
員
会

(
ω
Φ
o
ロ
葺

《

帥
巳

国
肖

冨

お

Φ

O
o
日
日
一ω
ωδ
昌
)

(
一
九

三
四
年
)

(大
統
領
直
轄

の
五
名
か
ら
成

る
機

関
で
あ
り

、
独
立

準
司
法

機
関
と

し

て
上
場
会
社

・
投
資
会

社

に
対
し

て
強
力

な
調
査

・
監
督
権

を
有
す

る
。
)
連
邦
取
引
委

員
会

(
国
巴

霞
巴

↓
轟
α
Φ
O
o
ヨ
巨

ω
ω
凹o
昌
)

[
(
一
九

一
四
年

の
連
邦

取
引
委
員
会
法

に
基
づ
き

設
置

さ
れ
た
独
立
行

政
委

員
会

で
あ

り
、
委
員

五
名

で
組
織

さ
れ

る
。

シ

ャ
ー

マ
ン
法

(
ω
げ
興
ヨ
。。
ロ

〉
口
葺
歪
ω
け
>
9
)

(
一
八
九

〇
年

)
・
ク
レ
イ
ト
ン
法

(Ω
契

8
口
〉
⇔
蜂
毎
斡

》
。
叶
)

(
一
八
九

四
年
)
な
ど
の
、
独
占
禁
止
法

の
実
施

状
況

の
監
査
、
不
公

正
な
競
争

方
法
に
よ

る
商
行
為

の
防
止
、
反
ト

ラ
ス
ト

に
関
連
す

る
調
査
権

の
行
使

な
ど

、
強
力
な
権
限
を
備
え

る
。
当
該
委
員
会

は
、
単
な

る
勧

告
だ

け

で
は
な

く

、
司
法

権

の
発

動

や
自
ら

取
引

停

止
命
令

を

出
す

権

限
も

、
併

せ
所

持
す

る
。
]
連

邦
通

信
委

員

会

(
「
Φ
畠
興

巴

O
。
日
日
ロ
巳
8

甘δ
目
。。

O
o
日
巨

ω
の
δ
口
)

(
一
九

三
四
年

)

(
一
九

三
四
年
制
定

の
通
信
法

に
基
づ
き
成
立
す

る
。
合

衆
国

に
お
け
る
州

間
な
ら
び

に
国
外
と

の
電
気
通
信

の
す

べ
て

を
規
制
す

る
独
立
行
政
委
員
会

で
あ

る
。
当
該
委
員
会
は
、
同
時

に
、
ラ
ジ
オ

・
テ
レ
ヴ

ィ
ジ

ョ
ン

・
電
報

・
電
信

・
電
話

・
ケ

ー
ブ

ル
な
ど

の
、
諸
事

業

に
対
す

る
許
認
可
権
限
を
所
有
す

る
。
)
」
消
費
者
製
品
安
全
委

員
会

(
O
o
諺
ロ
田
興

牢

o
費

9

0。
既
Φ
什団

O
o
日
巨

ω
ω
δ
昌
)

(
一
九
七
二
年

)

(消
費
者

製
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品
安
全
法

に
基
づ
き
組

織
さ
れ
た
委

員
会

五
名

の
独
立
行
政
機
関
。
消
費
者
製
品

の
安
全
基

準

の
公
布

・
危
険
製

品

の
製
造
禁
止
命
令

の
発
布

・
全

国
的

な
傷
害
情
報

の
収
集
調
査
、
な
ど

の
権
限
を
有

す
る
。
)
な
ど
が
、
含
ま
れ
る
。
当

該
法

の
適

用
対
象
と
な

る
行
政
諸
機
関
は
、
少
な
く
と
も

、
議
事

の

一

週
間
以
前

に
、
議
事
開
催

の
予
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
原
則
的

に
、
公
式

の
職
務
遂
行

の
た
め
に
必
要
と

さ
れ
る
、
行
政
機
関
成
員

の
定

足
数

か

ら
成

る
す

べ
て
の
議
事

は
、

一
般
に
、
公
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
多

数
者

の
賛
成
投
票

に
よ

っ
て
、
議
事

の
全

部
、
も
し
く
は
、

一
部
は
、

F
O
I
A

の
免

除
事

項

に
対
応
す

る

こ
と

の
理
由

に
基
づ
き
、
公
益

の
名

に
お

い
て
、
非
公
開
と

さ
れ

て
よ

い
。
し
か
し
、
議
事

は
、
公
共
政
策

に
関
す

る
意
思
決

定

以
前

の
討
論
を
、
世

人

の
精
査

か
ら
保
護
す

る
た
め

に
、
非
公

開
と
さ
れ

て
は

な
ら
な

い
。
当
該
法

の
目
的

は
、
意
思
決
定

過
程
を
、

可
能

な
限
り
、

公

開
す

る
と

い
う

点
に
あ
る
。
ま
た
、
議
事
は
、
公
共
政
策

に
関
す

る
意
思
決
定
が
、
提
議

さ
れ

て
い
る
政
策

の
執

行
を
無

効

に
す

る
と
お
も
わ

れ
る
場

合

、
非
公

開
と
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
議
事
非
公
開

の
た
め

の
投
票
は
、
公

開
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
非

公
開

の
理
由
如
何

に
よ

っ
て
は
、
行
政
機
関
は
、

議
事

の
公
式

の
正
確
な
写
し
を

と
る
か
、
あ
る

い
は
、
記
録
保
存
を
行
う
か
、
ま
た

は
、
議
事

録
を
作
成

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
記
録

は
、

一
般

に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

た
だ
し
、
免
除
項
目

に
よ

っ
て
開
示
が
抑
制
さ
れ

る
討
論

に

つ
い
て
は
、
例
外

が
認
め
ら
れ
る
。
当
該
法

に
は
、
議
会

へ

の
報
告
義
務

が
、
数
多
く
含
ま

れ
て

い
る
。

議
事
公

開
法

は
、
重
要
な
訴
訟
を
産

み
だ
さ
な

か

っ
た
に
せ
よ
、
民
事
訴
訟

に
よ

っ
て
施
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
議
事

の
不
当
な
非
公
開

に
対
す

る

救
済
策

は
、
当
該
行
政
機

関
に
お
け

る
議
事

の
正
確
な
写
し
を
入
手
す

る
以
外

に
な

い
。
連

邦
段
階

の
議
事
公

開
法

の
下

で
は

、
行
政
機
関

の
行
動

が
、

議
事

は
公
開

で
な
け
れ
ば

な
ら
な
か

っ
た
と
す

る
根

拠

に
基
づ
き

、
無
効
と

さ
れ

る
こ
と
は
、
あ
り
え

な

い
。
若
干

の
州
段
階

に
お
け
る
議
事
公
開
法
は
、

こ
う

し
た
場
合

の
救
済
条

項
を
設
け

て

い
る
。

(
ω
o
Φ
切
o
昌
臣
Φ
箆

き

α

〉
ω
雪

o
多

8

'
o
搾

娼
U
釦
県
)
公
益
実

現
を
標
榜
す

る
利
益

集
団

の
O
o
日
日
o
口

O
窪
ω
o
き

侮
勺
昌

一一。
Ω
蔚

①
口
は
、
訴
訟

の
提
起

に
よ

っ
て
、
議
事

は
予
算

に
関
す
る
意

思
決
定
を
隠
蔽
す

る
た
め
に
、
あ

る

い
は
、

よ
り
大
胆
な
討
論
を

進
め

る
た

め
に
、
非
公
開
と
さ
れ

て
は
な
ら
な

い
と
す

る
原
則
を
確
立
し
た
。

(
。。
Φ
Φ
勾
§

買

冒

σ
σ
興
ω
聾
巳

勺
o
戸

o
,

o
一け
噛
"
罐
呼
)

第

五
は
、
規
制
緩
和
法

(
菊
Φ
ぴ身
ロ
一9
けO
同
団
呵
一Φ
図
一σ
一一一け団
㎏～
O
け
)

(
一
九
八

〇
年
)

で
あ

る
。
当
該
法
は
、
行
政
機
関

に
、
中
小
企
業

に
対
す

る
潜
在
規
制

(b
o
8
巳

巴

歪
一Φ
ω
)

の
影
響

力
を

配
慮

す

べ
き

こ
と
を
要
求

す
る
。

当
該
法

は
、
行
政
機
関

に
、
中
小
規
模

の
実
在
団
体

に
対
す

る
行
政
機
関

に
よ

る
規
則
制
定

の
影
響
力

の
分
析
を
要
求
す

る
。

こ
う

し
た
実
在

団
体

に

は
、
中
小
規
模

の
政
府
管
轄
区

、
非
営

利
団
体

、
そ
し

て
、
実
業
団
体

が
含
ま
れ

る
。

こ
う

し
た
中
小

の
実
在

団
体

は
、
大

気
汚
染

の
解
消
、
水
質

の
清

浄
化
、
労
働
者

の
作
業
条
件

の
安
全
性

の
確
保

、
そ
し

て
、
そ

の
他

の
諸
問
題
を
解
決
す

る
た
め

の
全
面
的
な
規
制

と
深
く
関
連
性

の
あ

る
、
受
忍

の
経

費
を
、
例
外
的

な
が
ら
も
負
わ

さ
れ
る
と

い
う

問
題
状
況

に
、
し
ば
し
ば
、
直
面
す

る
。
総

じ
て
、
中
小
実
業

団
体

は
、
議

会

に
、
強
力
な
支
持
基
盤
を
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擁
し

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、

《
零
細
企
業

》

(
日
o
日
-き

血
-b
o
b
o
三
捧
ω
)

の
よ
う
な
特
別

の
中
小
企
業
団
体
は
、
大

企
業

に
比
較
し
た
場
合

、
彼
ら
自
身

の
資
金

・
技
術

施
設

な
ど

の
劣
弱
な
諸
資
源

の
活
用
を
よ
ぎ
な
く

さ
れ
る
と

い
う
点

に
お

い
て
、
ま

た
、
提
起

さ
れ

て

い
る
規
則
作
成
を
告
示
し
、

そ

れ

に
引
き

つ
づ
く
全
行

政
機

関
に
対
す
る
当
該
規
則

の
影
響
力
を
解
説
す

る

《
官
報

》
を

、
日

々
、
精
読

し
精
査

す
る

こ
と

に
よ

っ
て
、
自
己
利
益

の
擁

護
を
目
指

し
事
業
者
団
体

(
什同
曽
口
Φ
国
ω
ω
O
O
一⇔
け一〇
口
ω)

に
依
存

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と

い
う
点

に
お

い
て
、
明
ら

か
に
業
務

遂
行

の
効
率
性

に
劣

る
。

規
制
緩
和
法
は
、
ま
た
、
行
政
諸
機

関
が
提
案

し
最
終
決
定
を

み
た
規
則
と
と
も

に
、
告
示
お
よ
び
解
説

の
規
則
作
成

に
関
連

す
る
場
合

に
、
行
政
諸

機
関

に

《
規
制
緩
和

》
分
析

(
器
oq
巳
⇔
8
q

自
Φ
臥
巨

詳
緒

き

巴
巻

互

(
園
Φ
ΦQ
句
δ
図
)

の
結
果

の
提
供
を
求

め
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
不
当

に
堪
え
難

い
負

担
を
課
し
、
極
度

に
高
額

の
費
用
を
と
も
な

い
、
そ
し

て
、
非
現
実
的

で
あ

る
規
制

に
対
す

る
中
小
実
在

団
体

の
少
な
か
ら
ざ

る
受
容
性
を
軽
減
さ
せ

る

こ
と
を

、
求

め

て
い
る
。
即
Φ
窃自
曲

Φ
図
分
析
は
、
規
則
が
、
中
小

規
模

団
体
、

そ
れ
に
、
当
該
団
体
ほ
ど
不
当
な
負
担
を
課
せ
ら
れ
な

い
潜
在
的

に
こ
れ
と

代
替
し
う

る
団
体

に
、
与
え

る
影
響
力

に
、
焦
点
を
絞

る
。
当
該
法

の
施
行

は
、
中
小
企
業
庁

(
Q。
ヨ
巴

しu
ロ
ω
ぼ
Φ
ωの
》
匹
日
一巳
ω
賃
豊

8

)
-

(中
小

企
業
に
対
す
る
指
導

・
金
融
的
援
助

・
そ
の
他
諸
種
の
助
成
を
担
当
す
る
独
立
行
政
委
員
会
)

を
通
し
て
、
行
わ
れ
る
。
当
該
施
行
が
司
法
審
査
に

ハ
い

付

託

さ

れ

る

機

会

は

、

制

限

さ

れ

る

。

[
ω
Φ
Φ

↓
げ
o
ヨ
器

Qり
曽

ゆq
Φ
口
け
け
げ
喝

↓
げ
Φ

ω
日
巴

切
島

言
Φ
ω
ω

国
Φ
oq
¢
一讐
o
昌

国
巳
o
零

Φ
日
Φ
暮

閏
巴
村
⇔
Φ
ω
ω

>
o
戸
、.

》
飢
臼
貯
駐
§

辱

Φ
鍵

ミ

肉
Φ
ミ
Φ
§

<
皇
亀

(
§

慰
こ

℃
℃
N
)も

巳

b。
ω
-一
。。
己

一
九
九

六
年

に
成
立

し
た
中
小

企
業
規

制
公
正
法

(
ω
ヨ
鋤
に
じd
ロ
ω
冒
Φ
ω
ω
国
Φ
0身
巨
O
けO
同
嘱
国
昌
8
目
O
Φ
日
Φ
口
け
閏
巴
『
口
Φ
ω
ω
>
O
け
O
h
一
り
り
◎
)

は
、

一
九

八
〇
年

の
規
制
緩
和
法

の
修
正

で
あ

る
。

一
九
九
六
年

の
修
正
法

は
、
様

々
な
方
法

で
、
涛
①
oq
-コ
舞

過
程
を
強
化
し

て

い
る
。
当
該
法
は
、
権

利
を

侵
害

さ
れ
た

と
す

る
中
小
規
模

団
体

の
た
め

に
、
司
法
審
査

の
範
囲
を
拡
大
し
た
。

さ
ら

に
、
当

該
法

は
、
中
小
規

模
団
体

の
代
表
か
ら
、

一
九
七

〇
年
発
足

の
環
境

汚
染
を

規
制

し
環
境

の
保

護

・
維

持

・
改
善
を

目
ざ
す
環
境

保
護
庁

(国
コ
〈
冒
o
コ
ヨ
Φ
昌

零

o
盆
。
叶
δ
ロ

〉
伽q
Φ
巨
o
網

(
国
勺
〉
)
)
と
職

業
安
全
衛

生
管

理
局

(
O
o
o
ξ

讐
δ
員
巴

ω
昧
Φ
q

鋤
口
α
閏
①
帥
詳
げ
〉
匹
巳

巳
ω
自
p
ま

口
)

(
一
九
七

一
年
)

が
、
意

見
や
利
益
、
そ
し

て
、
要
望

な
ど
を
積
極
的

に
汲
み
あ
げ
る
こ
と
を

定

め
た
条
項
を

設
け

て
い
る
。
加
え

て
、
当
該
法
は
、

一
九

八
〇
年
制
定
法
と

同
様

、
引
き

つ
づ
き

、
主

と
し

て
、
非
公
式

の
規
則
制
定

に
適
用
さ
れ

る

ば
か
り

で
は
な
く
、
若
干

の
国
税
庁

(H口
暦①
同
口
po
一
力
Φ
<
O
⇔
口
①
mWΦ
円
く
一〇
Φ
)

の
解
釈

規
則

に
も
、
適

用
範

囲
を
拡
げ

て
い
る
。

第

六
は
、
文
書
業
務
縮

小
法

(
勺
慧

霞
毛
o
爵

幻
巴

ロ
a

9

》
。
什
9

H
O
。。
ρ
碧

ユ
一
㊤
り
9
)

(
一
九

八
〇
年
、

}
九
九

五
年

)

で
あ
る
。

文
書
業
務
縮
小
法

は
、
連
邦

政
府

の
規
則
と
要
求

が
、
社
会

に
課
す
彪
大

な
文
書
業
務

の
負
担
を
統
制

し
、
削
減
す

る
こ
と
を

目
的
と
す

る
。

一
九

八

り
り

○
年

の

O

M

B

の
評

価

に

よ

る
な

ら

ば

、

そ

の
負

担

の
総

和

は

、

一
五

億

時

間

で
あ

る
。

(
ω
Φ
Φ

Ω

昌
身

ω
す

塁

o
江

O
o
お

お
ω
ω"
閏
Φ
芝
興

「
o
H
ヨ
ω
o
『

ゆ
⊆
農

象
ω
を
筥

ω
¢
映
Φ
お
..
謹

簿
貯
讐
§

ぎ

舞

》
轟

器

=

典
』
§

竈

●禽

臣
)

一
九
九
四
年
に

い
た

る
ま

で
に
、
そ

の
総
計
時
間
は
、
明
ら
か
に
、
六

五
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億

時
間
に
達

し
、

こ
の
数
値
を
経
費

に
換
算
す

る
と
、
そ
れ

は
、

G
D
P
の
九

%
に
相
当

す
る
。

(
の
①
Φ
勺
邑Q。
R
舜。
ロ
のω
卑

巴
`
8

・
。
貫

b
・。。
刈
卜。
.)

当

該
法

は
、
行

政
機

関
に
、
世
人

の
批
判
を
仰
ぐ

た
め

に
、
情
報
収
集

の
意

図

の
公
示
を

、

《
官

報
》

に
掲
載

す

べ
き
旨
、
要
求
す

る
。
ま
た
、
行

政
機
関
は

、

情
報
収
集

の
様
式

と
関
連
諸
手
段

の
双
方
が
課
す

る
負
担
を
、
概
算
し
な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

こ
の
よ
う
な
手
続
を
す

べ
て
完
了
し
た
後

に
、
行

政
機
関

が
、
さ
ら

に
手
続
を
進

め
る

こ
と
を
意

思
決
定

し
た
場
合

、
情
報

収
集

の
計
画
書
を

、
O

M
B

の
情
報

規
制
問
題
室

(
O
建
8

0
h
H
葺
自
日
p
ま

昌

四
昌
α

即
Φ
oq
巳
讐
o
趣

〉
鵠
蹄

ω
)

に
、
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
う
し
た
提
出
書
類

は
、
求
め
ら
れ
て

い
る
情
報
が
、
安
易

に
入
手
し
う

る
も

の
か
、
そ
れ

と
も
、

入
手

し
難

い
も

の
な

の
か
、
中
小
規
模
団
体

に
格
別

の
不
利
な
条
件
を
負

わ
せ
る
も

の
で
あ
る

の
か
ど
う
か
、
そ
し

て
、
明
白

に
確
認

さ
れ
、
あ

る

い
は

、
特
定
化

さ
れ
る

の
か
ど
う

か
、
以
上

に
関
す

る
慎
重
な
配
慮
を
含
む

べ
き
も

の
と
す

る
。
情
報
規
制
問
題
室

の
役

割
は
、
行
政
機

関
に
よ
る
情

報
収
集

の
独
自

の
様
式

と
そ

の
他

の
方
策

の
使
用
と
を
監
視
し
調
整
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
行

政
機
関

の
不
要
不
急

の
情
報
収
集
を
防
止
す

る
こ
と

に
あ

る
。
行
政
機
関

に
よ
る
情
報
収
集

の
要
請

は
、
提
出
時
か
ら
六

〇
日
以
内

に
承
認
さ
れ
る
。
承
認

が
、
こ
う
し
た
最
終
期
限
内

に
な
さ
れ
な
か

っ
た
場
合

、

要
請

の
承

認
は
、

一
年
以
内

と
な

る
。
情
報

規
制
問

題
室

の
承
認
拒

否
は

、
例
外

二
者
を

除
き
拘
束

力
を
有

す

る
。

承
認
拒
否

が

、
恣
意

的

で
あ

り

、

《
気
ま
ぐ
れ
》

(
8
胃
§
o
ロ
ω)

で
あ
る
と
し

て
、
異
議
を
申

し
立

て
ら
れ
た
場
合
、

そ
れ
は
、
司
法
審
査
に
服
さ
ね
ば

な
ら
な

い
。
ま
た
、
独
立

規
制

委

員
会
は
、
委
員
多
数

者

の
賛
成
投
票

に
よ

っ
て
、
当
該
室

の
下
し
た
承

認
拒
否
を
、
無

効
と
す

る
こ
と
が
で
き

る
。
(
ωΦ
Φ
一
・
ピ
さ

げ
興
。。
矯
o
戸

9
戸
戸
一
峯

)

文
書
業
務
縮
小
過
程
は
、
全
く
十
分
と
は

い
え
な

い
ま

で
も
、
行
政
機
関

の
貧
埜
な
情
報
獲
得
欲
を
制

限
す

る
点

に
お

い
て
、

そ
れ
は
、
き

わ
め

て
率

直

で
あ

る
と

い

っ
て
よ

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
他

の
多

く

の
行
政
法
手
続
と
同
様
、
そ

れ
は
、
公

共
政
策
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
政
治
的

に
利
用
さ

れ
、
あ

る

い
は
、
乱
用

さ
れ
る
。
二
〇

〇

一
年

に
、
情
報
規
制
問
題
室
長
と
共
同

し
て
活
動

し

て
い
た
あ

る
共
和
党
下
院
議
員

の
立
法
補
佐

は
、
重

要
な

実
業

ロ
ビ

イ

ス
ト
を
召
集

し
、
大
気
汚
染

・
水

質
汚
濁

・
鉛
入
り
化
粧
品

・
ト

ラ

ッ
ク
輸

送

の
安
全

性

・
有
毒
物
質
廃
棄

の
報
告

・
家
族
休

暇

・
健
康
休

暇
、
な
ど

に
関
す

る

「
長
期

に
わ

た
り
確
立

さ
れ

て
き

た
規
制
内
容
を
虚
脱

さ
せ

る
秘
密

規
制
と

し
て
、
曖
昧
な
書
類
業
務

の
指

針
を
活

用
す

る

こ
と
」

(
口
ω
Φ
o
げ
ω
o
霞

Φ
b
8

霞
毛
o
葺

oq
巳
O
Φ
一巨
Φ
。。
霧

鋤
げ
碧
写
畠
o
o
同
8
①
o
冨

巳
ω日

8

ゆ身
Φ
二

〇
口
ひ毎
あ
ω
雷
σ
翻
げ
Φ
O
器
。q
巳
幾

8

④

に
努

力
を
傾
注
し
た
。

(ω
Φ
Φ

ハ
い

こ

≦

o
冨

9

9

目

毛
巴
9

野

巴
⇔
①
ω
ω
い
o
σ
σ
旨
ω
お

〉
路
巴

8

U
一ω
8

ωω
O
p
2
8

ω
国
巳
Φ
9

爵

。・融
貯
讐
8

ぎ

舞

b
Φ
g
臼
富
「
《
き
籠

、
,
》
帥
)

第
七
は
、
行
政
紛
争
解
決
法

(
一
九
九

〇
年
)

(
》
α
巨

三
ω
q
四
鉱
く
Φ
臣
ω
b
暮
Φ
菊
Φ
ω
o
一呂

8

>
9

0
=

㊤
り
O
)

(
A
D
R
A
)

で
あ

る
。

行
政
紛
争
解
決
法
は
、
連
邦
政
府

の
行
政
機
関
内

に
お

い
て
、
さ
も
な
く
ば
裁
決
さ
れ
た
と

お
も
わ

れ
る
諸
問
題

に
関
す

る
、
既
存

の
も

の
に
代
わ
る

べ
き
紛
争
解

決
策
を
規
定
す

る
。
当
該
法
は
、
以
下

の
確
信

の
前
提

の
上
に
成

り
立

つ
。

「行

政
手
続

は
、
次
第

に
形
骸
化

し
経
費
高
と
な
り
、
し
か
も
冗

長

と
な
る
に

い
た

っ
た
。
そ
の
結
果
、
要
ら
ざ

る
時
間

の
費

消
と
、
全
員

一
致

に
よ
る
紛
争
解
決

の
達
成
蓋
然
性

の
低

下
と
が
、
も
た
ら
さ
れ
た
」

(
ω
①
6
ま

⇔
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N

[N
])
と

い
う

の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
議
会

は
、
ま
た
、
代
替
的
な
紛
争
解

決
策

(聾

2
舜

口
く
Φ
象
ωb
昇
Φ
『
①
ω9
鼠

8

)

(
A
D
R
)
は
、
「
よ
り
創

造
的

で

能
率
性

に
と
み
、
賢
明
な

結
果
を
導
く
」

(
ω
Φ
&

8

b。
[
出
)
と
指

摘
す
る
。
行
政
手
続

法

(
A
P
A
)

は
、
裁

定

の
た
め

の
聴
聞
会

を
開
催
す

る
こ
と

な
く

、
紛
争
解
決
を
試

み
る

こ
と
を

、
行
政
機
関

に
、
と
く

に
要
求
す

る
。

そ
し

て
、
代
替

的
な
紛
争
解
決
策

(
A

D
R
)
は
、

一
九
九

〇
年
以
前

に
、

連
邦

政
府

に
お
け
る
幾

つ
か

の
行
政
機
関

に
よ

っ
て
、
用

い
ら
れ

て
い
た
。
A

D
R
A
の
主
要
目
的

は
、
A
D
R
に
対
し

て
包
括

的
規
制
を
講
ず

る
こ
と

で
あ
り
、

A
D
R
に
関
連
す
る
す
く
な
か
ら
ぬ
法
的

問
題
を
解
決
す

る
こ
と

で
あ

る
。
A
D
R
は
、
公
式

の
聴
聞
会
あ

る

い
は
裁
判
以
外

の
手
段

に
よ
る
、

ハ
ハ

紛
争

当
事
者

の
双

方
が
互

い
に
受
容

し
う

る
紛
争
解

決
方
法

で
あ

る
。

(
ω
Φ
Φ

い
Φ
o
口
母
α

口
帥
≦
。
ω
き

α

幻
一9

曽

血
空

Φ
屏
ρ

≧

9
3

曽
菖
く
Φ
∪
一ω
ロ
葺

①

ゆ
ゆ

国
①
ω
o
冨
け同o
戸

ぎ

旨
ω
冨

ま

宣

甘
鮮Φ
誉
匙

§

魁
穿

o
嵩
～8

Φ
爵

ミ

、
さ

肯

ミ

冨

陶
民

ム
亀
巨

夏
恥
器

駄
§

噂
8

.
o
ド

b
巳

O
ら
-δ
8
)

代
替
的
紛
争
解
決
策

(
A
D
R
)

の
最
も

一
般
的
な
方
法

は
、
以

下

の
七
者

で
あ

る
。

①
は
、

。
日
げ
巳

ω
ヨ
Φ
口
き

匹
。
日
σ
鼠

ω≦
。
日
Φ
口
の
行
政
機
関

に
お
け
る
活
用

で
あ
る
。

こ
う

し
た

。
日
げ
&

ω
は
、
不
服
当
事
者

(
曽
oq
Φq
目
同Φ
<
巴

冨

註

Φ
色

と

常

に
接
触
と
交

流
を
保
ち
意
志

の
疎
通

を
図
る
か
、
あ

る

い
は
、
さ
も
な

く
ば

、
彼
ら

か
ら
行
政
上

の
過
誤
、
も
し
く

は
、
紛
争

の
解
決
を

求
め
ら
れ

る
。

②
は
、
第

三
者

に
よ
る
調
停

で
あ

る
。
第
三
者
は
、

《
両
者
が
満
足

の
ゆ
く
》

(鼠

目
-≦
旦

あ

る

い
は
、
さ
も
な
く
ば
、
双
方
が
受

容
し
う

る
、
解
決
策

を
提
案
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
当
事

者
間

に
お
け

る
紛
争

の
解
決
を
、
支
援
す

る
。

調
停

者
は
、
当
事

者
双
方
が
受
け
容
れ
う

る
条
件

は
何
か
を
探
求
す

る
た
め

に
、
当
事
者

の
各

々
と
、

し
ば

し
ば

、
別

々
に
、
面
談
す

る
。

③
は
、
第

三
者

に
よ
る
簡

素
化

(
砂
O
一口
け曽
け一〇
口
)

で
あ

る
。
第

三
者

は
、

紛
争

の
解
決
を
目
ざ
す
当
事
者
を
支
援

す
る
た
め

に
、
双
方

の
会
合

と
討
論

の
場
と
時

日
と
を

調
整
す

る
。
紛
争

の
ま
と
め
役

(h㊤
O
一一一絆帥
けO
同
ω
)

は
、
紛
争

の
解
決
も

し
く
は
結
着

の
た
め

の
現
実

の
努

力
過
程

に
、

調
停
者

の
よ

う

に
積
極
的

に
介
入
す
る

こ
と
は
な

い
。

④

は
、
実
情
調
査

(貯
o
島

巳

ヨ
oq
)

は
、
経
験

に
よ
る
究
明
、
あ

る

い
は
、
お
そ
ら
く
専
門
家

の
意
見
を

通
じ
て
、
解
決

さ
れ
う

る
事
実
問
題

に
関
す
る

場
合

に
用

い
ら
れ

る
。

⑤

は
、
紛
争

の
解
決
策
を
提
起
す

る
第

三
者

に
ょ

る
仲
裁

で
あ

る
。
公
共
部
門

に
お
け

る
労
働
関
係

に
頻
繁

に
使
用
さ
れ

る
仲
裁

に
は
、
数
種

の
様
式

が

あ

る
。
第

一
に
、
仲
裁

の
開
始
は

、
自

発
的
か
強
制

の
い
ず

れ
か

で
あ
る
。
自
発
性

の
仲
裁

は
、
当
事
者

に
、
紛
争
を
未

解
決

状
態

の
ま
ま

に
す

る
こ
と

を

認
め

る
。
強
制
仲
裁

の
場
合

に
は
、
未

解
決

の
紛
争

は
仲

裁
を
通
し

て
解
決
さ
れ

る
べ
き

こ
と
を
、

要
求
す

る
。
第

二
に
、
仲

裁
は
、
拘
束
力
を
も

つ

か
、
そ
れ
と
も
、
勧
告

に
と
ど
ま
る
か
、

こ
の
い
ず
れ
か
で
あ

る
。
拘
束
力

の
あ
る
仲
裁

の
裁
定

は
、
最
終

の
裁
決
命
令

(
讐

巴

巴
冒
象
8
8
黛

o
a

零
)
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と
同

一
の
効
力
を
有

す

る
。
拘
束
力

の
あ
る
仲
裁
は
、

一
定

の
条
件

の
下

で
は
、
裁
判
所

に
異
議

を
申

し
立

て
ら

れ
る
場
合
が
あ

る
に
せ
よ
、

一
般

に
、

紛
争

を
解
決
す
る
。
勧
告
的
仲
裁

(非
拘
束
性

の
仲
裁

)
は
、
当

事
者
双
方

に
解
決
策
を
提
示
し
、
紛
争
終
結

の
た
め

の
圧
力

を
、
当
事
者

の

一
方
、
も

し
く
は
、
双
方

に
、
加
え

る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
勧
告
的
仲
裁

に
は
、
法
的
効
力
は
、
存

在
し
な

い
。

第
三

に
、
仲
裁

は
、
社
会

的
慣

習
で
あ
る
か
、
あ
る

い
は
、

《
最
終

の
提
議

》

(
臣
コ
巴
6
龍
Φ
O

で
あ

る
。
慣
習
的
様
式

に
よ
れ
ば
、
仲
裁
者
は
、
ま

ず

、
紛
争

に

つ
い
て
事
情
聴
取
を

行
な

い
、
次

い
で
、
当
事

者
双
方

に
尋

問
す

る
。
さ
ら

に
、
仲
裁
者
は
、
手
続

に
基
づ
き
裁
定
を

詳
細

に
作
成
す

る
。

《
最
終
提
議
》

[《
最
終

・
最
善
提
議
》

(一器
叶
げ
Φ
ω
一
〇
幣

『)
と
も
呼
ば

れ
る
]

に
よ
る
仲
裁

は
、
各
当
事
者

に
、
紛
争

解
決

の
た
め

の

《
最
終
提
議
》

を
行
う

べ
き
旨

、
要
求
す

る
と
と
も

に
、
仲
裁
者

の
意

思
決
定
を

、
当
事
者

の
い
ず

れ
か

一
方

の
受
諾

に
限
定
す
る
。
こ
れ
に
は
、

二
種

の
変
型
が
あ
る
。

《
一
括
仲
裁
》

(芝
プ
9
①
も
碧
惹

oq
Φ)

と

《
問
題
ご
と

の
仲
裁

》

(宙

器

む
凱

ω
。。
器
)

が
こ
れ
で
あ
る
。

《
一
括
仲
裁

》

の
場
合
、
仲
裁
者
は
、
自
ら

賛
成
し
選
択
し
た

《
最
終
提
議
》
を
修
正
す
る
こ
と
が

で
き
な

い
。
他

方
、

《
問
題
ご
と

の
仲
裁
》

の
場
合
、
仲
裁
者
は
、
修
正
を
と
も

な
う

こ
と
な
く
、

あ

る
問
題

に

つ
い
て
は
、

一
方

の

《
最
終

提
議
》
を
、
別

の
問
題

に
関

し
て
は
、
他
方

の
そ
れ
を
、
選

択
す
る
こ
と
が

で
き

る
。

《
最
終
提
議
》

に
基
づ

く
仲
裁

の
論
理
的
根

拠
は
、
そ
れ
が
、
当
事

者

の
い
ず
れ
か

一
方

の
提
議

が
、
仲

裁
者

の
裁
定
と

な
ら
ぬ
よ
う

、
当
事
者

双
方

に
合
理
的
提
議
を
能
動
的

に
行
わ

せ
る
と

い
う

点

に
あ
る
。
論
理
的

に
い

っ
て
、

《
最
終
提
議
》

に
基

づ
く
仲
裁

は
、
紛
争

に
最
終
決
着
を
も
た
ら
す
と
同
様

に
、
予
想

さ
れ
た
通

り

の
機
能
を
果

た
す

べ
き

こ
と
を
求

め
ら

れ
る
。

第

四
に
、
仲
裁

は
仲
介

と
結
合

し
う

る
。

こ
の
場
合
、
第

三
者

が
、
ま
ず

、
意

見

の
相
違

が
そ

の
上
に
成
り
立

つ
問
題

の
係
争

性
を
減
退
さ
せ
る
た
め

に
紛
争
を

調
停

し
、
次

い
で
、
当
該
問
題

の
そ

の
他

の
部
分
を
仲

裁
す

る
。

A
D

R
A
は
、
自

発
的
仲
裁

の
み
を
規
定
す

る
。
当
事
者

の
双
方

は
、

こ
れ

に
よ
る
仲
裁

に
服
す

る
こ
と
を
、
強
制
さ
れ
な

い
。

(
し
か
し
、
連
邦
政
府

の
諸
機
関
と
労
働
組
合

は
、
強
制
力

の
あ

る

《
拘
束
仲
裁
》

に
依
存

す
る
労
働

条
件

の
不
満
解

決
手
続

に

つ
い
て
交
渉
す

る
こ
と

が
で
き

る
。
)
仲
裁
を
活

用
す

る
旨

の
行
政
機

関

の
意

思
決

定
は
、
司
法
審
査

の
対
象
と
は
な
ら
な

い
。

た
だ
し
、
仲

裁

の
裁
定

が
第

三
者

に
不
利

な
影
響
を
与
え

る
場
合

は
、

こ
の
限
り

で
は
な

い
。

一
九
九
六
年

の
A
D
R
A
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
具
体

的
場
合

に
お
け
る
仲

裁

に
よ

る
裁
定

に
含
ま
れ

る
最
大
限

の
経
費
を
明
示
す
る

こ
と
を
、
行
政
機
関

に
要
求
す
る
。

⑥

簡

易
裁
判

(ヨ
一]P
一け同
一P
一ω
)

は
、
当
事
者

双
方

が
、
相

互
に
、
紛
争

解
決

の
権
限
を
有
す

る
、
各
当
事
者
側
を
代
表
す

る
人

々

の
前

に
、
彼
ら

の
紛

争

の
事

例

の
核
心

を
提
出
し
う

る
よ
う
、
構
成
さ
れ
ね
ば

な
ら
な

い
。

こ
の
場
合
、
中
立
的
立
場
に
た

つ
第

三
者

は
、
議
事
進
行
を
調
整

し
、
あ

る
い
は
、

勧
告
的
解
決
策
を
提
示
す

る
た
め

に
、
出
席
す
る

こ
と
は
可
能

で
あ

る
。

⑦

勧
告
的
解
決
策
を
と
も
な
う

《
模
擬
陪
審
員
》

(日
。
葺

言
同
δ
も・
)

に
よ
る

《
模
擬
裁
判
》

(日
。
爵

窪
巴

は
、
公
式

の
事
情
聴
取
と
裁
判
を
回
避
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す

る
た
め

に
、
用

い
ら

れ
て
よ

い
。

(
ω
Φ
Φ
閏
=
昌
屏
噂
H
」』
び
σ
Φ
村
ψ
曽
⇔
瓢
勺
O
口
糟
O
b
・
6
算
ξ
O
b
・bO
り
り
-ω
O
O
・)

一
九
九

〇
年

の
A
D
R
A
は
、
裁

決
が
用

い
ら
れ
る
場
合
を
含

む
、
広
範

囲

の
活
動

の
な
か

で
、
A
D
R
を
考
慮

す

べ
き
旨

、
行
政
機
関

に
命
じ

て

い

る
。

し
か

し
、
A

D
R
A
は
、
以

下

の
六
者

の
場
合

に
は
、

A
D
R

の
回
避
を
考
慮
す

る
よ
う

、
警
告
す

る
。

③

権
威
あ

る
先

例
を

確
立
す
る
形
式

で
、

問
題
を
解
決

す
る
こ
と
が
、
妥
当

で
あ

る
場
合
。

⑮

公
共
政
策
問

題
が
含

ま
れ
る
場
合
。

◎

首
尾

一
貫
性

が
重

要

で
あ
る
場
合
。

①
当
事
者
外

が
す

く

な

か
ら
ぬ
影
響

を
蒙
る
場
合
。

◎

包
括
的

な
議
事
録
が
重
要

で
あ
る
場
合
。

①

「
行
政
機
関
が
、
環
境

の
変
化

に
照
ら
し
て
…
最
終
解
決
を
変
更
す

る
権

限

を

所
持

し

つ
つ
、
紛
争

問
題

に
対
す

る
継
続
的

な
管
轄

権
を
維

持

し
な
け

れ
ば
な
ら

な

い
場

合
」

(
3
Φ

螢
ゆq
窪

身

日
ロ
馨

日
巴
暮
餌
一目

o
o
コ
畝
口
三
　
伽q

言
腎
δ
&
簿
δ
旨
o
<
Φ
同
些
Φ
日
讐
け魯

≦
凶§

p。
口
9
0
導
団
8

p
犀
Φ
N
昏
Φ
亀
ω
層
o
ω
置
o
⇒
:
冒

一一伽身
ぽ

o
剛
9
き

oq
Φ
α
o
貯
2
日
馨
o
昌
o
Φ
ω
)

(ω
①
o
口
o
コ
㎝
鵡

[三
)
。
以

上

で
あ

る
。
当
該
法

は
、
ま

た
、
各

行
政
機
関

に
、
高
級

の
紛
争
解
決
専

門
官

の
任
命

を
指

示
し

て

い
る
。

一
九
九
六
年
法
は
、

A
D
R
議
事

録

の
機
密

性
を

保
護
す

る
。

A
D

R
に
対
す

る
満
足
度
は
、
行

政
諸

機
関
、
諸
施
策
担
当
官

、
そ
し
て
、
当
事
者
、
以

上

の
間
に
お

い
て
、
変

わ
ら
ざ

る
を
え

な

い
。
そ
れ
は
、
常

に
、
裁
決
を
意
味
す

る
代
替
手
段
と

比
較

し
て
測
定

さ
れ
ね
ば
な

ら
な

い
。

M
S

P
B

(ζ
Φ
葺

ω
誘
けΦ
日

牢

o
汁
Φ
a

o
ロ
bd
8
巳

)

(資
格
任

用
制
保
護
委

員
会
)

[
]
九

七
九
年

一
月

一
日
発
効

の

一
九

七
八
年

組
織
再
編
計
画

二

号

に
基

づ
き
、

一
八
八
三
年
設
立

の
人
事
委
員
会

(
{隔
・ω
.
血0
一く
一一
Gり
①
同
く
一〇
Φ
轟O
O
昌P
H昌
一ω
ω
一〇
]P
)

の
苦
情
処
理
部
門
を
継

承
し

て
設
置
さ
れ
、
日
Φ
葺

ω
器
冨
日

の
擁
護
を

目
的
と
し
、
連
邦
政
府
職

員

の
人
事

に
対
す

る
苦
情

の
聴
取

・
処
理
を
担

当
す
る
。
]
は
、
A
D
R

の
主
要
利
点
と

し
て
、

(
一
)
好
機

の
活
用
、

(二
)
経
費

の
節
減

、

(三
)

《
双
方

が
満
足

の
ゆ
く
》
成
果

の
造

出
、
(四
)
当
事
者
双
方

に

《
紛
争
解
決
策

の
形
成

・
実
施

の
専
有
意

識
》

(。
≦
口
2
ω
匡
b

♂
『
9
Φ
ω
o
巨
什δ
印
)

の
付
与
、

(五
)
対
立

の
深
層
的
原
因

の
明
示
、
そ
し
て
、

(六
)
必
要
な
規
律
的
行
動
を
と

る
管

理
者
層

の
積
極
的
意

思

の
助
長
、
な

ど
を
あ
げ

て
い
る
。

(ω
①
Φ
ζ
Q。
勺
じd
』
ω
ω
器

ω
o
h
ζ
①
蹄
噂
b。
8
卜。
も

・ω
.)

同
じ
く
、

E
P
A
に
お
け

る
A
D
R
の
包
括
的
研
究
も
、
総
じ

て
A
D
R
に
関
す

る

好
意

的
見
解
を
披
潅

し
て

い
る
。

し
か
し
、
同
時

に
、
当
該
研
究
は
、
管
理
者
層

に
対
す

る
A
D

R
に

つ
い
て
の

一
層

の
教
育

の
促
進
、
高
度

に
恵
ま

れ

た
資
質

を
有
す

る
調
停
者
な

い
し
仲
介

者

の
存

在
、
行
政
機
関

に
よ
る
A

D
R
に
対
す

る
継
続
的

評
価

の
推
進
、
そ
し

て
、
A

D
R
の
行

政
文
化

の
主
流

へ
の
積
極

的
な
統
合
、
以
上

の
必
要
性
を
指
摘
す

る
。

(ω
Φ
Φ
ρ

い
Φ
舘
団
帥
巳

幻
巴
器

p
o
,

q
詳
)

第

八
は
、
行
政
機
関

の
定
め
る
規
則

に
よ

っ
て
、
そ

の
利
益
が
直
接
的
な
影
響
を
蒙
る
当
事
者
と
、
当
該
機
関
が
、
当
該
規
則

の
制
定

に

つ
い
て
交
渉

し
、
そ

の
規
則
内
容
を
取
り
決

め
る

一
般
手
続

の
概
略
を
示
す
、

一
九
九

〇
年

制
定

の
交

渉
規
則
制
定
法

(
Z
Φ
ゆq
o
薮

叶巴

国
三
Φ
日
鋤
匹
躍

》
9

0
=

ゆ
8

)

で
あ

る
。
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第
九
は
、

一
九
九

三
年

の
政
府
実
績
成
果
法

(
∩
甲O
<
Φ
『
⇔
ヨ
Φ
]P
什
勺
Φ
同hO
同
5P
㊤
b
6
Φ
叫
]P
α
図
Φ
ω
自
一け
ω
>
O
け
O
h
一
り
り
GQ
)

(
G
P
R
A
)

で
あ

る
。
当
該
法

は
、
行
政
機

関

に
、
そ

の
政
策
と
行
為

の
成
果
に
関
す
る
測
定

基
準
と
報
告
と
を
確
立
す

る
こ
と
を
要
求

す
る
。
そ
れ
は
、
行
政
機
関

に
、
戦
略
的
計

画

化

の
促
進
な
ら
び

に
年

間

の
実
績

測
定
と
そ
れ
に
関
す
る
報
告
を
義
務
づ
け

る
。
当
該
法

の
目
的

は
、
連
邦

政
府

の
焦
点
を
活
動
か
ら
成
果

へ
移
行

さ
せ

る
こ
と

に
あ
る
。

(P

ω
o
げ
巳
貫

o
,

。
一け
も

,
卜。
O
O
山
O
ご

当
該
法
は
、
こ
れ
故

、

一
般

に
、
成

果
法

(即
Φ
ω
巳
審

》
o
O

と
指
称
さ
れ

て
お
り
、
連
邦

政
府

の
管
理
者
層

は
新
た
な
方
式

で
、
行

政
機
関

の
目
標
達
成

の
た
め

の
計
画
を
作
成

し
、
そ

の
達
成
実
績
を
測

定
す

る
義
務
を
負
う
。

(
ζ
貯
ぎ

鼠
筈

雪

α

O
自
α
o
戸
o
P

q
け
も

,

自
α
仁
一
e

本
項

に
関
す

る
叙
述
は
、
と
く

に
註
記

し
な

い
限
り
、
本
書

に
よ
る
。

す
な
わ
ち
、
行
政
機

関

の
職
務
上

の
実
績
と

そ
の
成

果
の
測
定

は
、
連
邦

・
州

・
地
方

の
各
段
階

に
お
け

る
政
府
を
構
成
す

る
行

政
機
関

の
い

つ
に
変

い
ハ

ら

ぬ
関
心

の
的

で
あ
る
。
こ
う

し
た
考
え
方

は
、

ク
リ
ン
ト
ン
政
権

の
下
に
お

い
て
も
高

い
注
目
を
集

め
た
。

[ω
Φ
Φ
U
8

巴
O
即

国
Φ
葺

ゆ
Φ
団
o
口
O
普
Φ

ゆ
り

国
冨

8
腎

o
h
切
Φ
言
く
Φ
巨
δ
昌
"
U
誌
三
畠

↓
9

日
Φ
ω
o
h
島
Φ
O
一ヨ
8
⇒

》
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巳

巳
ω
嘗
巴

8

、ω
竃
き

謎

Φ
日
Φ
彗

寄

暁o
円
日

噛
9

く
Φ
き

き

8

く
輿

N

(甘

ミ

遷
9

も

,

ω
O
S
。。
一
↑
]

こ
う
し
た
高

い
関
心
を
基
底
に
成
立
し
た
G

P
R
A
は
、
以
下

の
六
者
を
主
要
目
的
と
す

る
。

[≦

即
o
σ
Φ
詳

い
o
〈
⇔
戸

ζ
8
冨

9

り
い

ニ

ζ
自
員
昌
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巳

国
8

ω
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鹸
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勺
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冨

8
蔓

O
o
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ヨ

き

o
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ヨ

螢
O
冨

農

ヨ
σq
芝
o
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α

ぎ

い
o
び
9
戸

ζ
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四
巳

もり
げ
跳
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①
α
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矯
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謎
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冨

8
曼

O
ミ

Φ
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§

0
9

寺

旨
旨
貯
斡

0
8

臣
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§

ミ
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§
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魁
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&
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亀
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§

』§

頓

融

Ω
蕊

恥
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黛
Φ
§

8

R
噛
b
,

①
乗

ωΦ
Φ
巴
のo
切
興

覧

園
践

同昌
℃

つサ

..↓
冨

Ω
o
<
Φ
ヨ

ヨ
①
g

℃
Φ
眺
o
『
日
鋤
⇔
8

四
&

寄

ω
葺

ω

諺
o
け

口
旨

『
鋤
-口
Φ
巴

Φ
α

ζ
8

誓
曾

o
同
固

Φ
掬
一げ
一Φ

竃

き

謎

Φ
ヨ
Φ
耳

↓
o
o
=

謹

噴

く
9

鵠

(㍉
俺
茎

口
ゆq
置
肋
叶
」
b
蕊

)

ら

ら。
O
⑳

P

。。
。
げ
巳
貫

。
や

鼻

も

b。
O
ρ
]

①

行
政
機
関
に
、
施
策
達
成
の
責
任
を
負
荷
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
民
の
政
府

へ
の
信
頼
を
高
め
る
こ
と
。

②

他
の
企
画
の
模
範
と
し
て
用
い
ら
れ
る

一
連
の

《
先
導
的
企
画
》

(b
ま
ε

量

Φ9
ω
)

の
形
成
と
実
施
に
基
づ
く
改
革

へ
の
刺
激
の
付
与

③

成
果
、
行
政
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
質
、
そ
し
て
国
民
の
満
足
感
に
対
す
る
関
心
の
集
中

④

管
理
者
層
に
対
す
る
企
画
目
的
の
達
成
の
要
求
と
彼
ら

へ
の
施
策
成
果
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
双
方
を
通
し
て
、
管
理
者
層
に
よ
る
行
政
サ
ー
ヴ
イ

ス
給
付
を
改
善
す
る
こ
と

⑤

法
規
の
目
的
の
達
成
と
様
々
な
施
策
の
相
対
的
な
実
効
性
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
よ
る
議
会
に
お
け
る
意
思
決
定
の
効
率
化

⑥

連
邦
政
府
内
に
お
け
る
管
理

・
運
営
の
改
善

以
上
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
G
P
R
A
は
、
連
邦
政
府
に
お
け
る
最
高
幹
部

の
関
心

の
焦
点
を
、
施
策

《
入
力
》

(巨
b
8

か
ら
、
施
策

《
出
力
》

(8
6
8

へ
、
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施
策
執
行
と
施
策
成
果
の
測
定

へ
と
、
移
動
さ
せ
た
第

一
歩
を
記
す
。
こ
う
し
た
焦
点
の
変
動
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
G
P
R
A
は
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
た

一
般
政
策
目
標

の
明
定
、

一
般
政
策
目
標
に
由
来
す
る
個
別
具
体
の
年
間
実
績
目
的
の
設
定
、
そ
し
て
、
実
績
達
成
目
的
と
比
較
し
た
現
実
の
実
績

に
関
す

る
年
次
報
告

の
作
成
、
な
ど

の
要
件
を
定
め
る
。
連
邦
政
府

の
管
理
者
層
は
、
測
定
可
能
の
成
果
の
達
成
に
責
任
を
負
う
。
故

に
、
彼
ら
は
、

《
最
適
の
結
果
》

(8
菖
日
ロ
ヨ

o耳
oo日
Φ
色

を
確
保
す
る
た
め
に
、
施
策
運
用
の
方
法
に
お
い
て
、
す
く
な
か
ら
ざ
る
裁
量
権
を
付
与
さ
れ
る
。
当
該
法
は

多
様
な
実
績
な
ら
び
に
予
算
の
概
念
を
確
立
し
、

一
九
九
九
会
計
年
に
い
た
る
ま
で
に
、
す
べ
て
の
連
邦
政
府
諸
機
関
に
お
け
る
実
績
測
定
の
実
施
を
要

求
し
た
。

G
P
R
A
の
基
本
的
な
政
策
形
成
原
理
を
列
記
的
に
示
せ
ば
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

①

行
政
機
関
の

一
般
政
策
目
標
の
標
榜
と
個
別
具
体
の
政
策
目
的
の
定
立
は
、
行
政
機
関
、
そ
し
て
、
議
会

・
国
民

の
利
害
関
係
者
か
ら
成
る
包
括
的
な

集
団
と
深

い
連
関
の
あ
る
予
算
上

・
政
策
上
の
諸
問
題
と
看
倣
さ
れ
る
。

②

年
次
実
績
目
標
は
、
施
策
資
源
に
対
す
る
要
求
と
相
応
す
べ
き
で
あ
り
、
予
算
要
求
額
と
関
連
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

③

実
績
目
標
が
、
適
切
に
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
行
政
機
関
に
よ
る
実
績
測
定
の
確
認
が
、
と
り
わ
け
、
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

④

究
極
的
に
行
政
機
関
の
責
任

で
あ
る
執
行
な

い
し
実
施
に
際
し
、
行
政
官
は
、
完
全
な
実
施

の
準
備
段
階
と
し
て
、
実
施
の
端
初
期

に
、
指
導
性
を
発

揮
し
、
統
整
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。

⑤

行
政
機
関
は
、
年
次
目
標
と
実
績
測
定
と
を
明
示
す
る
に
際
し
て
、
す
く
な
か
ら
ぬ
裁
量
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥

O
M
B
か
ら

《
手
引
き
》

(ぎ
≦

旦

と
な
る
指
示
の
よ
う
な
、
規
範
的
命
令
、
な

い
し
、
指
導
は
、
制
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

⑦

執
行
な
い
し
実
施

の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
諸
資
源
は
、
可
能
な
限
り
、
既
存

の
行
政
機
関
が
保
持
す
る
諸
資
源
に
制
限
さ
れ
る
べ
き

で
あ
り
、
ま
た
、

既
存

の
行
政
の
体
系
と
過
程
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

⑧

当
該
法

の
開
始
期

(
一
九
九
四
年
ー

一
九
九
六
年
)
は
、
問
題
点
を
確
認
し
解
決
す
る
た
め
の

《
学
習
課
業
》

(蕾

ω8
巴

Φ
母
口
Φ
ユ)
と
し
て
、
使
用

さ
れ
る
。

以
上

で
あ

る
。

も
と

よ
り

G
P
R
A

の
順
調
な
機
能
を
阻
害
す

る
問
題
点
も
、
存
在
す

る
。

こ
の
な
か

に
は
、
予
算
作
成
過
程

の
複
雑
性

(拙
著

『
現
代
行
政
学
』

二

六

四
頁
-

二
八
七

頁
参

照
)
、
予
算
規
模

の
縮

小
要
求

、
大
統
領
と
議
会

の
間
に
お
け
る
確
執
、

二
大
政
党
間

に
お
け

る
反
目
と
交
渉

の
停
滞

、
そ
し

て
、

ア
メ
リ
カ

の
行
政
的

現
実

の

《
転
化
性

》

(甘
Φ
匹
Φ
<
9
<
巴

昌
讐
霞

Φ)
、
な
ど
が
、
含
ま

れ
る
。
加
え

て
、
も
う

一
つ
の
行

政
的

現
実
は
、
連
邦
政
府

の
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管

理
者
層
が
、
以
前

の
改
革

に
よ

っ
て
、
数
種

の
政
府
全
体

に
関
す

る
報
告

書
作
成

業
務
と
責
任
要
件

の
履
行

と
を

果
た
さ
ね
ば
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ
う

し
た
条
件
は
、
過
去
十

五
有
余
年
間

に
、
十
を
数
え

る
。

(
ω
Φ
Φ
国
〉
閑
鋤
凸
戸

..
↓
ロ
Φ
Ω
o
<
Φ
巨
日
Φ
導

勺
Φ
臥
霞
日
9
口
8

磐

α
幻
Φ
ω
巳
房

>
o
け
、.

8

・
息
け
も

b
ω
O
刈
-。。
H
Φ

O
冨

『一Φ
。。
日

Ω
o
&

ω
①
戸

§

Φ
9

鴇

誉
N
しロ
=
器

讐

6
轟

o
鴇

》

、
さ

嵜

》
良
§
註

吻
慧

賦
§

建

Φ
臼
量

職
簿

①
9

謹

O
」

鋒

)

さ
ら

に
、
数
多
く

の
施
策
領
域

に
お

い
て
、

《
施
策
仲
裁
》

(
胃
o
oq
轟
日

葺

巽
く
自
ユ
o
目
)
の
成

果
は
、
管
理
者
層

に
よ
る
統
制
引
力

の
圏
外

に
あ

る
。

施
策

の
結

果
が
、
気
象
状

況
、
犯
罪
発
生

率
、
あ

る

い
は
、
外

国

の
行
為

や
態

度

の
よ
う
な

、
制
御
不
能

の
変
数

に
大
き
く
依
存

し

て

い
る
場
合

に
は
、

と
り
わ
け
、
こ
の
こ
と
が
、
妥

当
す
る
。
ま
た
、

《
予
防
施
策
》

(
胃
Φ
<
Φ
三
凶o
口
買
o
oq
屋
日
色

の
場
合
、
実
績
測
定
は
、
事
実
上
、
不
可
能

で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
何
も
起

ら
な
か

っ
た
事

態

の
数
を
算
出
す

る
方
法

は
、
存
在

し
な

い
か
ら

で
あ

る
。
結
論
と

し
て
、
こ

の
よ
う

な
問
題
点
を
内
包
す

る
G
P
R

A
は
、
峻
厳

な
権
力

分
立

の
制
度
的
拘
束
と
断
片
化

さ
れ
た
統
治

行
為

体
系

と

の
不
適
合
性
と
結
合

し
、

そ
の
結
果
、
予
期

さ
れ

た
よ
う
な
変
革
を

達
成

す

る
と

い
う

よ
り
も
、
む

し
ろ
、
冷
笑
と
論
争

と
を
、
育

て
る
に

い
た

っ
て
い
る
。
当
該
法

の
適
用

の
た
め

に
は
、

《
寛
大
な
無
視

の
期
間
》

(
b
①
同一〇
α

o
h
び
Φ
巳
Φq
口
器

o自
冨
9
)
が
、
必
要

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
政
府
全
体

の
大

々
的
な
変
革
よ
り
も
、
む
し
ろ
個
別

具
体

の
行
政
機
関
独
自

の
漸
進
的
な
改
革

に

集

中
す

る
こ
と
が
、
望
ま

れ
よ
う

。
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導
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≦
毛
≦
b
日
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≦
讐
o
戸
o
困
ゆq
＼
o身
嘆
鋤
＼
趣q
寓
讐
震

け
葺
ヨ
ニ

第
十
は
、
中
小
企
業
規
制
施
行
公
正
法

(
一
九
九

六
年
)
(
Q。
日
帥
ロ
切
霧
5
8
ω
菊
o
oq
自
一帥
8
昌

国
艮
自
8
日
Φ
再

団
9
冒
莞

ω
ω
>
9

0
=

8

①
)

(S
B
R
E
F
)

で
あ

る
。

当
該
法
は
、
行
政
機
関

に
向

っ
て
、
当
該
機

関
が
規
則
を
作
成

す
る
際
に
、
中
小
規
模
団
体
に
対
し

て
自
ら

に
関
す

る
情
報

の
当
該
機
関

へ
の
提
供
を

義
務
づ
け
る
こ
と
を
求
め
、
さ
ら

に
、
行

政
機
関

の
定

め
る
規
則

に
対
す
る
議
会

の
審
査
を
規
定
す

る
、
議
会
審
査

法

(O
O
昌
0毎
同
Φ
ω
繊
O
⇒
巴
閑
Φ
<
μ①
ぐく
>
rO
叶
)

と

し
て
知
ら
れ

る
名
称
を

、
付

す
る
こ
と
を

、
要
求

す
る
。

S
B
R
E
F
A
は
、
議
会
審
査
法

と
し
て
知

ら
れ
る
副
表

題
を
含
む
。
当
該
法

に
よ

る
な
ら
ば
、
行
政
機
関

は
、
そ
れ

ぞ
れ
、
す

べ
て

の
範
囲

に
及

ぶ
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最
終

の
、
も

し
く

は
、
暫
時

の
、
規
則
を
、
そ

の
効
力
が
発
生
す

る
以
前

に
、
議
会
と
会

計
検
査
院

(
0
8

Φ
邑

〉
。
8
巨

音

鵬

O
睡
8
)

(
G
A
O
)

に
提
出
す

る
義

務
を
負
う
。

提
出

の
対
象

は
、
解

釈
的
、
も

し
く

は
、
手
続
的
、
な
規

則

に
ま

で
拡

が
る
。
た
だ

し
、
主

題

の
多

様
な
規
則

、
そ
れ

に
、

A

P
A
の
条
項

の
下
で

《
十
分
な

理
由
が
あ

っ
て
》

(
伽q
o
o
α
o
窪

ω
Φ)

告
示
と
解
説
と
を

免
除
さ
れ

て
い
る
規
則
は
、

こ
の
限
り

で
は
な

い
。

当
該
法
は
、
規
則

が
、

《
主

要
、
も
し
く
は
、
普
通

》

(
日
a
霞

o
『
o
a
冒
母
賓
)

で
あ

る
か
ど
う
か

に
よ

っ
て
、
審
査
を

二
段
階

に
分
け

る
。

《
主

要
》
規
則
と
は
、
少
な
く

と
も

一
億

ド

ル
の
年

間
経
済
効
果
を
あ
げ
、
あ

る

い
は
、
費
用

、
価
格

、
雇
用
、
そ
し

て
、
生
産
性

の
よ
う
な
、
経
済
関
心
事

項
に
、
多

大
な
影
響
力
を
与
、え
る
、
と
期
待

さ
れ
る
規
則

で
あ
る
。
若
干

の
例
外
を
別

に
す

れ
ば
、

《
主

要
》
規
則
は
、
議

会

に
お

い
て
、
六

〇
日
に
及

ぶ
審
査

を
受

け
る
。

こ
の
期
間
内

に
、
議
会

は
、
当
該
規

則

に
不
同
意

の
共
同
決
議
を
通
過
さ
せ

る
こ
と

が
で
き

る
。
も
と

よ
り
、
こ

の
決
議
は
、
大
統

領

に
よ
る
拒

否
権
行
使

の
対
象
と
な

る
。
し

か
し
、
そ

の
拒
否
権

は
、
議
会

の
圧
倒
的
多

数

の
決
議

に
よ

っ
て
無
効

に
さ
れ
る
。
議

会

の
不
同
意
を
免

れ

た
規
則

は
、
「
官
報
」

に
公
示

さ
れ
、

そ
こ
に
指
示
さ
れ
た
年
月

日
に
効
力
を
発
生
す

る
。

《
普

通
》
規

則
は
、
同

じ
く

、
議
会

の
同
意
を
得
ら
れ
な

い
と

い
う

場
合
も
、
あ
り
う

る
。
し
か
し
、

こ
れ

に
は
、
六
〇
日

の
審
査
期
間
は
な

い
。
当

該
規
則

は
、
議
会
と

G
A
O

に
提
出

さ
れ
た
後

、
最
終
規
則
と

し

て
公
表

さ
れ
る
。
議
会

に
よ

っ
て
不
同
意
と

さ
れ
た

規
則
は
、
同

一
形
式

に
よ

っ
て
、

あ

る

い
は
、
類
似

形
式

に
よ

っ
て
、

再
公
布
さ

れ

て
は
な
ら

な

い
。
た

だ
し
、
行

政
機

関
が

、
そ
う
し
た

再
公
布
を
許

可
す

る

《
明
確
な
制
定

法

の
授

権
》

(
ωO
①
。
聾
o
ω
富
巳
8
蔓

⇔
三
ゴ
9

母
ま

目
)
を
確
保

し

て
い
る
場
合
は
、
こ

の
限
り

で
は
な

い
。

S
B
R
E
F
A
に
は
、
議
会

に
お
け
る
規
則

へ
の
同

意

は
、
立
法
部

の
意

図
を
暗
黙

の
う

ち
に
推

知
さ
せ
る
も

の
と
し

て
、
裁
判
所
ま
た
は
行
政
機
関

に
よ

っ
て
、
理
解
さ
れ
る

べ
き

で
は
な

い
と
す
る
条
項

が
、
と
く

に
、
置
か
れ

て

い
る
。

行
政
機

関

の
定

め
る
規
則

に
対

す

る
立
法
審
査

は
、
決

し

て
最
近

の
着

想

で
は
な

い
。

一
九

四
〇
年
代

に
、

A
P
A

の
草
案
作
成

と

の
関
連

に
お

い

て
、
既
に
、
そ
れ
は
、
討
議
さ
れ

て

い
る
。

一
九

四
四
年

に
、
ミ
シ
ガ

ン
州
が
、
そ
し

て
、

一
九
七

〇
年
ま

で
に
、
カ
ン
ザ

ス
、
ネ

ブ

ラ
ス
カ
、
ヴ

ァ
ー

ジ

ニ
ァ
、
そ
れ
に
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
の
諸

州
が
、
立
法
審
査

を
採

択
し
て
い
る
。

(ω
①
Φ
q
ψ

oり
①
昌
讐
Φ
O
o
田
巨

#
Φ
Φ
8

誓
o
言

凸
。
冨
蔓

博
Qo
暮

o
o
日
日
葺
Φ
①

o
　
〉
島
巨

巳
弩

匿

<
①
零

碧
什冨

p
a

即

。
8
α
霞
窃

㊤
ω
a

O
8

験
b

包

ω
①
。。
2

い
8
勘
達
隣
§

ミ

ぎ

ミ
①
嵩

勘
民

き
Φ
密
魁
8

①
ミ

Φ
ミ

》
題
旨
息
Φ
⑦、
Ω
器
$

§

魁
恥
Φ
冷
9
0
儀
肉
$
量

鴇

這

§

少
な
く
と
も

二
十

二
の
諸
州
が
、
現
在
、
常
任

・
特
別

・
合

同
の

い
ず
れ
か

の
種
類

の
立
法

部
委

員
会
に
よ
る
規
制

の

立

法

審

杢

を

規
定

し

て

い
る

。

な

か

で
も

、

上

下

両

院

合

同

委

員

会

が
、

頻

繁

に
、

用

い

ら

れ

て

い
る
。

ア

ラ

バ

マ
、

イ

リ

ノ
イ

、

カ

ン
ザ

ス
、

メ
リ

ー

ラ

ン
ド

、

ミ

シ
ガ

ン
、
オ

ハ
イ

オ
、
ヴ

ァ
ー

ジ

ニ
ア
、

ワ
シ

ン
ト

ン
、

そ

し

て
、

ウ

ィ

ス

コ

ン
シ

ン
の
諸

州

が

、

こ
れ

に
当

た

る
。

(
ω
Φ
Φ
〉
洋
げ
霞

切
§

b
曳
9

⑦
賦
融

》
§

貯
討
欝

瓢
く
o
肉
ミ
Φ
さ

喜

騎

」
塗
働
き

匹
勲
無
Φ
》
量

首
む
器

駄
く
Φ
肉
巳
Φ
さ

喜

鴫

⑦
に
聴

冷
臼
魯

ひ
N
§

)
連
邦

政
府
諸
機
関

の
規

則
が
、
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表1上 下両 院 の常任 委 員会 ・同小 委員 会 の構 成105thCongress(1997-1999)

Committee Sizeandpartyratio
Numberof

subcommittees

Hous

Agriculture

Appropriations

BankingandFinancialServices

Budget

Commerce

EducationandtheWorkforce

GovernmentReformandOversight

HouseOversight

InternationalRelations

Judiciary

NationalSecurity

Resources

Rules

Science

SmallBusiness

StandardsofOfficialConduct

TransportationandYnfrastructure

VeteransユAffairs

WaysandMeans

50(R27/D23)

60(R34/D26)

54(R29/D25)

43(R24/D19)

51(R28/D23}

45(R25/D20}

44{R24/D20)

9{R6/D3)

47{R26/D21)

35侭20/Dl5)

55侭30/D25)

50(R27/D23)

13(R9/D4》

46(R25/D21)

35(R19/D16)

10(R5/D5)

73(R44/D33)

29{R16/D13}

39(R23/D16}

5

13

5

一

5

5

7

一

5

5

5

5

2

4

4

剛

6

3

5

Senate

Agriculture,Nutrition,andForestry

Appropriations

ArmedServices

Banking,Housing,andUrbanAffairs

Budget

Commerce,Science,and

Transportation

EnergyandNaturalResources

EnvironmentandPublicWorks

Finance

ForeignRelations

GovernmentalAffairs

Judiciary

LaboxandHumanResources

RulesandAdministration

SmaiiBusiness

VeteransユAffairs

18(R10/D8}

28(R15/D13)

18{RIQ/D8)

18tR10/D8)
22(R12/D10)

20(R11/D9)

20(R11/D9)

18(R10/D8》

20(R11/D9}

18(R10/D8}

16(R9/D7)

18(R10/D8)

18{R10/D8)

16(R9/D7)

18(R14/D8)

12(R7/D5)

4

3

6

5

1

7

4

4

5

7

3

6

4

Source:CongressionalYellowBook,Spring1997(Washington,D.C.=LeadershipDirectories,1997}
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表2 第108議 会(2003-2005)に お ける常 任 委 員会 ・同小 委 員 会 の構 成

COMMITTEECHAIRMEN

SENATECOMMITTEES CHAIRMAN RANKINGMEMBER

Aging(Special)
Agriculture,Nutrition&Forestry

Appropriations

ArmedServices

Banking,Housing&UrbanAffairs
Budget

Commerce,Science&Transportation

Energy&NaturalResources
Enviz-onment&PublicWorks

Ethics(Select)

Finance
ForeignRelations

GovernmentalAffairs

Health,Education,Labor&Pensions

ZndianAffairs

Jntelligence(Select)

Judiciary
Rules&Administration

SmallBusiness

Veterans'Affairs

LarryCraig(ID}

ThadCachran{MS)

TedStevens(AK)

JohnWarner(VA)
RichardShelby{AL)

DonNickles(4K)

JohnMcCain(AZ)
PeteDomenici(NM}

JamesInhofe(OK)
GeorgeVoinovich(OHj

CharlesGrassley{IA)
RichardLugar(IN)

SusanCollins(ME)

JuddGregg(NH)
BenNighthorseCampbell(CO)

PatRoberts(KS)

OrrinHatch(UT)

TrentLott(MS)
OlympiaSnowe(ME)

ArlenSpecter(PA)

JohnBreaux(LA)

TomHarkin(IA)

RobertByrd(WV)

CarlLevin(MI)

PaulSarbaaes(MD)

KentConrad(ND)

Ernest且ollings(SC)

JeffBingaman(NM)

JamesJeffords{VT}

HarryReid(NV)

MaxBaucus(MT)

JosephBiden(DE)

JoeLieberman(CT)

EdwardKennedy(MA)

DanielInouye(HI》

JayRockefellerN(WV}

JPatrickLeahy(VT)

ChristopherDodd

JohnKerry{MA)

BobGraham(FL)

HOUSECOMMITTEES CHAiRMAN RANKINGMEMBER

Agriculture

Appropriations

ArmedServices

Budget

Education&TheWorkforce

Energy&Commerce

FinancialServices

GovernmentReform

HomelandSecurity(Select)

HouseAdministration

Intelligence(Select)

InternationalRelations

Judiciary

Resources

Rules

Science

SmallBusiness

StandardsofOfficialConduct

Transportation&Infrastructure

VeteransユAffairs

Ways&Means

BobGoodlatte(VA-6)

BillYoung(FL10)

DuncanHunter(CA-52)

JimNussle(IA-1)

JohnBoehner(OH-8)

BillyTauzin(LA-3)

MichaelOxley(OH-4}

TomDavis(VA-11}

ChristopherCox(CA-48)

BabNey(OH-18)

PorterGoss{Fレ14)

HenryHyde(IL-6)

JimSensenbrenner(WI-5)

RichardPombo(CA-11)

DavidDreier(CA-26)

SherwoodBoehlert(NY-24}

Dona正dManzullo{IL-16)

JoelHefley(CO-5)

DonYoung(AI(-AL)

ChrisSmith{NJ-4)

BillThomas(CA-22)

CharlesStenholm(TX-17)

DavidObey(WI-7)

IkeSkelton(MO-4)

JohnSpratt(SC-5)

GeorgeMiller(CA-7)

JohnDingell(MI-15)

BarneyFrank{MA-4}

HenryWaxman(CA-30)

JimTurner(TX-2)

JohnLarson(CT-1)

JaneHarman(CA-3£)

TomLantos{CA-12)

JohnConyers(MI-14)

NickRahall(WV-3)

MartinFrost(TX-24》

Raiph且all(TX-4)

NydiaVelazquez(NY-12)

AlanMollohan{WV-1}

JamesOberstar(MN-8)

LaneEvans(IL-1.7)

CharlesRangel(NY-15)
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最
初

に
立
法
部

に
お

い
て
不
同
意

と
さ
れ
た

の
は
、
議
会

が
、
O
S

H
A

(職
業
安

全
衛
生
管

理
局
)

(
一
九
七

一
年

設
立
)

(
O
o
8

b
p
けδ
昌
巴

Qっ
㌶
Φ
な

p。
口
α

口
雷
岸
げ

〉
山
日
ぢ
雪
冨
寓
o
口
)

(労

働
災
害
等

に
対
す
る
調
査

の
担
当
)
が
提
訴
し
た

の

《
人
間
工
学
規
則
》

(
2
0q
o
ロ
o
日
一。
ω
歪
一Φ
)

(人
間

の
作
業

に
お
け

る
疲
労
度

、
注
意
力
、
集
中
力

心
理
的
緊
張
な
ど

の
解
析
を
通
し

て
、
人
問
が
使

い
や
す

い
道

具
や
機
械
体
系
を

設
計
す

る
た

め

の
規
則
)
を
、

あ
い

こ

投

票

に
よ

っ
て
否

決

し
た

二

〇

〇

一
年

で
あ

る

。

(
ω
①
Φ
国
Φ
δ
昌
∪
①
≦
貴

甲

oq
8

0
慧

o
ω
国
8

Φ
巴

零

o
日
冥

ω
い
o
o
評
bd
帥
o
貫

き

昏

貯
讐

§

ぎ

魯

§

需
守

⑩
8
0
ト
O
・
〉
同
◎
)
O
S
H
A
が
、
当
該

規
則

の
作
成

に
、
十
有
余

年
を
要
し
た
と

い
う
事
実

の
意
味
す
る
と

こ
ろ
は
、
も
し
行

政
諸
機
関
が
、
議
会

に
お

け

る
重
要
な
委
員
会
委
員

の
言
動

に
絶
え
ず
敏
感

に
反
応

し
な

い
と
し
た
ら
、
諸
機
関
は
、
急
速
な
政
治
的
変
動

の
流
れ

に
押

さ
れ
、

《
単
眼
的
考
察

》

(
び
一一b
7α
の
岡◎
Φ
α
)

に
陥

い
ら
ざ

る
を
え
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

過
去

に
お
け

る
立
法
部

の
意

図
は
、
現
在

の
議
会
審

査
過
程
を

、
決

し
て
拘

束
し
な

い

。

(
ω
①
①

巴
ω
o

U

。
ω
o
ゴ
ロ
犀
押

o
,

o
貫

や
や

N
㎝
ω
歯

㎝
↑

幻
o
伽q
Φ
同

国
.
∪
鋤
く
置

ω
o
ロ

餌
印
自

≦

、巴

掃

『

]「
9

Φ
。。
N
Φ
ぎ

Ω

昌

鷺

Φ
鴇

働
旨
気

ト
融

§

臼

ぴ
Φ
」φ

軌
S

①
9

N
も
㎏
鈎

き

飢
起

Φ
9

き

魯

ヨ

}
邑
9

Φ
ω
N
Φ
犀
↓
O
§

鷺

$
絵
8

糺

等

0
8

魯

奉

。。
艶
亀

隊
o
§

ヤ

踵
d
8
吻
ψ
讐

痺

)

第
十

一
は
、
行
政
命
令
で
あ
る
。
様
々
な
行
政
命
令
は
、
実
体
的
な
行
政
価
値
の
増
進
を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
行
政
機
関
の
規
則
制
定
と
情
報
収
集
に

関
す
る
行
政
審
査
を
規
定
す
る
。
こ
う
し
た
行
政
命
令
の
性
向
は
、
大
統
領
政
権

の
交
替
と
と
も
に
相
貌
を
改
め
る
。

第
十
二
は
、
司
法
裁
決
で
あ
る
。
司
法
裁
決
に
お
け
る
意
思
決
定
の
相
当
部
分
は
、
行
政
機
関
に
対
す
る
憲
法
上
の
制
約
、
そ
れ
に
、
行
政
機
関
に
よ
る

法
規
の
解
釈
、
規
則
制
定
、
裁
定
、
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
の
、
司
法
審
査
の
及
ぶ
適
切
な
範
囲
、
な
ど
の
難
問
題
を
処
理
す
る
。

以
上
で
あ
る
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ω
Φ
Φ
q
葺

9

ω
聾

①
ω
Ω

<
目
ω
興
乱
8

9

白

巨

ω
ωδ
口
噂
霊

日
喜

醇

2
0
b。
ρ

窪

洋

既

》

経

ミ
譜

。。
ミ

宰

腎

建
」
○
融
。
Φ
塗

き

軋
蜜

覧
o
巻

8

」
℃
象

宕
q
・

O
錯
Φ
お
8

'
簿

、も

」
ω
。。
曹

人
種
、
性
、
過
大
な
党
派
性
は
、

一
般

に
、
政
府

職
員

の
問
に
お
け
る
不
協
和
と

反
目
を
導

く
動
力

と
も
な
り

、
政
治
的
に
中
立
な
専
門
知
識

・
特
殊

技
術

の
修
得
者

と

い
う
政
府

職
員

に
対
す

る
世
人

の
信
頼
を

動
揺

さ
せ
、
弱
体
化

さ
せ

る
要
因
と
も

な
り
う

る
。

こ
れ
ら

の
要
因

に

《
個
人
的
外
観

》

(
o
霞
ω
8

巴

碧

o
①
鉾
き

8
)

が
、
加
え

ら
れ
る
。

《
個
人
的
外
観
》
も
、
政
府
職
員

の
問
に
お
け

る
不
和
と
反
感

に
、
短
絡
的

に
接
続

し
う

る
要
因
と
し

て
、
時

に
は
、
規
制
さ
れ

る
。

(閑
o
ω
Φ
昌
巨
o
o
日

き

α
○
一
い
①
母
ざ

o
b
・
6
貫

U
U
.一
◎。
bこ
-一
Q。
ω
.)
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《
身

つ

く

ろ

い
基

準

》

(
窃q
『
O
O
日
ヨ

Oq

ω
雷

口
α
母

匹
ω
)

が

、

詳

密

に

作

成

さ

れ

る

場

合

も

あ

り

う

る

。

例

え

ば

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

の
サ

フ

ォ
ー

ク

郡

(
一ψ
自
臨hO
一評

O
O
口
口
け団
、
ツ
HO
毛

網
O
村
屏
)

は

、

次

の
よ

う

な

基

準

に
し

た

が

い
、

男

性

職

員

の
外

観

を

厳

格

に

規

制

し

て

い
る
。

(
Hげ
犀

'
ウ
一
。。
ρ

器

Φ

巴
ω
o

溶

自
㊤

♂

旨

b
蕊

o
自
峯

謡

9
ψ

認

Q。
「
6
刈
◎
)
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「
頭
髪

は
、
両
耳
、
も

し
く

は
、
カ

ラ
ー

に
か
か

っ
て
は
な
ら
な

い
」
。

「
も

み
あ
げ

(
ω
置
Φ
σ
ロ
言
ω
)

は
、
耳

の
開

口
部

の
最
低
部
位
を
越
え

て
伸
ば

し

て
は
な
ら
な

い
。
ま

た
、
も

み
あ
げ

は
、
均

一
の
幅
を
保
ち
、

清
潔

に
剃

っ
た
水

平
線

で
終
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら

な

い
」
。

「
口
髭

(
目
P
d[ω
什酋
O
げ
Φ
ω
)
は
、

上
唇

の
最
上
位
を
、
あ
る

い
は
、

口
角

を
、
そ
れ
ぞ
れ
越
え

て
伸
ば
し

て
は
な
ら
な

い
」
。
「
あ
ご
ひ
げ
と

や
ぎ
ひ
げ

(
げ
Φ
母
α
ω
o
ロ
ユ
oq
o
讐
Φ
Φ
ω
)
は
、
禁

止

さ
れ
る
。
た
だ

し
、
警
察

医

(℃
畠

8

ω
母

Φ∋
Φ
8

)

が
、
医
療

上

の
理
由
か
ら
、
当
該
基
準

の
免
責
を
認

め
ら

れ
場
合

は
、
こ

の
限
り

で
は
な

い
。
…
警

察
医
が
、
政
府
職
員

に
ひ
げ
剃
り
禁
止

の
処
方
を
指
示
し
た
と
き

、
す

べ
て

の
あ
ご
ひ
げ

は
、

こ
れ
ら
が
顔

の
皮
膚

の
表
面

か
ら

ー
/

2
イ

ン
チ
を
越
え

て
伸
び

る
こ
と

の
な

い
よ
う

、
整
え

な
け

れ
ば
な
ら

な

い
」
。

こ
の
よ
う
な
諸
多

の
基
準

は
、

日
常
性

の
世
界
と
遠
ざ
か
り
、
外
部

世
界
と
異
質

の
新

た
な
秩
序
を
形
成

し
、
政
府

職
員
を
、
同
質

・
同
位

の
規
格
化

さ
れ
た
世
界

に
閉
じ

こ
め
よ
う

と
す

る
も

の
と

い

っ
て
よ

い
。

「
個
人

の
外

観
は
、
彼

の
人
格
を
反
映

し
、
支
え

、
育
成

を
す

る
も

の
で
あ
り
、
彼

の
態
度

や
生
活
様
式
を
表
現
す
る
手
段
と

し
て
、
有

効

に
用

い
ら

れ
る
。

個
人
的
外
観

に
統
制
を
加
え

る
な
ら
ば
、
そ

の
こ
と
は
、
政
府
が
、
彼

の
廉
潔
性
と
主
体
性

の
実
質

的
要
素
を
犠
牲

に
供
す

べ
き

こ
と
を
、
彼

に
強
制
す

る
に
等

し

い
」
。

(
寄

幕

団
雪
智
b
覇
O
声
)

如
上

の
よ
う

な

《
身
だ
し
な

み
基
準
》
は
、
当
該
基

準
に
異
義

を
申
し
立

て
る
政
府
職
員
が
、
当
該
基
準

は
行
政
機
関

の
使
命

や
目
標
と
無

関
係

で
あ

る
こ
と
を
立
証
し
な

い
限
り
、
合
憲
と
解
さ
れ

る
。

(幻
o
の
雪

げ
δ
o
o
日

き

α
ρ

ピ
Φ
胃
ざ

o
P
⊆
戸
巳

◎。
曾
)

(71
)

Σ
↑

O
翅

興
噛
o
,

q
f

P
ド
b。
F

U
.
ω
9
巳
貫

o
,

o
貫

,
8
Q。
面
0
9

ヤ
め

い
　

(72
)

寄

ロ
昼

炉

竃

p
三

戸

↓
冨

国
讐
。
げ

〉
葺

冒

O
o
霞

コ

ω
o
日
Φ
菊
Φ
。
①
暮

U
Φ
<
Φ
δ
O
日
Φ
鼻

、
さ

洋

》
魁
o
巨

巨
恥
欝

匿
8

慰

ミ
①
ヨ

<
o
記
ω

(
Q。
8

けΦ
日
げ
曾

＼
O
o
8
σ
興

H
り
刈
ω
)

噂
O
,
題

ω
-暉

N

ハ
ロ

サ
ゆ

∪
出
・
幻
o
ω
8

σ
δ
o
β

↓
冨

ω
o
霞

8

ω
o
囲
0
8

叶ぎ
巳
口
αq
O
o
邑

§

σ
9
毛
①
曾

什9

0
8

。。
陣

三
δ
口

磐

庫
勺
9

一汀

勺
Φ
窃
o
目

巴

竃
彗

曽
αq
Φ
日
Φ
口
け

、
肉
o
ミ
Φ
ミ

9

勺
さ
ミ

零

凌
§
羅

、
》
量

貯
む
§

職
o
員

§

鳴

(
隷

自
N
蕊
N
)

も

,
ω
-蜀

2

』
`
O
曽
冨

昌

o
b
.
良

け
も

.一
ω
Q。
.
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(
73
)

拙
著

『
現

代

行

政

学

』

前

掲

二
六

〇
頁
-

二
六

二
頁

、

な

お
本

項

に
関

す

る
叙

述

は

、

と

く

に
註

記

し

な

い
限
り

、
本

書

に

よ

る
。

(
74
)

三

事

件

の
詳

細

に

つ

い
て
は

、

拙

稿

「
ア

メ
リ

カ
合

衆

国

に
お

け

る

乞
Φ
≦

害

σ
一一〇
ζ

き

⇔
o身
Φ
巳
Φ
9

(N

P

M
)

の
展

開

」

(
四

)

註

(
93
)

『神

奈

川
法

学

』

第

三

六
巻

第

一
号

(二

〇

〇
三
年

五

月

)

二
九

七

頁
-

三

〇
三

頁
参

照

(
57
)

国
O
oo
Φ
旨
げ
一〇
〇
日

餌
印
α
○
∴
[
Φ
9
『績
糟
O
b
.
O
一什.鴨
b
O
」
.り
]、-一Φ
N
.

(
67

)

ω
Φ
Φ

∪

.】国

.
国
O
ω
Φ
昌
げ
一〇
〇
ヨ

層
箒

亀
Φ
麸

、
い
Φ
N
≦
.O
Φ

勘
旨
織

導

①

G
◎
自
ω
財
.俳
竃
財
,O
旨
、
O
b
・
O
詳
.-
b
・ω
・

(
77

)

園

O
の
Φ
口
げ
一〇
〇
円
P

曽
⇔
山

○

.
】U
Φ
P
円
郭

O
戸

O
一け
こ

]-㊤
一
●

(
87

)

ω
Φ
Φ

乞

臼
.
O

曽
団
Φ
昌

O
b
.
O
騨
こ

U
」

N
軽
・

ハ
い
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や

の
Φ
①

巴
ω
O

勺
げ
一団
O

]ド

ζ

ゆ
ユ
戸

]
ワ
げ
Φ

O
O
口
ω
砿
け
¢
菖
O
コ
巴
淳
団

O
h
什
汀
Φ

口
鋤
叶
O
口

>
b
叶
"
ω
Φ
O
O
昌
O
-6
臼
⇔
の
ω

O
一
鉱
N
Φ
口
ω
げ
一b

8

目
勺
¢
σ
一
ド

国
ヨ

b
一〇
唄
Φ
Φ
ω

・
§

㌧
く
Φ
嵩

㌧
丹
園
◎
㌦

寄

冷

魁
O

卜
勘
ミ

肉
Φ
≦
.Φ
ヨ

<
O
ト
q

(
謹

自

」
も
漣

ン

b
b
⇔
oQ
-切
H
.

ロ
ハ

リ
　

}(
曽
匡

]
ン

]
りび
口
同
σ
Φ
き

一
同
・噸

】W
一〇q

い
詳
二
ρ

い
詳
二
Φ
村
一
Qり
団
昌
什
げ
Φ
忽
N
一昌
oq

】悶
餌
叶
O
げ

>

O
中
HW
帥
ω
Φ
α

勺
O
一一
薗
O
帥
一
>

O
菖
く
#
団

い
Φ
oq
δ
一卑
臨
O
口

国
Φ
ω
Φ
P
村
O
げ

'
肉
Φ
嵩
.Φ
≦
、
Q
㌦
」
u
q
ぴ
旨
O

㌔
㎡
お

O
旨
旨
①
」
》

魯

」.旨
駐
欝

駄
O
旨
噛
く
9
h
目

(
壽

叶Φ
、

N
も
題

γ

b
b
曹ω
Q◎
-α
H
.

(
97

)

ω
Φ
O

§

㌧
叶
Φ
儀

砺
賦

琳①
恥

(
M
ミ

⑦
Φ
㌧
≦
.O
Φ

一9
9
臼

臼

』の
ω
、O
旨

ヌ

憲

母
.O
旨
旺

＼
一
qo
匂り
O
O
』勘
欝
.O
旨

O
㌦
卜
Φ
瞥
弊
Φ
N

9

き

.①
崩

馳
》

国

-自

Q
.

H
ッΦ
一一図

》

.
乞
一ぴq
目
O

国
口
α

　[
一〇
嘱
α

Ω
.
Z

一Φq
腎
ρ

§

Φ

寄

ミ

、
儀
ぴ
旨
6
㌧
Φ
窃

O
旨
旨
Φ
」
》

量

」旨
』
qり
慧

駄
O
旨
鴇
寄

織

Φ
9
℃
N
蕊

軌

O
・ω
窃
一
.

(
80

)

§

蹄
Φ
軋

い
慰

琳
Φ
恥

Ω

<
旨

⑦
Φ
㌧
≦
.O
Φ

O
O
臼

已

、
⇔
恥
、O
自

く
↑
さ

鮭
O
自
随
、
＼
F肋
吻
O
Ω
配
職
O
自

Q
㌦
卜
Φ
隷
Φ
N

9

ヨ

.①
奉

℃
》

国

-(
葺

ω
Φ
Φ

乞

一伽q
村
O

僧
口
O

乞

一伽q
腎
P

O
b
曹
O
一け
.場
b
b
・ω
QQ
一
-QQ
Q◎
卜o
・

(
18

)

ω
Φ
Φ

魯

禅
Φ
魁

、
儀
⑪
毎
O

き

鱒

Φ
N

タ

§

俳
O
》
Φ
鳶

らQ
ω
ρ

d
.Qo
・
刈
μ

(
一
り
癖
」

.

ω
①
Φ

四
δ

O

図
O
¢
①
コ
σ
一〇
〇
臼

く
.
○
,

い
Φ
四
同
望
'
O
b
・
O
津
・旧
b
.一
¢
H
.

(28
)

§

蹄
Φ
儀
℃
電
守
腎
O
き

鱒

Φ
お

く
ゼ
寒

叶Ob
O
§

ω
Φ
①

2

一〇q
同
O

P
コ
O

ワ
出
oq
村
ρ

O
b
.
O
詳
・-
b
.ω
Q◎
一
・

な

お
、
憲
法

修
正
第
五
条

・
九
条

・

修
正
第

五
条

一
〇
条

は

、
次

の
通

り

で
あ

る

。

(
C

・
A

・
ビ

ア
ー
ド

『
ア
メ
リ
カ
政
党
史
』
前
掲

二
七

〇
頁
-

二
七

一
頁

)
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「何
人
も
大
陪
審

の
告
発
ま
た
は
起
訴

に
よ

る
の
で
な
け
れ
ば

、
死
刑
或

い
は
自

由
刑
を
科
せ
ら

れ
る
犯
罪

(
烹

⇔
ヨ
o
ロ
ω
a

日
Φ
の
責
を
負

わ
さ
れ
る
こ

と
は
な

い
。
た
だ
し
、
陸
海

軍
軍
隊
、
ま
た

は
戦
時
も

し
く

は
公
共

の
危

険

に
際

し
現

に
服
役
し

て

い
る
民
兵

の
問
に
起

こ

っ
た
事
件

に

つ
い
て
は
、
こ

の
限
り

で
は
な

い
。
何
人
も
同

一
犯
罪

に

つ
い
て
、
重

ね
て
刑
事

上

の
責
任
を
問
わ
れ
な

い
。
ま
た
何
人
も
刑
事
事
件

に
お

い
て
、
自
己

に
不
利
益
な
供

述
を
強
制
さ
れ
る

こ
と
が
な

い
。
ま

た
正
当

な
法

の
手

続

(
自

Φ
胃
0
8
ω
ω
o
=

節
≦
)

に
よ
ら
ず

に
、
生
命
、
自
由
ぎ
た

は
財
産
を
奪
わ
れ

る
こ
と

は
な

い
。
ま

た
正
当

な
賠
償
な

し

に
、
私
有

財
産
を

、
公
共

の
用
途

の
た
め
に
、
徴
収

さ
れ

る
こ
と
は
な

い
」
。

第
九
条

「
本
憲
法
中

に
特
定

の
権
利
を
列
挙
し
た
事

実
を
持

っ
て
、
人
民

の
保
有
す

る
他

の
諸
権
利
を
否
認
し
或

い
は
軽
視

し
た
も

の
と
解

釈
す
る
こ
と

は
で
き

な

い
」
。

第

一
〇
条

「
本
憲
法

に
よ

っ
て
合
衆

国
に
委

任
さ
れ
ず
、
ま
た
各

州
に
対

し
て
禁

止
さ
れ
な
か

っ
た
権

限
は
、
各
州

そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る

い
は
人

民

に
留
保

(
目
①
oつ
Φ
目
く
Φ)

さ
れ
る
。
」

(83
)

ω
⑦
①

§

譜

亀
℃
さ

魯

ぎ

時

Φ
奉

タ

ミ

鉢9

Φ
自

の
Φ
Φ
9
δ
ρ

O
辻
§

o
白
山
招

q
ミ
鮭①
軋
い
建

淋窃

Ω

乱

⑦
亀

ミ
8

9

臼
臼
詠
①
ご
員

ω
ω
O
q

ψ

一
b。
刈

(
一逡

ご

.

(84
)

菊
o
ω
自

匡
o
o
日

き

O
ρ

い
窓
蔓

噛
o
や

q
け
も

.一
㊤
9

(85
)

寒

§

歳
⑦
§

$

Q
邑

砺
鶏
鼠
8

§

臼
、隆

§

9
寄

駄
§

匙

卜
鴇
0
9
鍵

。
嵩
ミ

富

§

㌧
9

≧

δ
遷

(
竈
軽

ら

の
①
Φ
巴
ω
o
冥
碍
同o
彙。
口
傷
乞
戯
国
ρ

8

.
9
r

,
ω
Q。
ド

(86
)

閑
8

8

巨
o
o
日

き

住
ρ

い
Φ
帥
昌

る

騨

息
け
も

.一
り
9

(87
)

H
げ
律

も

,
一
Φ
N
一り
蝉

(88
)

2
↑

O
塁

Φ
斜

o
,

9
ρ

,
H
卜。
↑

(89
)

菊
o
ω
8

σ
δ
o
日

き

◎
ρ

い
Φ
母
ど

o
P

g
r

㌘
H
O
N

(90
)

拙

著

『
現

代

行

政

学
』

前

掲

一
〇
八

頁
-

一

一
五

頁
参

照

拙

著

『
政
治

学

-

現
代

に

お

け

る
議

会

制

民

主

主

義

の
展

望

i

』

(
一
九

七

九

年

)

(学

術

図

書

出
版

)

一
九

七

頁
-

二

〇
三

頁
参

照

。

(
91
)

菊
o
ω
8

巨
8

ヨ

き

q
O
,

冨

母
ざ

8

●
o
貫

,
一
り
N

(
92
)

ω
Φ
Φ
霞
騨

Φ鼠
b
磯

9

切
昆
拭

9

肉
昏

爵

賦
§

る

曾

9

の

ま

ρ

(
6
①
⑤
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ω
Φ
Φ

巴

ω
〇

三

貫

同
〇

四
口
α

　Z
碍

村
ρ

O
b
昌
O
F

》
b
b
.ω
①
bσ
-Q
①
軽
.

壽

臼

Ω

b口
暴
ぴ

雪

奪

臼

陶

卜
鳶
o
麩
鳩
ら
O
bo
d
φ

ω
O
N

(
一
り
◎◎
ω)

9

旨
註
o叶

ぎ

§

団
①
儲

ら
2

d
bり
」

ω
Q◎

(
一
り
◎◎
もQ)

櫛
壽

器
嵩

タ

D
9
ま

》
ミ

一
一
心
ψ

O
け
蕊

刈
Q◎
噌
(
一
8

ら

・

(93

)

ω
8

2

蒔

δ

p
目
匹

冨

oQ
同
ρ

o
b
。
o
一戸

b
⇔
0
ρ

ω
Φ
①

巴

ω
o

】)
Φ
昌
三

ω

じ

∪
話

q。
ω
曽
口
oq
噂
、
自
ぴ
盲

諒

窮

O
旨
旨
亀

§

旨
陶
聯q
㊦
臼

Φ
旨
外
恥
旨
儀

、

廻
ぴ
自
O

ミ

o
聴

」
蕊

鼻

b
眺
QQ
.

(94

)

霞

o
叶
o
鼠
旨
鴫

タ

切
0
9。
N
魁

鼠

両
儀
竃

働
職
o
§

ω
8

乞
戯

δ

9
昌
α

Z

戯

同
ρ

o
b
.
9

r

O
もQ
①
N

(95

)

霞

O
叶
Φ
鼠

旨
偽

招

し唱
昆

㌧
軋

9

肉
儀
億
爵

駄
9
9

乞
お

8

薗
コ
α

乞

蒔

村
ρ

O
,

q
戸

O
⇔
①
ω
.

(
96

)

即
o
ω
Φ
目
げ
δ
o
日

曽
ロ
α

O
,

い
Φ
母

劉

o
b
・
9

け
噂
O
・一
り
P

ひ
め

(
97

)

U

.口

.
即
o
ω
Φ
口
ぴ
δ

o
日

確

国
㊥
8

霧

置

Φ
ユ

コ
ゆq

夢

Φ

勺
⊆

三

〇
ω
-
》

畠
ヨ

ぢ

δ
自

鉾

一〇
昌

∪

言

げ
0
8

ヨ

望
.
↓

げ
Φ

ω
⊆
胃

Φ
日

Φ

O
o
ロ
昌

口
口
α

勺
¢
σ
=
o

℃
巽

ω
o
口
目
Φ
一

ゆ
ロ

]≦

帥
⇔
曽
鋤q
Φ
日

⑦
目
け

'
一
碧

犀

菊
帥
げ
ヨ

9
口
匹

一
ゆ
]B

Φ
ω

ψ

切
O
≦

]B

⇔
戸

ぎ

旨
駄
畠

勘
旨
飢

轟

織
臼

営

、的
q

勘
駄
O
旨

h

き

O
飢
㌧
O
ミ

遷

肋
O
旨

勘
旨
臥

卜

白

①
建
.6
艶
嵩

㌔

俺
⑪
ヒ
6

卜

堅
§

』巨

吻
慧

賦
O
員

N
§

も
や

一
〇
も。
山

一
鉾

oD
①
Φ

p。
尻
0

9

き

働
自

g

壽

qり
審
昌

卜
貯

Φ

9

自
。り
9
隣
魯

繕

儀

い
息

o
良

b
詠

慧

9

り
り

ψ

O
け

$

ω
'

(
一
ゆ
刈
O
)

(98
)

拙

著

『
現

代

行

政

学

』

前

掲

二
六

二
頁

参

照

。

G

・
フ

オ

ー

ド

(
O
巽

巴
α

「
o
a

)
、

G

・
ブ

ッ
シ

ュ

(
O
Φ
霞
oq
①

ゆ
口
ω
び
)

両

大

統

領

の

拒

否

権

発

動

数

は

、

次

の

よ
う

に
な

る
。

(
菊
o
的
興

∪
四
≦
α
ω
8

⇔
口
O
芝

巴
什曾

9

0
冨
ω
N
Φ
言

O
O
旨
鷺

窃

ロ。
勘
旨
飢
諏

§

臼
ぴ
Φ
嵩
鳩
軌
感

Φ
9

0
0
b
OQ
ら
b
O◎
9

ω
Φ
Φ
巴
ω
o
Qo
Φ
口
讐
Φ
ご
げ
轟
麸

(
o
o
ヨ
営
δ
匹
)
噂
中

Φ
⑦
電
魯

欝
㌧
く
伍
8
①
ψ
』
胡
や
ら
録

這
鎚

⇔
部
α
Ω
帥
曼

い

O
嚢。
一日
霞
ρ
0
8
0q
器
ω
ω
δ
口
巴

菊
Φ
ω
Φ
胃
魯

oo
興
く
8
e

フ
ォ
ー
ド
大
統
領

(在
位

一
九
七

四
年
-

一
九
七
七
年
)

六
六

・
無
効

(<
①
8
0
の
o
<
。
ヨ

&

8

)

一
二
、

ブ

ッ
シ

ュ
大
統

領

(在
位

一
九

八
九
年
-

一
九
九

三
年
)

四
六

・
無
効

一
、
以
上

で
あ

る
。

大
統
領
拒
否
権

の
発
動
は
、
行
政
諸
機

関
の
最
高
幹
部

、
管

理
予
算

局
、

そ
れ

に
ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス
事

務
局

の
大
統
領
補
佐
官

な
ど

の
助
言
と
勧
告
を

事

前

に
求

め
、

こ
れ
ら
を
大
統
領

の
意
思
決

定
を
核
と
し

て
擬
集

し
た

一
つ
の
果
肉

の
よ
う

な
も

の
で
あ

る
。

こ
の
意
味

に
お

い
て
、
大
統
領

拒
否
権

の

発
動
は
、
行
政
部

に
よ
る
議
会

の
通
過
法
案

に
対
す

る
集
団
主
義
的
な
判
断

の
行
使

で
あ

る
。
拒

否
権
発
動

の
理
由
と

し
て
、
①
当
該
法
案

が
憲
法

違
反

と
推
断
さ
れ

る
場
合
、
②
当
該
法
案

が
大
統
領

の
独
立
性
を
侵
害
す

る
お
そ
れ

の
あ

る
場
合
、
③
当

該
法
案
が
無
分
別
な
公
共
政
策

で
あ

る
場
合

、
④
当
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該

法
案

が
施
行

不
能

で
あ

る
場
合

、
⑤

当
該
法

案

に
か
か

わ

る
経
費

が
莫
大

で
あ

る
場

合
、

以
上

の
五
者

が
あ
げ

ら

れ

て

い
る
。

(
U
鋤
≦
α
ω
8

鋤
巳

9
Φ
ω
N
Φ
押

o
,

o
貫

,
卜。
○。
ε

ま
た
、

こ
う
し
た
大
統
領

に
よ
る
拒
否
権

の
発
動
を
議
会
が
覆
え

し
無
効
と
す

る
た
め
に
は
、
上
下
両
院
議
員

の
三
分

の
二
以

上

の
賛
成

を
必
要
と
す

る
厳
格
な
条
件
が
、
課

せ
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
大
統
領
は
、
「
立
法
部

の
第

三
院
」

(什ぼ
a

耳
碧

9

0
h
島
Φ
冨
oq
一ω
算

霞
Φ)

と
し
て
の
地
位
を
取
得

す

る

に

い

た

っ

て

い

る

。

(
H
σ
一α
;
b
・卜o
Q◎
ω
・
ω
Φ
Φ

ぐ
刈
O
O
α
陛
O
で
く

ぐ
『
一一ω
O
ロ
マ
9

旨
簿

Φ
⑦
畠肖
.O
嵩
勘
」
O
O
<
Φ
き

越

Φ
嵩
ひ

一
婁

b
'切
bQ
.
)

大

統

領

が

、

「
立

法

部

の

第

三

院

」

と

呼
称
さ
れ

る
所
以

は
、

国
民
全

体
を
選
挙
区
と
し
彼
ら
か
ら
選
挙
さ
れ
彼
ら

の
利
益
を
代
弁
す

る
国
民
代
表
と
し

て
の
大
統
領

の
意
味
的
放
射
力
を

、
大

統
領
が
、
拒
否
権
と

い
う

一
つ
の
特
権

の
な
か
に
封
じ

こ
め
条
件

が
整

い
次
第
、

い

つ
に
て
も
解
放

し
う

る
と

い
う
状
態

に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

そ
こ
に
は
、
立
法
部

の
第

一
院

・
第

二
院
と
第
三
院
と
が
、
互

い
に
反
照
し
合

い
、
対
比
し
合

い
、
ま
た
、
衝
突
し
合

い
、
調
和

し
合

い
な

が
ら
、
公
共

政
策
決
定
を
進
展
さ
せ

る
と

い
う

《
協
同
的
対
立

》

(
o
o
8

Φ
冨
什ぞ
Φ
0
8

由
9
)

の
状
況
が
、
看

て
と
れ
る
。

フ
ォ
ー
ド

・
ブ

ッ
シ

ュ
両
大
統
領

の
拒
否
権
発
動

の
戦
略

に
は
、
若
干

の
差
異
が
認

め
ら
れ
る
。

フ
ォ
ー
ド
大
統
領

の
場
合

(
ω
①
Φ
い
Φ
鼠

ω
い

O
o
三
9

憲

Φ
§

亀
Φ
竃

》
白
Φ
臥
6
慧

等

題
達
魯
q

、
尋

Φ
§

N
氏
曾

蓉

富

註

§

叶§

貯

§

℃
o
P

o
一戸

や
嵩
。。
.)
、
強
靭
な
政
策

・
イ

デ
オ

ロ
ギ

ー
体
系

の
鋭
利
な
刃
を
も

た
な

い
穏
健
な
保
守
主
義
者

で
あ

る
フ
ォ
ー
ド
大
統
領

は
、
民
主
党
優
位

の
議
会

と

の

関
連

に
お

い
て
、
大
統
領
権

力
を
比
例
縮
減
し
よ
う
と
す
る
決
然
た
る
態
度

で
臨
む

民
主
党
議
会

と
、

一
九
八

〇
年
代

に
最
高
潮

に
達

し
た
保
守
主
義
と

そ
の
制
度
的
表
現

で
あ

る
R

・
レ
ー
ガ

ン

(
国

国
窪
。q
き

)
政
権

の
方
向

に
右

傾
化
す

る
共
和
党
と

の
間
に
、
そ
れ
ぞ
れ
隔
離
室

の
壁
を
め
ぐ
ら

し
、
こ

う

し
た

二
者

の
壁

の
中
間

に
自

己

の
占
む

べ
き
定
点
を
築

い
た
。
大
統
領

は
、
両
壁
間

の
切
断
と
、
自
己

の
地
位

の
両
壁
間

に
お
け
る
移

動
と
に
よ

っ
て
、

大
統
領

・
議
会
問

の
新
た
な
公
共
政
策
展
開

の
律
動
を
生
も
う
と

し
た
と

い
っ
て
よ

い
。
「
議
会
と
対
決
す
る
と
き
、

フ
ォ
ー
ド
は
、
大
統
領

の
権

限
、
も

し
く
は
、
特
権

の
行
使
を
妨
害
す

る
発
議
権
を
阻
止
す

る
た
め

に
、
拒
否
権
を
行
使

し
た
」
。

(
Hげ
一自
.、
b
.一
刈
○◎
・)

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
は
、
外
交
政
策

の
失
態

の
よ
う
な
諸
問
題

に

つ
い
て
議
会
と

一
戦
を
交
え

、
こ
う

し
た
諸
問
題

の
解
決

に

つ
い
て
、
彼

の
多
く

の
前

任
者

に
見
劣
り
す

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

フ
ォ
ー
ド
大
統
領
か
ら

み
れ
ば
、
自

己
を
基
点

と
し

て
、
大
統
領
職
と
議
員
職
と

が
分
岐

し
、
双
方

間

の
均
衡

の
中
枢
点
が
自

己
に
求

め
ら
れ

て
い
る
と

い
う
現
状
が
存
在
す

る
以
上
、

こ

の
中
枢
点

の
位
置

と
機
能
と
を
脅
や
か
す
よ
う
な
議
会

の
干
渉

は
、
許
さ
れ

な
か

っ
た
と

い
え
よ
う
。

他
方
、
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領

の
場
合

(一)
蝉
く
一α
ω
O
口
国
円P仙
○
一Φ
ω
N
Φ
犀
唱
O
b
・
O
一け
.
b
.卜o
◎◎
①
、)
、
彼
は
、
議
会

の
反
対

勢
力

に
対

し
て
拒
否
権
を
行
使
す
る
と

い
う
点

に
お

い
て
、
最
も
議
会

の
抑
止

に
成

功
し
た
行
政
部
首
長

の

一
人

で
あ
る
。
「
彼
は
、
拒
否
権
を
、
要
ら
ざ

る
立
法
を
抑
制
す

る
た
め

に
、
ま
た
、
民
主
党
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支
配
の
議
会
か
ら
譲
歩
を
引
き
だ
す
た
め
の
、
強
力
な
妥
協

の
武
器
と
し
て
、
使
用
し
た
」
。

(Hσ
一α
こ
O
・笛Qo①
.)

一
九
九
二
年
の
十
月
十
五
日
、
大
統
領
任

期
が
ま
さ
に
終
了
し
よ
う
と
す
る
時
期
に
は
じ
め
て
、
そ
し
て
、
拒
否
権
行
使
連
続
三
五
回
勝
利

の
後
に
、
議
会
は
、
ケ
ー
ブ
ル
T
V
産
業
を
再
規
制
す

る
た
め
の
評
判
の
よ
い
法
案
に
関
す
る
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
の
拒
否
権
の
発
動
を
、
よ
う
や
く
無
効
に
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
に
よ
る

拒
否
権
発
動
の
成
功

の
原
因
と
し
て
、

一
つ
に
、
大
統
領
は
、
速

い
時
期
に
、
社
会
に
生
じ
た
政
治
経
済
社
会

の
地
殻
変
動
を
最
も
敏
感
に
受
信
し
こ
う

し
た
社
会
基
層
の
諸
変
化

に
対
応
す
る
意
図
を
宣
明
し
、
彼
が
期
待
す
る
議
会
と
の
妥
協
に
い
た
ら
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
意
図
を
、
最
後
ま
で
翻

さ
な
か

っ
た
と

い
う
事
実
に
よ
る
。
し
か
も
、
ブ

ッ
シ
ュ
大
統
領
は
、
議
会
共
和
党

の
勢
威
が
大
統
領
拒
否
権

の
発
動
を
権
護
す
る
、
双
方
の
静
力
学
的

均
衡
の
上
に
成
立
す
る
旨
、
彼
ら
を
説
得
し
た
。
大
統
領
の
視
点
に
た

つ
な
ら
ば
、
両
者
は
、

い
わ
ば
左
と
右

の
半
球
形
の
卵
殻

の
ご
と
き
も
の
と
な
る
。

ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領
の
拒
否
権
発
動
の
防
塞
を
容
易
に
切
り
崩
せ
な

い
議
会
民
主
党
は
、
独
自
の
戦
略
を
編
成
し
た
。
大
統
領
拒
否
権
発
動
の
無
効
化
か
ら

彼
ら
自
身

の
敗
北

へ
の
、
焦
点
の
急
転
で
あ
り
、

《
敗
北
に
よ
る
勝
利
》

(≦

口
ξ

い
oωヨ
⑲

が
、
こ
れ
に
当
る
。
す
な
わ
ち
、

一
九
九
二
年
十

一
月

の
大
統
領
選
挙
を
目
前
に
控
え
、
民
主

・
共
和
両
党
間
に
お
け
る
政
策
差
を
鮮
明
に
す
る
た
め
に
、
議
会
民
主
党
は
大
統
領
が
確
実
に
拒
否
権
を
発
動
す

る
諸
法
案
を
大
統
領
に
送
付
し
た
の
で
あ

っ
た
。
議
会
民
主
党
は
、
こ
う
し
た
戦
略
の
採
用
に
よ

っ
て
、
議
会
の
制
定
す
る
法
案

の

一
般
性

・
曖
昧
性

・

抽
象
性
な
ど
を
、
故
意
に
は
ぐ
ら
か
し
、
代

っ
て
、
民
主
党
の
政
治
の
基
本
方
針

・
原
理

・
政
策
的
立
場
な
ど
の
テ
ー
マ
を
大

々
的
に
鳴
り
響
か
せ
、
こ

れ
に
よ

っ
て
、
再
選
を
目
ざ
す
大
統
領

の
拒
否
権
発
動
を
誘
発
し
た
。
そ
の
結
果
、
社
会
的
諸
利
益
や
多
様
な
意
見
の
最
大
公
約
数
を
包
括
的
に
代
表
す

る
大
統
領
に
対
す
る
社
会

の
広
範
な
合
意
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
脱
臼
現
象
を
起
し
、
遠
心
的
拡
散
の
状
態
に
陥

い
り
、
差
し
迫

っ
た
選
挙
に
不
利
に
作

用

す

る
も

の
と

お
も

わ
れ
た

の
で
あ

る
。

(ω
Φ
Φ
国
o
げ
胃
α
}

≦
讐
ω
o
戸

ぎ

切
、魁
魯

駄
既

く
亀
8
霧

勘
民

、
q
窪
o
寄

ミ

」
澆

)

(99
)

拙
著

『
現
代
行
政
学
』
前
掲

二
六
二
頁

二
六
一二
頁
参
照
。

ω
Φ
Φ
巴
ωo
客
9
0
錯

①
ぴ
o
,

q
け
も

,
Hb。
ら
山
卜。
◎

(㎜
)

客
旨
O
翅

g

o
や

⊆
け
も

,
一
塁

(101
)

拙
著

前
掲

二
六

二
頁
参
照
。

G∩
。
①

募

ρ

冒
日
Φ
の
ζ

毬

ρ

罐

o
『

切
霞

⇒
ω
し

≒

.
℃
Φ
蕾

ω
o
戸

日
『
o
日
霧

国

9

0
巳
戸

鋤
巳

∪
螢
三
ユ

φ

ζ
帥
。q
δ
ξ

、
O
ミ

Φ
き

臼
Φ
ミ

導

昏
Φ
諒

8

、9

諮

賦
§

旺

詩

睦

§

』

。。
S

亀

題

8

。
サ

鼻

も

呈

N
H
-愈
斡

へ
め

コ

匂
雷
目

Φ
℃
8

①
ωω
斜

↓
訂

閏
讐
。
げ
>
9

菊
Φ
≦
霜

鴇
9

自
鷺
o
駿

o
建
」
O
§
識
Φ
篭

漂

Φ
尊

肉
8
0
拝

寄

く
Φ
臼
e
Φ
こ

釦

亀
轟

b
葛

一
&
由

ミ

(
201
)

幻
o
ω9

亘
8

日

"
己

ρ

ピ
$

§

o
や

9
け
も

・一。。
ω
・
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極
端

に
簡

略
化

し
た
ウ

ェ
ー
バ
ー
型
官
僚
制

の
諸
特
徴

は
、
①

階
統

制
構
造

(三
雪
母
。
げ
邑
、
②

専
門
職
業
上

の
資
格

.
能
力
な
ら
び

に
技
能

に
基
づ

く

昇
進
制
度

(
買
。
日
。
鉱
8

σ
器
Φ
α
8

窟
。
hΦ
ωω
δ
⇔
巴

日
Φ
導

き

◎
ω
巨

一
)
、
③
官
僚
制
内

に
お
け

る
職
業
行

政
官

の
発
達

(
脅

く
Φ
一8

日
Φ
ヨ

9

四
。
賀
Φ
Φ
同

ω
興
く
一8

言

夢
Φ
げ
自

雷
ロ
。
轟
。
S
、
④
法
規

へ
の
依
存
と
法
規

の
利

用

(村
Φ
一一嘗

8

8

き

像
諺
Φ
。
P

信
一Φ
ω
き

侮
器
。q
巳
p
ま

量

、
⑤
官
僚
制
内

の
職
業
行
政

官

の
間

に
お
け
る
、
ま
た
、
彼
ら

の
顧
客
と
の
問

に
お
け
る
、
諸
関
係

の
非
人
格
性

(巨

O
曾
ω
8

巴
ξ

o
時

①
訂
叶ご
諺
匡
b
ω
ヨ

酔
Φ
げ
霞
Φ
窪
6
『
⇔
身

p。
民

鼠

9

跨
①
貯

窪
Φ
昌
Φ
一Φ
ω)
、
以

上

の
五
点

に
尽
き

て

い
る
。

(
察
o
げ
〇
一器

葭
①
霞
ど

℃
口
窪

o
》
量

貯
誘
§

織
§

讐

賎
、
さ
曹

卜
評

」轟

圃
導

Φ
9

遷
塗

,
α
O
拙
著

『
現
代
行

政
学
』
前
掲

一
δ

頁
-

二
四
頁
。
三

二
頁
-

三

五
頁
参

照
)
。

こ
う

し
た

ウ

ェ
ー

バ
:
型
官

僚
制
と

い
う

巨
大

な
山
脈

は
、
以

下

の
六
者

の
綾
線

に
よ

っ
て
築
き

あ
げ

ら

れ
て

い
る
。

(
O
≦
Φ
口

国
ロ
Φq
冨

9

℃
呂

一一。

§

富

鷺

臼
魯

慰

民

》
量

霞

吻
§

蹴
§

撃

儀
0
9

㌍

蕊

亀

.
9

価
民

亀

.
§

§

叶旦

き

量

b
忌

一-鎚

)

第

一
は
、

《
固
定

・
公
式
管
轄
領
域
》

(穿

①
山
雪

創
o
曲
o
巨

言
同
尻
岳
a

8

巴

p。
器
琶

の
原
理

で
あ
る
。
当
該
領
域
は
、

一
般

に
、
規
則

に
よ

っ
て
、
す

な
わ
ち

、
法

律
、
も

し
く
は
、
行

政
規
制

に
よ

っ
て
、
規
定

さ
れ
る
。

第

二
に
、
公
職
階
統
制

の
原
理
と
等

級
別

の
権
威

の
階
梯
原
理

(9
Φ
買
言
o
一覧
Φ
ω
o
h
o
睡
8

げ
一興
胃
o
ξ

ゆ
巳

o
含
Φ
<
①
一の
o
暁
Φq
轟
α
Φ
α
き

臼
o
蹄

網
)
と

は
、

上
司

の
下
僚

に
対
す

る
指
揮

・
監
督

と

い
う

上
位

の
下
位

に
対
す
る
整
然
た
る
堅
固
な
支
配

・
服
従
体
系

の
存
在
を
意

味
す

る
。

第

三
に
、
現
代

公
職

の
管
理

・
運
営

(普
Φ
日
雪

帥
αq
Φ
日
Φ
葺

o
h
号
Φ
日
o
α
Φ
ヨ

o
注
。
Φ
)
は
、
保
存

を
義
務
づ
け
ら
れ
る
公

文
書

に
基
づ
き
行
わ
れ
る
。
公

共

の
職
務

に
専
念
す

る
公
職
占
有
者

の

一
団

は
、
公
文
書
や
物
的
施
策
執
行
手
段

の
そ
れ
ぞ
れ

の
装
置
と

と
も

に
、
行

政
組
織

の
部
局
を
構
成
す

る
。

一

般

に
、
官
僚
制
は
、
公

職
占
有
者

の
活
動
を

、
私
的
生
活
分
野
か
ら
、
別
個

の
も

の
と

し
て
隔
離
す

る
。
同
じ
く
、
公
的
な
資

金
も
装
備
も
、
公
職
占
有

者

の
私
財
か
ら
切
り
離

さ
れ
る
。

第

四
に
、
公
職

の
管

理

・
運
営

(
o
庄
o
Φ
目
き

四
ひq
Φ
日
Φ
暮

)
は
、

少

な
く
と
も
す

べ
て
の
専
門
特
殊
化

さ
れ
た
公
職

の
管

理

.
運
営

は
、
現
代

に

特
有
で
あ
る

-

通
常
、
徹
底
し
た
管
理

・
運
営
の
専
門
家
の
養
成
を
、
前
提
と
す
る
。

第

五
に
、
歴
史
的

に
公
職
が
発
展
過
程
を
辿
り
、

そ

の
内
容
を
豊
富

に
し
、
明
確
な

目
標
を
定

め
、
目
標
達
成
方
法
を

限
局
し
、
構

造
を
整
え

、
完
成

度
を
高
め
、
国
民

の
間

に
結
晶
度
を
獲
得

し
定
着
す

る
に

い
た
る
と
き
、

そ
の
公
職
活
動
は
、
公
職
占
有
者

の
活
動
能
力

の
完
全

な
る
発
揮
を
要
求
す

る
。

こ
れ
は
、
以
前

に
お
け

る
公
職
活
動

の
潮

流

に
対
す

る
逆
行
現
象

で
あ

る
。
以
前

に
は
、
私
的
領
域

に
お
け
る
活
動
が
、
第

一
義
的

で
あ
り

、
公
職
活
動

は
、
第

二
義
的

の
も

の
と
看

倣
さ
れ
て

い
た
。

第

六
に
、
公
職

の
管
理

・
運
営

(爵
①
日
き

p
。q
Φ
日
Φ
旨

o
h
9
Φ
o
臣
8

)
は
、

一
般
規
則

に
し
た
が
う
。

一
般

規
則

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
安
定

し
て
お
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り
、
あ

る

い
は
、
網

羅
的

で
あ
り
、
修
得

さ
れ
う

る
も

の
で
あ

る
。

こ
う
し
た
規
則

に
関
す

る
知
識
は
、
公
職
占
有
者

が
所
有
す

る
専

門
特
殊
化

さ
れ
た

体

系
的
知

識

で
あ
る
。

こ
れ

に
は
、
法

学
、
公
共
管
理
、
あ

る

い
は
、
経
営
管
理
な
ど

が
、
含
ま
れ

る
。

〔
ω
①
。
ζ
.即

O
興
9

窟。
巳

○

零
『
凝
げ
什
≦

房

(
Φ
α
γ

き

d
臼

§

N

き

富

㌧
、
穿

。り艶
携

賊自

⑦
o
登

o
豊

迷

建

]≦
●
白

①
σ
Φ
娯

憲

Φ

§

8

黛

9

恥
o
隻
9。
～
碧

亀

穿

§

o
臼
討

O
§

良
§

隣
o
⇔

」
も
戯
N

慧

蕊

貯
融
魁

ぴ
団

》
・ミ

零

旨
飢
Φ
富

o
旨

飴
旨
匙

§

」8

母

評

「
。。
8

9

芝

o
一討
目
ゆ亀
ト

ζ
o
日
ヨ
ω
Φ
戸

憲

Φ
窪

誉

旺

9。
旨
魁
恥
8
電

憲

Φ
o
麸

亀

さ

映

§

ぴ
貫

」
馨

欝

自
魯

器
亀
ぴ
団
§

》
勘
旺

津

Φ
貯
箒

茜

ω
8

巴
ω
o
』
彗

舞

く
.
∪
8

ぎ

三

け
き

α

即
o
σ
Φ
辱

φ

∪
8

冨

a

什
噸
憲

o

寄

霜

、
忌

嵜

⑦
窺

ミ
8

、
⑦
亀

ミ
旨
鮫

旨
9

い
淋8
鼠
旨
鮫

い
0
9
榊

O
冨

匡
Φ
。。

β

O
o
&

ω
Φ
拝

§

Φ
9

鴇

誉
『
切
ミ

Φ
働
§

轟

q

、
轟

℃
さ

ミ

》
量

貯
詠
§

賦
o
自

聖

Φ
臼
3

職
簿

Φ
鼻

き

最

Φ
ω
や

O
,

①
-刈
鳩
合

-切
Q。
・
〕

な

お

、

現

代

に
特

徴

的

な

、

《
公

共

管

理

》

(
陰

σ
ぎ

日
降。
8

0q
Φ
日
Φ
口
O

の
改

革

に

関

す

る

理

論

と

し

て
、

N

W

S

(
乞
Φ
o
-芝

Φ
σ
Φ
目
冨
口

ω
什讐
Φ
)

が

、

主

と

し

て

ア

ン
グ

ロ
サ

ク

ソ

ン
系

諸

国

に

発

達

し
た

N

P

M

(乞
Φ
芝

穿

げ
庁

ζ

磐

僧
ゆ身
Φ
日
Φ
昌
O

の
対

岸

に
、

姿

を

現

し

て

い
る

こ
と

は

、

注

目

さ

れ

る
。

(
O
訂
翼

8

ゴ
巽

㌧
o
岸

3

巳

O
①
Φ
詳

切
o
⊆
o
冨

o
昼

℃
さ
書

さ

富

題
臼
魯

鉢
寄

誉
§
同
、
》

9

臼
竃

建

斗

Φ
》
麸

言

』勲
§

俺
Φ
9

き
R
)

N
W
S
は
、
主

に
、

ベ
ル
ギ
ー
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

オ
ラ

ン
ダ
、
イ
タ
リ
ー
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
、

そ
れ
に
、
連
邦
段

階
を

除
く
州

・
地
方

の
段

階
の
ド

イ

ツ
、
な
ど

に
台
頭

し
、

ウ

ェ
ー
バ
ー
型
官
僚
制
と

い
う
強
力
な
磁

場
に
据
え
ら

れ
磁
力

の
中
心
に
引
き

寄
せ
ら
れ

つ
つ
も
、

ウ

ェ
ー
バ
ー
型
官
僚
制

の

理
論

、
実
践
、
伝
統

な
ど

の
、
現
代
化

(
5P
O
α
Φ
『
ロ
一N
曽
け一〇
口
)
を
試
み
る
。
当
該

理
論

は
、
政
治

・
社
会

・
経
済

現
象

の
。身
δ
σ
巴
冒
帥
鉱
8

、
技
術
革
新

の
進

捗

、
人

口
動
態
統
計

の
浮
動

性
、
環
境
破
壊

の
脅
威
、
な
ど

の
、
世
界

規
模

の
危
機
的
状
況

の
な
か
に
あ

っ
て
、
内
的
な
規
則
遵
守
か
ら
外
的

の
国
民

の

要
望

の
充
足

へ
の
、

《
市
場
機
制
》

(
日
p
蒔
卑

日
①
。
ぎ
巳
ωヨ
ω
)

に
頼

る
こ
と
な
く
公
共
政
策
や
政
府

行
為

の
主
線

を
方
向

づ
け
、
こ
う

し
た
危
機
状
況

か

ら
輩
出

さ
れ
る
新
た
な

錯
雑
な
公
共

問
題

の
主

た
る
解
決
者
と

し

て
の
国
家

の
役
割
を

、
改
め

て
認
識

し
評
価
す

る
。

N
W
S
に
よ
れ
ば
、
国
家

は
、

社
会

に
お
け

る
他
者

へ
の
置
換

不
能

の
統
合
力
を
保
持
し

て

い
る
。

国
家

は
、
能
率

・
競
争
性

、
そ
し

て
、
消
費
者

の
満
足
な
ど

に
関
す
る
私
的
部

門
に

お
け

る
談
論

の
域

に
倭
小
化

さ
れ
え

な

い
独
自

の
法
人
格
と
実
効
性

の
あ

る
価
値
体
系
と
を
専
有

す
る
。

N
W
S

の
擁
護
者
は
、

一
九

八
〇
年
代
以
来

の

N
P

M

の
奔

流

の
ご

と

き
公

共

管

理
志

向
性

の
な
か

で
堅
固

に
屹

立

し

つ

つ
も

こ
れ

に
対
応

し

な

が
ら

、

《
強

力

な
国
家

た
る
地

位

》

(
ω
q
o
農

ωβ
9
げ
o
o
α
)
と
、
そ

こ
に
お
け

る
最
高
段
階

の
官
僚

の
問
題
解
決
能
力

や
統
治
資

質

の
卓
越
性

の
、
双
方

に
対

す
る
欽
仰
と
敬
慕
と

い
う
十
九
世
紀

・
二

〇
世

紀

の
伝

統

を

、

い
ま

も

な

お

、

抱

懐

し

て

い
る

。

(
勺
o
=
葺

き

ユ

切
o
口
6
評
器

二
矯
o
U
曹
o
一戸

b
b
b
①
-一
〇
N

一
。。
刈
-一
り
ρ

の
Φ
Φ

巴
ω
o

即

日
α
臼

Φ
押

憲

Φ

さ

腎

§

』慧

駄
§

9

昏
㊦
、
自
建

o
砺
Φ
0
8
、
貯

壁

智

融
き

鋤
駄
8

巴

、
Φ
毯

Φ
6
蹴
く
臼

O
o
零

8

尉

醤

魁
§

導
o
駐

9
『
》
壽

㌧
爵

晦
慧

賎
山
鴇
$
臨
旨
鴨

O
§

臣
信

貯

魯

Φ
勺
竃
守
ミ

砺
O
O
8
『
貯

Q
両
e

g

q
旨
ミ

Φ
ψ

N
も
顕
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φ

ρ

勺
Φ
け
霞
ω
き

創
∪
↑

Gり
碧

o
δ

(
Φ
e

噂
§

』§

偽
い
8
6
叶
、
》
。り
鴇
肋
臨
自
鴫
℃
q
霞

o
恥
8

8
㌧
肉
Φ
ぽ
§

もD乱

℃
塗

φ

ρ

勺
餌
oq
①
昏

◎
<
'
妻

村
面
耳

(
Φ
ρ
γ

しu
霞

$

§

建

誉

謹

9
恥
討

§

ω
外①
§

肉
窺
§

$

旨

砺
愚
3

竈

塗

ゆ
ゆ

〉
・
O
塁

。
日
母
9

噂
..喝
ロ
匪

。

ω
2
≦
8

・㌦
安

げ
一甘

ζ
窪

謎

Φ
日
窪

硫

曽
註

ζ
&

Φ
同
巳
N
豊

8

亀

写

撃

島

ぎ

巨
一。
〉
匹
巳

巳
ω
q
巴

8

"
℃
信
三
一。

＼
ド亀
§
営
討
§

賦
O
員

く
皇
M
N
>
ご
」
℃
」
逡
沁
b
も
・一コ
ー一
り
ω
。

(301
)

菊
Φ
の
8

匡
8
日

き

α
O
日
Φ
鴛
零

8
・
q
け
も

P
H
O。
ω
山
Q。
県

(401
)

H
ぼ
9

や
一
Q。
ω
・

(501
)

N
P

M
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

に
お
け

る
乞
Φ
ミ

害

げ
膏

ζ
国
轟

⑰q
Φ
日
Φ
讐

(
N
P
M
)

の
展
開
」

(
一
)

(二
)

(
三
)

(
四
)

『
神
奈
川

法
学

』
第

≡
五
巻
第

一
号

(二
〇
〇
二
年

)

一
頁
-

四
八
頁
、
同
第

三
五
巻
第

二
号

(
二
〇

〇
二
年

)
三
九
頁
-

八
八
頁
、
同
第
三

五
巻
第

三
号

(二

〇

〇
二
年
)

一
四
七
頁

二
〇
〇
頁
、
同
第
三
六
巻
第

一
号

(
二
〇
〇
三
年
)

二
五
三
頁
-

三
四
五
頁

、
以
上
参

照
。

N
P
M
は
、

一
九

八
〇
年
代
初
頭

に
、

M

・
サ

ッ
チ

ャ
ー

(
ζ
母
伽9
母
卑

↓
げ
讐
。
9

0

女
史

が
イ
ギ
リ

ス
首
相

に
就
任

し
た
時
点
を
出
発
点

と
し
、

こ

の
出
発
点

に
N
P
M
の
す

べ
て
が
力
強

い
芽

の
形

で
存
在
す

る
。

こ
の
萌
芽

が
、

や
が
て
、
時
間
軸
を
垂
直

に
下
降
し
、
空

間
軸
を
水

平

に
拡

大
し

つ
つ
、

多

様
な
変
奏
を
蒙

り
な
が
ら
急
速

に
成

長
す

る
。

N
P
M
は
、
主
と

し
て
ア

ン
グ

ロ
サ
ク

ソ
ン
系

諸
国
を
中
心

に
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や

ア
ジ

ア
な
ど

の
諸
国

に
も
、

そ

の
版

図
を

拡
げ
、
自
我

と
適

用
対
象
と

の
接
触
面
積
を
絶
え
ず
増
殖
し

つ
つ
あ

る
。
N
P
M
は
、
適

用
対
象

の
b
畠
¢
に
よ

っ
て
相
貌
を
変
え

、

全

体
的
眺
望

の
下
に
見
渡
す
な
ら
ば
、
多

面

・
多
層

の
構
造
体
を
形
成
す

る
。

し
か
し
、
こ

の
構
造
体

の
基
層
部

に
探
究

の
測
鉛
を

下

ろ
す
な
ら
ば
、
そ

こ

に
は

、
多
岐

に
わ
た
る
そ
れ
ぞ
れ

の
多

面
性

・
多
層
性
を
収
敏

す
る
原
点

の
よ
う

な
共
通

の
諸
特
徴
が
見
出
せ

る
。

こ
れ
を
列
記
的

に
述

べ
れ
ば
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

[拙
著

『
現
代
行
政
学
』

二
六
頁
-

二
七
頁
、

二
七
頁
-

二
九
頁
参
照
。

ω
Φ
Φ
巴
oゆ
O
O
国
O
P

、
q
守
ミ

§

旨
艶
鷺

臼
Φ
旨
叶
b
Φ
<
亀
起

§̀
Φ
旨
ひ
N
鴇
℃
ト

↓
o
日

0
げ
二
。・
叶2

ω
魯

帥
印
α
頃
2

U
器

o壱
同
Φ
置

(Φ
e

.
〉
げ
ミ

、
口
守
曹

§

自
鮎
鷺

臼
Φ
母

、
§

Φ
憲

旨
巻

§

恥
職
§

亀

辻
Φ
器

随
口
鳥
b
建

o
賦
6
P
ミ

爵

国
・
O
①
o
お

Φ

岡
『
巴

Φ
二
〇
訂

8

四
口
O

閑
Φ
<
言

φ

ω
ヨ
ヰ
貫

臣

①

、
口
守
気
6

工
量

貯
む
慧

吐
8

臣

8

信

ぎ

Φ
δ

い
8

恥

Φ
ω
,

9

↓
げ
Φ
o
ユ
Φ
ω

a

勺
ロ
窪
8

ζ

鋤
昌
帥
ぴq
Φ
日

Φ
耳

.
O
b
甲

一
bの
9

鱒

↓
げ
8

ユ
Φ
ω
o
{
O
o
<
霞

口
鋤
昌
o
ρ

b
b
b
O
刈
畠
N
メ

鋤
昌
畠

H
ρ

O
o
口
o
冨

ω
δ
印

"
b

bd
ユ
oq
算

聞
ロ
言

『
Φ

hσ
『

臼
げ
Φ
霞

唄
噂
層
ロ
・bQ
N
O
-卜⇒
ら
刈
.

空

o
げ
鷲

α

○
.
b⇔
o
〆

、
口
ぴ
団
6
卜
旨

」ミ
q。
欝

賦
o
旨

》
昌
魁
⑦
o
職
①
信

h
9

隣
6
巴

冒
恥
儀
$

密

》
臼

①
嵐
爵
旨

O
o
く
o
詰

勘
旨
o
P

ミ

O
《

Φ
ω
b
・
勺
⇔
詳

宅

・
ω
o
ユ
巴

国
ρ
巳
¢

き

◎

国
8

昌
o
ヨ

げ

国
曲

9

Φ
霧

ど

b
b
・一
〇。
刈
南

逡

b

昌
α

勺
o
昌

く
.
勺
自
σ
膏

Gり
興

≦

8

勺
轟

o
口
菖
o
コ
興

冒

簿

U
Φ
日

0
6
冨

比
o

oり
o
q

Φ
畠

噂
O
b
N
㎝
㎝
-トの
0
9
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ζ
涛
Φ
∪
①
9

国
昌
傷

旨
日

しd
母

畠

鴇

雪

α
しd
母
麸

"
o
,

9
け
も

,
刈
-N
ρ
]

ハ
ハ

コ

乞
Φ
≦

勺
ロ
匪

o
ζ
曽
屋

oq
Φ
日
Φ
三

き

α

叶冨

準

o
け
の
絵
8

Q。
ヨ

匪
Φ
d
囚

"
国
Φ
8
ほ
碍
霞

ぎ
oq

O
8

茸
o
霜

U
8

け
O
げ
き

色
興

①

そ
の
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
伝
統
的
な
法
規
遵
守
の

《
行
政
》
か
ら
、
結
果

の
達
成
な
ら
び
に
管
理
者

の
個
人
的
責
任

へ
の
厳
し
い
関
心
と
理
論

・

実
践
の
集
中

②

古
典
的
な
官
僚
制
か
ら
の
離
脱
お
よ
び
組
織

・
人
事

・
雇
用
期
限
の
弾
力
化
の
意
図
の
表
明

③

公
共
部
門
に
お
け
る
組
織
の
個
別
管
理
の
可
能
な
単
位

へ
の
解
体

④

組
織

・
人
事
両
目
標
の
究
明
と
こ
れ
に
基
づ
く
実
績
指
標

(需
ほ
o村ヨ
8
8

ヨ
集
o讐
o
同ω
)
に
よ
る
両
目
標

の
達
成
度
の
測
定
、
同
じ
く
諸
施
策
に
対

す
る
体
系
的

・
系
統
的
評
価
の
実
施

り
リ

リ
ゆ

⑤
④

の
測
定

・
評

価

の
起

爆
剤
と

し

て
の

《
有
効
な

3
E
l

経
済
性

・
能
率

・
実
効
性
ー

》

(
<
一昌
8

ロ
ω
け
訂
Φ
Φ
国
ω
噂Φ
8
8

ヨ
ざ

Φ
建
。
一Φ
ロ
身

摯。
巳

Φ
哺
Φ
o
菖
く
Φ
器
ω
ε

⑥

行
政
部

に
お
け

る
高
級

幹
部

(高

級
官
僚
)

の
そ

の
時

々
の
政
府

に
対
す
る
少

な
か
ら
ざ

る
政
治
的
関
与
と

一
般
職
員

へ
の
権
限
授
与

⑦

《
職
務
実
行

の
職
業
行

政
官
に
よ
る
管
理
》

(
9

呂

の6
⇔
實
。
hΦ
ω
ωδ
屋

一
日
き

p
ゆq
Φ
日
魯

O

の
推

進

こ
の
こ
と

は
、

組
織
単
位

の
管
理
者

が
、
当

該
単
位

の
管

理

・
運
営

に
当

る
と

い
う

こ
と
を
意
味
す

る
。
換
言
す

る
な
ら
ば

、
組
織
単
位

の
管
理
者

が
、

《
組
織

の
頂
点

に
所
在
す

る
特
定
人

か
ら
離

れ
て
、
組
織

に
対
す

る
積
極
的

に
し

て
明
白

な
裁
量
的

な
統
制
権

》

(
碧
戯
<
ρ

≦
ω
一σ
一ρ

島
の
自
Φ
叶δ
口
母
団

8
昌
胃
o
一
〇
h
o
『
α自
⇔
巳
N
巴

o
昌
ω
即
o
ヨ

昌
o
日
Φ
α
需
窃
8

鉾

魯
①

什8
)
を
行
使

す
る
と

い
う

の
が
、
こ
れ

に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
な
分
権

化

・
分
散

化
さ
れ
た

管

理

・
運

営

の
正
当

な

是

認
根
拠

と

し

て
、

《
法

的
責

任

は
、

行
為

に
対

す

る
道
義

的
責

任

の
明
確

な
委

託

を

要
件
と

す

る
》

(
毬

8

巨

富
σ
霞
な

器
ρ
三
器
ω
。δ
き

器
ω
お
口
日
Φ
昌

9

お
の
b
o
邑

げ
　
ξ

8
村
㊤
o
菖
8
)
と

い
う

一
句

に
求

め
ら

れ
よ
う

。

(
ρ
芝
.
=
自
。q
訂

ρ
o
P

q
け
も

9

b。
』

ω
-鐸

ω
Φ
Φ
。。
ぎ

リ
ロ

ゆ
り

O
訂
尻
8
9

興

頃
o
o
9

>

空

窪

o
ζ
き

⇔
oq
Φ
日
Φ
暮

8
『
≧

一
ω
$
ω
8

ω
四

、
き
ミ

》
量

貯
誘
§

職
o
斜

§

・塗

〉
ず
ト
竈
漉
も

サ
。。
-一
9
)

⑧

《
操
舵

と
漕
法

の
分
離
》

(ω
Φ
葛

轟
ぎ

昌
9

ω
9
Φ
『
言
伽q
坤
o
日

δ
a

コ
包

に
み
ら
れ
る

《
外
注
》

(
8
ロ
q
曽
9

0q
o
8

の
よ
う
な
、
政
府
職
能

に
対
す

る

《
試

験
的
な
市
場
取
引

》

(ヨ
9
蒔
卑

8
ω
§

⑲

の
実
施
、
社
会
経
済

生
活

に
対
す

る
政
府

の
介

入
と

、
官

僚
制
を
手

段
と
す

る
政
府

に
よ
る
財
貨

や

用
役

の
給
付
と

の
背

離
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⑨

公
共
部

門
に
お
け
る
競
争
原
理

の
導
入
、
私
的
部

門
に
お
け

る
管
理

・
運
営
技
術

の
活
用

⑩

民
有
化

お
よ
び

そ

の
他

の
市
場
審
査

・
市
場
契
約

の
形
式

に
よ
る
政
府
職
能

の
縮
減

の
傾
向

⑪

資
源
利

用
に
対

す
る

《
厳
格
な
規
制
と
極
度

の
倹
約
》

(
臼
ω
島
b
ぎ

Φ
曽
口
匹
O
母
匹
日
o
目
S

以
上

で
あ

る
。

(601
)

国
8
①
口
巨
8
日

帥
ロ
ロ
O
,
U
雷
曼
噂
o
戸

9
r

b
」
Qo
ρ

(
701
)

H
σ
律
噂
,
蕊
曽

国
母
螢
Qo
巳
曾
日
四
戸

b
詠
臼
隠
旨
§

偽

b
Φ
臼
O
O
麸

職
O
砺
慰
貫

き

9
榊

(801
)

国
'
Gっ
巳
虫
ヨ
降。
戸

o
や

ユ
r

b
P
卜Q
8

面
N
9

な

お

、

本

項

に

関

す

る

記
述

は

、
特

記

し

な

い
限
り

、

本

書

に

よ

る
。

(
901
)

H玄
P

O
b
bo
一
・

(
Oll
)

Hげ
置
`
O
b
bo
ρ

(
皿
)

圃げ
一P

O
b
bQ
ρ

リ
リ

(2玉1
)

↓

ζ
.
ζ
o
ρ
..↓
冨

勺
o
ま

q
N
巴

牢

①
ω
己
Φ
口
2

晶

o
ぎ

O
冨

巨
興

餌
巳

臣

高
一
℃
卑
Φ
窃
8

(Φ
臼
)

矯
§

Φ
〉
耐
ミ

b
母
Φ
鼠

8

貯

》
臼
①
欺
6
§

窪

旨

ψ

」
蕊

鈎

O
b
QQ
P

ω
①
①

団
・
ω
三

虫

日

螢
戸

O
b
・
9
r

b
b
一
吟

(311
)

カ

ー

タ

ー
大

統

領

と
当

時

の
議

会

と

の
対

立

的

配

置

の
骨

格

を

素

描

す

る

な

ら
ば

、

次

の

よ
う

に
な

る

。

[
Z
Φ
δ
8

ミ

噛
勺
9
ω
σ
ざ

魯

ミ

O
o
旨
鷺

$

恥

肉
≦
鼠
≦
胡

、
9

9
.巴

しロ
塁

霧

鼠

密

吻
吐
建
吐
O
旨
巴

Ω
ず
恥
旨
鷺

地
題

ミ

b
b
6
朝
曵
企
Qc
O
む
①
"=

一ーコ
QQ
b
N
蒔
・

い
Φ
≦
尻

]ド
O
O
巳
P

§

Φ
§

織
Φ
§

》
白
Φ
賦
魯

旨
中

①
亀
魁
o
嵩
6
異

ぎ

「
Φ
き

『
魁
守
団
霞
O
旨
働
『
飢
寄

叶O
旨

智

賊導
隔
8

・
亀
ひ
b
宰
ミ
O
山
㊤
ρ

}
o
げ
　

丙

Φ
ロ
コ
Φ
夢

ぞ

匡

叶
ρ

§

Φ

く
旺

億
$

b
賊
ミ

亀
Φ
魁

、
凄

器

嘉

N
飢

ぴ
団

智

》
旨

N
&

ぴ
聴

賄
O
轟

b
b
6
ら
6

μ
旨

昏
-富

◎
窃

↑

国
O
σ
Φ
巨

同

U
δ

δ

巨
O
ρ

臣

Φ

》

臼

Φ
眠

建

鵠

等

$

建

Φ
旨
ひ

軌
爵

①
9

N
O
O
g

b
や
QQ
-
一
ρ
H
㊤
凸

ω
躯
O
-腿
bQ
U
ω
-①
N
①
㊤
-刈
○◎
b
刈
山
O
㊤
レ
悼
○◎
-一
ω
ω
噛竃

㊤
-
一
㎝
全
一
刈
㎝
-
ミ

◎
一
Qo
孚

一
Qo
刈
b
O
り
-日

ρ
N
卜o
O
-N
qQ
①
b
①
㊤
歯
刈
ω
噛ω
O
O
山

㎝
刈
噛ω
ω
α
-ω
①
8
ω
刈
O
-ω
刈
Qo
⇔
Qo
孚
ω
㊤
㌍

O
昌
α

O
霧

訟
ヨ

・

O
げ
震
δ
ω
ρ

].o
口
Φ
ρ

⑦
8

山
建

叶o
鴨
9

肉
Q
§

、
蜜

旨
9

$

、
9

自
鷺

窃
⑦
陶
旨
織
等

①
。。賦
魯

趣

旨
§

儀

0
9

」
逡

沁

O
,
置

、罐

-①
ρ
⑩
甲
8

レ
一刈
山
卜o
H
レ
ら◎
ト
一q。
◎。
レ
㎝
冒

一
①
釦
レ
①
O
山
㊤
押

卿
昌
α

O
O
ω
皿
日
「

冒
日
Φ
ω
国

勺
臣
評

o
製

§

o
§

暗

ヨ

中

o
切
達
窪

ら
聴

§

織
Φ
9

竈

蜀

戸
旨
』
㊤
-ω
介
Q。
P
爵

-O
ら
"㊤
↑
8

レ
8

-旨
ρ
竃
卜Q
山
零

レ
○。
ω
山
○。
㊤
レ
㊤
評
卜。
漣

や
き

α
b
卑
o。
。。一日
.
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ω
Φ
Φ
巴
ω
o
し
≦
僧
曼

コ

コ
9

国
o
旨
場
富

鴇

謬

い
、
卜

§

白
o
甘

い
8

ト

冨

畠

O
興
日
8

負

憲

琳
§

自
貯

勘
ミ

飢
匙
Φ
⑦
Φ
恥
讐

さ

㌧
信

寄

価
お

亀

O
o
く
o
鼠
旨
頓

ぎ

歳
職
畠
丸
℃
b
℃

り
Φ
巴
Φ
ω
冨
耳

肉
8

9
珪
旨
肉
自
く
ρ
」
逡
ゆ

旨
日

芝
二
〇q
算

窪

貯
旨
8

鼠

ぎ

ミ
卑

、
等

$
㌶
魯

融

§

魁
9

自
鷺

窃
吻
時
o
臼

魯
o
蜜

気

§

9

、
昏
繁
8

導
Φ
疑
器

9

爵

讐

σ
旨
℃
」
逡
働

出
Φ
き

Φ
コ

P

幻
o
ωΦ
昌
σ
碧

ヨ

碧

α
》
5
諾

」
d
oq
ユ
器

ξ

(
Φ
臼
)

噛
日
げ
①
国

Φ
ω
置
8

昌

習

山

U
o
ヨ
Φ
。。
警

男
畠

ユ
Φ
ω
9

旨
ヨ
ヨ
嘱
O
p
昌
Φ
び

一
8

↑

切
霞

け8

H
円
き

冒

鐸

憲

Φ
中

亀

織
Φ
旨
ミ

亀

誉

§
Φ
吻
穿

吐

9

は
貫

斎

」
℃
逸

カ
ー
タ
ー
大
統

領
は
、

一
九
七
六
年

に
、
ジ

ョ
ー
ジ

ア
と

い
う
民
主
党

一
党
支
配

の
州

か
ら
、
第

三
九
代

合
衆

国
大

統
領
と
し

て
選
挙
さ
れ
た
。
カ
ー

タ
ー
大
統
領

の
国
民
投
票

の
獲
得
数

は
、

四
〇
八
二
万
八
五
八
七
票

(獲
得
率

五
〇

・
一
%
)
、
大
統
領

選
挙
人

の
獲
得

数
は

二
九
七
名

で
あ

る
。
他
方
、

対

立
候
補

で
あ

る
共

和
党
指
名

の
フ
ォ
ー
ド
は
、
国
民
投
票
獲
得

数
三
九

一
四
万
七

六

一
三
票

(獲
得
率

四
八

%
)
、
大
統
領

選
挙
人

の
獲
得
数

は
、

二

四

〇
名

で
あ
る
。

(
」
薗
日
Φ
ω
ζ
碧
Ω
器
αq
霞

bu
霞
屋
層
↑
≦
9
℃
①
冨

ω
o
戸

↓
げ
o
日
器

国

0
同
o
巳
戸

き
α
U
帥
三
α
φ

竃
翁。
。q
δ
σ
矯
'
O
ミ

Φ
嵩
臼
Φ
ミ

ぴ
団

臨
Φ
、
Φ
8
昼

〉
醒
賦
§
巴

謡

お
』§

N
O。
昏

Φ
良
ε

註
ひ
℃
〉
山
ρ
)

カ
ー
タ
ー
大
統
領

が
対
決

し
た
立
法
部

は
、
第
九

五
議
会

(
一
九
七
七
年

ー

一
九
七
九
年
)
1

下
院

・
民
主
党

二
九

二
名
共
和
党

一
四
三
名

、
上
院

・

民
主
党
六

一
名
共
和

党
三

八
名

-
と
、

第
九
六
議
会

(
一
九

七
九
年

ー

一
九
八

一
年

)
1

下
院

・
民
主
党

二
七
六
名
共
和
党

一
五
七
名
、
上
院

・
民
主
党

五
八
名
共
和
党

四

一
名

-

で
あ

る
。

(
』
O
げ
昌
司
」
W
一げ
σ
零

O
O
<
Φ
書

鑓
Φ
旨
鮮
守
団
O
O
旨
恥
Φ
旨
鉢
、
》
旨
ト
昌
母
6
瓢
竃
O
賦
O
旨
林O
》
臼
O
旨
.O
勘
旨
ぎ

旨
職
O
や
」
も
遷

b
6
].ρ
)

カ
ー
タ
ー
大
統
領

の
出
身
州

で
あ

る
ジ

ョ
ー
ジ

ア
で
は
、
共
和
党

は
、
地
方
段
階

に
お

い
て
民
主
党

に
対

し

て
重
大

な
脅
威
を
与
え

る
敵
手

と
し

て
登

場

す
る

に
い
た

っ
て

い
な

か

っ
た
。
彼

は
、

し
か
も
、
全
国
段
階

の
民
主
党
と
相

互
的

に
接
触

し
交
流
し
合
う
緊
張
関
係

の
経

験
を
も

た
ず

、
共
和
党
と

の
接
点
も

皆
無
も

同
然

で
あ

り
、
共
和

党
と

の
問

に
、
全
国

・
地
方
を
問

わ
ず

、
相

互
交

流

の
通
路
を
設
定
す
る

こ
と
も
な

か

っ
た
。
カ
ー
タ
ー
大
統
領

に
は
、
互

い
に
対
立

し
補
完

し
合
う
異

界
と

し
て
共
和
党
を
捕
捉
す

る
視

野
に
、
欠
け

て

い
た
と

い

っ
て
よ

い
。

こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
彼

に
は
、
大
統

領

職
は
、
共
和
党
と

の
、

そ
し
て
、
議

会
と

の
、
相
互
間

の
牽
引
と
反
揆

の
矛
盾
的
錯
綜

に
よ

っ
て
形
づ
く
ら
れ

る
政
治
空

間
の
な
か

で
、
常

に
回
転
し

機
能

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と

い
う
認
識

は
、
不
在

で
あ

っ
た
。

カ
ー
タ
ー
は
、
議
会

の
構
造
と
機
能

の
内
的
状
況

に
関
す

る
限
定

さ
れ
た
情
報

・
知
識
を
携
え

て
、
ま

た
、
党
派

の
問
を
越
え

て
、
議
会
指
導

者
や
有

力
議

員
と

の
個
人
的

な
親
和
関
係
も
皆
無
も

同
然

の
ま
ま

、
O
暮
ω
置
2

と
し

て
、

ワ
シ
ン
ト

ン
政
界

に
登
場

し
た
。
大
統
領

就
任

ま

で
の
期

間
は
、
彼

に
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と

っ
て
、
議
会

政
治

に
関
す
る
幻
像
と
実

像
と

の

一
致
を
信
じ
え
た
、
幸
福
な
密
月
期

で
あ

っ
た
。
彼

は
、
こ
れ
ま

で
、

ワ
シ

ン
ト

ン
の
連

邦
政
府

の
な

か

で

一
般
職
員
と

し
て
生
活
し
た
と

い
う
事

実
は
な
く
、
し
た
が

っ
て
、
連
邦
政
府

の
職
務
を
遂
行

し
た
と

い
う

経
験
も
な

い
。
さ
ら

に
、
議
会
運
営

に

特
徴
的
な
調
整

・
妥
協

の
政
治

は
、
海
軍
技
術
将
校
を
前
身
と
す

る
カ
ー
タ
ー
に
は
、
馴
染
ま
ず

、
ま

た
、
納
得

の
ゆ
く
も

の
で
は
な
か

っ
た
。

こ
の
た

め
、

カ
ー
タ

ー
は
、
議

会

に
対
す
る
大
統
領

の
指
導

と
説
得

の
た

め

の
議
会
工
作

の
戦
列

に
、
議
会
と

の
連

絡
を
職
務
と
す

る
専

門
家

の
席
を
用
意

し
、

自

己

の
周
囲

に
彼
ら
を

綿
密
に
配
置

し
た
。

《
ワ
シ

ン
ト

ン
に
お
け
る
既
成
勢
力
》

(3
Φ
芝
器
ぼ
口
ゆq
8
口

①
ω
富
σ
房
げ
日
Φ
8

に
屈
従
す
る
こ
と
を
潔

し

と
し
な

い
カ
ー
タ
ー
は
、
そ

の
代

り
に
、
大
統

領
選
挙
と
そ
れ
以
前

の
ジ

ョ
ー
ジ

ア
州
知
事
時
代

の
政
務

を
、
苦
楽

を
と
も

に
し
運
営

し

て
き

た

《
政
治

的
僚
友
》

(
O
o
ま

o
巴

8
日
冨
α
Φ
)

で
あ

る
、

い
わ
ゆ
る

0
8
輕

可
さ

詩

に
、
大
統
領
と
し

て
の
職
務

の
遂
行

に

つ
い
て
信
頼
を
寄
せ
依

拠
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た

O
Φ
o
軽

愈
奪

が
、
カ
ー
タ
ー
政
権

の
基
礎
的
構
造

の
核
心

に
据
え

ら
れ
た
。

カ
ー
タ
ー
と

0
6
0
軽

好
壽

は
、
「議
会

は
、
ジ

ョ
ー
ジ

ァ
州
議
会

ほ
ど
、
重
大

な
問
題
を
、
彼

ら

に
提
出

し
な

い
」

(
0
8

ゆq
器
ω
ω
≦
o
巳
α

買

Φ
ω
Φ
韓

ぎ

。q
お
讐
奪

胃

o
巨
Φ
日

8

夢
Φ
日

昏
o
口

昏
Φ
Ω
Φ
o
お
冨

一Φ
笹
ω
一9。
9
同
Φ
)

(
即
員

望
Ω
臼
阿。
ρ
o
,

q
戸
,
謡
)

と
す
る
大
統
領
就
任

以
前

の
牢
固
な
確
信
に
基
づ
き

、
連

邦
議
会

政
治

の
実
態

に
関
す

る
単
純
な
、
ま

た
、
楽
観
き

わ
ま

る
、
意
味
論

的
世
界
を
想
定
し
、
そ
れ
を
現
実

に
下
降
さ
せ
、
議
会
を

、
想
定

通
り

の
統
御

容
易
な
所
定

の
位

置

に
封
じ
こ
め
、
定
着

さ
せ
ら
れ

る
も

の
と

判
断
し
た
。
こ
の
た
め
、
多
数

の
議

員
か
ら
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
統
治

の
資

質
と
能
力

の
点

に
お

い
て
、
疑
惑

の
眼

で
眺
め
ら
れ
、

と
き

に
は
、
嘲
笑

の
的

と
さ
れ
る
こ
と
も

絶
無

で
は
な
か

っ
た
。

カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
議
会

の
構

造
、
機

能
様

式
、
行
動
規
範
、
習
俗
な
ど

に
精
通

せ
ず

無
知

で
あ

る
と

い
う
自

ら

の
弱
点

を
、
逆

に
、
武
器
と
し

て
、
あ

る

い
は
、
楯
と

し
て
、
異
端

の
座
に
居
直

ろ
う

と
す

る
も

の
と
、
議
会
か
ら
は
、
解
釈

さ
れ
た
と

い

っ
て
よ

い
。

カ
ー
タ
ー
大
統
領

が
対
決
し
た
議
会
、
と
り
わ
け
、

下
院

で
は
、
権
力

が
微
分
化

さ
れ
、
与
党

で
あ

る
下
院

民
主
党

の
規
律
は
弛
緩

し
、

《
政
党
結
束

力
》

(
b
霞
な

巨

一9

は
、
低
調

で
あ

っ
た
。

一
九
七

〇
年
代
中
葉
以
降
、

下
院
民
主
党

の
統
合
力

は
上
昇

傾
向

に
あ

っ
た
と
は

い
え

[そ

の
主
な

理
由

①

U
暮

興
鉾

(南
部

民
主
党

の
離
反
派
)

の
人

口
減

②
党
議

日
程
表

の
作
成

の
た
め

の
、
下
院

民
主
党
指
導
部

に
よ
る
8
口
8
ω
の
活
発
な
活
用
]
、
第
九

五
議
会

の
場
合
、
南

部
民
主
党

の

《
政
党
結
束
力
》

五
四
%

・
非
南
部

民
主
党

の

《
政
党
結

束
力
》
入

○
%
、
第
九
六
議
会

の
場
合
、
南
部
六

二
%

・
非

南
部

八
二
%
、
以
上

で
あ

っ
た
。
な
お
、
第

一
〇
四
議
会

の
場
合

、
下
院
民
主
党

の

《
政
党

結
束
力
》
は
、
南
部
七
六

%

・
非
南
部
八
七

%
、
第

一
〇
五

議
会

の
場
合

、
南
部
七

九
%

・
非
南
部
八
七

%
、
以

上

で
あ
る
。

(H4
.
ぐ
く
●
]℃
O
一の
げ
《
℃
O
b
.
n
一け
噂
冒
O
,H
O
㊤
ーH
一
一
.)
カ
ー
タ
ー
政
権
当
時
、
こ
う
し
た
政
党
規
律

が

弱
体

で
あ

っ
た
た
め
、
議
員
に
対
す

る
特
殊
利
益

の
圧
力
活
動
も

、
ま

た
、
旺
盛

で
あ

っ
た
と

み

て
よ

い
。

こ
う

し
た
状
況
か

ら
惹
き
起

さ
れ
た
議
会
と
大
統
領

と

の
不
協

和
と
抗
争

の
困

難
な
関
係
と
、
大
統
領
自
身

の
政
治
的
な
能
力

や
知
識

の
限
界

と
は
、
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関
数
的

に
変
動

す
る
。

カ
ー
タ
ー
政
権

に
お
け
る
大
統
領
を
は
じ
め
と
す

る
担

い
手

が
、
実
体
と

し
て

の
連
邦
議
会

関
係

の
運
営

に

つ
い
て
経
験

や
知
識

を
欠
き

、
こ

の
た
め
議
会

そ

の
も

の
が
、
暗
闇

の
迷
宮
と
な

っ
て
彼
ら
を
押
し
包

ん
だ
。

こ
の
状
態

は
、
様

々
な
局
面

に
露
呈
し

て
い
る
。

こ
れ
を
列
記

的

に
述

べ
れ
ば

@

カ
ー
タ
ー
政
権

の
中
枢

に
あ
る
ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス
事
務
局

(≦
耳

①
出
o
ロ
ω
Φ
O
注
8

)
は
、
議
会

の
懸
念
事

項

へ
の
配
慮
や
要
望

の
充
足

な
ど

に
、
冷
淡
な
態

度

に
終

始
し
た
。

⑤

大
統
領

は
、
議
員

の
選
挙

区
出
身

の
何
び
と

か
を
行

政
職

に
任
命
す

る
際

に
、
当
該
議
員

に
そ
の
旨

の
事
前

の

通
告
を
行

わ
な

か

っ
た
。

◎
同
じ
く
、
大
統
領

が
下
院
議
員
選
挙
区
を
訪

れ
る
と
き
、
そ

の
訪
問
は
、
当
該
選
挙
区
出
身

の
下
院
議
員

に
対
す

る
通
告
な

し

に
実
施

さ
れ
た
。

①

ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス

へ
の
電
話

の
呼
び
出
し

に
は
、
常

に
応
答

は
な
か

っ
た
。

◎

大
統
領
誕
生
日

の
祝
賀

の
よ
う

な
、
ホ
ワ
イ
ト

ハ

ウ
ス
に
お
け

る
祝
典

へ
の
議
員

の
招

待
は
、
き

わ
め
て
稀

で
あ

っ
た
。

[ω
Φ
Φ
属
国
巻

①
ω
冒
げ
ロ
ω
o
戸

密

導
Φ
》
富
亀

o
Φ
ミ

ぎ

ミ
亀

N
蕊
9
雪
α
田

一〇
∪
曽
≦
ρ

..い
Φ
ゆ亀
邑

鋤
鉱
く
Φ
置
巴
の
o
口

言

什ヶ
Φ
O
帥
昌
韓

》
ユ
巨

巳
ω
膚
⇔
口
o
耽
、.
謹

誉

鷲

恥
竃
Φ
零

Φ
O
§
ほ

Φ
曇

≦
艮
鳴

(
砺
口
8
臼
Φ
㌔
」
も
N
も
)
層
博
N
り
吟
]

こ

の

よ
う

な

議

会

の

自
尊
心

や
衿
持

に
対
す

る
カ
ー
タ
ー
大

統
領

の
明
白

な
無
視

は
、

L

・
B

・
ジ

ョ
ン
ソ
ン

(
い
旨

山
8

ゆ
蝕
器

ω
一
〇
ぎ

ω
8
)

の
議

員

に
対
す

る
行
き
届

い

た
接

し
方
と
際
だ

っ
た
対

照
を

示
す
。

ジ

ョ
ン
ソ
ン
大
統
領

の
議

会

に
対
す

る
態
度

は
、
次

の
よ
う

に
記
さ
れ

て

い
る
。

(
ω
Φ
Φ
芝
農

帥
ヨ

匡
く
ぎ
oQ
ω
8
昌
博

訂

≦

話

口
8

U
o
注

6

昌
α

国

o
匿

a

Qり
げ
o
暮

噛
(
Φ
α
)
℃
憲

o

卸

Φ
鴇

栽
Φ
旨
o
団

踏
旨
軋

O
o
旨
鷺

Φ
助
qり
、
》

象

慧

偽

し口
魯

自
o
Φ

9
へ
ぎ

ミ

Φ
N
、
」
も
N
ゆ

b
.
ω
一
一
・)

「
私

の
執
務
室

で
催

さ
れ
る
祝
賀
会

に
、
錦

上
花

を
添
え

る
よ
う

に
、

こ
こ
ま

で
わ
ざ

わ
ざ

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

で
駆
け

つ
け

て
く

れ
る
大
統
領

は
、

リ

ン

ド

ン

ジ

ョ
ン
ソ
ン
を
除
け
ば

、
ほ
か

に
あ
り
え

な

い
。
事

実
、
ジ

ョ
ン

ソ
ン
大
統
領

は
、
飛
来
さ

れ
た
。
ジ

ョ
ン
ソ
ン
大
統
領

以
外

に
、
議
員

に
、
誕

生

日
に
祝
賀

の
書
状
を

し
た
た
め
、
絵

画
を
送
り

、
ホ

ワ
イ
ト

ハ
ゥ
ス

へ
の
招
待
状
を
発
し
、
約
言
す

る
な
ら
ば
、
最
も
若
年

の
議
員

で
す
ら
、
自
ら

の

存
在

の
重

要
性

を
認
め
ら

れ
、
か
け
が
え

の
な

い
人
材
と
し

て
評
価
さ
れ
、
尊
重
さ

れ
、
配
慮
さ
れ

て

い
る
と
感
ぜ
ざ

る
を
え

な

い
よ
う
な
、
な

し
う

る

す

べ

て
を
実
行
す

る

こ
と
を
、
決
し

て
忘

れ
な

い
大
統
領
は
、
他

に
存
在
し
な

い
で
あ

ろ
う
。
」

こ
の

一
文

に
は
、
ジ

ョ
ン
ソ
ン
大
統
領

の
議
会

に
対
す
る
指
導
と
操
作

に
関
す

る
綿
密
な
構
想
と
緻
密
な
計
算

の
断
片

が
、
閃
光

の
よ
う

に
散
り
ば
め

ら
れ

て
い
る
。

カ
ー
タ
i
政
権

に
お
け

る
ホ

ワ
イ
ト

ハ
ウ

ス
事
務
局

に
よ
る
議
会
工
作

の
拙
劣

さ
は
、

下
院
議
長
、
上

下
両
院

の
院
内
総
務

(
日
且
o
葺

《
自

日
ぎ
o
葺

嘱

δ
p。
住
嘆
ω)
、
院
内
幹
事

(日
包
o
鼻
嘱
o
同
日
ヨ
o
同
凶な

≦
げ
一窃
)
、
常
任
委

員
会
委
員
長

(O
o
ヨ
ヨ
葺

Φ
Φ
O
訂
畔
ヨ
窪
)
な
ど

の
、
提
出
法
案
審
議

の
頑
強
な
抵

抗

の
牙

城
と
も

な
り
う

る
重
要
な
指
導

者
と
、
法
案

の
作
成

と
提
出
に
際
し

て
事

前

に
協
議
を
重
ね

る
こ
と
も

、
ま

た
、
彼
ら
に
説
得
を
試

み
る

こ
と
も

な
く
、
彼

ら
と

の
共
振

・
共
感
を
得

な

い
ま
ま
、
法
案

の
作
成

と
提
出
を
行

っ
た
と

い
う
局
面

に
、
明
白

に
現
れ
て

い
る
。

一
九
七

〇
年
代

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
危
機

に
対
応

し
て
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
省

(
O
Φ
冨

耳
ヨ
Φ
耳

9

国
器

お
邑

を
創

設
し
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策

の
形
成

と
実
施

の
た
め

の
手
続

の
再
編
成
を
試

み
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た
と

い
う
事

実
が
、

こ
れ

に
あ

た
る
。
さ
ら

に
、
立
法
案
が
、
議
会

に
、
公
式

に
上
程

さ
れ
た
と
し

て
も
、

ホ
ワ
イ
ト

ハ
ウ
ス
は
、
当
該
法

案

の
審
議
状

況

の
軌
跡
を

克
明
に
辿
り
、
そ

の
推
移
を
丹
念

に
見
守
り
、
必
要
な
際

に
適

切
な
措

置
を
講
ず
る
と

い
う

こ
と
も
な
か

っ
た
。

こ
う

し

て
、

カ
ー
タ
ー
大

統
領

の
主
要
な
選
挙
公
約

の

一
つ
で
あ
り

、
そ
の
実
現
を
意

図
し
た
立
法
ー

消
費

者
保
護
庁

(
0
8

霊
ヨ
2

中

9
Φ
9

8

》
頓q
Φ
コ
亀
)

の
設
置
法
-

は
、

ホ

ワ
イ

ト

ハ
ウ

ス
の
前
述

の
事
前

・
事

後

の
怠
慢
も
し
く
は
捨
象
か
ら

、
廃
棄

さ
れ
る

に
い
た

っ
た
。

こ
の
廃
案

に
直
面
し
た
消
費
者

問
題
担
当

の
大
統
領

特
別
補
佐
官

は
、
大
統
領

に
向

っ
て
、
「
大
統
領

の
親
し

い
輩
下
は
、
法
案
を
議
会

に
通
過

さ
せ
る
術
を
知
ら
な

い
。
彼

ら
は
、
我

々
が
与
党

と
し

て
議
会

に
所

持
し

て

い
る
権

力
を
活
用

す

る
と

い
う

、
議
会
運

用

の
基
本

的
手
段

す
ら
知

ら
な

い
」

と
不

平
を
訴
え

て
い
る
。

(
ω
Φ
Φ

国
・
冒
げ
島

o
戸

o
b
.
o
罫
'

,
器
ε

こ

の
言
葉

に
は
、
大
統
領
と

の
対
決
を
終

っ
た
後

の
補
佐
官

の
虚
無
感

が
、
た
だ
よ

っ
て
い
る
。

立
法

に
関
す

る
議
会

と

の
事
前
協
議

や
審
議
状
況

の
事
後
追
跡
も
な

い
大
統
領

の
不
適
切
な
対
応

の
重

層
に
よ
る
交
響
効

果
に
加
え

、
大
統
領

の
立
法

計
画

に
は
、
過
剰
な

ほ
ど
提
案

が
盛
り

こ
ま

れ

て

い
た
。
相
対
的

に
短
期
間
を
と

り
あ
げ

て
み

て
も

、

カ
ー

タ
ー
大
統
領

は
、
議
会

に
、

エ
ネ

ル
ギ
ー
、

選
挙
、
社
会
福

祉
改
革
、
政
府

再
組
織
、

パ
ナ

マ
運
河
諸
条
約
、

自
九

三
五
年
制
定

の
社
会
保
障
計
画
、
そ
れ

に
農
業
、
な
ど

の
諸
問
題

の
解
決
を
目
ざ

す
立
法
を

、
議
会
に
送
付
し

て
い
る
。

こ
う
し
た
諸
問
題

の
解
決
を

目
ざ
す
重
要

立
法

に
お

い
て
も
、
大
統
領

は
、
諸
立
法

の
深

淵
に
議

会

の
思
考
と
審

議
と
を
導
く

道
標
と
な

る
優
先
順
位
設
定

の
指
標
を

つ
く
り
あ
げ

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
、

こ
れ
ら

の
立
法

は
、
す

べ

て
が
分
ち
難
く
溶
け
合

っ
て
、
議
会

に
流

れ
こ
ん
で
き
た
。
あ
る
下
院
議
員

が
指
摘
す

る
よ
う

に
、
「
ほ
ぼ
例
外
な
く
、

ホ
ワ
イ
ト

ハ
ゥ

ス
、
あ

る

い
は
、
政
府
機

関
か
ら
発
せ
ら

れ

る
す

べ
て

の
係

争

問

題

は
、

そ

れ
ぞ

れ

が
重

大

問

題

と

考
え

ら

れ

て

い
た
。
」

(ω
Φ
Φ

諄

砺b
』自
頓
鉢O
自
ぎ

ω
ひ
ぎ

く
Φ
白

け
Φ
、
」
画

」
b
N
N
b
.切
一
b⇔
.)

さ

ら

に
、

こ

う

し
た
難

問

の
解
決
を
目
ざ

す
立
法

の
上
程
か
ら
可
決
ま

で
の
制
度
す

べ
て

の
作
業
を

11
こ

の
大
部
分
は
係
争
性

に
と
む
高
温
状
態

に
あ

る
11
議
会
に

一

方
的

に
任

せ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
カ

ー
タ
ー
は
、
議
会
と

の
間

に
相

互
に
対

峙
し
交

渉
し
合
う
緊
張
関
係

の
な

か
に
あ

っ
て
、
あ

ら
ゆ
る
方
向

か
ら

の
手

厳

し

い
非
難
と

政
撃

の
的
と

さ
れ
る
に

い
た

っ
た
。

さ
ら

に
、

カ
ー
タ
ー
大
統
領

は
、
議
員
説
得

の
た
め
の
重
要
な
手
段

の
適

切
な
運
用
を
な
し
え

な
か

っ
た
。
例
え
ば

、
彼
は
、
情
実
人
事

の
配
分
と

い

う
挺
子
を
、
自
己

の
掌
中

に

一
元
的

に
把
持

し

つ
づ
け
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
政
権
発

足

の
当
初

か
ら
、
政
府

に
お
け
る
政
治

的
任

用
職

の
充
当
責
任
を

、

各
省
庁

の
長

に
、
多

元
的

に
負
わ
せ

て
い
る
。

カ
ー
タ
ー
は
、
本
来
な
ら
ば

、
大
統
領

に
集

中
的

に

一
元
化
さ
れ

て

い
る
情

実
人
事

の
任
命

権
を
解
体

し
、

そ

の
断
片
を

、
各

行
政
機
関

の
段
階
と

い
う
同

一
平
面
上

に
併
置

し
た
。
ま

た
、
議
員
が
自
己

の
選
挙
民

に
向

か

っ
て
政
府

に
お
け
る
政
治
的
任
用
職

へ

の
斡
旋
を

示
唆

す
る
と

い
う
事

例
が
、
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ

る
。

し
か
し
、
そ
う

し
た
議
員

に
よ

る
斡
旋
行
為
は
、
各
省
庁

の
長
に
よ

っ
て
無
視
さ
れ

る

の
が
、
通
例

で
あ

っ
た
。

こ
う

し
た
議
員

に
対
す

る
政
権

の
冷
然

た
る
態

度
は
、
透
明

に
構
築
さ
れ
た
立
方
体

の
観

の
よ
う

な
、
議
会

の
政
権

に
対
す
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る
視
覚

的
な
信
頼
と

、
友

誼

の
表

出

・
存
続
と

の
、
長
期

に
わ
た

る
層
を
形
成
す

る
と

い
う

、
困
難

な
課
題
を
果
た
し
え
な

い
で
あ

ろ
う
。
情
実
人
事

の

供
与

や
立
法

企
画

の
提
示

の
よ
う

な
、
大
統

領

の
畠
霞
o
尉
の
重
要
性

に
対
す

る
カ
ー
タ

ー
の
明
白

な
無
感
覚

の
態

度

の
隠

れ
た
脈
絡
を
透
視

す
る
な
ら

ば
、

そ
こ

に
は
、

L
B
J

の

《
目
的

の
た
め

に
手
段
を
選
ば
な

い
》

(
毛
『
8
ぎ

oq

讐

仙
飢
$
百

屯

と

い
う
議

会
に
対
す
る
戦
略
様
式

へ
の
カ
ー
タ
ー
の

生

理
的
な
嫌
悪
感

が
、
地
紋

の
よ
う

に
織

り

こ
ま
れ

て

い
る
。

下
院

与
党

の
院
内
総

務

の
言
葉

に
よ

る
な
ら
ば

、

「
カ
ー

タ
ー
大
統
領

は
、

《
見
返
り
》

(
ρ
口
剛α
b
『
O
ρ
=
O
)
を
楽

し
む

こ
と
を
好
ま

な

い
。
…
私
が
思
う

に
、
彼
は
、

ワ
シ
ン
ト

ン
に
お
け

る

《
政
治
的
妥
協

》

(
b
o
臣

o
巴

σq
貯
Φ
-磐
◎
み
国
評
Φ
)

に

ぴ
へ

こ

は
す
く

な
か
ら
ぬ
腐
敗

が
隠
見
さ
れ

る
と
断

じ
た
う
え

で
、
大
統

領

に
就
任
し
た
。
」

(
ω
Φ
①
国
①
費
げ
評

ω
巨

費

零
o
σ
一①
日
ω
o
h
o
牢

o
匡
①
日

ω
o
一く
魯

、

〉
げ
ミ

ぎ

鱒

ぎ

窃

さ

題

賦
旨
o
鳶
旨
§
受

飾
」
も
鋸

b
b。
O
)

カ
ー
タ
ー
大
統
領
を
擁
護
す

る
な

ら
ば

、
注
目
す

べ
き
事
実
は
、
大
統
領
任
期

が
終
末

に
近
づ
く

に
し
た
が

い
、
彼

の
立
法
部
指
導
様
式

に
、
若
干

の

改
善

が
見
ら
れ
た
と

い
う

点

で
あ

る
。

カ
ー
タ
ー
と
彼

の
ω
冨
曲
ば

、
法
案
を
上
程
す

る
以
前

に
、
与

野
党

の
議
会

両
院

に
お
け
る
重
要
な
議
員
と

の
協
議

を
深
め
論
点

の
多
角

的
な
討
議

の
た
め
に
多
大

の
努
力
を
惜
し
ま
ず

、
法
案

の
審
議
過
程

に
対
す

る
監
視
と
調
査
も
体
系
的

に
実
施

し
た
。
彼
は
、
ま
た
、

議
会

の
議
事

日
程
に
、
余
り

に
も
多

く

の
審
議
事
項
を
、

一
度

に
盛
り

こ
む

こ
と
を
差

し
控
え

た
。
さ
ら

に
、
不
快
感
を
覚
え

た
に
せ
よ
、

カ
ー
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表2(続 き) SENATECOMMITTEES

AgingISpecial)G-31Dirksen

agiog,senate.gov202-224-5364

Majority(R11);Cra重g(ID),Chmn.;Shelby(AL),Enzi(WY),Collins(ME),Smith(OR),Talent(MO),Fitzgerald(IL),

Hatch(UT},Dole(NC),Stevens(AK),Santorum(ｬ'A)

Minority(D9)lBreaux(LA),RMM;Reid(NV),Kohl(WI),Feingold(WI),Wyden(OR),Bayh(IN),L重ncoln(AR),

Carper(DE),Stabenow(MI)

Independent(1):Jef£ordsσ 一VT)

NOSUBCOMMITTEES

Agricufture,Nutrition&ForestrySR-32$-ARasselt

agricu1ture.senate.gov202膚224-2035

Majority(R11):Cochran(MS),Chmn.;Lugar(IN),McConnell(KY),Roberts(KS),Fitzgerald(IL),Chambhss(GA),

Coleman(MN),Crapo{ID),Taient(MO},Dole(NC),Grassley(IA)

Minority(D20):Harldn(IA},RMM;Leahp{VT),Conrad(ND),Daschle(SD),Baucus(MT),Lizicolu(AR},Miller

(GA),Stabenow(MI),Nelson(NE),Dayton(MN)

SUBCOMMITTEES

Forestry,Conservation&RuralRevitalization

Majority(R6):Crapo,Chrrｺn.;Lugar,Coleman,Taient,McConneli,Roberts

Minority(D5):Lincoln,RMM;Daytan,Treahy,Daschle,Nelson

Marke血19,Inspection&ProductPromotion

Majority(R5):Talent,Chmn.;Roberts,Fitzgeraid,Chambliss,Grassley

Minority(D4):Baucus,RMM;Nelson,Conrad,Stabenow

Prnduction&PriceCompetitaveness

Majority(R6):Dole,Chmn.;McCorinell,Roberts,Chambliss,Coleman,Grassley

Minority(D5):Conrad,RMM;Daschle,M皿ex,Baucus,Lincohl

Research,Nutr三don&Ge皿eralLegisla心on

Majority(R5):FitzgErald,Chmn.;Lugar,McConnell,Crapa,Dole

M加ority(D4);1.,eahy,RMM;Staben咄M班er,Dayton

AppropriationssI128Thecapitol

approPriatio隔s.senate.govl'202齢224咽7363

Majority(R15):Stevens(AK),Ch;mn.;Cachran(MS},Specter(PA),Domenfci{NM),Bond{MO),McConnell{KY},

Burns(MT),Shelby(AL),Gregg(NH),Bennett(UT),Campbell(CO),Craig(ID),Hutchison(rX),DeWine

(OH),Brownback(KS)

Minority(D14)=Byrd(WV),RMM;Tnouye(HI),Hollings(SC),Leahy(VT), ,Harkin(IA),Mikulski(MD),Reid(NV),

Kohl(WI),Murray(WA),Dorgan{ND},Feinstein(CA),Durbin{IL},Johnson(SD),Landrieu(LA)
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謙 鵬,Fitzgerald,Chmn.;Stevens,Voinovich,Speetei,Bennett,SunAkaka,RMM;Levin,Carper,Dayton,Lautenberg
,Fryor一 叫 ・Sh・lby

GovernmentManagexneat,FederalWorkforce&theDistrictofColumbia

Maj嶋(Rの ・舳 ・舳 ・α㎜ ・;S・eve・・,C・1・m飢,B』 ・ぬ・tt,Fitzge,』d,S㎜ 。。。
M加 ・囎(D5)・D・ ・b瓜 脳M;曲 ,C趾P・r,La・t・nb・ ・g,P騨

In▼estigations(Pema職enり

驚 職 、Coleman,CLevin,RMD　麗evens,Yoinovfch,Specter,Bennett,Fitzgerald,Snnunu,ShDurbin
,Carper,Dayton,Lautenberg,Pryor・lby

聴講灘総 織叢
1η吻 ㎝ 伽 虚ω ・Je働rds(1-VT)

SU8CO納Ml「 「「E轄S

f

Majoriry(R6):Bond,Chrnn .;Alexander,DeWine,Roberｬs,Rnsign
,WarnerMi

nority(D5):Milcuiski,RMM;Kennedy
,Murray,Edwards,Clinton

Ch聾dren&Fam皿ies

Majority(R9):Alexander,Chmn .;Enzi,Bond,DeWzne
,Roberts,Sessions,Ensign,Graham,WarnerMi

nority{D7):Dodd,RMM;Harldn
,Bingaman,Murray,Reed,Edwards,Clinton

Independent(1):Jeffords(1)

Employme皿t,Safety&1阯a㎞9

Maj鳴 昌(R5)・E瓢C㎞ ・.;祖 ・XallC」・r,$。 。d,R。bert、,Sessi。 。,

Minority{D3):Murraq,RMM;Dodd
,Harkin

1吻 θηd㎞f(1):Jef正brds(1)

Subs伽}ceAb腿se&Ment{』He磁hSe踊ces

Majority(R4):DeWine,Chmn.;Enzi
,Sessions,Ensign

Minority(D3}:Kennedy
,RMM;Bingaman,Reed

IndianA##airs

欄 欝 纏 麗h… ・M・C…D・一 ・i働Th・…_。 、、h(U藩 辮
Muzority(D7

.(WA}):lnouye(HI)・RMM・C・nmd働 ・R・正d鋤 ・Akaka(HD・D・rg・n(ND)・J・hn・ ・n(SD),C・n・w・ll

麗OSU3CO闇M『 「「EES

騨 蕊蕪 柵 一h_(。H_d(M。 蜘S_(M麟
M血o器 ξ召 騰 翻 柵

)Vi・・Chmn・ 紬 伽1)・F・血・t・1・(CA)・Wyd・n(・R)・D・・b加(ID・B・yh(IN),

麗OSO300M照1τ 巨薮S
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Judiciary224Dirksen

賭 瀦!器(UT),Ch　 .、G,assl,y(IA)Spec、,,㈹,Ky正(AZ),D曲,(・H),S・ ・si・n♂鷺 欝

(SC},Craig{iD),Chambliss(GA),Cornyn(TX)

Mino前ty(D9)二Leahy(VT),RMM;Ke打nedy(MA),Biden(DE),Kohl(WI),Fe加stein(CA),Feingold(WI),Schumer

(NY),Durbin(IL),Edwards(NC)1

SUBCOM旧 彊TTEεS

AdrninistrativeOversight&theCourts

Majority{R5}:Sessions,Chmn.;Grassley,5pecter,Craig,Cornyn

Minority(D4):Schurner,RM砥Leah弘Feingold,Durb重n

Antitrust,Compe猷 丘onPohcy&Co血sumerRights

Majority{R5):DeWine,Chmn.;Hatch,Specter,Graham,Charrzbliss

Minority(D4):1{ohl,RMM;Leahy,Feingolcl,Edwards

Constitution,CivilRights&PropertyRights

Majority(R5):Cnrnyn,Chmn.;Kyl,GraliaFn,Craig,Chamb]iss

Minority{D4):Feingold,RMM;Kennedy,Schumer,Durbin

Carime,Correc廿ons&VICt1.iAIS'Rights

M勾ority(R・6):Graham,Chmn.;Hatch,Grassley,RMM;Sessions,Craig,Cαnyn

M加 面ry(D5)=Biden,RMM;Kohl,Feinstein,Durbin,Edwards

Immigradon,BorderSecu】 猷ty&Citizenship

M勾 磁ty(R7):Chambliss、Chmn.;Grassley,Kyl,DeWine,Sessions,Czaig,Cornyn

Minor並 ア(D6):KennedメRMM;L,eahy,Feinstein,Schumer,Durbin,Edwards

Tbrro1虫sm,Techno隻ogy&HomelandSecurity

Majority(R6):Kyl,Chmn.;Hatch,Specter,DeWine,Sessions,Chambliss.,

Minority(D5}:Feinstein,RMM;Kennedy,Biden,Kohl,Edwards

R腿 暉es&Admi"istration.'305Russell

膿 黙 跳tt(MS),Chmn、;Stev,n,㈹,M、C.n。,U㈹,C.、h,an(MS),S。n・ 。一 ㈹202-224-6352Nickles{OK),
HutchisonσX),Frist(TN),Smith圃(OR),ChambHss(GA)

Minority(D9):Dodd(CT),RMM;Byrd(WY)Inouye(H夏),Feinstein(CA),Schumer(NY),Breaux(LA),Daschle

(SD),Dayton(MN),Durbin(IL)
・ 麗OSUBCOMMIT了EES

SrnatlBusiness&Entrepreneurship428ARussell

sbc.senate.gov202-224-5175

Majority(R10):Snowe(ME},Chmn.;Bond(MO),Burns(MT),Bennett(UT),Enzi(VVY),Fitzgerald(IL),Crapo

(ID),A虹en(VA),Ensign(NV),Coleman(MN)

Minority(D9):Kerry(MA),RMM;Levin(MI),Haxkin(IA),Lieberman(CT),Landrieu(LA),Edwards(N(J),CaΩtwell

(WA),Bayh(IN),Pryor(AR)

閥0§U3COM醗 『「「瞑躾S

Veterans'Affairs412Russet鋼

veterans.senato.gov〔202圃224騨9126

Majarity(R8):Specter(PA),Chrrｺn.;Campbell(CO),Craig(1D),Hutchison{TX),Bunning(KY},Ensign(IW),

Graham(SC),Murknwsld(AK) __

Minority(D6)=Graham(FL),RMM;RockefをHer(WV),Akaka(HI),MurrayぐWA),MUle罪(GA),Nelson(NE)

lndependent(2):Jeffords(1-VT)

NOSUBCOMM-TTEES

HOUSECOMMITTEES

Agricul加re1301L・ 隔gw・ 仙

・g・i・"lt….h・ 朋se.9・v蓉202-225-2171

Majority(R27)lGoodlatte(VA),Chmn.;Boehner(OH),ViceChmn.;Pombo(CA),Smith(MI),Everett(AL),Lucas

(OK),Moran(KS),Jenkins(TN),Gutknccht(MN),Ose(CA),Hayes(NC),Pickering(MS),Johnson(IL)・Os-b

orne(NE),Pence{IN),Rehbe;rg(MT),Graves.(1VIO),Putnam(FL),Janitlow(SD),Burns(GA),Bonner(AL),

Rogers(AL),King(IA),Chocola(IN),Musgrave(CO),Nu無es(cA),Neugebauer(Tx)

Minority(D24)=Stenholm(TX),RMM;Peterson(MN),Dooley(CA),Holden(PA),Thompson(MS),McIntyre(NC),

Etheridge(NC),Hill(IN),Baca(CA),Ross(AR),Acevedo-Vila(PR),Case(HI),Alexander(LA),BaUance(NC),

Cardoza(CA),Scott(GA),Marsha丑(GA),Pomeroy(ND),Boswell(IA),Lucas(KY),Thompson(CA),Uda取CO),

Larsen(WA),Davis(TN)



131 ア メ リカ に お け るHatchAct(PoliticalActivitiesAct)改 正(1993年)の 背 景 (131)

SUBCOMM纒 丁「「E症S

Conserva伽 雄,Credit,Rur瓠Development&Research

Majoriry(R10}:Lucas,Chtrnn.;Moxan,Osborne,ViceChrnn.;Graves,Putnarn,Burns,Boni3ex ,Rogers,King,1vacancq

Minority(D9):Ho董den,RMM;Case,Ballance,Peterson,DooleメEtheτidge,Acevedo-VUa,題arsha珪,Mclntyre

I)epartme皿tOperations,Oversight,Nut漁on&Forestry

Majority(R10);Gutimecht,Chmn.;Pombo,Smith,Ose,Rehberg,ViceChmn.;Putnam,Janklow,Bonner ,King,Nunes

Minority(D9):Dooley,RMM;Baca,Acevedo-V且a,Cardoza,Holden,HiH,Ba嚢ance,Thompson,Davis

Gener曲mCo㎜odities翫 斑skM鋤ageme血t

Majority(R1$):Moran,Chmn.;Baehner,Smith,ViceChrxan.;Everett,Lucas,Jenkins,Pickering,Johnson,Pence,Rehberg,

Graves,Burns,Chocola,Musgrave,4vacaneies

M加oritア(D17):Peterson,RMM;Thompson(MS),Ale聰nder,Ross,DGoleメPomero弘Boswell,Etheridge,H量1,Case,Cardo冗a,

Marshall,Larsen,Davis,3vacancies

Livestock&Horticulture

Majority(ft11):Hayes,Chmn.;Pombo,Ose,ViceChmn.;Pickering,Osborne,Pence ,Putnam,Jank30w,Rogers,Chocola,

Musgrave

Minority(D10):Ross,RMM;Cardvza,Scott,Petersan,Alexander,Lucas,Boswell,Udall,Larsen,Baca

SpecialtyCmps&ForeignAgricuiturePrograrns

M勾o薮ty(R8>:Jenkins,Chmn.;Everett,VzceChmn.Gutknecht,Hayes,Rehberg,Rogers,Nunes,1vacancy

Minority(D7)=Mclntyre,RMM;Etheridge,Hill,Scott,Maxshall,Thompson(MS),Alexander

AppropriationsH-2'E8TheCapitol

Nrwray.house.govjappropriations202髄225-2嘔41

Majority(R36):Young(FL),Chznn,;Regula(OH),Lewis(CA),Rogers(KY),Wolf(VA),Kolbe(AZ),Walsh(NY},

Taylor(NC),}{obson(OH),Istook(OK),Bonilla(T)g,㎞ollenberg(MI),K血gston(GA)
,Fre登nghuysen(NJ),W

ieker(MS),Nethercutt(WA),Cunnzngham(CA),丁 重ahrt(KS),Wamp(TN),Latham(IA),Northup(KY),Ad-

erholt(AL),Emerson(MO),Granger(rX),Peterson(PA),Goode(VA),Doohttle(CA),LaHood(IL),Sweeney

(NY),Vitter(LA),Sherwood(PA),Weldon(FL),Simpson(ID),Cu互berson(TX),Kirk(IL),Crenshaw(FL)

M加or並 ア(D29);ObeyCWI),RMM;Murtha(PA),Dicks(WA),Sabo(MN),Hoyer(MD),MoUohan(WV),Kaptur(OH),

visdosky(IN),Lowey(NY),Serrano(NY),DeLauro(CT),Moran(vA),・Olver(MA) ,Pastor(AZ),Price(NC),

Edw{迎ds(T'X),Cramer(AL),Kennedy(RI),C正yburn(SC),Hinchey(NY),Roybal-.Allard(CA),Farr(CA),Jackson

(IL),団patrick(MI),Boyd(FL),Fattah(PA),Rothman(NJ),Bishop(GA),Berry(AR)

SUBCOMMITTEES

Agriculture,RuralDeve].opment,FDA&RelatedAgencies

Majoritア(R8)=Bonilla,Chmn.;Wa玉sh,K加gston,Nethercutt,Latham,ViceChmn.;Emerson,Goode,LaHood ,

Minariry{D5}:Kaptur,RMM;DeLauro,Hinchey,Farr,Boyd.

C。 ㎜erce,掴ce,State&Ju撒c鱒

Majority(R8):Wolf,Chmn.;Rogers,Kolbe,Taylor,Regnla,Vitter,ViceClzmn.;Sweeney,Kirk

Mznority(D5):Serrano,RMM;Mollohan,Cramer,Kennsdy,Sabo

Defense

Majozity(R9):Lewis,Chmn,;Young,Hobson,Bonilla,Nethercutt,ViceChmn、;Cunningham,Frelinghuysen,Tiahrt,Wicker

Minority(D5)=Murtha,RMM;Dicks,Sabo,琉sdos㎏Moran

Dist】 ほctofColu澱b三a

Majority(R6):Fre3inghuysen,Chmxa.;Istook,Cunningham,ViceChmn.;Doolittle,Weldon,Cuiberson

Minoritア(D3)=Fattah,RMM;Pastor,Cramer

Energy&WaterDevelapmexzt

Majority{R8}:Hobsan,Chmn.;Frelinghuysen,Latham,Wamp,ViceChmn.;Emerson,Dooiittle,Peterson,Simpson

Minority(D5):Viselosky,RMM;Edwards量Pasto葛C監ybum,Berrア

ForeignOperations&ExportFinancing

Majoriry(R8);Kolbe,C与mn.;Knallenberg,Lewis,Wicker,ViceCnrnn.;Bon皿la,Vi雄er,K呈rk,Crenshaw

Minori亡y'(D5):Lowe猛RM題;Jackson,Kilpatrick,Rothman,Kaptur

HomelandS㏄urity

Majority(R9):Rogers,Chrnn.;Young,ViceChmn.;Wolf,Warnp,Latham,Eznerson
,Granger,Sweeney,Sherwood

Minarity{D6):Sabo,RMM;Price,Serrana,Roybal-Allard,Berry,Mollahan

血1teriorヒ ・

Majority(RS):Taylor,Chmn.;Regula,Kolbe,Nethercutt,Wamp,Peterson,ViceChmn.;Sherwaod
,Crenshaw

Minority(D5):Dicks,RMM;Murtha,Moran,Hinchey,Qlver

Labor,HHS&Education

Majority{R10):Regula,Chnnn.;Istook,Wicker,Northup,ViceChmn .;Cunningham,Granger,Peterson,6herwood,Weldon,

Simgson

Mino殉(D7):Obey,RMM;Hbアer,正 ρweゆeLaur。 乳Jackson,Ke㎜ed猛Roybal戎lald

・M無itaryCollstrllctioll

Majority{R8):Knollenberg,Chtnn.;Walsh,Aderholt,ViceChrnn.;Granger,Goode,Vitter,Kingstoza,Crenshaw

Mir20rity(D5):Edwards,RMM;.Faxx,Boyd,Bishop,Dicks
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The開'Leg韮s]EatzveBraneh

Majority(R5):Kingston,Chmn.;LaHood,ViceChrnn.;Tiahrt,Gulberson,Kirk

Minority(D3):Moran,RM砥Price,Clyburn

騒 ㎜spor加 纈on,Treasury&lndependentAgencies

Majvrity(R9):Istook,Chmn.;Wol£,Lewis,Rogers,Tiahrt,ViceChmn.;Northup,Aderholt,Sweeney,Culberson

Minflrity(D6):Hoyer,Olver,RMM;Pastar,Kilpatriek,Ciyburn,Rothman

VA,HUD&lndependentAgencfes

Major重tア(R9>:Walsh,Chmn.;Hobs◎n,Knollenberg,Northup,Gaada,ViceChmn.;Aderわo貰t,LaHood,Weldon,Simpson

Minority(D6)=Mollahan,R!MM;Kaptur,P近ce,Cra瑞e鴎Fat腹h,B亘shop

ArrnedServices21aoRayburn

wwvv.house.govfiasc2021225-4'15'E

M鋼ty(R33)lHunter(CA),Ch㎜.;剛on㈹,職ceChmn、 灘e鼻ey(CO),Saxton(NJ),McHugh働,Everett

(AL),Bartlett(MD),McKeon(CA),Thornberry(TX),Hostettler(IN),Jones(NC),Ryun(KS),Gibbons(NV),

Hayes(Nc),wilson(NM),calvert(CA),Simmons(CT),Davis,」.(vへ),Schrock(VA),想dn(MO),Forbes(vA),

MiHer(FL),Wilson(SC),LoBiondo(NJ),Cole(OK),Bradley(NH),Bishop(UT),TUmer(OH),Khne(MN),

Miller(MI},Gingrey(GA},Rogers(AL),Franks(AZ)

Minority{D29):Skelton(MO},RMM;Spratt(SC),Drtiz(TX),Evans(1L),Taylor{MS),Abercrornbie{Hl},Meehan

(M〔A),Reyes(TX),Snyder(AR),Turner(TX),SmithGVA),Sanchez,Lo.(CA),McIntyre(NC),Rodriguez(TX),T

auschEx(CA),Brady(PA),Hili(IN),Larsan(CT),Davis(CA),Langevin(R.1),Israel(NY),Larsen(WA),Cooper

(TN),MarshaU(GA),Meek(FL),Borda丑o(GU),Alexander(LA),Ruppersberger(1耀D),Ryan(0}{)『

SU8COMM『 「『程駐S

ProjectannForces,

Majority(R9>:Bartlete,'Cぬmn.}Simmons,Davis(VA),Schrock,Saxton,Hostettler,Calvert,Bradle猛K趾ne

Minority(D7}:Taylor,RMM;AbererombietTauscher,Langevin,Israel,Marshall,Alexander

Read血e5s'1
'M

ajority(R16):Hefley,Chmn.;MeKeon,Hostettler,Jones,Ryun,Hayes,W鍾son(N厘),Calvert,Farbes,Mi皿er(FO,Cole,

Sishop,Miller(MI),Rogers,Franks,McHugh

Minority(D14):Ortiz,RMM;Evans,血ylqAbercrombie,R色yes,Snyder,Rodriguez,Brady,Hiil,Larson,Davis(CA),Larsen,

Marslzall,Bordallo

Strateg隻cFpxces

鍛 鋪o殉(R8>:Everett,Ch曲.;Thornberry,Weldon,Wi髭on(NM),Bishop,τhrne蔦Rogers,Franks

Minarity(D6}:Reyes,RMM;Sgratt,Sanchez,Tauscher,Meek,Ryan

Tactaica】 【」故&Land】Forces

M鱒 面ty(R16):Weldon,Chmn.;Gibbons,Akin,Bradley,Turner,Gingrey,Everett,McKeonJones,Ryun,Simons,Schrock,

Forbes,Hefley,Wi3son(SC),LoBiondo

亙晦nority(D14):Abercromb圭e,RM!M;Skelton,Spratt,Ort三z,Evans,Tセrn砿Smith,Mcln亡yre,Brady,Larson,Israel,Caoper,

Meek,Alexander

1陀 πo並snL,Un¢onve臨tionalThreats&Capab鱒ties

M司o殉(R12);Saxton,Chmn.;W蝕son(SC),LoB沁ndo,Khne,Mmer(肌),Bartlett,Thornberry,Gibbons,Hayes,Davis(VA),

A㎞,He長ey

Minority(D10):Meehan,RM職 「隠ne宝,Smith,Mclntyre,Rodriguez,H田,Davis(CA),㎞gevin,Larsen,Cooper

Tvta]Force

M… 導o蹴y(R8):殖cHugh,Chmn,;Cole,M皿 蓬er(蛆),G塊 ぴe弘Saxton、Ryun,Schrock,Hayes

Minority{D6}:Snyder,RMM;Meehan,Sanchez,Tauscher,Cooper,Bordallo

8駄dget'309Ca論 爺o髄

b"雌got』ouse.gov202■226-7270

Majoriry(R24):Nussle(IA),Chmn.;Shays(CT),ViceChmn.;Gut㎞echt(MN),Thornberry(TX),Ryfin(KS),Tbomey

(FA),}{as翻ngs(WA),Portman(OH),Schrock(鴨),Bpown(SC),Crenshaw(FL),Putnam(FL),Wicker(MS),H
ulshof(MO),Taneredo(CO),Vitter(LA},Bonner(AL),Franks(AZ),Garrett(NJ),Barrett(SC),McCotter

(MI},Diaz-Balart,M.(FL),Hensarling(TX),Bxovsm-Waite(FL}
Minority{D19):Spratt(SC),RMM;Moz-an(VA),Hoaley(OR),Baldwin(WI),Moore{KS),Lewis(GA),Neal{MA),

DeLauro(CT),Edwards(TX),Scott(VA),Ford(TN),CapPs(CA),Thompson(CA),Baird(WA),Cvoper(rN),

Emanuel(IL),Davis(AL),Majette(GA),Kind(WI)

紺OSU8COMM『 τ丁匠ES

EducatiOn&the41Vorkforce2784Rayburn

edwOrkfor¢e・ho凹se.gov・202-2254527

M{葡or重ty(R27):Boehner(0跨),Chm皿,;Petri(WI),ViceChmn.;Bal}enger(NC),Hoekstra(MI),McKeQn(CA),Cast重e

(DE),Johnson(TX),Greenwood(PA),Nσrwood(GA),Upton〈 醗),Ehlers(MI),DeMint(SC),Isakson(GA),B
iggert(IL),P3atts(PA),Tiberi(OH),Keller(FL),4sborne(NE),W皿son(SC),Cole(OK),Porter(NV),Kline

(MN),Carter(TX),}Musgrave(CO),Blackburn(TN),Gi血grey(GA),Burns(GA)

,RMM;K重1dee(MI),Owens(NY),Payne(NJ),Andrews(N1),Wbolsey(CA),Hin(蓼osaM三norlty(D22):Mlller(CA)

(TX),McCarthy(NY),Tierney(MA),1(ind(WI),Kucinich(OH),Wu(OR),珪olt'(M),Davis(CA),McCo恥m
an(OH),Bishap(NY)(MN),Davis(IL),Case(HI},Grijalva(AZ},Majette(GA),VanHollen(MD},Ry



133 アメ リカ に お け るHatchAct(PoliticalActivitiesAct)改 正(1993年)の 背 景 (133)

SUBCONfMITTEES

2i就CehturyC。 即e#a#iveness

Majority{Rlfi}:McKeon,Chmn:;lsakson,ViceChzxan.;Petri,Castle,Johnson,Upton,Ehlers,Tiberi,Keller,Osborrae,Cole,

Porter,Cartcr,Gzngrey,Burns,1vacancy

Minority(D13):Kildee,RMM;Tierney,Kind,Wu,Holt,McCollum,McCarthy,VanHollen,Ryan,Owens,Payne,Andrews,

Hi朗 。sa

EducationReform

M…嚇ority(R11)二'Castle,Ch買m・;Osborne,ViceChmn・;Greenwood,Upton,・Eh1飯s,DeMint,$iggert,Platts,Keller,Wilson,

Musgrave

Minoriry{D9)iV'Voolsey,RMM;Davis{CA),Davis(IL),Case,Grijalva,Kind,KUCinicl?,VanHollen,Majette

Employer-EmployeeRelations

Majority{R13):Johnson,Chrnn.;DeMint,ViceChmn.;Ballenger,McKeon,Platts,Tiberi,Wilson,Cole
,Kline,Cartez,Musgrave,

Blackburn,1vacancy

Minority(D10):Andrews・RM】 願lPa}me、McCart煽Kildee,Tierney;Wu,Holt,McCollum,Case,Gr麺 …オva

Sd㏄tEducation

Majority(R6):Hoeks毛ra,Chmn.;Porter,ViceChmn.;Green・wood,Norwood,Gingrey,Butns

Minor;ty(D4):Hinojosa,RMM;Davis(CA},Davis(IL},Ryan

WorkforceProtections

Majoriry(R8):Norwood,Chmn・;
.Biggert,VzceChmn・;Ba耳epge葛Hoekstra,Isakson,KeUeちKhhe,Blackburn

廻inority(D6)=Owens,RMM;Kuc沁ich,Woolsey,Majette,「Payn6,8ishop

ε醜ergy&Co血r曲ce・2伽R。 伽m

onorgVco巾merce.ho腿ge.gov202-225-29217

M勾 面ty(R31):Tauzin(LA),Chmn・;B鐵rakis(FL),Barton(r)O,Upとon(MI),Stearns(FL),G註lmor(OH),Greenwood

(PA),Cox(CA),Dea】(GA),.Burr.(NC),ViceChmn・;Whitfield(KY),Nqrwood(GA),Cubj㎞(WY),Shtm㎞s(恥 〉,

W皿son(NM),Shadegg(AZ),Picke血lg(MS),Fosse皿a(NY),Blunt価0),Buyβr(IN),Radanovich(CA),Bass

躍 鵬s㈹ ・Bρno・¢樋1den(OR),Terry(NE)・Fietehe「(鋤,Fe「 創son個J)・Rogers(MI)・Iss・(CA)・
M加o齪 論 蟹 盤

n騰 撫 器織 儲 琶糊 耀1講 職 諏課 職allane(MD),
Green(TX)・McCarthy(MO),Strickland(OH),DeGette(CO),CapPs(CA)Doyle(PA),John(LA),AUe血(ME),

9avis(FD,:SchakowskyαL),Sohs(CA)

SU8COMM霊 了 「E匠S

Commerce,Trade&'℃onsumerProtecdon'.

Majority(R15)Stearns,Chznn.;Upton,Whitfield,Cubin,Shimkus,Shadegg,ViceCh㎜.;Radanovach,Bass,Pitts,Bon。,

Terry,F"letcher,Ferguson,Issa,Otter

Minority(D12):Schakowsky,RMM;Solis,Markey,Tbwns,Brown,Davis,Deutsch
,Stupak,Greeh,McCarthy,Strickland,

DeGetteT

Ene卿&血Quality

M肉q囎.(R17>:Barton・Chmn・;Cox・Burr,Whitfield,Norwood,Shimkus,ViceChmn、;W皿son,Shadegg,Pickering,Fosse丑a,

Buyer,Radanovich,Bono,Walden,Ragers,Issa,Otter

M圃 呼(D・14)・ 、助 ・h・r,RMM;・W脚 ・,皿 ・・,Waxmaxz,Markey,H・ll,晒 ・・,Br・ ㎜,R・ ・h,M・C・ 晦Stロ 曲nd
,6・pP・,

Doyle,Jσhn・

En血o㎞ ㎝ 重&HazardousMate血1s

M勾 嶋(R15)・G皿 ㎞ ・r,Chmn.;G・E@11W・ 。d・Sh㎞ 坤 ・W藍 ・・n・F。 ・・ell・・ViceChm・1;B・y・z
,Rad・ 繭 ・h,B・ss,Pitts,B・n・,

Terry,Fletcher,xssa;Rogers,Otteir

Mihority(Di2);Solis,RMM;Allen,PalloPe,Doyle,Davis,Schakowsky,Deutseh;Rush,StupakWynn
,Green,DeGette

Health

Majority(R17):Bilirakis,Chmn.;Barton,Upton,Greenwood,Deal,Burr,Whit$eld,Norwood,ViceChmn .;Cubin,Wilson,

Shadegg,Picker血g,$uger,Pitts,Fletcher,Ferg肛son,Rogers

Minority(DI4)二Brown,RMM;Wai脚an,Hall,Towns,Pallone,Eshoo,Stupak
,Engel、Gzeen,Strickland寧Capps,Gorilon,

DeGette,John

Oversight&lnvestigations

Maj・ ・ity(R8)・G・eenw・ ・d,Chm…B癒 ・las,S・eam・,B・ 叫B舘 ・,胴d・ 叫ViceC舳 .、恥 ・帥 ・・n,R・9…

Minority(D6):Deutsch,RMM;DeGette,Davi.s,Schakowsky,Waxrnan,Rush

■elecO】 ㎜unications&tbe夏 翼諏te㎜et

N【ajority(RI7):Upton,Chmn.;Bi狙rakis,Barton,Steams,ViceChrnn.;Gi皿mor,Cox,Dea1,Whitfield,Cub加,Shimkus,1W皿son,

Picke血[9,FosseHa,Bass,Bono,Walden,Terzy

M加ority(D14):Marke弘RMMRu3h,McCarthy,Doyle,Davis,Boucher,Totivns,Garcfon,Deutsch
,Eshoo,Stupak,Engel,Wynn,

Gxeen
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Financia欝Services2129縫avわ 鯛m

www.ho朋so.gov/financia鋼30rvicoε202-225■7502

Majority(R37);Oxiey(OH},Chmn.;Leach(iA},Berevter(NE),Baker(LA},Bachus(AL),Castle(DE},1{ing(NY}
,R

oyce(CA),Lucas(OK),Ney(OH),Kelly(NY),ViceChmn.;Paul(TX),GU㎞or(OH),Ryun(KS)
,La.Tourerte(QH}

,.Manzullo(IL},Jones(NC),Qse(CA),Bzggert(IL),Green(WI),Toomey(PA),Shays(CT),Shadegg(AZ),

Fosse皿a(NY),M皿er(CA),Hart(PA),Capito(WV),Tiberi(OH),Kennedy(MN)
,Feeney(FL),}至ensarhng(rX),G

arrett(NJ),Murphy(PA),Brown-Waite(FL),Barrett(SC),Harris(FL),Renzi(AZ)

Minority(D32):Frank(MA),RMM;Kanjorski(PA),Waters(CA),Maloney(1V1'),Gutierrez(IL)
,Velazquez(NY),Watt(NC)A

ckerman(N℃,Hooley(OR),C鵬onσN),Sherm飢(CA),Meeks(N玲,Lee(CA),Inslee(WA)
,Moore(KS)

,Gonzalez(rX),Capuano(MA),Ford(τN),H至n{唇osa(TX),Lucas(KY),CroWley(NY),αay(MO),Israe1

(NY),Ross(AR),McCarthy(NY),Baca(CA),Matheson(UT),Lynch(MA),M皿er(NC),Emanuel(IL),Scott

{GA},Davis(ALj

Independent(1):Sanders(1-VT)

SUBCOMMI?TEES

CapitalMarkets,Insurance&GovernmentSponsoredEnterprises

Majority(R26):Baker,Chmn.;Ose,ViceChmn.;Shays,G血m叫Bachus,Casde,King,Lucas,Royoe,ManzuUo,Ke皿y
,Ney,Sh

adegg,Ryun,Fosse蹉a,B正ggert,Green,Miller,Toomey,Capita,Hart,Kennedy
,Tibeari,Bmwn一 鴨te,1{3TI7S,Renzi

賊inority(D23);Kanjorsld,RMM;Ackerm且n,Hooley,Sherman,Meeks,Inslee,Moore,Gonzalez
,Capuano,Ford,H㎞(ｺjosa,

Lucas,Crowley,Israel,Ross,Clay,McCarthy,Baca,Matheson,Lynch,Miller,Emanuel,Scatt
へ ら

Domesticand㎞temadonI腿Mone轍yPo賑c翼1目ra"e&Techn・10gy

M勾ority(R14)=K童ng,Chmn.βiggert,ViceChmn.;Leach,Casde,Pau1,Manzullo,Ose,Shadegg,Kennedy,Feeney,Hensarl加g
,

Murphy,Barrett,Harris

Minority(D11)=Maloney(NY),RMM;Watt,「Waters,Lee,Kanjorski,Sherman,Hooley
,Gutierrez,Velazquez,Baca,Emanue1

,Tndependent(1):Sanders(1)

F㎞ancialInsdtutions&ConsumerCred鉦

M勾o盛tア(R25):Baehus,Ch㎜.;LaTourette,ViceCh㎜.;Berevter,'B臓C麗de,Royce,Lu㈱,Ke皿y,Gillmor
,Ryun,Jones艶

Biggert,Tootney,Fossella,Hart,Capito,Tiberi,Kennedy,Feeney,Hensarling,Garrett,Murphy,Brown-Waite
,Barrett,Renzi

Minority(D21):Maloney(NY),Watt,Adkerman,she㎜an,Meeks,Gu恒errez,Moore,Gonzalez,Kanjorski,Waters,Yelazquez
,

Hoole翼Carson,Ford,}玉in{DJosa,Lucas,Crowley,Israel,Ross,McCarthy,Davis

fndependent(1):Sanders{1},RMM

Housing&Co㎜ 蜘{1pport璽 助 I

M勾ority(R14)「Ney,Chmn.;G肥en,ViceChmn.;Bereuter,Baker,King,Jones,Ose,Toomey,Shays,M皿er,Haxt,Tiberi,Har】 証s,

Re砿i.

Minority{D11}:Waters,RMM;Velazquez,Carson,Lee,Capuano,Watt,Clay,Lynch,Miller
,Scott,Dasris

IndependenC(1):Sanders(1)

Oversight&Tnvestagativns

Majority(R11):Kelly,Chmn.,Paul,ViceChmn.;LaTourette,Green,Shadegg,Fossella,Hensarling
,Garrett,Murphy,Brovtm-

Waite,Barrett

Minority{D9):Gutierrez,RMM;Inslee,Moore,Crowley,Maloney,Gonzalez,Hinojosa,Matheson,Lynch

GovernmentRe#orm2157Rayburn

….house.go噸roform202-225-5074

M{麺ority(R24):Davis,T(VA),Chmn.;BurtonσN),Shays(CT),ViceCh血n.;Ros-Leh血1en(恥),'McHugh(NY)
,Mi

ca(FL)・Souder(IN)・La.Tourette(0}{),Ose(CA),Lewis(KY),Davis,J.(VA),Platts(PA),Cannon(UT)
,P

utn㎜(FL),Schrock(VA),Duncan(rN),Sulhvan(OK),Dea1(GA),M田er(MI),Murphy(PA),皿lmer(OH)
,C

arter(TX),Janldow(SD),Blackbum(TN)

M加o鱒(D19)lWaxman〈CA),RMM;Lantos(CA),Owens(NY),Tc)wns(餓),Kar噸orski(PA)
,Maloney(NY),Cum-

rnings{MD),Kucinich(OH),Davis
.{IL),Tierney(MA),Clay(MO),Watson(CA),Lynch{MA),VanI-lollen(MD),S

anchez,iai..{CA},Ruppersberger(MD),Norton(DC),Caoper(TN),Bell('TX)

Independentσ)=Sanders(1-VT)

SUBCOMMITTEES

CivilService&AgencyOrganization

M勾ority(R7):Davis,」.Chmn.;Murphy,ViceChmn.;Mica,Souder ,Putnam,Dea1,Blackburn

Minority(D5):Davis(IL),RMM;Owens,Van-Hollen,iVorton,Cooper

Crimina藍Jusdce,D川gPo髄oy&HrxmanResources

Ma30rity(R9):Souder,Chmn.;Deal,ViceChmn.;McHugh,Mica,Ose,Davis,J.,Schrock
,Carter,Blackburn

M血 鴫(D7)・Cumm噛R竪M・D・vi・ σL),Cl・y,San・h・Z,R・ppersberg・r,N・ …n ,B・騒

EnergyPolicy,NaturalResourcesandRegulatoryAffaiars

Major就y(R8):Ose,Chmn.;Janklow,ViceChmn.;Shays,McHugh,Cannon,Sullivan,Deal,M皿er

Minoriry(D6)Tierney,RMM;Lan的s,Kanjorsld,Kucihich,VanHollen,Cooper

GovernmentEfficiency&FinancialManagement

Majority(R6):Platts,Chrrtn,;Blackburn,ViceChmn.;1.aTourette
,Sullivan,Miller,Turner

M並ority(D4):Towns,RIMM;Kanjoxski,Owens,Malo鵬y
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NadonalS㏄urit防EmergingThreats&1皿ter凪a樋onal】R,elations

Majority(R11}:Shays,Chznn.;`lhrner,ViceChznn.;Burton,LaTourette,Lewis,Platts,Putnana,Schrocic,Duncan
,Murphy,

Jan茎dow

Mino瑚(D8):Kuc血ich,RMM;Lantos,Lynch,Malone翼Sanchez,Ruppersberge耳Bel1,Tiemey

Iπ吻 εη伽`σ):Sanders(1)

Te曲10帥 飴 皿ati。nP嚇Intergove㎜en屈Reladons&Cens"s

Majority(R5):Putnam,Chmn.;Miller,ViceChann.;Ose,Murphy,Turner

Minozity(D3}:Clay,RMM;Watson,Lynch

We皿ness&H閥manRま9hts

Majortity(R4)=Burtan,Chmn.;Cannon,ViceChmn.;Shaアs,Ros・Leh山}en

Minority{D2}:Watson,RMM;Cummings

Independent(1):Sanders{1}

開oロseAdminis電ration圃1309Longw・ 縫h

….hou3e.govノ ¢ha"昌202昂225-8281

Majority{R6}:Ney{OH),Chmn.;Ehlers(MI),Mica(FL),Linder(GA},Doniittle(CA),Reynolds(NY)

M血ority(D3):Larson((恥,RMM;M皿ender-McDonald(CA),Brady(撚)

NOSUBCOMMiTTEES

囎 朧 鵬 認 翻:8二,e』,i。 。。 ・ ・.2170Rayburn202-226-5021
M綱ty(R26):Hyde(IL),Ch㎜.;1£ach(IA),Bereuter(NE),Smith(ND,ViceChmn.;B磁on(IN),Gallegly(CA),

Ros-Lehtinen(FL),Ballenger(NC),Rohrabaeher(CA),Ropce(CA),King(NY},Chabot(OH),Houghton(IVY),

McHugh(NY),Tancredo(CO),Pau1(TX),Smith(MI),Pitts(PA),Flake(AZ),Davis,J.(VA),Green(WI),Weller

(IL),Pence(IN),McCotter(MI),Janldow(SD),Har亘s(肛1}

Mino血 亡y(D23):1烈os(CA),RMM;Berman(CA),Ackerman(M),Faleomava{ga(AS),Pa〕me(NJ),Menendez(NJ),

Brown(OH},Sherman(CA),Wexler(FL},Engel(NY),Delahunt(MA),Meeks(NY),'Lee(CA),Crowley(NI'},

Hoeffel(PA),Blumenauer(OR),Berkley(NV),Napalita.no(CA),Schiff(CA),Watson(CA),SmithぐWA),Mc-

Co丑um(MN),Bell(TX)

SUBCO閉M罰[「EES

Africa

Majorzty(R5):Royce,Chmn.;Houghton,Tancredo,Flake,Green

Minori呼 Φ4):Payne,RMM;Meeks,Lee,McCoHum

Asia&thePacific

M…舜or虻y(R11):Leach,Chmn.;Burton,Bereuter,5mith(NJ),Rohrabache耳Royce,Chabot,Pau1,Fiake;Weller,Tancxedo

Minority(D9):Faleaznavaega,R.MM;$rown,Blumenauer,Watson,Smith,Ackerman,Sherman,Wexler,Meelts

Europe

Majority(R7):Bereuter,Chmn.lBurton,Ga皿e臨King,Dav蛉,McCatter,Janklow

Minoriry(D6):Wexler,RMM;Engel,Delahunt,Lee,Haeffel,Blumenauer

Ixnterxzationai'.IblTorism,Nonpm監 距rat董oPandHumapRi帥ts

M勾ority(R10)=Ga皿egly,Chmn.;Smi出(NJ),Rohrabache葛K血g,Pi虻s,Green,Ballenger,「 ぬncredo,S耐th(MI),Pence

Minority(D8)=Sherma丑,RMM;Me鵬ndez,Crowley,Berkley,Napolitano,Sch冠f,Watson,Bell

MidrlleEast&Central.Asia,

Mafority(RlO)=Ros-Leh目nen,Chmn.;Chabot,McHugh,Smith(MI),Davis,Pence,McCo虻 鋸Janklo罵Pitts,Har畑

Minority(DS):Ackerman,RMM;Berman,Engel,Crowley,Hoeffel,Berkley,Sehiff,Bell

W6sternHemisphere

Majoriry(R6)=Ballenger,Chmn.;Pau1,Weller,Hazzxs,L,each,Ros-Leh血en

Minoxiry(D5):Menendez,RMM;Delahunt,Napohtano,Faleomavaega,Payne ゴ
Judiciary2'[38Rayhurn

www.house.govrud'eciary2U2-225-3951

Majorzry{R21):
_Sensenbrenner{WI),Chrrul.;Hyde(IL),Coble(NC),Smith{TX),Gallegly(CA),Goodlatte(VA),Ch

abot(OH),Jenldns(TN),Cannon(の,Bachus㈹,Hostetder(IN),Green(WI),KeHer(FL),H説 ㈹,

Flake(AZ},Pence(IN},Forbes(VA),King(IA},Ca'rter('1'X),Feeney(FL),Blackburn(TN)

Minority(D16)=Conアers(MI),RMM;Berman(CA),Boucher(VA),Nadler(NY),Scott(VA),Watt(NC),Lo嬉ren

(CA),JacksonLee(rX),Waters'(CA),Meehan(MA),Delahunt(MA),Wexler(FL),Baldw圭 皿(槻),Weiner(NY),S

chiff{CA),Sanchez,Li.{CA)

SUBCOMMITTEE5'

Co㎜e醐&A'strativeLaw

Majority(R7):Cannon,Chmn.;Coble,Flake,Carter,Blackburn,Chabot,Feeney

Minority(D5):Watt,RMM;Nadler,13aldwin,Delahunt,Weiner

Courts,theT.nternet&血teHectua互Property

Majoritア(R12)二S加th,Chmn,;Hyde,Gane誕 メGoodlatte,Jenkins,Bachus,Green,Ke庭e馬Hart,Pence,Fo由es,Carter

Minority(D10):Berman,RMM;Canyers,Boucher,Lofgren,Waters,Meehan,Delahunt,Wexler,Baldwin,Weiner

C血e,艶rr面sm&HomelandSec磁ty

M勾oritア(R8)二Coble,Chmn.;Feene翼Good}atte,Chabot,Green,Keller,Pence,Forbes

Minority(D5):Scott,RMM;Schiff,JacksonI.ee,Waters,Meehan
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1鵬 燃 黄9罵at藻o職,BorderSecurity&αa童ms

M硝ority(R8)=Hostett】er,Chmnm,
,;Flake,Blackbum,Smith,Gailegly;Cannon,King,Hart

Mznority(D5}:JacksonLee,RMM;Sanchez,1.」ofgxen,$erman,Conyers

TI肥Constitution

Maloziry{R8):Chabat,Chrnn.;King,Jenkins,Bachus,Hostettler,Hart,Feeney,Forbes

Millority(D5);Nadler,RMM;Conyers,Scott,鴨tt,・Sch置

PermanentSelectCommitteeonlnteiligence凹 遜06Th6Cap龍o屡

inte!ligence.hause.gov202-225.4121

Majoriry(R11):Gvss(FL),Chmn.;Bereuter{NE),ViceChmn.;Boehlert(1VY),Gibbons(NV),LaHdod(IL},Cun-

ningham(CA),Hoekstra(MI),Burr(NC),Everett(AL),Ga蝕e誤y(CA),Co㎞s〈GA)

Minority(D9):Harman(CA),RMM;Hastings(FL),Reyes(軍),Boswe皿(IA),Peterson(MN),Cramer(AL),Eshoo

(CA),Holt(NJ),RupPersberger(]〉 篁D)

SU8CO期M誓TTEES

H㎜anl雌 βHigence,Analysis&Counte血telligence

Majority(R7}sGi6bons,Chxnn.;Boelalert,ViceChmn.;Cunningham,Hoekstra,Burr,Everett,Callins

M㎞ori町(D5)=Boswen,RMM;Ruppersberger,Reyes,Peterson,Cramer

IntelligencePolicy&NataiunalSecurity'

Majority(R6):Bereuter,Chmn.;LaHood,ViceChmn.;Cunninghaxn,Hoekstra,Burr,Gailegiy

Niinority(D:4)..Eshoo,RMM;Hastings,Holt,Ruppersberger

Technical&TacticalIntelligence

Majoritア(R7):Hoekstra,Chmn,;Boehler亡 ダVice℃hmn.;Gibbons,Cunriingham,Everett,Gal蓋e廓CoHins

囁 並 ・鰍D5)・ ・C・㎜ ・地"RMM;H。lt,Esh。 ・,P・texs・n,R・pp・ ・sbe・g・・

Terrorism&HOmelandSecurity'

Majar童ty:(R7);LaHooti,Ghmn ..;$ereuter,Vice.Chmn.;Gibbo皿s,Burr,Everete,Ga皿egly,Collins

噛 鵬(D5)・ .恥 噸 ・脳M;R・ ア・・,P・16・・。・,B。 ・壷・il,C・amβ ・.,

Resources'・r1324L・ ・gw・rt』

糊w.houso.govhesources「'・'"202胴225幽276¶

Majority(R28):Pombo(CA),Chmn.;Young(AK),Tauzin(LA),Saxton(珊),GaUeビy(CA),Duncan(rN),G皿chrest

(MD),Calvert(CA),McInnis(CO),Cubln(WY),Radanovich(CA),jones(四q),Cannqn(UT),Peterson(PA),

GiLbbons(NV),ViceChmn.;Souder(IN),Walden(OR),Tancredo(CO),Hayworth(AZ),Osborne(NE),Flake

(AZ},Rehberg(MT},Renzi{AZ),Cole{OK},Pearce(NM),Bishop(UT),Nunes(CA},Neugebauer(TX)

M垂nority(D24)lRaha懸 .(Wy),RMM;K皿dee(MI),Faleomavaega(AS),Abercrflmbie(削),0磁z(rX),Pallone(NJ),

繍 醗 β篭s朧講 職鍛A激盤 措灘 盛醗囎 き颪d鴇,辮簸脳 鍛
(TX),Rodriguez(T)Q,Baca(CA),McCollum(MN)

SUBCQMMiTTEES

Energy&MineralResources

Majoxity(R10):Cub三n,Chmn.;Tauzin,Callnon,Gibbdns,Souder,'Rehheiき,Cole,Pearce,Bi曲op,Nunes

Minority(D8);㎞d,RMM;・Fale6mavaega,Or戯z,Napohtano,Udall(NM),Carson,Markey,1vacancy

Fi曲e盛esConser聡tion,Wild厳fe&Oceans

Majority(R6):Gilchrest,Chmn.;Young,Tauzzn,Saxton,Souder,Jones

Minority{D5):Pallone,RMM;Faleomavaega,Abercroznbie,Orｬlz,Bordallo

Farests&FarestHealth

Majority(R10):Mclnnis,Chmn.;Duncan,Jones,1'eterson,Tancredo,Hayworth,Flake,Rehberg,Renzi,Pearce

M血ority(D9):Inslee,RMM;Ki歪dee,UdaH(NM),Udall(CO),Acevedo-Vila,Carson,MρCollum,2ヤacancies

National.Parks,Recreation&PublicLands

Majority(R1・1);RadanovichジChmn・;Galle固 第Duncan,G皿chrest,Cubin,Jones,Cannon,Peterson,G正bわons,S6ude再BishoP

Minority(D9}:Christian-Christensen,RMM;Kildee,Kind,Udall(NM),Udali(CO),Acevedo-Vila;Grijaiva,Caxdoaa,Bordailo

Water&Power

M耳jor孟ty(R9);CalverE,Chmn.;Radanovich,Wa】den,Tancredo,Hayworth,Osborne,Renzi,Pe… 罎ce,Nunes

M血 鱒(D8)・N・p曲 ・。・rlM;D・9剛 ・・19・,G・zj・1va,C・ ・d。・a,M皿1・ ちR・d卿ez,お ・・a

腱 糊匪es「 ・・1・'闘 一312TheCapitol

… ・fivuse・govlru屠es』202騨225層9191

Majoriry(R9):Dreier(CA),Ch㎜.;Goss(FL),Vi亡eChmn.;Under(GA),Prアce(OH),Diaz-Balart,L(鋤,Has伽gs

(WA),Myrick(NC),Sessi。ns(rX),Reyn。1ds(醐

Minority(D4):Frost(rX),RMM;Slaughter(M),McGovern(MA),Hastings(FL)

SUBCDMMI7TEES

Technology&theHouse

Majoriry(R5):Linder,Chmn.;Myxick,ViceChtrin.;Sessions,:Reynolds,Dreier

M血ority(D2)=McGovernジRMM;Has面gs(FL)

TheLegishtive&BudgetProcess

Majority(R5):P避yce,Chmn.lDiaz-Balart,ViceChmn.GOSS,Hgs血 唱s(WA)
,Dreier

Minor亘tア(D2):Slaughter,RMM;Frost
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SCienCe2320Rayburn

www.hvusa.gvviscicnce202-225-6371

Majority(R25)=Boehlert(NY),Chmn.;Smith(rX),Weldon(PA),Rohrabacher(CA),Barton.(D9,Calvert(CA),

Smith(MI),Bartlett(MD),Ehlers(MI),Gut㎞echt(MN),Nethercutt(WA),Lucas(OK),Biggert(IL),G且chrest

(MD),Akin(MO),JohnsonσL),Hart(PA),Sullivan(OK),Forbes(VA),Gingrey(GA),Bishop(UT),Burgess(T

X),Bonner(AL),Feeney(FL),Neugebauer(rX)

Nlinority(D22):HaU(TX),RN【M;Gordon(rN),Coste1正o(IL),Johnson,E.(TX),Wbolsey(CA),Lampson(rX),Larson

{CT),Udall(CO),Wu{OR),Honda(CA),Bell(TX),Miller(NC),Davis(TN),Jacksonl,ee('1'X),Lofgren(CA),

Sherman{CA),Baird(WA),Mvaxe(KS),Weiner(1VY),Matheson(UT},Cardoza(CA},1vacancy

SUBCO納MITTEES

Energy

Majority(R9)=Biggert,Chmn.;Weidon,Bart】ett,Eh玉ers,Netherc戚,A㎞,Hart,G血grey,Bonnex

Mvnority(D7):Lampson,RMM;Costello,Woolsey,Wu,Honda,Miller,Davis

Envnronnient,Technology&Standards

Majoriry{R8):Ehlers,Chmn.;Srnith{MI},Gutknecht,Biggert,Gilchrest,Jahnsan{1L},Burgess,ivacancy

殖撫ority(D6):Uda}1,RMM;M且]er,Davis,Baird,Matheson,Lofgren

Research

Majority(R10);Smith〈 瓢1),Ch㎜.;Smi出 σX),Rohrabacher,Gutknecht,Lucas,Akin,JohnsonσL)lH飢,Sullivan,G噂ey

臨nority(D8)Johnson(『rX),RMM;Honda,Lo㎏ren,Cardoza,Sherman,Moore,Matheson,Jac】ksonLee

Space&Aeranautics

Majority(R14):Rohrabacher,Chznn.;Scnith(TX),Weldon,Barton,Calvert,Bartlett,Nethercutt,Lucas,Sullivan,Forbes,

Bishop,Burgess,Bonner,Feeney

Minariry(D12}:Gordon,RMM;Larsori,$ell,L,ampson,Udall,Wu,Johnson{TX},JacksonLee,Sherman,Moore,Weiner,1

vacancy

SelectCommitteeonHomelandSecurity433Cannon

hsc.hoose.gov202-226-847T

Majority(R27):Cox(CA),Chmn.;D面nぐWA),Young(FL),Young(AK),Sensenbrenner(WI),Tauzin(LA),Dreier

(CA),Hunter(CA),Rogers(KY),Boehlert(NY),Smith(rX),Wddon(PA),Shays(CT),Goss(理 〉,Camp(MI),

Diaz-Balart,L,(FL),Good】atte(VA),Istook(OK),King(NY),L豆nder(GA),Shadegg(AZ),Souder(IN),Thorn-

berry(TX},Gibbons(NV},Granger(TX),Sessioris(TX},Sweeney(NY}

Mino蹴y(D23):Turner(TX),RMM;Thompson(MS),Sanchez,Lo,(CA),Markeア(MA),Dicks(WA),Frank(MA),

ter(NY),DeFazio(OR),Lowey(NY),Andrews(NJ),Nor匿on(DC),LofgrenHarman(CA),Cardin(MD),Slaugh

(CA},McCarthy(MO},JacksonL.ee(TX},Pascrell(N,]},Christian-Christensen(VI),Etheridge(NC),Gonzalez

CrX),Lucas(KY),Langevin(RI),Meek(Fエ ゥ

SUBCOMMITTEES

Cソbersecurity,ScienceandResearch&Development

Majority(R12):Thornberry,Chmn.;Sessians,ViceChmn.;Boehlert,Smith,Weldon,Camp,Goodlatte,King,Linder,Souder,

Gibbons,Granger

Minvrity(DlO):Lofgren,RMM;Sanchez,Andrews,JacksonLee,Christian-Christensen,Etheridge,Gonzaiez,Lucas,Langevin,

Meek

EmergencyPreparedness&Respnnse

Majoriry(R12):Shadegg,Chmn、;Weldon,ViceChmn.;Tauzin,Shays,Camp,D童az・Ba3art,King,Souder,Thornberry,Gibbons,

Granger,Sessions

Minority(DIO);Thompson,RMM;Ha£man,Card加,DeFazio,Lowey,Norton,Pascrell,Chri.stian・Christensen,Etheridge,

Lucas

Infrastructure{3cBorderSeccry

M…唾ority(R12)ICazng,Chmn,;Granger,VieeChmn.;Dunn,Ybung(AK),Huntex',Sznith,Diaz-Balart,Goo曲tte,Istook,Shad-

egg,Souder,Sweeney

Minority(D10);Sanchez,RMM;Markey,D孟cks,Fra皿k,Cardin,S】aughte葛DeFaz童o,JacksonLee,Pascrell,Gonzalez

Inte磁gence&Counterterrorisrn・ 穆1.

Majority(R12)=Gibbons,Chmn,;Sweene翼 職ceChmn.;Dunn,型bung(FL),Rogers,Smi亡h,Shays,Goss,King,L三nder,Shadegg,

Thornberry

Minority{D10):Langevin,RMM;Markey,Dicks,Frank,Harrnan,Lowey,Andrews,Norton,McCarthy,Meek

Rules

Majariry(R8):Diaz-Balart,Chmn.;Dunn,Sensenbrenner,Dreiez,Weldon,Goss,Linder,Sessians

Minority(D6)=Slaughter,RMM;Thompson,Sanchez,1.,ofgren,McCarthy,Meek

Sma闘Business・'2359Rayburn

www.house.gov/smhix202-225-5821

Majoriry(R18):Manzu丑o(IL),Chmn,;Bardett(MD),Ke董ly(NY),Chabot(OH),「lbomeヲ(PA),DeMlnt〈SC),Graves

(MO),Schrock(VA),Akin(MO),Capito(WV},Shuster(PA),Musgrave(CO),Franlcs(AZ),Gerlach(PA},Bradley

(NH),Beauprez(CO),Chocola(IN),King(IA)・

Minority(D17):Velazquez(NY),RMM;Millexader-Mめonald(CA),UdaH(NM),Ballance(NC),F段1eomav律ega(AS),.

Ch加tian-Ch1jstensen(VI),Davis(IL),Gonzalez(TX),Napohtano(CA),Acevedo-V皿a(PR),Case(HI),Bordallo

(GU),M葡ette(GA),MarshaU(GA),Michaud(ME),M且ler(NC),Sanchez,Li.(CA)



(138) 神奈川法学第37巻 第1号2004年 138

SU8CO酬 輪 薩↑丁藍εS

RegulatveyReforrn&Oversight

Majority(R7):Schrock,Chmn.;Bartlett,Kelly,Franks,13radley,King,1vacancy

Minority{D6):Christian-Christensen,Acevedo-Vila,Majette,3vacancies

RuralEnterrpri.ses,AgricultureandTechnology

Majorzty(R6);Gzaves,Chmn.;Shuster,Kelly,Cap三to,Musgrave,Tbomey

Minority(D5):Ballance,RMM;Michaud,Christian-Christensen,Case,Bordallo

Tax,Finance&Expvrts

Majarity(R8)=恥ome翼Cllmn.;Chabot,Musgrave,Ger玉ach,Beauprez,Franks,DeMint,Choco玉a

.Minority(D7}:Millender-McDonald,R.MM;Marshall,$allance,Davis,Acevedo-Vila,Majette,Mickzaud

輪r㎞rce,Empvwerment&GavernmentProgrants

Majo煎y(R7);Ak加,Chmn.;DeM三nt,Cap丘to,Bradley,Chocola,King,1vacancy

Mlnority(D6):Udal1,Davis,Napolitano,Case,BordaHo,Ivacancア

StandardsofOfficiatConductHT-zTheCapitol

… ・ho脳Se・gov16thi6s202欄225-7103

Majority(R5ンHe且ey(CO),Chmn.;Hastzngs(WA),Biggert(IL),Hulsho£(MO),L,aTourette(OH)

Minorily(D5)=MoUohan(WV),RMM;TUbbsJones(OH),Green(TX),Roybal-A皿and(CA),Doyle(PA)

麗OSU8COMM躍T7鑑ES

Transportation&翼nfrastructure2765Ray藍 川m

www.』ouse.govκransρortatio".202-225-9446

Majority(R41):「!bung(AK),Chmn.;Petri(WI),ViceChmn4Boeh豆ert(NY),Coble(NC),Duncan(rN),G皿chrest

(MD),Mlca(FL),Hoekstra(MI>,Quinn(NY),Ehlers(MI),Bachus(AL),LaTeurette(OH),Kelly(NY),Baker

(LA),Ney(oH},LoBiondo(NJ},Moran(KS),Miller(CA},DeMint(SC),Bereuter(NE),Isakson(GA),Hapes

{NC),Simmans(CT),Capito(WV},Brown{SC),Johnson(IL),Rehberg{MT),P}atts(PA),Graves(MC),Kennedy

(MN),Shuster(PA),Boozrnan(AR),Sullivan(OK},Chocola(IN),Beauprez{CO},Burgess(TX),Burns{GA),

Pearce{NM},Gerlach(PA},Diaz-Balart,M.(FL},Porter(NV}

Minarity(D34):Oherstar(MN},RMM;Rahall(WV},Lipinski(IL),DeFazia(OR),CostellO(IL},Nartan{DC),Nadler.

(NY),Menendez(NJ),Brown(FL),F且ner(CA),Johnson(TX),Taylor(MS),M温ender-McDonald(CA),Cum-

mings(MD),Blumenauer(OR),Tauscher(CA),PascreH(NJ),Boswell(IA),Holden(PA),Lampson(rX),Baird

(WA},Berkiey{N'V},Carson(OK),Matheson{UT),Honda{CA),Larsen{WA),Capuano{MA),Weiner(NY),

Carson(IN),Hoeffel(PA),Thompson(CA)歩Bishop(NY),M五chaud(ME),Davis(rN)

SUBCOMMiTTEES

Aviation

Majority(R25)=Mica,Chmn、;Petri,Duncan,Quinn,Ehlers,Bachus,Kelly,13aker,.LoBionδo,Moran,Isakson,Hayes,Johnson,

Rehberg,Graves,Kennedy,Shuscer,Boozrnan,Suilivan,Chocola,ViceChrnn.;Beauprez,Pearce,Gerlach,Diaz-Balart,

Parter

Minority(D21):DeFazio,RMM;Boswell,Lipinski,Costeilo,Norton,Menendez,Brown(FL),johnson,Millender-McDona】d,

Tauscher,Pascrell,Holden,BerkleメCarson(OK),Matheson,Honda,Larsen,.Capuano,Wbine鳥Rahan,Filner

CoastGuard&瓢ariti皿ieTransportation

Majority(R7);】 ン〕Biondo,Chmn.iCobleGilchrest,Hoekstra,DeM加t,Simmons,Diaz-Balart,ViceChmn.;

Minority(D6):Fz3ner,RMM;DeFazzo,Brown(FL),Mzllendez-McDona3d,Lampson,"Thompson

Econ・ 面 ・CDeVel・P燃e皿 ちPubli¢B磁d血gs&Emergency巌 飢agement

Majority(R5}:LaTourette,Chmn.;Capflta,BurgESS,Burns,Gerlach

Minority(D4)=Nor的n,RMM;Davis,Carson(OK),Michaud

Highways,晒ansit&Pipe㎞es

Majority{R30}:Petri,Chzran.;Boehlert,Coble,Duncan,Mica,Hoekstra,Quinn,LaTourette,Kelly,Baker,Ney,LoBiondo,

Moran,DeMint,$ereuter,Isakson,Hayes,Simmons,Capito,Brown(SC),Johnson,Rehberg,Platts,Graves,Kennedy,

Shuster,Boozman,Beauprez,ViceChmn.;Burgess,Burns

Minority(D25):Lipinsld,RMM;Rahall,Nadler,Johnson,Taylor,Millender-McDonald,Curnmings,Tauscher,PascreD,Holden,

Baird,Berkley,Carson{OK),Matheson,Honda,Larsen,Capuano,Blurnenauer,Larnpson,Weiner,Carsan(IN),Hoeffel,

Thompson,Bishop,Michaud

Raiiroads

Majority(旺14):Qu加n,Chmn.;Petri,Boehlezt,Coble,Mica,Bachus,Moran,MiUe蔦DeM血t,Simmons,Capito,Platts,Graves,

Porter,ViceCh恥n.;

Minority(D12);Brown,RMM;Rahall,DeFaz云o,Nadler,Filner,Cummings,Blumenaue馬Boswe11,Carson(IN),Michaud,

Lipinski,Costello

'WaterResources&Env鋤onment

Majoriry(R19):Duncan,Chmn.;$oehlert,Gilchrest,Ehlers,1,aTourette,Kelly,Bakex,Ney,Miller,lsakson,Hayes,Brown(SC),

Shuster,Boozrnan,Su撫va皿,Chocola,Pearce,、 奄ceChmn.;Gerlach,Diaz-Balart

Minority(D15)lCostello,RMM;Menendez,丁 巨ylo馬La搬pson,Baird,Hoeffel,Thompson,Bishop,Davis,Norton,Nadler,John-

son,Blunnenauex,Tauschex,PascxeSl
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Veterans'A#fairs335Cannon

vete「a"s・ho襲$o.gov202-225-3527

'Naj。rity(R17)・Smith(NJ),Chmn.;B血rahs(FL),ViceChmn_;Everett(醐,BuyerσN),Qu加n(NY)Stearns(FL),

,Baker(猛),Simmolls(CT),Brown(SC),M選er(FL),Boozman(AR),Bxadlev(NH),BeauprezMoran(KS)

(CO),Brown-W誠e(FL),Rellzi(AZ),Murphy(PA)M

撫ohty(D14)lEvans(IL),RM紙F且ner(CA),Gutierrer(!L),Brown(FL),Snyder(AR),Rodriguez(T)〈),Michaud

(ME),Hooley(OR),Reyes(TX),S瓢ck正and(OH),8erkley(NV),Udal里(N餌1)rDa瀬s(CA),ヨyan(OH).

SUBCO蓼 瞬MIマ 丁轄εS

Bexxefits

晦 。囎(R5)・Bじ 。wn(SC),Chmn.;Quinn,ViceChmn,}剛e塙B捌ie猛Brown・wa韮te

Minority(D4);Micbaud,RMMDavi$、Reyes,Bro㈱(FI⇒

Hea肇 出

期 ・贈(恥1>・Si㎜ 。ns,Cbmn・ 潮 ⑪ran,ViceChm皿.;$aker=Mi重)ex,B。 ・zman・Bradley,Beaup・ez,8mw1・-W撫R・n遮

Stearns, ,Murphy

Minority(D9):Ro面guez,RMM;F加e1～SIlyder,Stx・icklaiid,Berk丑e翼Ryan、G磁er∬ βz,Brown(FL)ゴHUOIBV

Oversight&lnvestigatxons

M{尋ority(R5)lBuyex,Chmn.;B血alds,ViceC}1ml1,;Evere証,欝oozman,!vae㎜cy

MinQrity(D4):HooleXRMMIEvans,Fzlner,Rodriguez

WaγS&Means1102Loogworth

waysa"deneans.ho"5e.gov'202-225-3625

M勾ority(R24):Thomas(CA),Chrnzi.;Crane(IL),Shaw(F裂),Johnson(cz),Houghton(NY),Herger(CA),McCrery

(LA),Camp(MI),R且mstad(】KN),Nussle(蚕A),JohnsonCrX),Dunn(WA),Coilins(GA),Portman(OH),Enghsh

(PA),Hayworth(A2}),Wbher(IL),Hulshof(MO),Mclnnis(CO),Lewis(KY),Foley(FL),Brad},(Dg,Ryan(Wl),

CantOr{VA)

Minarity(D17):Rangel(NY},RMM;Stark(CA),Matsui(CA),Levin(Ml),Carclirx(MD),McDermott(WA),H-eczka

(WI)」.,ewis(GA),Nea1(MA),McNulty(NY)JPfferson(脇),'1'an正}erσN),Becerra(CA),Do99ett(TX),Pomeray

斜D),Sandhn(TX),'瞭 」bbsJones(OH)

SUBCOMM薯TT匠 信S

Hea批h

M勾ority(R8)=30hnson(CT∈),Ch塒n.;McCrer}～Crane,Johnson(TX),Camp,Ramstad,Engiish,Du鋤

Minoiity(D5ンStark,RMM;Kl㏄z㎞,Lewis,McDermott,Doggett

Huma進Re50聾rces

M{遍or並y(R8):Hezger,Chnnn.;Johnson(CT),McImis,McCrery,Camp,Enghsh,Lew捻,Cantor

M血ority(D5):Car{hn,RMM;Staek,Lev元n,McDermott,Rangel

Oversight

Majoriry(R8)二Houghton,Chmn.;P磁man,Weller,Mcinirus,Fole腸Johnson(rX),Ryan,Cantor

M血ority(D5);PGmero翼RMM;Kleczka,McNu1し 瓠 τhnner,San曲n

SelectRevenueMeas聞res

Majori呼(R8)=MoCrery,Chmn,;Hayworth,We皿e島Lewis.Fo}eXBrad翼Rva.n、Co難 加s

Minority(D5):McNultq,R,iMM;Jeffez°son,Salld】 血,Doggett,TubbsJones

SacialSec嘔dty

Majority(R8):Shaw～Chmn.;Jo㎞ 玉son(rX),Colhns、Hayworth,Hulshof,Lewis,8rad勇R¥an

M血oritア(D5):想atsui,RMM;Cardin,Pornexoy,Becerra,TubbsJones

Trade

M… 舜ority(R9);αane,Chm皿.βhaw,Houghton,Camp,Ramstad,Dul1孤,Hergei」Enghsh,餌ussle

M血lority(D6)=Lev玉n,R粥M≡Rangel、Nea1,Jeffersnn,Bocerτa,Tan.ner

JOINTCOMMITTF,ES

Jo揃Commi髄oeoパtaxationlo15Longwo曲

w….ho腿se.go哨ct202劃225馳362で

House(5):Th㎝1as(CA),Chmn弓Crane(11.ウ..Shaw(FD,Range1('NY),Stark(CA)

Senate(5)tGrassley(IA),ViceChmn.;Hatch(UT),Nickles(OK、.B且ucus(M'T),Rockef6Uer(W「V)

JointEconomicCommi#tee「G・01Dirksen

www.ho駆se.go冒 塚e¢202層224響5電7肇

House(lO)lSaxto蹟(NJ),ViceChmn,;RyanぐWI),Dunn(WA,.hlゆ ～hlPA).Pumam(FL),Paul(TX),St就k(CA),

RMM;Maloney{NY},Watt{NC),Hill{IN)

Senate(10)=Bennett(UT>,Chmn弓Brownback(KS),Sessions(AL),Sunロnu(聾H),Alexander(TN)Gollins(ME),

Reed(RI),Kennedy(N【A),Saエbaxzes(MD),Bjnga署nan(NIM)
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JointCommitteeonPrinting

㎜ ・ho"se、90哺OP/

House(5):Ney(OH),Chmn弓{)oolittle(CA),Linder(GA),Larson(Cて),Brady(PA)

Ser賦e(5)二Chambhss(GA),Vice-Chmn.;Cochran(赫S),Smith(OR),Irtouye(HI),Dayton(MN)

嘔309L縛OB

202騨225欄8281

Jo罫 蹴Comm誕 奮eeontheLihrsry . .'S-2377鼓eC即1詮o響

202r224・3004

House(5ンEhlers(MI),Vice-Chmn、;Ney(OH),King蜘n(GA),L飢 セson(CT),Millender・McDon謡{1((IA)』

Seriate(5):Stevens(AK),Chmn.;Lott(MS),Cnchran(.'VIS),Dodd(CT),Schumer(NY)

Secretar+yoftheSenate

En瞳1yReynolds

S僧3噸2マ 恥¢Ca癖 趾o耀

202}刷224噛3622

C醤eず髭oftheHouse

JeffTralldah濃

親輌窒54諦 ④Cap赴o羅

202「225-70駐0


